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はじめに 

 

 環境省自然環境局生物多様性センターは、全国的な観点からわが国における自然環境の現況

及び改変状況を把握し、自然環境保全の施策を推進するための基礎資料を整備することを目的

とし、「自然環境保全基礎調査」を実施している。調査範囲は陸域、陸水域、海域を含む国土

全体を対象としている。 

 「自然環境保全基礎調査」は、環境庁（当時）が昭和 48(1973)年より自然環境保全法に基づ

き行っているものであり、今回で 7回を数える。一方、近年の生物多様性の重要性に対する認

識の高まりにあわせ、平成 6(1994)年度より「生物多様性調査」が新たな枠組みとして開始さ

れた。 

 本調査は、「生物多様性調査」の一環である「種の多様性調査」という位置づけで実施され、

国内の生物多様性保全施策の基礎となる資料を得ることを目的とし、環境省からの委託を受け、

福島県が実施したものである。 

 本報告書は平成 18(2006)年度に行われた「種の多様性調査(福島県)」について調査結果を取

りまとめたものである。なお本報告書において、環境省のレッドデータブックに記載のある種

の詳細な位置データについては非公開とした。 

 

 

環境省自然環境局     

生物多様性センター 
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１．目的と実施内容 
 

（１）目的 

 只見地域は、原生的な状況を維持した広大なブナ林やトチノキ、サワグルミが主体をな

し、希少種であるユビソヤナギが確認された渓畔林をもつ森林植生の広がる、豊かで、貴

重な自然環境を有する地域であり、一方、この地域には、豊かな森林植生を背景に、樹洞

性を中心とした様々な種類のコウモリが多数生息しているとみられている。本調査では、

この地域におけるコウモリの生息状況調査とブナ等の森林植生の分布調査を行い、森林植

生とそれに依存する動物相との関わりについて解析･検証することを目的とする。 

  

（２）実施場所 

調査範囲は福島県南会津郡只見町他（340ha）であり、調査対象市町村位置は図 1-1 に、

調査範囲は図 1-2 に示したとおりである。 

 

（３）実施期間 

本調査は、下期に示す平成 18 年度に実施した。 

(着手)  平成 18 年 6 月 22 日 

(完了)  平成 19 年 3 月 5日 

  

（４）実施項目 

①文献等調査 

  a.環境調査 

  b.植物調査 

c.鳥類調査 

  d.昆虫類調査 

  e.両生類・爬虫類調査 

f.哺乳類調査 

②現地調査 

a.植物調査 

 1)植生分布調査 

 2)群落組成調査 

b.コウモリ生息状況調査 

 1)目撃法、フィールドサイン法、バットディテクターによる夜間調査 

 2)トラップ法 

 3)自動撮影法 
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（５）実施体制 

調査は以下の体制で実施した。 

【委託者】 

■福島県生活環境部自然保護グループ 

 〒960-8670 福島県福島市杉妻町 2番 16 号 

 TEL 024-521-1111(代表)、024-521-7251(直通) 

 FAX 024-421-7928 

担当者名 

笠原 航 

 

【受託者】 

■エヌエス環境株式会社 東北支社 仙台支店 福島営業所 

 〒963-8831 福島県郡山市七ツ池町 16 番 14 号永崎ビル 

 TEL 024-938-1356 

 FAX 024-938-1894 

担当者名 

土門 直樹 

佐橋 正敏 

進藤 靖 
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図 1-1 福島県内位置図
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（６）調査日程 
 

 調査実施日は、表 1-1 に示したとおりである。 

 

表 1-1 調査日程 

調査項目 調査日程 

文献等調査 文献等調査 任意 

植生分布調査 
2006 年 10 月 10 日～13 日 

10 月 16 日～20 日 植物調査 

群落組成調査 2006 年 10 月 10 日～13 日 

目撃法、フィールドサ

イン法、バットディテ

クターによる夜間調査

トラップ法 

現地調査 

コウモリ

生息状況

調査 

自動撮影法 

2006 年 8月 28日～9月 4日 

10 月 3 日～6日 

10 月 11 日～13 日 
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２．調査内容 
 

（１）環境調査 

  ①調査方法 

 気象、地形等の自然環境及び法的規制等の社会状況の概況を調査した。 

 

  ②調査結果 

a.自然環境 

1)気象 

只見町の近辺の地域気象観測所としては、只見地域気象観測所が存在する。その観

測所の月別気象概況を表 2-1 に示した。 

只見町の気候は日本海側の気候で年間降水量が多く、豪雪地帯である。只見地域気

象観測所における 1997 年から 2006 年までの年平均気温は 10.3℃、年平均風速は 0.8

m、年平均降水量は 2,564.9mm、年平均日照時間 1,107.5hr となっている。また、1997

年から 2006 年までの月別の最深積雪（最大値）は 2月の 304cm となっている。 

 

表2-1 月別気象概況（只見地域気象観測所） 

平均気温 平均風速 降水量 日照時間 最深積雪 
月 

℃ ｍ mm ｈｒ ｃｍ 

1 月 -1.3 0.9 316.8 34.9 284 

2 月 -1.1 0.9 230.1 62.5 304 

3 月 1.3 1.0 193.7 103.7 297 

4 月 7.1 0.9 111.2 140.4 232 

5 月 13.8 0.8 114.6 144.7 41 

6 月 18.6 0.6 146.4 98.9 0 

7 月 22.4 0.6 320.4 103.3 0 

8 月 23.1 0.5 205.5 132.7 0 

9 月 19.3 0.5 160.6 94.2 0 

10 月 12.6 0.7 190.3 94.2 5 

11 月 6.3 0.9 247.3 60.0 27 

12 月 1.1 0.9 328.0 38.1 263 

全年 10.3 0.8 2,564.9 1,107.5 304 

注 1）平均気温、平均風速、降水量、日照時間の各数値は、1997 年～2006 年までの平均値である。 

注 2）最深積雪は、各月の最大値を記載した。 

出典：気象庁ホームページ 
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2)地形･地質 

｢土地分類基本調査(福島県)｣(経済企画庁 1972 年)によると、対象区域は大起伏、

中起伏、小起伏の山地から主に構成されており、一部に砂礫台地も分布している。対

象区域の大部分は山地であり、伊南川から比較的離れた場所には大起伏山地が分布し、

伊南川に近づくに従って中起伏山地、小起伏山地が広がっている。砂礫台地は、伊南

川や黒谷川など河川沿いにみられるだけある。図 2-1 に地形分類図を示した。 

地質は、未固結堆積物の礫、半固結～固結堆積物の泥岩・砂岩の互層、火山性岩石

の流紋岩及び玄武岩質岩石、変成岩類のホルンフェルス、深成岩類の花崗岩などが分

布している。山地を構成する地質は、泥岩・砂岩、凝灰岩・溶結凝灰岩などが比較的

多く、これらの地層に花崗岩などの深成岩類が貫入(マグマが地殻内に上昇すること)

している。更に、貫入部周辺では、接触変成作用によりホルンフェルスが形成されて

いる。伊南川や黒谷川など河川沿いは、未固結の礫で構成されている。 

 

3)土壌 

｢土地分類基本調査(福島県)｣(経済企画庁 1972 年)によると、対象区域の山地部に

は、褐色森林土壌、乾性褐色森林土壌、乾性ポドゾル化土壌、湿性ポドゾル化土壌、

岩屑性土壌などが分布している。伊南川や黒谷川など河川沿いには、灰色低地土壌、

粗粒灰色低地土壌が分布し、一部にグライ土壌もみられる。 

図 2-2 に表層地質図、図 2-3 に土壌図を示した。 

比較的標高の高い尾根部に乾性ポドゾル化土壌が分布し、傾斜地の上部に岩屑性土

壌、下部に褐色森林土壌がみられる。なお、対象区域西側の会津朝日岳一帯には、な

だれ地形に起因する岩石地が広がっている。 
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b.社会環境 

1)自然関係法令  

国及び福島県で定められている自然関係法令等を表 2-2 に示す。そのうち、只見町

内のコウモリ調査対象地域、植生図作成対象地域にかかる指定地域等の状況について

も表 2-2 に示した。 

コウモリ調査対象地域、植生図作成対象地域の両調査地域内では「鳥獣の保護及び

狩猟の適正化に関する法律」により指定された鳥獣保護区等と「森林法」により指定

された保安林の区域が該当している。また、植生図作成対象地域内では「自然公園法」

により指定された越後三山只見国定公園と「福島県文化財保護条例」により指定され

た県指定天然記念物（比良林のサラサドウダン、古町の大イチョウ）、史跡（窪田遺

跡、久川城跡）が該当している。 

自然公園及び自然環境保全地域位置図を図 2-4 に、史跡、名勝及び天然記念物を図

2-5 に示した。 
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表 2-2 自然関係法令等一覧 

指定地域等の状況 

NO 自然関係法令等 参照図表
コウモリ調

査対象地域 

植生図作成

対象地域 

1 

「自然公園法」(昭和 32 年法律第 161 号)第 5条第 1項の規定

により指定された国立公園の区域 

同条第 2項の規定により指定された国定公園の区域 

図あり 該当なし 該当あり 

2 
「福島県県立自然公園条例」（昭和 33 年条例第 23 号）第 5

条第 1項の指定により指定された県立自然公園の区域 
図あり 該当なし 該当なし 

3 

「自然環境保全法」(昭和 47 年法律第 85 号)第 14 条第 1項の

規定により指定された原生自然環境保全地域 

同法第 22 条第 1項の規定により指定された自然環境保全地域

- 該当なし 該当なし 

4 

「福島県自然環境保全条例」(昭和 47 年福島県条例第 55 号)

第 12 条第 1項の規定により指定された県自然環境保全地域 

同条例第 15 条第 1項の規定により指定された特別地区 

同条例第 16 条第 1項の規定により指定された野生動植物保護

地区 

図あり 該当なし 該当なし 

5 

「福島県野生動植物の保護に関する条例」(平成 16 年福島県条

例第 55 号)第 17 条第 1項の規定により指定された生息地等保

護区 

同条例第 18 条第 1項の規定により指定された管理地区 

同条例第 19 条第 1項の規定により指定され立入制限地区 

同条例第 20 条第 1項の規定により指定された監視地区 

- 該当なし 該当なし 

6 

「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」(平成 4

年条約第7号)第11条2の世界遺産一覧表に記載された自然遺

産の区域 

- 該当なし 該当なし 

7 
「都市緑地法」(昭和 48 年法律第 72 号)第 5条の規定により指

定された緑地保全地域 
- 該当なし 該当なし 

8 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」

(平成4年法律第75号)第36条第1項の規定により指定された

生息地等保護区 

- 該当なし 該当なし 

9 
「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律」（平成 14 年法

律第 88 号）第 28 条第 1項の規定により指定された鳥獣保護区
図あり 該当あり 該当あり 

10 

「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」

(昭和55年法律第28号)第2条の1の規定により指定された湿

地の区域 

- 該当なし 該当なし 

11 
「文化財保護法」(昭和 25 年法律第 214 号)第 109 条第 1項の

規定により指定された史跡、名勝又は天然記念物 
図あり 該当なし 該当なし 

12 
福島県文化財保護条例（昭和 45 年福島県条例第 43 号）により

指定された史跡、名勝又は天然記念物 
図あり 該当なし 該当あり 

13 
「森林法」(昭和 26 年法律第 249 号)第 25 条第 1項の規定によ

り指定された保安林の区域 
図あり 該当あり 該当あり 
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2)鳥獣保護区 

調査対象地域内の鳥獣保護区等は、コウモリ調査対象地域ではほとんどが休猟区と

して指定され、植生図作成対象地域では、そのほかに鳥獣保護区、銃猟禁止区域とし

て指定されている箇所がある。鳥獣保護区等位置図を図 2-6 に示した。 

 

3)狩猟の状況 

福島県生活環境部自然保護グループ資料によると、本業務の対象地域となる只見町、

旧伊南村、旧南郷村、旧舘岩村の狩猟状況については、表 2-3 に示したとおりである。 

調査地域周辺ではヤマドリやノウサギなどが狩猟対象となっており、只見町では、

これ以外にマガモやカルガモなどのカモ類が狩猟対象になっていた。旧南郷村、旧伊

南村は只見町や旧舘岩村に比べると狩猟実績は少なくなっていた。 

 

表 2-3 調査地域の狩猟状況 

平成 15 年度 平成 16 年度 

種名 
只見町 
旧 

南郷村

旧 

伊南村

旧 

舘岩村
只見町
旧 

南郷村 

旧 

伊南村 

旧 

舘岩村

ｶﾜｳ         3       

ﾏｶﾞﾓ 33 8 13 1 65   14 11

ｶﾙｶﾞﾓ 59 3 16   76 15 18   

ｺｶﾞﾓ 3   7   1       

ﾔﾏﾄﾞﾘ 64 11 13 28 50 4 13 23

ｷｼﾞ             1   

ﾄﾞﾊﾞﾄ             3   

ｷｼﾞﾊﾞﾄ 16     1 10       

ｽｽﾞﾒ 31               

ｶﾗｽ類 29   1 22 51 5   4

ﾆﾎﾝｻﾞﾙ       10         

ﾉｳｻｷﾞ 70 9 8 60 82 9 18 32

ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ 6   4 8 6 1 2 7

ｷﾂﾈ         1       

ﾎﾝﾄﾞﾃﾝ       1 1       

ｲﾉｼｼ（ｲﾉﾌﾞﾀを含む）             1   

ﾆﾎﾝｼﾞｶ（ｵｽ） 2   5 22 4 6 9 15

注）表内の数字は捕獲個体数 

 

   4)保安林  

調査対象地域内の保安林は、コウモリ調査対象地域では主に水源かん養保安林、土

流・土崩保安林として指定されているほか、災害防備保安林として指定されている箇

所が点在している。植生図作成対象地域ではそのほかに伊南川沿いの一部で干害防備

保安林として指定されている箇所がある。福島県保安林配備図を図 2-7 に示した。 
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（２）鳥類調査 

①調査方法 

周辺の鳥類相、渡り及び繁殖等の時期、希少種の有無、集団分布地の位置および状況、

そのほかの周辺の状況について以下の文献で調査した。 

 
文献 1：「只見町史資料集 第 4集『会津只見の自然』気候・地質・動物編」 

（只見町史編さん委員会 2001 年） 

文献 2：「鳥類生息状況調査報告書」（福島県森林保全課 1985 年） 

文献 3：「舘岩村史 第 2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村 1995 年） 

文献 4：「南郷村史 第 2巻」（南郷村 1985 年） 

文献 5：「レッドデータブックふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2002 年） 

 

②調査結果 

a.鳥類相 

文献調査の結果、表 2-4 に示す 17 目 42 科 152 種が確認された。 

主に山野に生息する鳥類が 32 科 112 種と確認種数の約 7割を占めており、水辺に生

息する鳥類は 10 科 40 種と少ない傾向があった。これは、調査地域には渓流や沢等は

見られるが、河川や湖沼等が少なく、冬季にハクチョウやガンカモ類が飛来する場所

も、滝湖と只見湖があるのみで、水辺環境があまり多くないことが要因であると考え

られる。 

 

生息環境別にみてみると、平地の人家周辺から山地及び亜高山帯に生息する種が確

認されている。また、ワシタカ類（ハヤブサ類を含む）も、オオタカ等の丘陵地でみ

られる種からイヌワシやクマタカ等の山岳地に生息する種まで 14 種が確認されてい

る。 

 

人家周辺：スズメ、ツバメ、イワツバメ、ムクドリ、キセキレイ、ハクセキレイ 

畑  地：ヒバリ、カワラヒワ、コサメビタキ 

林  縁：ホオジロ、アオジ、ヒヨドリ、キジバト、カケス 

山  地：キビタキ、オオルリ、クロツグミ、マミジロ、ミゾサザイ、アカショウ

ビン、シジュウカラ等のカラ類 

高  地：メボソムシクイ、ルリビタキ 

沢 沿 い：カワガラス、アカショウビン、ヤマセミ、キセキレイ 

 

繁殖状況をみると、確認された種の大半は繁殖しており、冬鳥を除く全体の約 6割

が繁殖していた。繁殖時期をみると、一般的な春～初夏にかけて繁殖を行う種が大半

を占めていた。 

また、渡り区分について、表 2-5 にまとめた。 

その結果、夏鳥が最も多く全体の半数（約 48％）を占めている。次いで留鳥が 23.

5％、冬鳥が 17.4％、旅鳥と迷鳥が共に約 6％であった。留鳥が少ない要因は、冬季の

豪雪により生息が困難になる点があり、厳冬期には個体数が減少するためと考えられ
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る。また、旅鳥が少ない要因は、只見町が内陸に位置するため、シギ、チドリ類の飛

来がないためと考えられる。 

 

表 2-4(1) 既存文献による鳥類確認状況 

 
文献1 文献2 文献3 文献4 文献5

ｶｲﾂﾌﾞﾘ ● 留鳥 少ない 2～10月 ○
ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ ● 冬鳥 まれ 日本で繁殖しない
ｱｶｴﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ ● 冬鳥 まれ 5～9月
ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ ● 冬鳥 まれ 3～8月

ﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ ﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ
ｵｵﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ ●

迷鳥 まれ
11月下旬～
　　12月初旬

ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ ● 迷鳥 まれ 1年中
ﾖｼｺﾞｲ ● ● 夏鳥 － 5～8月
ｺﾞｲｻｷﾞ ● ● 留鳥 少ない 4～7月 ○
ｻｻｺﾞｲ ● 夏鳥 まれ 4～7月
ｱﾏｻｷﾞ ● 夏鳥 少ない 4～9月
ﾀﾞｲｻｷﾞ ● 夏鳥 少ない 4～9月
ｺｻｷﾞ ● ● 夏鳥 少ない 4～9月
ｱｵｻｷﾞ ● 留鳥 普通 4～9月 ○
ｵｵﾊｸﾁｮｳ ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
ｺﾊｸﾁｮｳ ● 冬鳥 普通 日本で繁殖しない
ｵｼﾄﾞﾘ ● ● ● ● 留鳥 普通 4～7月 ○
ﾏｶﾞﾓ ● 冬鳥 普通 4～8月
ｶﾙｶﾞﾓ ● ● ● ● 留鳥 普通 4～7月 ○
ｺｶﾞﾓ ● ● ● 冬鳥 普通 5～7月
ﾄﾓｴｶﾞﾓ ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
ﾖｼｶﾞﾓ ● ● ● 冬鳥 少ない 6～7月
ｵｶﾖｼｶﾞﾓ ● 冬鳥 少ない 5～6月
ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
ﾎｼﾊｼﾞﾛ ● 冬鳥 普通 日本で繁殖しない
ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ ● 冬鳥 少ない 5～7月
ｽｽﾞｶﾞﾓ ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
ﾎｵｼﾞﾛｶﾞﾓ ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
ｶﾜｱｲｻ ● 冬鳥 少ない 4～6月
ﾐｻｺﾞ ● 夏鳥 少ない 4～7月
ﾊﾁｸﾏ ● ● 夏鳥 少ない 5月下旬～9月 ○
ﾄﾋﾞ ● ● ● ● 留鳥 普通 2～9月 ○
ｵｼﾞﾛﾜｼ ● 冬鳥 少ない 3～8月
ｵｵﾀｶ ● ● ● 夏鳥 少ない 4～6月（産卵期） ○
ﾂﾐ ● ● ● 夏鳥 少ない 4～5月(産卵期） ○
ﾊｲﾀｶ ● ● 夏鳥 少ない 5月（産卵期） ○
ﾉｽﾘ ● ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～6月（産卵期） ○
ｻｼﾊﾞ ● 夏鳥 少ない 4～7月 ○
ｸﾏﾀｶ ● ● ● ● ● 留鳥 少ない 4～7月 ○
ｲﾇﾜｼ ● ● 留鳥 少ない 3～6月 ○

ﾊﾔﾌﾞｻ ● ● ● 留鳥 少ない
3月下旬～4月中旬
（産卵期） ○

ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ ● ● 留鳥 － 4～7月
ﾔﾏﾄﾞﾘ ● ● ● ● 留鳥 少ない 4～6月（巣造り） ○

ｷﾀｷｼﾞ ● ● 留鳥
－
4～7月
（ｷｼﾞの繁殖時期）

ｸｲﾅ ● ● 冬鳥 － 5～8月
ﾋｸｲﾅ ● 夏鳥 少ない 5～8月
ｵｵﾊﾞﾝ ● 迷鳥 まれ 4～8月

ﾁﾄﾞﾘ ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ ● 夏鳥 普通 3～7月 ○
ｲｿｼｷﾞ ● ● 夏鳥 少ない 4～7月 ○
ﾔﾏｼｷﾞ ● ● 冬鳥 － 4～6月
ﾀｼｷﾞ ● ● 冬鳥 － 4～7月

ﾋﾚｱｼｼｷﾞ ｱｶｴﾘﾋﾚｱｼｼｷﾞ ● 旅鳥 まれ 5～7月
ﾕﾘｶﾓﾒ ● 冬鳥 少ない 4～7月
ｶﾓﾒ ● 迷鳥 少ない 5～7月
ｳﾐﾈｺ ● 迷鳥 少ない 4～7月
ｷｼﾞﾊﾞﾄ ● ● ● ● 夏鳥 普通 3～11月 ○
ｱｵﾊﾞﾄ ● 夏鳥 少ない 不明
ｼﾞｭｳｲﾁ ● ● ● 夏鳥 少ない 6～7月（産卵期） ○
ｶｯｺｳ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～8月(産卵期） ○
ﾂﾂﾄﾞﾘ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～6月（産卵期） ○
ﾎﾄﾄｷﾞｽ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～6月（産卵期） ○
ﾄﾗﾌｽﾞｸ ● 夏鳥 まれ 5～7月
ｺﾉﾊｽﾞｸ ● ● ● 夏鳥 少ない 5～6月（産卵期） ○
ﾌｸﾛｳ ● ● ● 留鳥 少ない 3～5月 ○

ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ

ﾊﾄ ﾊﾄ

ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ

ﾂﾙ ｸｲﾅ

ﾁﾄﾞﾘ
ｼｷﾞ

ｶﾓﾒ

ﾀｶ ﾀｶ

ﾊﾔﾌﾞｻ

ｷｼﾞ ｷｼﾞ

ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ

ｶﾓ ｶﾓ

ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ

渡り区分
只見町
での繁殖

既存文献 只見町
での分布

繁殖時期目名 科名 種名
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表 2-4(2) 既存文献による鳥類確認状況 

 
文献1 文献2 文献3 文献4 文献5

ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ ● ● ● 夏鳥 少ない 5～8月(産卵期） ○
ﾊﾘｵｱﾏﾂﾊﾞﾒ ● 夏鳥 少ない 5～9月 ○
ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 不明 ○
ﾔﾏｾﾐ ● ● ● ● 留鳥 少ない 3～8月 ○
ﾔﾏｼｮｳﾋﾞﾝ ● 迷鳥 まれ 4～7月
ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
ｶﾜｾﾐ ● ● ● 留鳥 少ない 3～8月 ○

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
ﾔﾂｶﾞｼﾗ ﾔﾂｶﾞｼﾗ ● 迷鳥 まれ 4～8月

ｱｵｹﾞﾗ ● ● ● ● 留鳥 少ない 4～6月 ○
ｱｶｹﾞﾗ ● ● ● ● 留鳥 少ない 5～7月 ○
ｵｵｱｶｹﾞﾗ ● 留鳥 少ない 3～6月 ○
ｺｹﾞﾗ ● ● ● ● 留鳥 少ない 5～7月 ○

ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ ● ● ● ● 夏鳥 普通 4月初旬～7月 ○
ﾂﾊﾞﾒ ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～7月（産卵期） ○
ｲﾜﾂﾊﾞﾒ ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～8月 ○
ｷｾｷﾚｲ ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～8月 ○
ﾊｸｾｷﾚｲ ● ● 留鳥 普通 5～7月 ○
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ ● ● ● ● 夏鳥 普通 3～7月 ○
ﾋﾞﾝｽﾞｲ ● 夏鳥 少ない 5～8月 ○
ﾀﾋﾊﾞﾘ ● 迷鳥 まれ 日本で繁殖しない

ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ ● ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○

ﾁｺﾞﾓｽﾞ ● ● 夏鳥 少ない 5月下旬～7月 ○
ﾓｽﾞ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 2月下旬～7月 ○
ｷﾚﾝｼﾞｬｸ ● ● 冬鳥 － 日本で繁殖しない
ﾋﾚﾝｼﾞｬｸ ● ● ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない

ｶﾜｶﾞﾗｽ ｶﾜｶﾞﾗｽ ● ● ● ● 留鳥 普通 3～6月 ○
ﾐｿｻｻﾞｲ ﾐｿｻｻﾞｲ ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～7月 ○

ﾉｺﾞﾏ ● 旅鳥 まれ 6～8月
ｺﾙﾘ ● ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
ﾙﾘﾋﾞﾀｷ ● 夏鳥 少ない 5～8月 ○
ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ ● ● ● ● 旅鳥 少ない 不明
ﾉﾋﾞﾀｷ ● ● 旅鳥 少ない 5～8月
ﾄﾗﾂｸﾞﾐ ● ● 夏鳥 少ない 不明 ○
ﾏﾐｼﾞﾛ ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
ｸﾛﾂｸﾞﾐ ● ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
ｱｶﾊﾗ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5月中旬～8月
ｼﾛﾊﾗ ● 冬鳥 少ない 不明
ﾏﾐﾁｬｼﾞﾅｲ ● 旅鳥 まれ 日本で繁殖しない
ﾂｸﾞﾐ ● ● ● ● 冬鳥 普通 日本で繁殖しない
ﾔﾌﾞｻﾒ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 4月下旬～8月 ○
ｳｸﾞｲｽ ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～8月 ○
ｺﾖｼｷﾘ ● 夏鳥 少ない 5月中旬～8月
ｵｵﾖｼｷﾘ ● ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○
ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ ● 夏鳥 少ない 6～8月 ○
ｴｿﾞﾑｼｸｲ ● ● 夏鳥 － 5～7月
ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ ● ● 夏鳥 普通 5～6月（産卵期） ○
ｷｸｲﾀﾀﾞｷ ● 留鳥 少ない 6～8月 ○
ｾｯｶ ● ● 留鳥 － 4～9月中旬
ｷﾋﾞﾀｷ ● ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○
ｵｵﾙﾘ ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○
ｻﾒﾋﾞﾀｷ ● 夏鳥 まれ 6～8月
ｴｿﾞﾋﾞﾀｷ ● 夏鳥 少ない 日本で繁殖しない
ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ ● ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
ｻﾝｺｳﾁｮｳ ● 夏鳥 少ない 5～8月

ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ ● ● 留鳥 普通 4～6月 ○
ｺｶﾞﾗ ● ● ● ● 留鳥 普通 5～7月 ○
ﾋｶﾞﾗ ● ● ● ● 留鳥 普通 5～7月 ○
ﾔﾏｶﾞﾗ ● ● ● ● 留鳥 普通 4～7月 ○
ｼｼﾞｭｳｶﾗ ● ● ● ● 留鳥 普通 4～7月 ○

ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ● ● ● ● 留鳥 少ない 4～7月 ○
ｷﾊﾞｼﾘ ｷﾊﾞｼﾘ ● 留鳥 少ない 3～6月 ○
ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○

ﾎｵｼﾞﾛ ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～9月 ○
ﾎｵｱｶ ● ● ● 夏鳥 － 5～7月
ｶｼﾗﾀﾞｶ ● ● ● ● 冬鳥 普通 日本で繁殖しない
ﾉｼﾞｺ ● ● 夏鳥 少ない 5～7月
ｱｵｼﾞ ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
ｸﾛｼﾞ ● ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ

ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ

只見町
での分布

繁殖時期

ﾂﾊﾞﾒ

ｾｷﾚｲ

ﾓｽﾞ

ﾚﾝｼﾞｬｸ

ﾋﾀｷ

ｼｼﾞｭｳｶﾗ

渡り区分

ﾎｵｼﾞﾛ

ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ

目名 科名 種名
既存文献 只見町

での繁殖
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表 2-4(3) 既存文献による鳥類確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注：種名、学名は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（環境庁 1993 年）に準拠した。 

・繁殖時期は「原色日本野鳥生態図鑑<水鳥編>」（保育社 1995 年）及び 

「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社 1995 年）を参考にした。 

・渡り区分 

留鳥：当該地域で 1年を通して生息している鳥 

夏鳥：春、当該地域に渡来し、繁殖期を過ごして秋に飛び去る鳥 

冬鳥：秋、当該地域に渡来し、越冬して春に飛び去る鳥 

旅鳥：繁殖地や越冬地に移動する途中、当該地域に春と秋に出現する鳥 

迷鳥：迷い込んだ鳥 

 

 

表 2-5 鳥類の渡り区分 

渡り区分 種数 割合 

留鳥 35 23.5％

夏鳥 71 47.7％

冬鳥 26 17.4％

旅鳥 8 5.4％

迷鳥 9 6.0％

 

 

 

 

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5
ｽｽﾞﾒ ｱﾄﾘ ● ● ● 旅鳥 少ない 日本で繁殖しない
（続き） ｶﾜﾗﾋﾜ ● ● ● ● 夏鳥 普通 3～7月 ○

ﾏﾋﾜ ● ● ● ● 旅鳥 少ない 5～7月
ﾊｷﾞﾏｼｺ ● ● 迷鳥 まれ 日本で繁殖しない
ｲｽｶ ● ● 冬鳥 － ほぼ1年中
ﾍﾞﾆﾏｼｺ ● ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない

ｳｿ ● ● ●
留鳥 普通

5月下旬～8月
（巣造り） ○

ｲｶﾙ ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
ｼﾒ ● ● ● ● 旅鳥 少ない 日本で繁殖しない
ﾆｭｳﾅｲｽｽﾞﾒ ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
ｽｽﾞﾒ ● ● ● ● 留鳥 普通 2～9月 ○
ｺﾑｸﾄﾞﾘ ● ● 夏鳥 少ない 4月中旬～7月 ○
ﾑｸﾄﾞﾘ ● ● ● ● 夏鳥 普通 3月下旬～7月 ○
ｶｹｽ ● ● ● ● 留鳥 普通 4～6月 ○
ｵﾅｶﾞ ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～8月 ○
ﾎｼｶﾞﾗｽ ● ● 夏鳥 少ない 4～5月(産卵期） ○
ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ ● ● ● ● 留鳥 普通 3～6月 ○
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ● ● ● ● 留鳥 普通 3～7月 ○

17目 42科 152種 141種 67種 80種 80種 13種 － － － 86種

ｱﾄﾘ

ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ

目名 科名

ﾑｸﾄﾞﾘ

ｶﾗｽ

種名
只見町
での繁殖

既存文献
渡り区分

只見町
での分布

繁殖時期
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b.希少種 

 

既存文献で確認された鳥類のうち、希少種は表2-6に示す11目18科40種であった。 

希少種では、天然記念物としてオジロワシとイヌワシ、国内希少野生動植物種とし

てオジロワシ、オオタカ、クマタカ、イヌワシ、ハヤブサが確認されている。 

 

表 2-6 既存文献での希少種（鳥類） 

文化財 種の保存法 福島県条例 環境省RDB 福島県RED
ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ﾖｼｺﾞｲ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

ｻｻｺﾞｲ 準絶滅危惧
ｶﾓ ｶﾓ ｵｼﾄﾞﾘ 情報不足

ﾄﾓｴｶﾞﾓ 絶滅危惧Ⅱ類 希少
ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

ﾊﾁｸﾏ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
ｵｼﾞﾛﾜｼ 天然記念物 国内希少野生動植物種 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅱ類
ｵｵﾀｶ 国内希少野生動植物種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類
ﾂﾐ 希少
ﾊｲﾀｶ 準絶滅危惧 準絶滅危惧
ﾉｽﾘ 準絶滅危惧
ｻｼﾊﾞ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ｸﾏﾀｶ 国内希少野生動植物種 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅰ類
ｲﾇﾜｼ 天然記念物 国内希少野生動植物種 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅰ類

ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ 国内希少野生動植物種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類
ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ 希少

ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ 未評価
ﾋｸｲﾅ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ｵｵﾊﾞﾝ 希少

ﾁﾄﾞﾘ ｼｷﾞ ﾔﾏｼｷﾞ 未評価
ﾊﾄ ﾊﾄ ｱｵﾊﾞﾄ 準絶滅危惧
ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ﾄﾗﾌｽﾞｸ 準絶滅危惧

ｺﾉﾊｽﾞｸ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ 絶滅危惧ⅠB類 準絶滅危惧
ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｵｵｱｶｹﾞﾗ 希少
ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ 準絶滅危惧

ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ﾓｽﾞ ﾁｺﾞﾓｽﾞ 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧Ⅰ類
ﾋﾀｷ ﾏﾐｼﾞﾛ 希少

ｸﾛﾂｸﾞﾐ 絶滅危惧Ⅱ類
ｺﾖｼｷﾘ 準絶滅危惧
ｵｵﾖｼｷﾘ 準絶滅危惧
ｾｯｶ 絶滅危惧Ⅱ類
ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ 絶滅危惧Ⅱ類
ｻﾝｺｳﾁｮｳ 準絶滅危惧

ｷﾊﾞｼﾘ ｷﾊﾞｼﾘ 希少
ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｱｶ 準絶滅危惧

ﾉｼﾞｺ 準絶滅危惧 注意
11目 18科 40種 2種 5種 0種 18種 38種

希少種選定基準
目名 科名 種名

 
希少種抽出基準 

文化財：「文化財保護法」（法律第 214 号 1950 年） 

種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75 号 1992 年） 

福島県条例：「福島県野生動植物の保護に関する条例」（福島県条例第 23号 2004 年） 

環境省 RDB：「レッドリスト 鳥類」（環境省 2006 年） 

福島県 RDB：「レッドデータブックふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2002 年） 

抽出基準の詳細は巻末資料に添付した。 
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（３）昆虫類調査 

①調査方法 

 周辺の昆虫類相、各種成虫の出現時期や分布状況、希少種の有無、その他周辺の状況

について以下の文献で調査した。 

   
文献 1：「只見町史資料集 第 4集『会津只見の自然』気候・地質・動物編」 

（只見町史編さん委員会 2001 年） 

文献 2：「舘岩村史 第 2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村 1995 年） 

文献 3：「南郷村史 第 2巻」（南郷村 1985 年） 

文献 4：「第 2回 自然環境保全基礎調査 動物分布調査報告書（昆虫類）」（福島県 1979 年） 

文献 5：「レッドデータブックふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2002 年） 

  

②調査結果 

a.昆虫類相 

文献調査の結果、表 2-7 に示す 23 目 233 科 1547 種が確認された。 

 

表 2-7 既存文献による昆虫確認状況 
目名 全体 文献1 文献2 文献3 文献4 文献5
ｶｹﾞﾛｳ目 7科15種 － 5科11種 7科7種 － －
ﾄﾝﾎﾞ目 11科53種 9科21種 10科52種 7科9種 2科2種 －
ｶﾜｹﾞﾗ目 4科11種 3科6種 3科7種 1科1種 － －
ｺﾞｷﾌﾞﾘ目 3科4種 2科3種 3科3種 － － －
ｶﾏｷﾘ目 1科3種 1科2種 1科3種 － － －
ｼﾛｱﾘ目 1科2種 1科2種 － 1科1種 － －
ﾊﾞｯﾀ目 11科50種 7科15種 10科46種 － － －
ﾅﾅﾌｼ目 1科3種 1科2種 1科1種 － － －
ﾊｻﾐﾑｼ目 3科5種 3科3種 3科5種 1科1種 － －
ｶﾞﾛｱﾑｼ目 1科1種 1科1種 － － － －
ﾁｬﾀﾃﾑｼ目 6科8種 2科3種 2科2種 6科6種 － －
ﾊｼﾞﾗﾐ目 4科8種 3科3種 3科7種 3科3種 － －
ｼﾗﾐ目 3科3種 － － 3科3種 － －
ｱｻﾞﾐｳﾏ目 2科2種 － － 2科2種 － －
ｶﾒﾑｼ目 43科158種 17科41種 31科123種 27科33種 2科2種 －
ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ目 5科9種 － 4科6種 4科4種 － －
ｺｳﾁｭｳ目 36科452種 23科107種 9科348種 26科27種 2科3種 3科3種
ﾊﾁ目 25科95種 11科22種 20科79種 14科14種 1科1種 －
ｼﾘｱｹﾞﾑｼ目 2科5種 － 2科5種 1科1種 － －
ﾉﾐ目 3科6種 － 3科6種 2科2種 － －
ﾊｴ目 19科44種 10科11種 14科28種 16科17種 － －
ﾄﾋﾞｹﾗ目 5科8種 － 5科6種 3科3種 － －
ﾁｮｳ目 37科602種 29科152種 31科536種 25科25種 1科2種 3科3種
合計 233科1547種 123科394種 160科1274種 149科159種 8科10種 6科6種  

注）巻末資料に確認種目録を添付した 

 

当該地域の昆虫類相は、平地、集落周辺、河川、低山地、高山帯等でみられる昆虫

類が確認され、多様な昆虫類相となっている。 

表 2-8 に生息環境毎の主な生息種をまとめた。 

コウチュウ目、チョウ目の 2目で全体の約７割を占めており、その他ではカメムシ

目やハチ目、トンボ目などが多い。特にコウチュウ類では、カミキリ類などの樹林に

生息する昆虫類の確認が多いという特徴がみられた。 

また、チョウ目の確認種をみると、福島県ではあまり例のない奥日光や北関東のチ
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ョウ類相と共通種が多くなっている。これは、当該地域が、舘岩村で帝釈山脈を大分

水嶺にして、利根川水系と阿賀川水系に分かれる地形に位置することに起因している

（舘岩村 1995 年）と考えられる。 

このように昆虫類相が多様な要因としては、その立地条件にあるものと考えられる。 

当該地域は、気候的には日本海型でわが国でも有数の豪雪地帯であり、標高 700～ 

2000ｍと亜高山帯から高山帯に位置するため、植物相が多様である。このため、これ

らの植生環境が多様な昆虫類相を有する要因となっていると考えられる。 

 

表 2-8 生息環境毎の主な生息種 

生息環境 主な生息種 

河川沿いの堤防 ヒメシロチョウ(4～5 月)、ジャコウアゲハ(5～11 月多化) 

河川敷河川 コムラサキ(6 月、8月、年 2回)、ノコギリクワガタ(7～8 月) 、 

トワダカワゲラ(9～11 月)、キベリタテハ（8月） 

民家･畑地 ツマキチョウ(4 月)、エゾスジグロシロチョウ(5～8 月、年 2回)  

アメリカシロヒトリ(5～9 月、年 2回)、マメコガネ(7～8 月) 

イラガ（4～5 月、8～9月、年 2回） 

集落周辺の水辺 ゲンジボタル(6～7 月)、オニヤンマ（6～9月） 

低山地 

 

ギフチョウ(4 月)、オオムラサキ(6～8 月)、ゴマダラチョウ(5～9 月)、

テングチョウ(5～6 月)、ヒオドシチョウ（3-6 月、9-11 月、年 2回）、

オオミドリシジミ(6 月)、ジョウザンミドリシジミ(7 月～9月)、 

アイノミドリシジミ(7 月)、シータテハ(7、9 月、年 2回) 

ルリボシカミキリ(6～9 月)、キイトトンボ(6～9 月)、 

エゾイトトンボ(5～6 月)、ハッチョウトンボ(5～9 月) 

高山帯 キベリタテハ(6 月)、エルタテハ（7～8月）、 

ギンボシヒョウモン（6～7月）、ウラキンシジミ（6～7月）、 

フジミドリシジミ(6～7 月)、カオジロトンボ(6～8 月) 
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b.希少種 

 

既存文献で確認された昆虫類のうち、希少種に該当した昆虫類は表 2-9 に示す 3目

13 科 30 種であった。 

希少種は全てカメムシ目、コウチュウ目、チョウ目の 3目で、特にチョウ目の希少

種が多かった。また、トンボ目の該当がない等、水中や水辺に生息する種が少ない傾

向がある。 

 

表 2-9 既存文献での希少種（昆虫） 

文化財 種の保存法 福島県条例 環境省RDB 福島県RED
ｶﾒﾑｼ ｺｵｲﾑｼ ｺｵｲﾑｼ 準絶滅危惧 注意

ﾀｶﾞﾒ 絶滅危惧II類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾀﾏﾐｽﾞﾑｼ ｴｸﾞﾘﾀﾏﾐｽﾞﾑｼ 絶滅危惧II類
ﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ ｶﾊﾞﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ 準絶滅危惧

ﾔｾｵｵﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ 絶滅危惧II類
ｺｳﾁｭｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 準絶滅危惧 注意

ﾀﾞｴﾝﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ ｼﾗﾎｼﾀﾞｴﾝﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ 未評価
ﾀﾏﾑｼ ｱｵﾀﾏﾑｼ 準絶滅危惧

ﾄｵﾔﾏｼﾗﾎｼﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ 希少
ｶﾐｷﾘﾑｼ ｷﾍﾞﾘｶﾀﾋﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ 希少

ｸﾛｻﾜﾋﾒｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ 希少
ｱｻｶﾐｷﾘ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ﾎｼﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 絶滅危惧II類 準絶滅危惧
ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ 準絶滅危惧 注意

ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｷﾞﾌﾁｮｳ 絶滅危惧II類 準絶滅危惧
ｼﾛﾁｮｳ ﾋﾒｼﾛﾁｮｳ 絶滅危惧II類 準絶滅危惧
ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｵｵｺﾞﾏｼｼﾞﾐ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ｸﾛｼｼﾞﾐ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾋﾒｼｼﾞﾐ本州･九州亜種 準絶滅危惧 注意
ﾑﾓﾝｱｶｼｼﾞﾐ 希少
ｷﾏﾀﾞﾗﾙﾘﾂﾊﾞﾒ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
ｶﾗｽｼｼﾞﾐ 準絶滅危惧

ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾋｮｳﾓﾝﾁｮｳ北日本亜種 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
ｵｵｲﾁﾓﾝｼﾞ 絶滅危惧II類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾌﾀｽｼﾞﾁｮｳ東北地方亜種 絶滅危惧Ⅱ類
ｵｵﾑﾗｻｷ 準絶滅危惧 注意
ｷﾞﾝﾎﾞｼﾋｮｳﾓﾝ本州亜種 希少

ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｷﾏﾀﾞﾗﾓﾄﾞｷ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ本州亜種 希少
ｳﾗｼﾞｬﾉﾒ本州亜種 準絶滅危惧

3目 13科 30種 0種 0種 0種 19種 27種

目名 科名 種名
希少種選定基準

 
希少種抽出基準 

文化財：「文化財保護法」（法律第 214 号 1950 年） 

種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75 号 1992 年） 

福島県条例：「福島県野生動植物の保護に関する条例」（福島県条例第 23号 2004 年） 

環境省 RDB：「改訂・絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－昆虫類」（環境省 2006 年） 

福島県 RDB：「レッドデータブックふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2002 年） 

抽出基準の詳細は巻末資料に添付した。 
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（４）両生類･爬虫類調査 

 ①調査方法 

両生類･爬虫類の生息状況、希少種の有無、その他周辺の状況について以下の文献で

調査した。 

 
文献 1：「只見町史資料集 第 4集『会津只見の自然』気候・地質・動物編」 

（只見町史編さん委員会 2001 年） 

文献 2：「第 2回 自然環境保全基礎調査 動物分布調査報告書（両生類・は虫類）」（福島県 1978 年） 

文献 3：「自然環境保全基礎調査 種の多様性調査報告書（両生類・爬虫類）」（福島県 1999 年） 

文献 4：「舘岩村史 第 2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村 1995 年） 

文献 5：「南郷村史 第 2巻」（南郷村 1985 年） 

文献 6：「レッドデータブックふくしまⅡ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2003 年） 

 

②調査結果 

 a. 両生類･爬虫類相 

文献調査の結果、両生類・爬虫類は、表 2-10 に示す 3目 10 科 24 種が確認された。 

 

表 2-10 既存文献による両生類・爬虫類確認状況 
分類 目名 科名 種名 文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 備考
爬虫類 ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ ● ● ● ﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ(文献1,4,5）

ｶﾅﾍﾋﾞ ｶﾅﾍﾋﾞ ● ● ● ● ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ(文献1,4,5)
ﾍﾋﾞ ｼﾏﾍﾋﾞ ● ● ●

ｼﾞﾑｸﾞﾘ ● ● ● ｱｶｼﾞﾑｸﾞﾘ(文献4,5)
ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ ● ● ● ●
ｼﾛﾏﾀﾞﾗ ● ● ● ●
ﾋﾊﾞｶﾘ ● ● ● ●
ﾔﾏｶｶﾞｼ ● ● ●

ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾏﾑｼ ● ● ● ﾆﾎﾝﾏﾑｼ(文献1,4,5)
両生類 ｻﾝｼｮｳｳｵ ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾄｳﾎｸｻﾝｼｮｳｳｵ ● ● ● ●

ｸﾛｻﾝｼｮｳｳｵ ● ● ● ●
ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳｵ ● ● ● ●

ｲﾓﾘ ｲﾓﾘ ● ● ● ●

ｶｴﾙ ﾋｷｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝﾋｷｶﾞｴﾙ ● ● ● ●
ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ(文献1，3)、
ﾋｷｶﾞｴﾙ（文献4)、
ﾔﾏﾋｷｶﾞｴﾙ(文献5)

ｱﾏｶﾞｴﾙ ｱﾏｶﾞｴﾙ ● ● ● ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ(文献1)
ｱｶｶﾞｴﾙ ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ ● ●

ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ ● ●
ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ ● ● ●
ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ ● ● ● ●
ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ ●
ﾂﾁｶﾞｴﾙ ● ● ● ● ●

ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ ● ● ● ●
ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ ● ● ● ● ●
ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ ● ● ● ● ●

－ 3目 10科 24種 22種 1種 8種 22種 23種 9種 －  
注: 種名、学名は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（環境庁 1993 年）に準拠した。 

種名を変更した種については、備考欄に文献内で使われていた種名を記載した。 

 

レッドデータブックふくしま（福島県 2003 年）によると、福島県には爬虫類 15

種、両生類 17 種の計 32 種が確認されており、調査地域には福島県に生息する両生類・

爬虫類の 7割程度（24 種）が確認された。 

平地の集落や水田等でみられるアマガエルやシマヘビからトウホクサンショウウオ、

カジカガエル、モリアオガエル等の渓流や山地に生息する種までが確認されている。

これらの確認種の大部分が、調査地全域で確認されていることから、両生類・爬虫類
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の生息環境が良好に維持されていると考えられる。特記すべき点としては、夜行性で

分布や個体数の少ないシロマダラとヒバカリが確認されていることである。 

 

b.希少種 

 

既存文献で確認された両生類・爬虫類のうち、希少種に該当した種は、表 2-11 に示

す 3目 5科 10 種であった。 

希少種の大半が両生類であった。爬虫類は夜行性のシロマダラとヒバカリの 2種で

であった。 

 

表 2-11 既存文献での希少種（両生類・爬虫類） 

文化財 種の保存法 福島県条例 環境省RDB 福島県RDB
ﾄｶｹﾞ ﾍﾋﾞ ｼﾛﾏﾀﾞﾗ 希少

ﾋﾊﾞｶﾘ 希少
ｻﾝｼｮｳｳｵ ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾄｳﾎｸｻﾝｼｮｳｳｵ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ｸﾛｻﾝｼｮｳｳｵ 準絶滅危惧 準絶滅危惧
ｲﾓﾘ ｲﾓﾘ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ｶｴﾙ ｱｶｶﾞｴﾙ ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ 未評価
ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ 準絶滅危惧 未評価
ﾂﾁｶﾞｴﾙ 準絶滅危惧

ｱｵｶﾞｴﾙ ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ 希少
ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ 希少

3目 5科 10種 0種 0種 0種 4種 10種

希少種選定基準
目名 科名 種名

 
希少種抽出基準 

文化財：「文化財保護法」（法律第 214 号 1950 年） 

種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75 号 1992 年） 

福島県条例：「福島県野生動植物の保護に関する条例」（福島県条例第 23号 2004 年） 

環境省 RDB：「レッドリスト 爬虫類・両生類」（環境省 2006 年） 

福島県 RDB：「レッドデータブックふくしまⅡ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2003 年） 

抽出基準の詳細は巻末資料に添付した。 
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（５）哺乳類調査 

 ①調査方法 

哺乳類の生息状況、希少種の有無、その他周辺の状況について以下の文献で調査した。 

 
文献 1：「只見町史資料集 第 4集『会津只見の自然』気候・地質・動物編」 

（只見町史編さん委員会 2001 年） 

文献 2：「福島県只見地域の森林植生並びに生物多様性に関する学術調査」（只見町教育委員会 2003 年） 

文献 3：「福島県只見地域の森林植生並びに生物多様性に関する学術調査」（只見町教育委員会 2005 年） 

文献 4：「南郷村史 第 2巻」（南郷村 1985 年） 

文献 5：「舘岩村史 第 2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村 1995 年） 

文献 6：「福島県獣類生息状況調査報告書」（福島県森林保全課 1991 年） 

文献 7：「第 2回 自然環境保全基礎調査 動物分布調査報告書（哺乳類）」（福島県 1978 年） 

文献 8：「レッドデータブックふくしまⅡ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」 

（福島県 2003 年） 

 

②調査結果 

 a.哺乳類相 

文献調査で確認された哺乳類は表 2-12 に示す 7目 15 科 41 種が確認された。 

 

表 2-12 既存文献による哺乳類確認状況 

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 文献7 文献8
ﾓｸﾞﾗ ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ ﾎﾝｼｭｳﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ ● ●

ｼﾞﾈｽﾞﾐ ● ● ● ﾎﾝｼｭｳｼﾞﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
ｶﾜﾈｽﾞﾐ ● ● ● ﾆﾎﾝｶﾜﾈｽﾞﾐ(文献4,5)

ﾓｸﾞﾗ ﾋﾒﾋﾐｽﾞ ●
ﾋﾐｽﾞ ● ● ● ﾎﾝｼｭｳﾋﾐｽﾞ(文献1)
ﾐｽﾞﾗﾓｸﾞﾗ ●
ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ ● ●
ｺﾓｸﾞﾗ ● ●

ｺｳﾓﾘ ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ ｺｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ ●
ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ ● ● ● ﾐｶﾄﾞｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ(文献1)

ﾋﾅｺｳﾓﾘ ｵｾﾞﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ ●
ﾓﾓｼﾞﾛｺｳﾓﾘ ● ●
ｸﾛﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ ● ● ● ●
ﾓﾘｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ ●
ｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ ● ●
ﾔﾏｺｳﾓﾘ ● ● ﾆﾎﾝﾔﾏｺｳﾓﾘ（ﾔﾏｺｳﾓﾘ）(文献4,5)
ﾆﾎﾝｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ ● ● ● ● ｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ(文献1)
ﾆﾎﾝﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ ●
ｺｳﾓﾘ目 ● ｺｳﾓﾘ(文献3)

ｻﾙ ｵﾅｶﾞｻﾞﾙ ﾆﾎﾝｻﾞﾙ ● ● ● ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｻﾞﾙ(文献2)、ｻﾙ(文献6)
ｳｻｷﾞ ｳｻｷﾞ ﾉｳｻｷﾞ ● ● ● ● ﾄｳﾎｸﾉｳｻｷﾞ(文献4,5,6)
ﾈｽﾞﾐ ﾘｽ ﾆﾎﾝﾘｽ ● ● ● ● ﾘｽ(文献6)

ﾎﾝﾄﾞﾓﾓﾝｶﾞ ● ● ● ● ﾎﾝｼｭｳﾓﾓﾝｶﾞ(文献4,5)、ﾓﾓﾝｶﾞ(文献6)
ﾑｻｻﾋﾞ ● ● ● ● ﾆｯｺｳﾑｻｻﾋﾞ(文献4,5)

ﾔﾏﾈ ﾔﾏﾈ ● ● ● ● ● ●
ﾈｽﾞﾐ ｽﾐｽﾈｽﾞﾐ ● ●

ﾎﾝﾄﾞﾊﾀﾈｽﾞﾐ ● ● ﾎﾝｼｭｳﾊﾀﾈｽﾞﾐ(ﾎﾝﾄﾞﾊﾀﾈｽﾞﾐ)(文献4,5)
ｱｶﾈｽﾞﾐ ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｱｶﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
ﾋﾒﾈｽﾞﾐ ● ﾎﾝﾄﾞﾋﾒﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
ﾊﾂｶﾈｽﾞﾐ ●
ﾄﾞﾌﾞﾈｽﾞﾐ ● ● ● ﾆﾎﾝﾄﾞﾌﾞﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
ﾄｳﾎｸﾔﾁﾈｽﾞﾐ ● ﾔﾁﾈｽﾞﾐ(文献1)

ﾈｺ ｸﾏ ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ ● ● ● ● ● ● ● ﾆﾎﾝﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ(文献2,5)、ｸﾏ(文献6)
ｲﾇ ﾀﾇｷ ● ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ(文献4,5)

ｷﾂﾈ ● ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｷﾂﾈ(文献4,5)
ｲﾀﾁ ﾃﾝ ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞﾃﾝ(文献4,5)、ｷﾃﾝ(文献6)

ｲﾀﾁ ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｲﾀﾁ(文献4,5)
ｵｺｼﾞｮ ● ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｵｺｼﾞｮ(文献2,4,5)
ｱﾅｸﾞﾏ ● ● ● ● ● ﾆﾎﾝｱﾅｸﾞﾏ(文献4,5)

ｼﾞｬｺｳﾈｺ ﾊｸﾋﾞｼﾝ ● ● ● ●
ｳｼ ｼｶ ﾆﾎﾝｼﾞｶ ● ● ｼｶ(文献6)
ｳｼ ｶﾓｼｶ ● ● ● ● ● ﾆﾎﾝｶﾓｼｶ(文献4,5)

7目 15科 41種 32種 9種 4種 27種 26種 17種 5種 7種 －

備考目 科 種名
既存文献

 
注：種名、学名は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（環境庁 1993 年）に準拠した。 

種名を変更した種については、備考欄に文献内で使われていた種名を記載した。 

文献 6で確認されているｺｳﾓﾘ目については全体の確認種数には含めていない。 
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レッドデータブックふくしま（福島県 2003 年）によると、福島県で確認されている

哺乳類は 47 種（アザラシ類を除く）とされ、調査地域には福島県に生息する哺乳類の

大半（41 種）が生息しており、高山帯から低地帯まで広くみられる種が確認され、多様

な哺乳類相となっている。 

また、コウモリ目が 8種と多く確認された。只見町におけるコウモリ類の生息状況に

ついて、キクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、モモジロコウモリ、クロホオヒ

ゲコウモリ、コテングコウモリの 5種について記載されていることから、その記載内容

を表 2-13 にまとめた。 

特記すべき点としては、国内で 10 数頭の採集記録しかないクロホオヒゲコウモリが

確認されていることである（只見町史編さん委員会 2001 年）。 

 

表 2-13 文献１による只見町におけるコウモリの生息状況（記載内容のまとめ） 

種名 只見町での生息状況 

キクガシラコウモリ 

調査では蒲生岳の洞窟や町内の坑道跡と地下水路などから確

認された。坑道跡では子育てが確認された。子育てを含め只見

町内の広い地域で確認されていることから、町内に普通に生息

していると考えられる。 

コキクガシラコウモリ 

調査では町内の坑道跡で確認された。叶津の熊野神社でも夜

軒下で休息している個体が確認された。本種も広範囲に生息す

るが、キクガシラコウモリに比べて生息数は少ないと考えられ

る。 

モモジロコウモリ 

調査では町内の坑道、倉谷川、浅草岳（沼ノ平）、塩ノ岐川

で数頭を捕獲、黒谷川、白沢、伊南川など広い地域でバットデ

ィテクターにより本種と思われる超音波を確認した。只見町内

では町中も含めて広い地域にモモジロコウモリが生息している

と考えられる。 

一般に都市部などで町中を飛んでいるのはアブラコウモリで

あるが、町内では確認されていないことから、只見町ではモモ

ジロコウモリが占めていると考えられる。 

クロホオヒゲコウモリ 

現在まで本州、四国から 10 数頭、10 ヶ所程度の採集記録があ

るだけ。今回、只見町はもちろん、福島県でも初めての記録と

なった。浅草岳（沼ノ平）、倉谷川、塩ノ岐川で確認されたこ

とから、広域に生息する可能性もある。 

樹洞をねぐらとするため、生息条件として大径木のある森林

が必要となるが、只見町にもかつてのような大径木のある森林

が少なくなってきており、数が減るおそれもある。 

コテングコウモリ 

全国的に生息が確認されているが、その確認数は少ない。調

査では浅草岳（沼ノ平）、倉谷川、大幽沢で確認され、生息数

は少ないが只見町内に広く分布する可能性が考えられる。 
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b.希少種 

 

既存文献で確認された哺乳類のうち、希少種に該当した種は表 2-14 に示す 6目 10

科 15 種であった。 

該当種のうちコウモリ類が 6種と多く、希少なコウモリが多く生息していることが

わかった。 

 

表 2-14  既存文献での希少種（哺乳類） 

文化財 種の保存法 福島県条例 環境省RDB 福島県RDB
ﾓｸﾞﾗ ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ ｶﾜﾈｽﾞﾐ 未評価
ﾓｸﾞﾗ ﾐｽﾞﾗﾓｸﾞﾗ 未評価

ｺｳﾓﾘ ﾋﾅｺｳﾓﾘ ｵｾﾞﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ 情報不足 希少
ｸﾛﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ 絶滅危惧IB類 希少
ﾓﾘｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ 絶滅危惧IB類
ﾔﾏｺｳﾓﾘ 絶滅危惧II類 絶滅危惧Ⅰ類
ﾆﾎﾝｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ 絶滅危惧II類 希少
ﾆﾎﾝﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ 絶滅危惧II類 希少

ｻﾙ ｵﾅｶﾞｻﾞﾙ ﾆﾎﾝｻﾞﾙ
地域個体群
(東北地方のﾎﾝﾄﾞｻﾞﾙ)

注意

ﾈｽﾞﾐ ﾘｽ ﾎﾝﾄﾞﾓﾓﾝｶﾞ 未評価
ﾔﾏﾈ ﾔﾏﾈ 天然記念物 準絶滅危惧 希少
ﾈｽﾞﾐ ｽﾐｽﾈｽﾞﾐ 希少

ﾈｺ ｸﾏ ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ 注意
ｲﾀﾁ ｵｺｼﾞｮ 準絶滅危惧 希少

ｳｼ ｳｼ ｶﾓｼｶ 特別天然記念物 注意
6目 10科 15種 2種 0種 0種 9種 14種

希少種選定基準
目名 科名 種名

 
注：福島県 RDB にはｵｾﾞﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘは記載されていないが、本種を含む 5 亜種を 1 つにまとめてﾋﾒﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘとして記載さ

れているとから、ｵｾﾞﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘを福島県 RDB 該当種として扱った。 

希少種抽出文献 

文化財：「文化財保護法」（法律第 214 号 1950 年） 

種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75 号 1992 年） 

福島県条例：「福島県野生動植物の保護に関する条例」（福島県条例第 23号 2004 年） 

環境省 RDB：「改訂・絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－１哺乳類」（環境省 2002 年） 

福島県 RDB：「レッドデータブックふくしまⅡ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2003 年） 

抽出基準の詳細は巻末資料に添付した。 
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（６）植物調査 

①調査方法 

 ａ.植物相 

既存植生調査結果、周辺の植物相の概要、希少種の有無、その他周辺状況について

以下の文献で調査を行った。 

 

使用文献 
文献 1：「国立、国定公園内特別地域内指定植物図鑑-東北編-」（環境庁 1979 年） 

文献 2：「只見町史資料集 第 4集 会津只見の自然 植物編」（只見町 2001 年） 

文献 3：「只見町文化財調査報告書 会津只見の植物」（只見町教育委員会 2004 年） 

文献 4：「会津生物同好会研究誌 No.6」（会津生物同好会 1968 年） 

文献 5：「舘岩村史 第 2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村 1995 年） 

文献 6：「南郷村史 第 2巻」（南郷村 1985 年） 

文献 7：「ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2002 年） 

 

b.植生 

 1)植生図の作成 

「第 2回自然環境保全基礎調査 現存植生図」（環境庁 1981 年）及び「第 3回自

然環境保全基礎調査 現存植生図」（環境庁 1988 年）と空中写真をもとに、概略植

生図を作成した。 

その後、調査対象範囲内を踏査し、現況の植生と照合して概略植生図の修正を行っ

た。群落の区分は相観及び優先種によって行った。 

 

2)群落組成調査 

コドラートを設置し、各植物の被度・群度を記録することにより調査を行った。コ

ドラートは、15 地点を設定し、対象とする群落が典型的に発達している区域の中から

できるだけ均質な場所を抽出し

た。 

設置する場所は、植生等のモニ

タリング資料を作成する上で必

要な箇所やコウモリの生息状況

と周辺環境との関係の把握や解

析のための必要な箇所を抽出し

た。また、群落の経年的な推移を

把握するために、継続的に同じ地

点で調査できるようにコドラー

トの範囲を図上に記録した。 

  

                    写真 1 群落組成調査 
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②調査結果 

a.周辺の植物相の概要 

調査地域及びその周辺では表 2-15 に示す 157 科 1554 種の植物が確認された。 

 

 

表 2-15 既存文献による植物確認種数 

科数 種数 文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 文献7
16科 109種 11種 90種 91種 0種 58種 12種 5種
5科 22種 2種 11種 11種 0種 17種 6種 0種

離弁花類 80科 623種 83種 437種 453種 7種 438種 111種 14種
合弁花類 35科 406種 90種 271種 279種 3種 270種 67種 5種

21科 394種 92種 299種 300種 2種 239種 51種 8種
157科 1554種 278種 1108種 1134種 12種 1022種 247種 32種

全体
分　　　類

各文献の確認種数

合　　　計

シダ植物

種子植物

裸子植物

被子植物
双子葉植物

単子葉植物

 
注)詳細な目録は巻末資料に添付した 

 

確認された植物相をみると、豪雪地帯に適応した種、日本海要素の種、高山植物な

どが確認されたことが、調査地域の植物相の大きな特徴になっている。 

豪雪地帯に適応した植物としては、ハイイヌガヤ、ハイイヌツゲ、エゾユズリハ、

キャラボク、ユキツバキ等が挙げられる。（只見町 2001 年） 

日本海要素の植物としては、キタコブシ、オオバクロモジ、マルバマンサク、オク

チョウジザクラ、スミレサイシン、ヒメアオキ等が挙げられる。（只見町 2001 年）

調査地域は地理的に日本海側に近く、植物区系上、日本海地域に属していると考えら

れる。 

また、調査地域では、多くの高山植物が確認された。高山植物としては、コケモモ、

ユキワリソウ、オオシラビソ、ミヤマナラ、ゴゼンタチバナ等が挙げられる。（只見

町 2001 年） 

帰化植物については、エゾノギシギシ、オオイヌノフグリ、セイタカアワダチソウ、

オオハンゴンソウ、セイヨウタンポポ、カモガヤ等が確認された。調査地域は人の活

動による影響は少ない地域であるが、河川沿い等の人家周辺等に、多くの帰化植物が

侵入していると考えられる。なお、確認された目録では帰化植物は 90 種確認された。 
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b.希少種 

既存文献で確認された植物のうち、希少種に該当した種は、表 2-16 に示す 66 科 17

8 種であった。 

天然記念物として、アカミノアブラチャンが只見町指定の天然記念物となっている。

種の保存法で指定されている種として、アツモリソウ、福島県条例で指定されている

種として、オオシラヒゲソウ、シラヒゲソウ、サルメンエビネ、クマガイソウの 4種

が抽出された。環境省のレッドデータブックで 54 種、福島県のレッドデータブックで

169 種が抽出された。 
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表 2-16(1) 既存文献での希少種（植物） 

文化財 種の保存法 福島県条例 環境省RDB 福島県RDB
ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ｽｷﾞｶｽﾞﾗ 希少

ﾋﾒｽｷﾞﾗﾝ 未評価
ｽｷﾞﾗﾝ 絶滅危惧ⅠB類 未評価

ﾐｽﾞﾆﾗ ﾋﾒﾐｽﾞﾆﾗ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ｺｹｼﾉﾌﾞ ﾋﾒﾊｲﾎﾗｺﾞｹ 絶滅危惧Ⅰ類
ｵｼﾀﾞ ﾅﾝﾀｲｼﾀﾞ 希少

ｵｵｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ 希少
ﾒｼﾀﾞ ｵﾆﾋｶｹﾞﾜﾗﾋﾞ 準絶滅危惧

ｳｻｷﾞｼﾀﾞ 希少
ｳﾗﾎﾞｼ ﾐﾔﾏｳﾗﾎﾞｼ 準絶滅危惧

ﾋﾒｻｼﾞﾗﾝ 希少
ﾏﾂ ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 希少

ｼﾗﾋﾞｿ 希少
ﾁｮｳｾﾝｺﾞﾖｳ 希少

ｲﾁｲ ｲﾁｲ 希少
ｷｬﾗﾎﾞｸ 希少

ﾔﾅｷﾞ ﾄﾞﾛﾔﾅｷﾞ 希少
ｶﾊﾞﾉｷ ｱｶｶﾝﾊﾞ 未評価
ｲﾗｸｻ ｴｿﾞｲﾗｸｻ 準絶滅危惧
ﾔﾄﾞﾘｷﾞ ﾎｻﾞｷﾔﾄﾞﾘｷﾞ 準絶滅危惧
ﾂﾁﾄﾘﾓﾁ ﾐﾔﾏﾂﾁﾄﾘﾓﾁ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾀﾃﾞ ｳﾗｼﾞﾛﾀﾃﾞ 準絶滅危惧

ｲﾌﾞｷﾄﾗﾉｵ 準絶滅危惧
ﾉﾀﾞｲｵｳ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾏﾀﾞｲｵｳ 未評価

ﾅﾃﾞｼｺ ﾀｶﾈﾅﾃﾞｼｺ 希少
ｼﾗｵｲﾊｺﾍﾞ 準絶滅危惧

ｸｽﾉｷ ｱｶﾐﾉｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 町指定天然記念物

ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ﾌｸｼﾞｭｿｳ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾊｸｻﾝｲﾁｹﾞ 準絶滅危惧
ｻﾝﾘﾝｿｳ 絶滅危惧Ⅰ類
ﾚﾝｹﾞｼｮｳﾏ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾐﾔﾏﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾊﾞｲｶｵｳﾚﾝ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾐﾂﾊﾞﾉﾊﾞｲｶｵｳﾚﾝ 絶滅危惧Ⅱ類
ｱｽﾞﾏｼﾛｶﾈｿｳ 準絶滅危惧
ｵｷﾅｸﾞｻ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ﾊﾞｲｶﾓ 準絶滅危惧
ﾋﾒﾐﾔﾏｶﾗﾏﾂ 絶滅危惧Ⅱ類
ｼﾅﾉｷﾝﾊﾞｲ 絶滅危惧Ⅱ類

ｼﾗﾈｱｵｲ ｼﾗﾈｱｵｲ 準絶滅危惧
ﾒｷﾞ ﾄｶﾞｸｼｼｮｳﾏ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類
ﾏﾂﾓ ﾏﾂﾓ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾊﾝｹﾞｼｮｳ 絶滅危惧Ⅱ類
ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ﾕｷｸﾞﾆｶﾝｱｵｲ 未評価

ｺｼﾉｶﾝｱｵｲ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
ﾎﾞﾀﾝ ﾔﾏｼｬｸﾔｸ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ｵﾄｷﾞﾘｿｳ ｱｾﾞｵﾄｷﾞﾘ 絶滅危惧ⅠB類
ｹｼ ﾐﾁﾉｸｴﾝｺﾞｻｸ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾅｶﾞﾐﾉﾂﾙｷｹﾏﾝ 準絶滅危惧 準絶滅危惧
ｱﾌﾞﾗﾅ ﾊｸｾﾝﾅｽﾞﾅ 準絶滅危惧
ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ﾐﾔﾏﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ 絶滅危惧Ⅰ類
ﾕｷﾉｼﾀ ｱﾗｼｸﾞｻ 絶滅危惧Ⅰ類

ﾋﾒｳﾒﾊﾞﾁｿｳ 未評価
ｵｵｼﾗﾋｹﾞｿｳ 特定希少野生動植物 絶滅危惧Ⅰ類
ｼﾗﾋｹﾞｿｳ 特定希少野生動植物 絶滅危惧Ⅰ類
ｺｳﾒﾊﾞﾁｿｳ 未評価
ﾔｼｬﾋﾞｼｬｸ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ｻﾞﾘｺﾐ 絶滅危惧Ⅰ類
ｸﾛｸﾓｿｳ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾌｷﾕｷﾉｼﾀ 絶滅危惧Ⅱ類

希少種選定基準
科名 種名
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表 2-16(2) 既存文献での希少種（植物） 

文化財 種の保存法 福島県条例 環境省RDB 福島県RDB
ﾊﾞﾗ ﾓﾘｲﾁｺﾞ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾐﾔﾏﾀﾞｲｺﾝｿｳ 未評価
ﾁｼﾏｻﾞｸﾗ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾀｶﾈｲﾊﾞﾗ 絶滅危惧Ⅰ類
ｻﾅｷﾞｲﾁｺﾞ 未評価
ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁｺﾞ 希少
ﾎｻﾞｷｼﾓﾂｹ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾏﾒ ﾓﾒﾝﾂﾞﾙ 絶滅危惧Ⅱ類
ｶﾗﾒﾄﾞﾊｷﾞ 希少
ｲﾇﾊｷﾞ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾂｶﾞﾙﾌｼﾞ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾌｳﾛｿｳ ｸﾞﾝﾅｲﾌｳﾛ 絶滅危惧Ⅰ類
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ 希少

ｺﾐｶﾝｿｳ 未評価
ｶｴﾃﾞ ﾎｿｴｶｴﾃﾞ 準絶滅危惧

ｸﾛﾋﾞｲﾀﾔ 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅰ類
ｼﾊﾞﾀｶｴﾃﾞ 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅰ類

ﾓﾁﾉｷ ﾌｳﾘﾝｳﾒﾓﾄﾞｷ 未評価
ｵｸﾉﾌｳﾘﾝｳﾒﾓﾄﾞｷ 準絶滅危惧

ﾆｼｷｷﾞ ﾋﾛﾊﾂﾘﾊﾞﾅ 希少
ｽﾐﾚ ｱﾜｶﾞﾀｹｽﾐﾚ 絶滅危惧Ⅱ類

ｷﾊﾞﾅﾉｺﾏﾉﾂﾒ 絶滅危惧Ⅱ類
ｳｽﾊﾞｽﾐﾚ 準絶滅危惧
ﾃﾘﾊﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ 絶滅危惧Ⅱ類
ｵｵﾊﾞﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類
ｼﾊｲｽﾐﾚ 未評価

ﾐｿﾞﾊｺﾍﾞ ﾐｿﾞﾊｺﾍﾞ 準絶滅危惧
ﾐｿﾊｷﾞ ﾐｽﾞｽｷﾞﾅ 絶滅危惧ⅠB類
ｱｶﾊﾞﾅ ﾋﾒｱｶﾊﾞﾅ 絶滅危惧Ⅰ類
ｳｺｷﾞ ﾐﾔﾏｳﾄﾞ 絶滅危惧Ⅰ類
ｾﾘ ﾐﾔﾏﾄｳｷ 絶滅危惧Ⅰ類

ﾊｸｻﾝｻｲｺ 準絶滅危惧
ﾋｶｹﾞﾐﾂﾊﾞ 準絶滅危惧

ｲﾜｳﾒ ﾋﾒｲﾜｶｶﾞﾐ 希少
ｲﾁﾔｸｿｳ ｺｲﾁﾔｸｿｳ 未評価
ﾂﾂｼﾞ ﾂｶﾞｻﾞｸﾗ 希少

ｵｵﾊﾞﾂﾂｼﾞ 希少
ﾏﾙﾊﾞｳｽｺﾞ 未評価

ｻｸﾗｿｳ ﾊｸｻﾝｺｻﾞｸﾗ 希少
ｵｵｻｸﾗｿｳ 未評価
ﾕｷﾜﾘｿｳ 希少

ﾘﾝﾄﾞｳ ｵﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳ 希少
ｶﾞｶﾞｲﾓ ｽｽﾞｻｲｺ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ｱｶﾈ ｴｿﾞﾉﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ 希少

ｵｵﾊｼｶｸﾞｻ 準絶滅危惧
ﾑﾗｻｷ ﾑﾗｻｷ 絶滅危惧ⅠB類 準絶滅危惧

ﾔﾏﾙﾘｿｳ 準絶滅危惧
ｴﾁｺﾞﾙﾘｿｳ 注意

ｼｿ ｼﾞｭｳﾆﾋﾄｴ 未評価
ﾑｼｬﾘﾝﾄﾞｳ 絶滅危惧ⅠB類 準絶滅危惧
ﾀﾃﾔﾏｳﾂﾎﾞｸﾞｻ 希少
ｹﾅﾂﾉﾀﾑﾗｿｳ 希少

ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ｱﾌﾞﾉﾒ 絶滅危惧Ⅰ類
ｽｽﾞﾒﾉﾄｳｶﾞﾗｼ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾃﾝｸﾞｸﾜｶﾞﾀ 希少

ﾊﾏｳﾂﾎﾞ ｵﾆｸ 希少
ﾀﾇｷﾓ ﾑｼﾄﾘｽﾐﾚ 準絶滅危惧

ﾑﾗｻｷﾐﾐｶｷｸﾞｻ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ｵｵﾊﾞｺ ﾊｸｻﾝｵｵﾊﾞｺ 希少
ｵﾐﾅｴｼ ｺｷﾝﾚｲｶ 希少
ｷｷｮｳ ﾊﾞｱｿﾌﾞ 希少

科名 種名
希少種選定基準
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表 2-16(3) 既存文献での希少種（植物） 

文化財 種の保存法 福島県条例 環境省RDB 福島県RDB
ｷｸ ｴｿﾞﾉｺｷﾞﾘｿｳ 絶滅危惧Ⅰ類

ﾁｮｳｼﾞｷﾞｸ 希少
ｴｿﾞｳｻｷﾞｷﾞｸ 希少
ｳｻｷﾞｷﾞｸ 希少
ｱｲｽﾞﾋﾒｱｻﾞﾐ 絶滅危惧ⅠB類 希少
ｵｾﾞﾇﾏｱｻﾞﾐ 絶滅危惧Ⅱ類 希少
ｲﾜｲﾝﾁﾝ 希少
ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ 絶滅危惧Ⅱ類 希少
ｸﾓﾏﾆｶﾞﾅ 希少
ｶﾜﾗﾆｶﾞﾅ 絶滅危惧Ⅱ類 注意
ｵｵﾆｶﾞﾅ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ｺｳﾘﾝｶ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ｵﾓﾀﾞｶ ｱｷﾞﾅｼ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
ｳﾘｶﾜ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾄﾁｶｶﾞﾐ ｾｷｼｮｳﾓ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾕﾘ ｼﾛｳﾏｱｻﾂｷ 絶滅危惧Ⅱ類

ｱﾜｺﾊﾞｲﾓ 絶滅危惧ⅠB類
ｺｼﾉｺﾊﾞｲﾓ 準絶滅危惧
ﾔﾏｽｶｼﾕﾘ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾋﾒｻﾕﾘ 絶滅危惧ⅠB類 準絶滅危惧
ﾁｼﾏｾﾞｷｼｮｳ 絶滅危惧Ⅱ類

ｱﾔﾒ ﾉﾊﾅｼｮｳﾌﾞ 注意
ﾋﾒｼｬｶﾞ 準絶滅危惧
ｶｷﾂﾊﾞﾀ 絶滅危惧Ⅱ類 注意
ﾋｵｳｷﾞｱﾔﾒ 注意

ｲﾈ ﾕｷｸﾗﾇｶﾎﾞ 絶滅危惧ⅠB類 未評価
ｳｷｸｻ ｺｳｷｸｻ 準絶滅危惧
ﾐｸﾘ ﾐｸﾘ 準絶滅危惧 注意
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｷﾝｽｹﾞ 準絶滅危惧

ｴｿﾞﾊﾘｽｹﾞ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾗﾝ ｺｱﾆﾁﾄﾞﾘ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ｴﾋﾞﾈ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ﾅﾂｴﾋﾞﾈ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ｻﾙﾒﾝｴﾋﾞﾈ 特定希少野生動植物 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅰ類
ｷﾞﾝﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類
ｷﾝﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ﾄｹﾝﾗﾝ 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅱ類
ｺｱﾂﾓﾘｿｳ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類
ｸﾏｶﾞｲｿｳ 特定希少野生動植物 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類
ｱﾂﾓﾘｿｳ 国内希少野生動植物種 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅰ類
ｻﾜﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類
ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類
ｻﾜﾄﾝﾎﾞ 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅰ類
ﾐｽﾞﾄﾝﾎﾞ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ｾｲﾀｶｽｽﾞﾑｼｿｳ 絶滅危惧Ⅰ類
ｽｽﾞﾑｼｿｳ 絶滅危惧Ⅰ類
ﾌﾀﾊﾞﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾋﾒﾑﾖｳﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類
ｶﾓﾒﾗﾝ 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅰ類
ｳﾁｮｳﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類
ｺｹｲﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾄｷｿｳ 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
ﾔﾏﾄｷｿｳ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ 絶滅危惧Ⅱ類
ﾊｸｳﾝﾗﾝ 絶滅危惧Ⅱ類

66科 178種 1種 1種 4種 54種 169種

科名 種名
希少種選定基準

 
希少種抽出文献等 
文化財：「文化財保護法」（法律第 214 号 1950 年） 
種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75 号 1992 年） 
福島県条例：「福島県野生動植物の保護に関する条例」（福島県条例第 23 号 2004 年） 
環境省 RDB：「改訂・絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－植物Ⅰ」（環境庁 2000 年） 

福島県 RDB：「レッドデータブックふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2002 年） 

抽出基準の詳細は巻末資料に添付した。 
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c.植生図作成調査結果 

 作成した植生図は別添資料とした。 

調査地域は東北地方の南部の内陸に位置し、1000ｍ級の山々に囲まれている山地であ

る。気候的には温帯に属するが、全国有数の豪雪地帯であり、冬季の積雪は１ｍを越え

る地域である。このため、日本海要素の植物が多い地域となっている。また、気候的な

極相としてブナ林が形成される地域である。 

現地調査の結果、表 2-17 に示す 35 の群落（道路等の土地利用を含む）が確認された。 

群落名は、「第 7回自然環境保全基礎調査植生調査 植生図作成指針 統一判例関連

資料(平成 17 年度版) 」（環境省 2005 年）に準拠した。 

各群落の分布状況を見ると、主にチシマザサ－ブナ群団とブナーミズナラ群落が分布

していた。代償植生のブナーミズナラ群落が道路や集落に近い調査地域の北部に分布、

自然植生のチシマザサ－ブナ群団は人が立ち入りにくい調査地域の南部に分布してい

た。 

調査地域の西側の山地は急傾斜地が多く、冬季に雪崩が発生しやすい地形となってい

るため、なだれ地自然低木群落が広く分布していた。また、このような急傾斜地の尾根

筋は乾燥し、貧栄養なため、このような環境に適応したクロベ－キタゴヨウ群落が分布

する傾向がみられた。また、山地の中でも標高が 1600ｍを超えるような高山では残雪に

よって湿地が維持される雪田植生や亜高山性の針葉樹で構成されるオオシラビソ群集

等の高山～亜高山性の植物群落が分布していた。 

一方、山地の沢沿いは急峻な V字状となっている場所が多いため、沢に隣接する位置

までチシマザサ－ブナ群団やブナーミズナラ群落が広がっている場所が多かった。その

ため、渓谷特有の植物群落はジュウモンジシダ－サワグルミ群集とケヤキ群落が小面積

で分布する程度であった。 

平地は伊南川等の河川沿いに線状に広がっており、耕作地の水田雑草群落や市街地が

広がっている。また、河川沿いには中州等にヤナギ高木群落やヨシクラス等の河辺植生

が分布していた。このような平地と山地の境界にあたる山裾にはスギ等が植林されたス

ギ・ヒノキ・サワラ植林やカスミザクラ－コナラ群落、伐採によって形成された伐採跡

地群落等が分布していた。 

各群落の面積をみると、最も面積が大きい群落はブナ－ミズナラ群落で、全体の約

30％を占め、次いでチシマザサ－ブナ群団が約 26％、なだれ地自然低木群落が約 16％

となっており、ブナやミズナラを主とする群落が全体の 6 割以上を占めていた。また、

スギ・ヒノキ・サワラ植林等の植林地は合計で約 8％、果樹園等の耕作地は合計で約 4％

となっており、人工的な植生は少なく、自然に近い植生が多いことが分かった。 
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表 2-17 植物群落 

No. 群落名 面積 割合 

1 雪田植生 16.37ha 0.03% 

2 オオシラビソ群集 155.87ha 0.32% 

3 ササ－ダケカンバ群落 14.86ha 0.03% 

4 シナノキンバイ－ミヤマキンポウゲ群団 27.00ha 0.06% 

5 ササ群落（高茎草原及び風衝草原） 100.51ha 0.21% 

6 チシマザサ－ブナ群団 12759.01ha 26.25% 

7 クロベ－キタゴヨウ群落 570.96ha 1.17% 

8 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集 198.05ha 0.41% 

9 ケヤキ群落 18.00ha 0.04% 

10 ヤナギ高木群落 60.80ha 0.13% 

11 ヤナギ低木群落 61.35ha 0.13% 

12 ウラジロヨウラク－ミヤマナラ群団 73.43ha 0.15% 

13 なだれ地自然低木群落 7891.62ha 16.24% 

14 自然草原 24.55ha 0.05% 

15 ブナ－ミズナラ群落 14552.74ha 29.94% 

16 カスミザクラ－コナラ群落 2785.62ha 5.73% 

17 アカマツ群落 119.13ha 0.25% 

18 落葉広葉低木群落 391.84ha 0.81% 

19 ササ群落（ブナクラス域二次草原） 113.90ha 0.23% 

20 ススキ群団 285.80ha 0.59% 

21 伐採跡地群落 1713.71ha 3.53% 

22 ヨシクラス 57.72ha 0.12% 

23 スギ・ヒノキ・サワラ植林 2999.98ha 6.17% 

24 カラマツ植林 790.52ha 1.63% 

25 その他植林（落葉広葉樹） 2.19ha 0.01%未満 

26 牧草地 44.22ha 0.09% 

27 果樹園 13.83ha 0.03% 

28 畑雑草群落 396.70ha 0.82% 

29 水田雑草群落 1338.99ha 2.76% 

30 放棄水田雑草群落 4.12ha 0.01% 

31 市街地 239.33ha 0.49% 

32 緑の多い住宅地 285.61ha 0.59% 

33 造成地 59.41ha 0.12% 

34 自然裸地 126.77ha 0.26% 

35 開放水域 307.52ha 0.63% 

－ 合計 48602.06ha 100.00% 

注）表内の数値は群落毎に小数点第 3位を四捨五入して表記しているため、表記上は合計の数字にはならない。 
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また、調査地域の自然性がどの程度残されているかを把握するため、表 2-18 に示す

基準を元に、確認された植物群落の植生自然度を調べた。その結果、自然度 9、10 の自

然植生は約 45％と多く、自然植生に近い自然度 8を含むと約 75％となった。 

これらのことから、調査地域は原生的、もしくはそれに近い植生が広く分布しており、

良好な自然が残されている地域であると考えられる。 

表 2-18 植生自然度の区分基準 

区分 植生自然度注 1 区分基準 

10 
高山ハイデ、風衝草原、自然草原等、自然植生のうち単層の
植物社会を形成する地区(自然度 9と 10 は自然性の高さにお
いて同じランク） 自然植生注 2 

9 
エゾマツ－トドマツ群集、ブナ群集等、自然植生のうち多層
の植物社会を形成する地区 

8 
ブナ、ミズナラ再生林、シイ・カシ萌芽林等、代償植生であ
っても、特に自然植生に近い地区 

7 
クリ－ミズナラ群落、クヌギ－コナラ群落等、一般には二次
林と呼ばれる代償植生地区 

6 常緑針葉樹、落葉針葉樹、常緑広葉樹等の植林地 

5 ササ群落、ススキ群落等の背丈の高い草原 

4 シバ群落等の背丈の低い草原 

3 果樹園、桑園、茶畑、苗圃等の樹園地 

2 水田、畑地などの耕作地、緑の多い住宅地（緑被率 60％以上）

代償植生注 3 

1 植生のほとんど残っていない地区 

出典：「第 5回自然環境保全基礎調査報告書」（環境庁 1999 年） 
注 1植生自然度とは、自然は人間の手のつけ具合、人工の影響の加わる度合によって、自然性の高いものから、自然性の低いも

のまで存在するという考え方に基づいて、植物社会学的な観点から土地の自然性がどの程度残されているかを示す指標で

10 のランクに区分されている。 

注 2自然植生：本来その土地に成立している自然な植生。 

注 3代償植生：自然植生が人為的な影響によって、別なものに置き換えられた植生。 

 

表 2-19 調査地域の植生自然度 

区分 植生自然度 該当群落 割合 

10 
雪田植生、ササ群落（高茎草原及び風衝草原）、 
自然草原、ヨシクラス 

0.41%

自然植生 
9 

オオシラビソ群集、ササ－ダケカンバ群落、 
シナノキンバイ－ミヤマキンポウゲ群団 
チシマザサ－ブナ群団、クロベ－キタゴヨウ群落、 
ジュモンジシダ－サワグルミ群集、ヤナギ高木群落、 
ヤナギ低木群落、ケヤキ群落、雪崩地自然低木群落、 
ウラジロヨウラク－ミヤマナラ群団、 

44.92%

8 ブナ－ミズナラ群落 29.9%

7 
カスミザクラ－コナラ群落、アカマツ群落、 
落葉広葉低木群落 

6.78%

6 
スギ・ヒノキ・サワラ植林、カラマツ植林、 
その他植林（落葉広葉樹） 

7.80%

5 ササ群落（ブナクラス域二次草原）、ススキ群団 0.82%

4 伐採跡地群落、放棄水田雑草群落 3.53%

3 果樹園 0.03%

2 牧草地、畑雑草群落、水田雑草群落、緑の多い住宅地 4.25%

代償植生 

1 市街地、造成地 0.61%

対象外 自然裸地、開放水域 0.89%
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d.群落組成調査結果 

群落組成調査は、植生とコウモリの生息環境との関わりについて考察することを踏

まえ、広葉樹林や河畔林を中心にコドラード地点 15 箇所を設定し、調査を行った。 

群落組成調査を実施した調査地点の植生は表 2-20 に示したとおりである。各群落の

詳細は以下にまとめた。 

 

表 2-20 コドラート調査地点 

調査地点 植生 

1 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集 

2 チシマザサ－ブナ群団 

3 カスミザクラ－コナラ群落 

4 カスミザクラ－コナラ群落 

5 カスミザクラ－コナラ群落 

6 カスミザクラ－コナラ群落 

7 ケヤキ群落 

8 ブナ－ミズナラ群落 

9 ブナ－ミズナラ群落 

10 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集 

11 ケヤキ群落 

12 ヤナギ高木群落 

13 ブナ－ミズナラ群落 

14 チシマザサ－ブナ群団 

15 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集 
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・チシマザサ－ブナ群団 

ブナを主とする夏緑広葉樹林で、人の手がほとんど加わっていない自然植生である。

典型的な群落では、林床に標徴種のチシマザサが群生するものがある。調査地域では

山地部に広く分布し、調査は St.2 と St.14 の 2 地点で行った。 

調査を行った群落は、群落高は共に 22ｍ、高木層の植被率は 90％と高く、ブナが高

い被度で優占し、他の樹木は St.2 でミズナラ 1種が混生するだけであった。亜高木層

は 14ｍで、植被率は共に 20％と低く、ブナ、ハウチワカエデが優占し、出現種数は 1

～3種と少なかった。低木層は 3.8～7.0ｍで、植被率は 30％～50％で、St.2 はブナの

み St.14 ではオオバクロモジ、ウワミズザクラが優占するほか、オオカメノキ、ヤマ

モミジ等がみられた。草本層は 1.1～1.5ｍで、ブナの実生やスゲ属の一種が優占する

ほか、オオバクロモジ、オオカメノキ等のブナ林を特徴づける種が混生していたが、

標徴種のチシマザサは確認されなかった。草本層の出現種数は 18～27 種と、調査地点

によって差がみられた。 

調査地点のブナの胸高直径 41.5～64.5cm と太く、出現種数は 18～30 種と差がみら

れた。 

チシマザサ－ブナ群団の断面模式図は図 2-8 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 チシマザサ－ブナ群団断面模式図（St.2） 
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・ジュウモンジシダ－サワグルミ群集 

サワグルミを主とする渓畔林で、人の手がほとんど加わっていない自然植生である。

典型的な群落では、林床に標徴種のジュウモンジシダが群生するものがある。調査地

域では山地部の沢沿いに小面積で分布し、調査は St.1、St.10、St.15 の 3 地点で行っ

た。 

調査を行った群落は、群落高は 20～21ｍ、高木層の植被率は 60～80％で、サワグル

ミが高い被度で優占するほか、トチノキ、ミズキ、カツラ等の沢沿い等の水に生育す

る樹木が低い被度で混生していた。亜高木層は出現種数が 3地点とも 3種と少なく、

高さ 13～15ｍ、植被率は 20～40％で、トチノキ、サワグルミ、カツラ等の高木層で確

認された樹木が低い被度で確認された。低木層も出現種数が 2～5種と少なく、高さ 3.

1～6ｍ、植被率は 10～70％と差があり、植被率の高い St.10、15 ではアブラチャンが

高い被度で優占していた。草本層は高さ 0.8～1.4ｍ、植被率は 3地点とも 80％で、標

徴種のジュウモンジシダとサワハコベが優占する典型的な構成となっていた。また、

リョウメンシダ等のシダ類の混生が多く、湿潤な立地を反映して全体的にシダ植物が

多い傾向がみられた。 

サワグルミの胸高直径は 34.5～50.0cm と、太い地点が多く、各調査地点の出現種数

は 23～36 種と差がみられた。また、各調査地点とも土壌に礫が多い傾向がみられた。 

ジュウモンジシダ－サワグルミ群集の断面模式図は図 2-9 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集断面模式図（St.10） 
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・ケヤキ群落 

ケヤキを主とする渓畔林で、人の手がほとんど加わっていない自然植生である。調

査地域では山地部の沢沿いに小面積で分布し、調査は St.7、St.11 の 2 地点で行った。 

調査を行った群落は、群落高は 18～19ｍ、高木層の植被率は 80～90％で、ケヤキが

優占するほか、ホオノキ、オニグルミ、ミズナラ等が低い被度で混生していた。亜高

木層は共に 12ｍ、植被率は 10～30％で、ケヤキ、ヤマモミジ、アズキナシ等が低い被

度でみられたほか、つる植物のフジやツルアジサイも僅かに混生していた。低木層は

4.8～6ｍ、植被率は 50～70％で、St.7 ではアブラチャン、St.11 ではアブラチャンと

ヤマモミジが優占し、この 2種以外は低被度であった。草本層は共に高さ 1.2ｍ、植

被率は 60％～80％で、両地点ともハイイヌガヤが優占しているほか、低木層で優占し

ていたアブラチャンも多く混生していた。同じ渓畔林に属するジュウモンジシダ－サ

ワグルミ群集と比較すると、立地に礫が多い点は共通するが、草本層にシダ類が少な

い傾向があることから、ジュウモンジシダ－サワグルミ群集よりも乾燥した立地に成

立していると考えられる。 

ケヤキの胸高直径は 23.0～46.8cm と太さに差があり、各調査地点の出現種数は 27

～35 種と多い傾向がみられた。 

ケヤキ群落の断面模式図は図 2-10 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 ケヤキ群落断面模式図（St.7） 
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・ブナ－ミズナラ群落 

ブナまたはミズナラを主とする落葉広葉樹二次林で、過去に人の手が加わった代償

植生であるが、植生自然度が 8と高く、自然植生に近い植生となっている。調査地域

では山地部に広く分布し、調査は St.8、St.9、St.13 の 3 地点で行った。 

調査を行った群落は、群落高は 17～23ｍ、高木層の植被率は 70～80％で、ブナが優

占するほか、ミズナラ、トチノキ、ホオノキ等が混生していた。亜高木層は高さ 11～

16ｍ、植被率は 30～50％でブナがやや低い被度で優占するほか、高木層でみられたミ

ズナラ、トチノキ等が混生していた。低木層は 4～8ｍ、植被率は 10～50％でブナ、ヤ

マモミジ、ハウチワカエデが低い被度で優占するほか、ブナ林を特徴付けるオオカメ

ノキも僅かに確認された。草本層は 1.0～1.9ｍ、植被率は 60～80％で、オオバクロモ

ジ、スゲ属の一種、ホツツジが優占するほか、ヒメモチ、オオカメノキ、ハイイヌガ

ヤ等が低い被度で混生していた。 

チシマザサ－ブナ群団と比べると、高木層から低木層にかけての樹種が多い傾向が

みられ、構成種に多様性がみられた。 

ブナの胸高直径は 30～36.5cm とチシマザサ－ブナ群団と比べて細い傾向がみられ

た。また各地点の出現種数は 24～43 種と差がみられた 

ブナ－ミズナラ群落の断面模式図は図 2-11 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 ブナ－ミズナラ群落断面模式図（St.8） 
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・カスミザクラ－コナラ群落 

コナラを主とする落葉広葉樹二次林で過去に人の手が加わった代償植生である。植

生自然度が 7と、ブナ－ミズナラ群落よりも低く、典型的な二次林となっている。調

査地域では山地と平地の境界に位置する山裾付近に分布し、調査は St.3、St.4、St.5、

St.6 の 4 地点で行った。 

調査を行った群落は、群落高は 17～18ｍ、高木層の植被率は 70～80％で、コナラが

優占していたが、St.3 ではミズナラが優占し、コナラの被度は低かった。亜高木層は

高さ 11～13ｍ、植被率は 20～60％で、コナラ、ヤマモミジ、ホオノキ、アカイタヤが

優占し、カエデ科の植物が目立っていた。低木層は高さ 2.8～6ｍで、コナラ、ヤマモ

ミジ、アブラチャンが優占するほか、マルバマンサク、リョウブ、ヤマウルシ等の低

木が混生していた。草本層出現種数が 28～47 種と多く、高さは 0.9～2.0ｍ、植被率

は 50～70％でキバナイカリソウ、ヒトツバカエデ、オオバクロモジ、スゲ属の一種が

優占しており、調査地点によって優占種が異なっていた。 

胸高直径はコナラが 32.4～37cm、アカマツが 44.8cm、ミズナラが 26.5cm で、落葉

樹は細い傾向がみられた。出現種数は 31～51 種（St.6 以外は 40 種以上）と多い。 

カスミザクラ－コナラ群落の断面模式図は図 2-12 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 カスミザクラ－コナラ群落断面模式図(St.6） 
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・ヤナギ高木群落 

ヤナギ類を種とする川辺林で、人の手がほとんど加わっていない自然植生である。

調査地域では河川沿いの中洲等に分布し調査は St.12 の 1 地点で調査を行った。 

調査を行った群落は、群落高は 13ｍ、高木層の植被率は 80％で、シロヤナギとオノ

エヤナギが優占するほか。タチヤナギが混生し、高木層はヤナギ類のみで構成されて

いた。亜高木層は 7ｍ、植被率は 10％で、オノエヤナギが低い被度で確認されたほか、

フジ、クズのつる植物が僅かにみられた。低木層は高さ 3.6ｍ、植被率 20％で、サワ

グルミ等の低木やナンブアザミ等の高茎草本で構成されていた。草本層は高さ1.7ｍ、

植被率 80％で、ウワバミソウ、スゲ属の一種が優占するほか、ズダヤクシュ、クロバ

ナヒキオコシなど山地性の植物を中心に 51 種の多様な植物で構成されていた。 

シロヤナギの胸高直径は 16.5cm と細く、若い森林であった。出現種数は 58 種と調

査を行った地点のなかで最も多く、河川によって様々な植物が運ばれてくることが要

因と考えられる。 

ヤナギ高木群落の断面模式図は図 2-13 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 ヤナギ高木群落断面模式図（St.12） 
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（７）コウモリ生息状況調査 

 コウモリ生息状況調査は、調査地域内の 3 箇所の調査地点（Ａエリア：只見町塩ノ岐

川沿い、Ｂエリア及びＣエリア：只見町黒谷川沿い）で実施した。 

コウモリの捕獲法や生態、調査に関しては、向山満氏（ＮＰＯ法人 コウモリの保護

を考える会）から助言を得た。 

 

①調査方法 

a.目撃法、フィールドサイン法、バットディテクターによる夜間調査 

昼間に現地踏査を実施し、コウモリの捕獲に適した場所を抽出すると共に、コウモ

リ類の生息に適した環境（樹洞のある太経木等）の分布状況を調査した。また、糞な

どのフィールドサインが確認された場合も合わせて記録を行った。 

目撃法は、出没が予想される箇所を精査し、目視やバットディテクターを用いて出

没する種類や個体数を調査した。なお、バットディテクターは、ヘテロダイアン式の

機種の他にタイムエキスパッション式の機種を併用して、コウモリ類の超音波を録音

し、音文解析を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 バットディテクターによる夜間調査 
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b.トラップ法 

カスミ網またはハープトラップ等のトラップを使用してコウモリ類を捕獲し、同

定・計測・写真撮影後に再放獣した。なお、捕獲した個体が衰弱したり斃死したりし

ないように適切に調査員を配置し、必要に応じて見回り等を実施した。 

また、ハープトラップやカスミ網は、林道の途中や林の中などで、コウモリの通り

道になってると考えられる広葉樹の樹冠部分が覆ってトンネル状になっている場所に

設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 カスミ網           写真 4 ハープトラップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハープトラップの概要 

ハープトラップは 2列に垂れ下がるワイヤー（トラ

ッピングエリア）と、それを支えるフレームから構成

されている。ワイヤーの張ってあるトラッピングエリ

アは一般的にカスミ網よりも狭い範囲（2m×2m）であ

り、ワイヤー（ナイロン製）の列間は 2～5 ㎝位にな

っている。 

ハープトラップは、トラッピングエリアのワイヤー

の列に飛翔してきたコウモリが飛び込み、ワイヤーに

沿って下方へスライドし、設置してある収集袋に入る

という仕組みとなっている。そのため、コウモリの飛

行経路に設置した場合、非常に効果を発揮する。 

ハートトラップの一番のメリットは、捕獲したコウ

モリの取り出しやすさにある。とりわけ、体重が 30

ｇ以下のコウモリを捕獲する場合に向いている。 

また、カスミ網と異なり、網に絡まることがなく、コウモリに与えるダメージが小さ

いというメリットがある。ただし、コウモリがワイヤーに衝突する際のコウモリの損傷

を低減するために、ワイヤーのテンションは注意深く調整する必要がある。 

ハープトラップは、カスミ網と比べて、トラッピングエリアが狭いことから、広い場

所や高いところのコウモリを捕獲するのが困難であるというデメリットもある。 

カスミ網の概要 

カスミ網は釣竿などの支柱に張って、コウモリが衝突し、

網に絡まったところを捕獲する。 

カスミ網のサイズは様々なサイズがあり、捕獲対象によっ

て使い分ける。本調査では、メッシュサイズ 24 ㎜、高さ 2.4m、

横幅 12m のものを使用した。 
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c.自動撮影法 

自動撮影法は、コウモリ類の出没が想

定される場所などに自動撮影カメラを設

置し、通過する個体を撮影、観察した。 

 

 

 

 

 

 

 

                      写真 5 自動撮影カメラ 
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②調査結果 

  a.調査結果概要 

現地調査により、キクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、クロホオヒゲコウ

モリ、ヒナコウモリ、コテングコウモリ、テングコウモリ、モモジロコウモリの 7種

のコウモリが確認された。また、種名の確定はできなかったが、バットディテクター

によりヒナコウモリ科のコウモリが 3タイプ確認された。モモジロコウモリは、黒谷

川の下流側の発電所付近で目視により確認された。 

今回の調査では、只見町では記録があったが、只見町の黒谷川沿いでは初確認とな

るヒナコウモリが捕獲、確認された。 

今回の調査で確認されたコウモリの一覧を表 2-21 に示した。 

また、バットディテクターでは反応があったユビナガコウモリ類は捕獲確認できな

かった。 

目撃法・フィールドサイン法では、キクガシラコウモリ、モモジロコウモリ、コテ

ングコウモリが確認された。各調査時期別の状況について後述する。 
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表 2-21 コウモリ確認種一覧 

A地区 B 地区 C 地区 
No. 目 科 種 

捕獲 目撃 B.D. 捕獲 目撃 B.D. 捕獲 目撃 B.D.

任

意
環境省 RD 

福 島

県 RD 

1 キクガシラコウモリ △ ● ● ●△ ● ● △  ●     

2 

キクガシラ 

コウモリ コキクガシラコウモリ    △    ●       

3 モモジロコウモリ           △   

4 クロホオヒゲコウモリ ●   ●△    ●    絶滅危惧ⅠB類 希少 

5 ヒナコウモリ ●           絶滅危惧ⅠB類 希少 

6 コテングコウモリ ●   △        絶滅危惧Ⅱ類 

準絶

滅危

惧 

7 テングコウモリ    ●        絶滅危惧Ⅱ類 希少 

- 
ヒナコウモリ科の一種

(1) 
  ○    ○   ○  絶滅危惧Ⅱ類 希少 

- 
ヒナコウモリ科の一種

(2) 
  ○    ○   ○    

- 

コウモリ

ヒナコウモリ 

ヒナコウモリ科の一種

(3) 
  ○    ○   ○     

合計 1 目 2科 7種  4 種 5 種 3 種 1種 － － 

注）●:夏季調査時に確認、△：秋季調査時に確認、○は種数としては計上していない 
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b.目撃法、フィールドサイン法、バットディテクターによる夜間調査結果 

1)夏季(8 月)調査の結果 

夏季(8 月)の調査では、コウモリ類のフィールドサイン等は確認できなかったが、A

地区と B地区にある橋や C地区の林道沿いの橋などは、コウモリ類が利用しやすい形

状となっていることが確認された。具体的には、橋下(橋梁の裏側部分)のコンクリー

ト面がザラザラした状態で適度な凹凸があり、コウモリ類が止まりやすい状態となっ

ていたほか、水面から橋までの間に適度な高さがあることから、コウモリ類がナイト

ルースト(夜間の休息場所)や探餌場所として利用しやすい形状となっていた。このよ

うに河川や渓流に架かる橋の裏側部分は、外敵が近づきにくく、雨風などもしのげる

などコウモリ類の休息場所として優れているほか、河川の水面上や林縁部に面してお

り、飛翔昆虫類などの餌生物を探す場所としても優れている。 

実際に、夜間の捕獲調査時に A地区と B地区の橋の下を覗いてみたところ、橋梁の

裏側部分に止まって休息や探餌行動をしているキクガシラコウモリが複数例目視確認

された。 

 

2)秋季(10 月)の結果 

秋季(10 月)の調査では、B地区の渓流沿いで、コテングコウモリ 2個体が確認され

たほか、黒谷川本流沿いの水路内でモモジロコウモリ 2個体が確認された。このうち

コテングコウモリは、黒谷川の渓流畔の林縁部 2箇所で、ホオノキの枯れ葉の中とオ

タカラコウと思われる草本類の立ち枯れた葉の中にそれぞれ 1個体ずつ隠れて休息し

ているのが確認された。本種は昼間にこのように立ち枯れて丸まった枯れ葉などの中

に隠れる習性が一般にも知られている種である。コテングコウモリは捕獲調査ではあ

まり多く捕れていないが、ごく狭い範囲で 2個体が見つかっていることから、実際に

は相当数が生息している可能性がある。 

また、モモジロコウモリは黒谷川本流沿いの水田地帯で、水田脇を流れる小さな灌

漑用水路暗渠部の、天井にある僅かな凹地に潜り込んで休息しているのが確認された。

本種は洞穴性の種で、水の流れのある洞窟などを特に好む種である。モモジロコウモ

リは捕獲調査では捕獲することは出来なかったが、水田脇を流れるような水路は黒谷

川の中下流部や伊南川沿いなどには広くみられると考えられることから、調査地域一

帯に広く生息している可能性があると考えられる。 

さらに、A地区の塩ノ岐川沿いの林道脇に生育するオニグルミの太径木にできた樹

洞内で、コウモリ類の新しい糞が確認されたほか、B地区の黒谷川に架かる橋の下で

もコウモリ類の糞が確認された。このうち前者の樹洞内でみられた糞については、樹

洞性のコウモリ類によるものと考えられ、糞のサイズがやや大きかったことから、ヒ

ナコウモリ、テングコウモリといった中型サイズ以上のコウモリ類である可能性が高

いと考えられる。また、後者の橋の下でみられた糞については、糞のサイズがやや大

きかったことに加えて夏季の調査時にキクガシラコウモリが度々利用していた場所の

直下であったことから、キクガシラコウモリのものである可能性が高いと考えられる。 
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3)バットディテクターによる夜間調査の調査結果 

バットディテクターによる夜間調査では、全地点でキクガシラコウモリが確認され

たほか、全地点でヒナコウモリ科の一種が 3タイプ(3 種以上と推察される)確認され

た。それぞれの概要について以下に整理した。 

 

ｱ.キクガシラコウモリ 

65～70 kHz 前後をピークとする周波数帯で、バットディテクターでの可聴音は本種

特有の複雑な音であった。確認箇所は橋の下(橋梁の裏側部分)や、林道上に樹木の枝

葉がトンネル状に覆い被さったような場所の中であった。確認例数は全地区とも数例

程度であり、各地区とも 20 時前後以降のやや遅くなってからの時間帯に確認された。

これはいずれの地区とも調査地区からやや離れた場所にねぐらがあることを示唆する

ものである。 

調査を行った全地区で確認されたことから、当該地域には広く生息するものと考え

られる。 

 

ｲ.ヒナコウモリ科の一種(1) 

20～25kHz 前後をピークとする周波数帯のコウモリ類で、バットディテクターでの

可聴音はピュッ、ピュッという音であった。これらの特性から、ヒナコウモリ、ヤマ

コウモリのいずれか(または両種)と考えられる。確認箇所は樹林などの上空で、かな

り高い高度を飛翔していると考えられる状況のものが多く、実際に B地区では秋季調

査の薄暮時に地上高 30～100ｍ程の高度を飛翔し、一斉に山麓方向に飛翔しているや

や大型のコウモリ(飛翔型からヒナコウモリと推察された)が目視確認された。ただし、

A地区では林冠付近ぐらいの比較的低い高度を飛翔していると考えられるものも確認

され、地上高約 6ｍのカスミ網でヒナコウモリが捕獲されたことから、A地区では調査

地点から極めて近い場所にねぐらがある可能性が高いと考えられる。確認例数は全地

区ともやや多く、十数例～20 例ほどであった。確認時間は、日没前後のまだ明るさの

残る時間帯(夏季は 18:20 頃、秋季は 17:20 頃)から 21:00 頃までが多く、他の種に比

較して早い時間帯に多い傾向があった。また、秋季調査時は日没前後の時間帯にのみ

集中的に確認され、19:00 以降の暗くなってからはほとんど確認することが出来なか

った。このように確認時間帯が早いのは、いずれの地区とも調査地区からさほど遠く

ない場所にねぐらがあることを示唆するものであり、秋季の調査時に日没前後の時間

帯のみに確認されたのは、ねぐらから離れた場所(山麓の農耕地帯など)に採餌に出か

けていることを示唆していると考えられる。 

調査を行った全地区で確認されたことから、当該地域には広く生息するものと考え

られる。なお、20kHz 前後の低い超音波を発するコウモリ類は、ヤマコウモリ、ヒナ

コウモリ以外に、オヒキコウモリ※1、クビワコウモリ※2等があり、他にコヤマコウモ

リ※3 等も 20kHz 前後の超音波を発する可能性が高いと考えられる。本調査で確認され

た個体が、これらのコウモリ類であるという可能性を完全には否定できないが、後述

するように、既知の分布や確認記録のほか、調査地が標高 500～600ｍ前後の低標高地
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であることなどを考慮し、ヤマコウモリ、ヒナコウモリのいずれか(または両種)の可

能性が高いと判断した。 

※1:オヒキコウモリ(オヒキコウモリ科) 

宮崎県、高知県、広島県などの繁殖コロニーが知られるが、東日本での生息記録はほとんど無い(埼

玉県、神奈川県、北海道の焼尻島などの断片的な記録があるのみ)。 

※2:クビワコウモリ(ヒナコウモリ科) 

北アルプス、富士山麓、秩父山系、福島県(尾瀬、帝釈山等の高標高地)などの僅かな生息記録があ

るだけである。 

※3:コヤマコウモリ(ヒナコウモリ科) 

青森県、岩手県、福島県(尾瀬)の極めて僅かな生息記録があるだけである。 

 

ｳ.ヒナコウモリ科の一種(2) 

50kHz 前後をピークとする周波数帯のコウモリ類で、 バットディテクターでの可聴

音はブツブツブツという低い単調な音であった。これらの特性から、断定はできない

が、クロホオヒゲコウモリ、モモジロコウモリ等のホオヒゲコウモリ属のコウモリ類

である可能性が高いと考えられる。確認箇所は林道上、林内、河川の水面上などであ

った。このうち B地区の黒谷川の水面上で確認された個体については、 バットディテ

クターでの確認に加えて、河川沿いの水面スレスレの高度を行き来しながら飛翔する

ところが度々目視確認されており、飛翔形態などから判断してモモジロコウモリの可

能性が高いと考えられる。一方、林道上で確認された個体については、林道上で行っ

た捕獲調査で最も多く捕獲されているクロホオヒゲコウモリである可能性が高いと考

えられる。 

確認例数は全地区ともやや多く、10～30 例ほどであった。確認時間は、日没後 30

分程度経過した暗くなってからの時間帯(夏季は 19:00 以降、秋季は 18:30 以降)に出

現し始め、21:00～21:30頃までにやや集中し、以降はやや少なくなる傾向があったが、

少数は 23:00 前後まで確認された。 

調査を行った全地区で確認されたことから、当該地域には広く生息するものと考え

られる。 

 

ｴ.ヒナコウモリ科の一種(3) 

50kHz 前後をピークとする周波数帯のコウモリ類で、バットディテクターでの可聴

音はピチピチピチと聞こえる音であった。また、確認箇所もヒナコウモリ科の一種(2)

に比較してやや高度が高く、出現時間も異なる傾向があった。これらの特性から、「ヒ

ナコウモリ科の一種(2)」とは別の種である可能性が高く、断定はできないが、ユビナ

ガコウモリ等の可能性があると考えられる。確認箇所は主に樹林などの上空で、林冠

付近ぐらいのやや高い高度を飛翔していると考えられる状況であった。確認例数は数

例～十数例ほどで、確認時間は、日没後 1～2時間以上経過した暗くなってからの時間

帯(夏季は 20:30 以降、秋季は 19:30 以降)に出現するなど、概してやや遅くなってか

らの時間帯に確認された。これはいずれの地区とも調査地区からやや離れた場所にね
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ぐらがあることを示唆するものである。このように確認時間帯が遅かった種には洞穴

性種のキクガシラコウモリが挙げられることから、本種も洞穴性種である可能性があ

り、この点からもユビナガコウモリ(ユビナガコウモリは洞穴性)である可能性がある

と考えられる。 

調査を行った全地区で確認されたことから、当該地域には広く生息するものと考え

られる。 

 

4)声紋解析の結果 

オオコウモリ類などを除く小型コウモリ類は、超音波パルスを発し、その反響で障

害物や餌の位置を認識するという習性を有する。これをエコロケーション(反響定位)

といい、超音波パルスのことはエコロケーションパルスと呼ばれている(松村 2003

年)。コウモリのエコロケーションパルスには一定の周波数からなる CF(constant fre

quency)音と、周波数が短時間で変化する FM(frequency modulated)音があり、それぞ

れの組み合わせによっていくつかのタイプに分けられる。これらの音波特性は種毎に

異なることが知られているが、近縁種間では類似しているほか、同じ種であっても地

理的な変異があることが知られており、さらに同じ地域に生息する同じ種であっても、

周囲の環境や状況の変化によって、パルスタイプや周波数帯を変える場合があること

が知られている(松村 2003 年)、(三笠 2005 年)。 

代表的なコウモリ類のエコロケーションパルスのソナグラムの例を模式図化し、図

2-14 に示した。 

 
周波数
(kHz)

時間(ms)

FM/CF/FM

FM FM/QCF

FM/QCF

 
図 2-14 コウモリ類のエコロケーションパルスのソナグラム模式図 

 

FM/CF/FM：CF 音が長く、CF 音の前後に短い FM音が付いた形状。キクガシラコウモリ科などが発する。 

FM：FM音のみからなる。主にホオヒゲコウモリ属などが発すると考えられている。 

FM/QCF：初期部分がFM音で、後半に緩やかな変調を示す。アブラコウモリ、ヤマコウモリ、ヒナコウモリ、ユビ

ナガコウモリなどが発する。 

※三笠(2005)を参考に作成 

 

以上のように、エコロケーションパルスの特性により、コウモリ類の種をある程度
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は識別することができるが、現時点では地理的な特性や行動パターン毎のエコロケー

ションパルスの特徴についての知見が充分ではなく、ソナグラムのみでの確実な識別

は困難である。しかし、様々な地域や、状況下で、コウモリ類のソナグラムをサンプ

リングし、知見を収集していくことは、今後のコウモリ類の研究や保全等を考える上

では必要不可欠と考えられる。 

上記のような点を踏まえて、調査地域におけるコウモリ類の音声のサンプリングを

行い、コウモリ類の音声解析用のソフトである Bat Sound Standard-Sound Analysis 

Version:3.31 を使って解析した。これらの結果を図 2-15～図 2-21 に示し、サンプリ

ングの状況を表 2-22 に示す。 

表 2-23 に示したように、図 2-15～図 2-18 に示したソナグラムは、捕獲したそれぞ

れの個体を放獣した際に手元から飛び去っていくところをサンプリングしたものであ

り、確実に種が特定されている状況下のものである。一方、図 2-19～図 2-21 は野外

で飛翔中の個体からサンプリングしたものであり、サンプリング時点では種が特定さ

れていないという違いがある。 

 

表 2-22 ソナグラムのサンプリング状況 

図番号 種名 サンプリング日
サンプリング状況 

()内はサンプリング地区 
備考 

図 2-15 キクガシラコウモリ 2006/8/28 捕獲後、放獣する際に手元から飛び

立っていくところをサンプリング（B

地区） 

雄成獣

 

図 2-16 モモジロコウモリ 2006/10/4 捕獲後、放獣する際に手元から飛び

立っていくところをサンプリング 

（黒谷川本流沿いの不動堂付近) 

雄成獣

 

図 2-17 クロホオヒゲコウモリ 2006/8/30 捕獲後、放獣する際に手元から飛び

立っていくところをサンプリング(B

地区) 

雄成獣

 

図 2-18 テングコウモリ 2006/8/30 捕獲後、放獣する際に手元から飛び

立っていくところをサンプリング(B

地区) 

雄成獣

 

図 2-19 ヒナコウモリ科の 
一種(1) 

2006/8/29 夜間に樹林上空(やや高空)でサンプ

リング。近づいてくる状況か遠ざか

っていく状況かなどの詳細は不明(C

地区) 

 

図 2-20 ヒナコウモリ科の 
一種(2) 

2006/8/29 夜間に林道上の低空でサンプリン

グ。近づいてくる状況でのサンプリ

ング(C 地区) 

 

図 2-21 ヒナコウモリ科の 
一種(3) 

2006/8/29 夜間に樹林上空でサンプリング。近

づいてくる状況か遠ざかっていく状

況かなどの詳細は不明(C 地区) 
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図 2-15 キクガシラコウモリのソナグラム 
※：10～20kHz 前後の太い青色部は虫の声などのノイズを示す。 

 

キクガシラコウモリのエコロケーションパルス(図 2-15 に示した 67kHz 前後の水平

方向に並んだ濃い青色部)は、CF 音が長く、CF 音の前後に短い FM 音が付いた形状(FM

/CF/FM 型)であり、典型的なキクガシラコウモリのソナグラムの特徴を示していた。C

F音の最大振幅時周波数(peak frequency or frequency of maximum energy of the p

ulse 以後「PF 値」とする)は 66.5～66.9kHz(平均 66.7 kHz)であった。なお、キクガ

シラコウモリの CF 音は、63～72kHz 前後(コウモリの会 2005 年)であり、北方に行く

ほど周波数帯が低くなる傾向があることが知られている。当該地域の個体群の周波数

は平均よりもやや低く、調査地域の地理的な特性を示していると言える。 
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図 2-16 モモジロコウモリのソナグラム 

 

モモジロコウモリのエコロケーションパルスは、典型的な FM 型であり、PF 値は 47.

5～53.6kHz(平均 51.9 kHz)であった。なお、モモジロコウモリのサンプルは 2サンプ

ルのみと少なく、PF 値の幅もやや狭い傾向となった可能性がある。 
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図 2-17 クロホオヒゲコウモリのソナグラム 

 

クロホオヒゲコウモリのエコロケーションパルスは、モモジロコウモリと同様 FM 型

であり、PF 値は 47.0～54.0kHz(平均 51.0kHz)であった。図 2-16 に示したモモジロコ

ウモリのソナグラムと比較して本種の方がパルスの間隔が不規則であるという傾向が

あるが、基本的には酷似しており、クロホオヒゲコウモリとモモジロコウモリのサン

プル数も異なるため、両種間の明瞭な差は認められなかった。 
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図 2-18 テングコウモリのソナグラム 

 

テングコウモリのエコロケーションパルスは、FM 型であり、PF 値は 25.0～47.7kHz

(平均 35.0kHz)と大きく変動する形状を示した。図 2-18 でも、僅か 1秒間のパルスの

PF 値が大きく変動するのが読みとれる。なお、テングコウモリは 1個体のみのサンプ

ルである。 
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図 2-19 ヒナコウモリ科の一種(1)のソナグラム 

 

本種は、ヒナコウモリまたはヤマコウモリと推察される種である。エコロケーショ

ンパルス(22kHz 前後の 300ms 過ぎ、800ms 付近などに認められる青色部)は、FM/QCF

型(初期部分がFM音で後半に緩やかな変調を示すquasi-constant frequency音を伴う

型)であり、PF 値は 21.0～23.2 kHz (平均 22.2kHz)であった。図 2-15～図 2-18 に示

したコウモリ類とは明らかに異なる形状であり、この点からも別種であることが明確

にわかる。 
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図 2-20 ヒナコウモリ科の一種(2)のソナグラム 

 

本種は、モモジロコウモリ、クロホオヒゲコウモリ等のホオヒゲコウモリ属のコウ

モリ類と推察される種である。エコロケーションパルスは、FM 型であり、PF 値は 48.

4～52.4 kHz (平均 49.8kHz)であった。図 2-16、図 2-17 にそれぞれ示したモモジロコ

ウモリ、クロホオヒゲコウモリと酷似した形状を示しており、この両種のいずれかで

ある可能性が高いと考えられるが、PF 値が完全に重なっているなど、両種間での明瞭

な差は認められず、種の断定をするには至らなかった。 
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図 2-21 ヒナコウモリ科の一種(3)のソナグラム 

 

本種は、ユビナガコウモリ等の可能性があると推察される種である。ホオヒゲコウ

モリ属と推察されるヒナコウモリ科の一種(2)に似ており、FM型のようにも見えるが、

パルス後半部が僅かに変調する QCF 音を伴っており、図 2-16 に示したモモジロコウモ

リ、図 2-17 に示したクロホオヒゲコウモリ、及び図 2-20 に示したヒナコウモリ科の

一種(2)のいずれとも異なるパルスの特徴を示している。エコロケーションパルスは、

FM/QCF 型であり、PF 値は 49.5～52.9 kHz (平均 51.2kHz)であった。 
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c.トラップ法 

捕獲調査では、キクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、クロホオヒゲコウモ

リ、ヒナコウモリ、コテングコウモリ、テングコウモリの 6種が捕獲された。このう

ち最も多く捕獲されたのはクロホオヒゲコウモリであり、3地区で夏季、秋季を合わ

せると、のべ 21 個体が捕獲された。次いでコテングコウモリやキクガシラコウモリな

どが捕獲された。 

季節的には、夏季調査時に多く確認されており、秋季調査時には確認個体数は総じ

て少なかった。 

また、過去に只見町では確認があるが、黒谷川周辺では確認報告がなかったヒナコ

ウモリが塩ノ又川で確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 クロホオヒゲコウモリ         写真 7 ヒナコウモリ
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表 2-23 捕獲調査の結果(カスミ網による捕獲) 
A B C 

夏季 秋季 夏季 秋季 夏季 秋季 No

. 
目 科 種 

8 月 

29 日

9 月 

2 日 

9 月 

3 日 

10 月

5 日 

10 月 

5 日 

8 月 

28 日

8 月 

30 日

10 月

3 日 

10 月

4 日 

8 月 

29 日

9 月 

1 日 

10 月

3 日 

10 月 

4 日 

合計 

確認 

個体数 

1 キクガシラコウモリ キクガシラコウモリ     1 1   1   3  6 個体 

2 クロホオヒゲコウモリ 1 1    1 2  1 3 1   10 個体 

3 ヒナコウモリ 2             2 個体 

4 コテングコウモリ 1             1 個体 

5 

コウモリ 

ヒナコウモリ 

  

  

  

テングコウモリ       1    1   2 個体 

－ 1 目 2 科 5 種 ４個体 1個体
確認

なし 

確認

なし 
1 個体 2 個体 3個体

確認

なし 
2 個体 3個体 2個体 3個体

確認

なし 
- 

 

 

 

表 2-24 捕獲調査の結果（ハープトラップによる捕獲） 
A B C 

夏季 秋季 秋季 夏季 秋季 夏季 No. 目 科 種 

9 月 1 日 9 月 1 日 9 月 2 日 10 月 12 日 10 月 11 日 8 月 31 日 8 月 31 日

合計確認個体数 

1 キクガシラコウモリ   1       1   2 個体 

2 
キクガシラコウモリ 

コキクガシラコウモリ   1     1 1   3 個体 

3 クロホオヒゲコウモリ   3 1     5 2 11 個体 

5 

コウモリ 

ヒナコウモリ 
コテングコウモリ   2     2 3   7 個体 

- 1 目 2 科 4 種 確認なし 7 個体 1 個体 確認なし 3 個体 10 個体 2 個体 － 
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d.自動撮影法 

自動撮影法では、夏季調査でキクガシラコウモリ属の一種が、橋にぶら下がってい

るところが撮影された。 

秋季調査では、撮影によるコウモリの確認はできなかった。 

 

◆参考・引用文献 

・日本の哺乳類：東海大学出版会 (1994)  

・レッドデータブック福島Ⅱ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－(淡水魚類/両生・

爬虫類/哺乳類) ：福島県 (2003)  

・九州産食虫性コウモリ類における超音波音声の解析と検索方法，鹿児島国際大学情報処

理センター研究年報：船越公威 (2005) 

・改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 1哺乳類：環境省 (2002)  

・コウモリ識別ハンドブック：（株）文一総合出版 (2005)  

・日本コウモリ研究誌-翌種類の自然史：東京大学出版会 (2001)  

・コウモリのエコロケーションと生活戦略，コウモリ学入門：松村澄子 (2003) 

・エコロケーションパルスとバットディテクターの活用，コウモリ識別ハンドブック：三

笠暁子 (2005) 

・福島県只見町黒谷川流域コウモリ類の調査結果,福島県只見地域の森林植生並びに生物多

様性に関する学術調査 第３報：福島県只見町教育委員会（2005） 
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３．考察 
 

（１）確認されたコウモリ類相の特徴 

 

本業務では、表 3-1 に示した捕獲確認された 6種のコウモリ類と目視による確認 1種（モ

モジロコウモリ）をあわせた 7種のコウモリ類が確認された。確認された 7種のコウモリ

の一般生態については表 3-2 にまとめた。 

確認されたコウモリ類は、過去に只見町等で報告がなされている種であった。しかし、

ヒナコウモリについては、過去に只見町では報告があったものの黒谷川周辺では確認され

ておらず、黒谷川では初の確認となった。 

現地調査では、ねぐらが洞穴性であるコウモリ種 3種と樹洞性であるコウモリ種 4種が

確認された。洞穴性の種は自然洞穴以外にも農業用や発電用の取水水路なども利用するこ

とが知られており、自然洞穴以外にも橋梁の隙間や水路の暗渠部等を利用していると考え

られる。樹洞性の種は、現地調査でオニグルミの樹洞内でコウモリ類の糞が確認されたこ

とから、樹林内の大木を利用していると考えられる。 

現地調査の結果で特筆すべきことは、クロホオヒゲコウモリの確認個体数が多いことで

ある。 

過去に只見町黒谷川で行われているコウモリ調査（福島県只見町教育委員会 2005 年）

でも同様に報告がなされており、今回の結果と考え合わせるとクロホオヒゲコウモリの高

密度生息域になっていると考えられる。 

また、クロホオヒゲコウモリとヒメホオヒゲコウモリが同じルート内で確認されている

報告があるが（石川県 2005 年）、黒谷川や塩ノ又川周辺では、過去の報告並びに今回の

調査では、クロホオヒゲコウモリの近次種（ヒメホオヒゲコウモリ、ノレンコウモリなど）

が確認されていないのも特徴のひとつである。また、同文献では、青森や栃木などでも同

様な報告がなされているとの記載があった。このことから、今後、ヒメホオヒゲコウモリ

等の近次種が確認される可能性があるものの、クロホオヒゲコウモリ（生息の中心は照葉

樹林帯）が高密度で生息し、優占している場合は、ヒメホオヒゲコウモリ（生息の中心は

夏緑広葉樹林）などの近次種との棲み分けがより明確になる可能性があるものと考えられ

る。 

 

表 3-1 確認されたコウモリ種 

No. 目 科 種 確認個体数 ねぐら 備考 

1 キクガシラコウモリ 8 個体 洞穴性  

2 

キクガシラ 

コウモリ コキクガシラコウモリ 3個体 洞穴性  

3 モモジロコウモリ 1 個体 洞穴性 目視確認 

4 クロホオヒゲコウモリ 21 個体 樹洞性  

5 ヒナコウモリ 2 個体 樹洞性  

6 コテングコウモリ 8 個体 樹洞性  

7 

コウモリ 

ヒナコウモリ 

テングコウモリ 2 個体 樹洞性  

合計 1 目 2科 7種  ― ― ― 
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表 3-2  確認されたコウモリ類の一般的な生態 

種名 分布 ねぐら 生態 繁殖関係 サイズ 飛翔の高さ その他 出典 

ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ 

北海道、本州、四国、九

州、伊豆大島、三宅島、新

島、佐渡、隠岐、対馬、壱

岐、五島列島、屋久島、口

之島、中之島 

洞穴性で、自然洞穴のほか、廃坑、隧

道、防空壕などをねぐらとするが、しば

しば人家も利用する。 

冬眠期（11 月頃から 4月頃まで）には、単独

あるいは個体同士の接触をもたない粗群で

見られることが多い。活動期には主として森

林内でチョウ目やコウチュウ目などの夜行性

飛翔昆虫類を捕食する。 

秋の交尾期（10 月）を除いて雌雄がわかれる傾向が強く、

夏季には妊娠獣を中心に雌が特定の洞穴に集結して数十

頭から 200 頭程度の出産哺育コロニーを形成する。妊娠期

間約 3 ヵ月。1産 1子で、母獣は音声コミュニケーションによ

って自子を識別し、約 40 日間にわたって哺育する。性成熟

は生後2年4ヵ月。多くの個体で初産齢は3歳、確認されて

いる最長寿命は 30 年である。 

前腕長 52～

65mm、頭胴長

59～82mm、尾

長 28～45mm、

体重 17～35g 

森林低層部

～樹冠部 
  

・コウモリ識別ハンドブック 

文一総合出版 2005年8月

・日本の哺乳類 東海大学

出版会 1994 年 12 月    

・日本動物大百科 第 1巻 

哺乳類Ⅰ 平凡社 1996 年

2 月 

ｺｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ 

北海道、本州、四国、九

州、佐渡、伊豆大島、新

島、三宅島、御蔵島、八丈

島、対馬、壱岐、福江島、

屋久島、種子島、口永良

部島、口之島、中之島、奄

美大島、加計呂麻島、徳

之島、沖永良部島 

洞穴性で、自然洞穴のほか、廃坑、隧

道、防空壕などをねぐらとするが、しば

しば人家も利用する。防空壕、廃坑、ト

ンネル、水路なども利用する。 

主に山地から里山に生息。日没後および日

の出前に森林内などで数時間ずつ集中して

採餌を行い、日の出前に帰洞する。出洞の

際は出入口付近で何度も出入りを繰り返し、

出洞後、決まった飛行経路を繰り返し飛びな

がら小型の蛾やガガンボなどの飛翔昆虫を

捕食する。夜間にはねぐらとは別の休息場

所に数頭が集まることもある。 

秋の交尾期（10～11 月）を除いて雌雄がわかれる傾向が強

く、冬眠期に雄は集団を形成し、11～13℃の場所で冬眠す

るが、多くの成獣雌は単独で 10℃以下の場所で冬眠する。

夏季にはほとんど妊娠雌からなる出産哺育コロニーが形成

され、雄は別の場所で群れを形成する。妊娠期間約3ヵ月。

1 産 1子で哺育期間は 40～45 日程。哺育の初期、幼獣は

母獣の下腹部にある擬乳頭をかんでしがみつき、哺育され

る。秋季には雌雄が数頭から十数頭からなる群塊を形成

し、群塊内には昼間でも覚醒している個体がある。性成熟

は生後 2年数ヶ月で初産齢は満 3歳時である。寿命は 14

年生きた個体が知られている。 

前腕長 36～

44mm、頭胴長

35～50mm、尾

長 16～26mm、

体重 4.5～9g 

森林低層部

～樹冠部 
  

・コウモリ識別ハンドブック 

文一総合出版 2005年8月

・日本の哺乳類 東海大学

出版会 1994 年 12 月   

 ・日本動物大百科 第 1

巻 哺乳類Ⅰ 平凡社 

1996 年 2 月 

ﾓﾓｼﾞﾛｺｳﾓﾘ 

北海道、本州、四国、九

州、佐渡、対馬、壱岐、福

江島、種子島、徳之島 

洞穴性で、自然洞穴のほか、廃坑、隧

道、防空壕などをねぐらとする。 

1年中、雌雄の混ざった100頭以上の大きな

集団をつくる。日没後、洞穴から出て活動

し、飛翔する昆虫類を捕食し、日の出前に帰

洞する。採食場所は河川、丘陵地、森林で

あるが、森林では樹幹の間や樹冠付近で多

く観察されている。湖沼や河川の水面上で採

食することが多く、ときおり、川原の石の下に

潜り込んで休息する個体が発見される。 

交尾期 10～11 月、翌春に受精する。夏季には雌雄が集ま

って出産哺育コロニーを作るほか、キクガシラコウモリやユ

ビナガコウモリなど他の洞穴性コウモリ類と混棲群塊を形成

することもある。妊娠期間約 3 ヵ月。1 産 1子で、子は生後

25～35日で飛翔が可能になる。雌の交尾は生後1年数ヵ月

後の秋から行なわれる。性成熟は生後 1年数ヶ月で、初産

齢は多くの場合 2歳。寿命は少なくとも 6 年以上と推測され

ている。 

前腕長 34～

41mm、頭胴長

44～63mm、尾

長 32～45mm、

体重 6～11g 

森林低層部

～樹冠部 
  

・コウモリ識別ハンドブック 

文一総合出版 2005年8月

・日本の哺乳類 東海大学

出版会 1994 年 12 月    

・日本動物大百科 第 1巻 

哺乳類Ⅰ 平凡社 1996 年

2 月 

ｸﾛﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ 
本州、四国、九州。日本固

有種 

観察例が少ないが森林内で見つかるの

で、樹洞と考えられる。岩手県ではブナ

の幹から生えたナメコの中に潜んでい

た事例がある。廃線トンネル内で天井

岩盤のくぼみに集団でいた事例もある。 

森林性と考えられる。ブナやミズナラなどの

夏緑広葉樹林帯の下部など比較的標高の

低い場所で見つかることが多く、標高の高い

森林に住むヒメホオヒゲコウモリとすみわけ

ているとの見方がある。夜は採餌のために

出洞し、飛翔する昆虫類を捕まえる。 

記載図鑑なし 

前腕長 30～

34mm、頭胴長

38～44mm、尾

長 33～40mm、

体重 3～6g 

森林低層部

～樹冠部 
  

・コウモリ識別ハンドブック 

文一総合出版 2005年8月

・日本の哺乳類 東海大学

出版会 1994 年 12 月 

ﾋﾅｺｳﾓﾘ 北海道、本州、四国、九州 

本来は樹洞がねぐらと考えられるが、現

在見つかっている出産哺育コロニーは

岩の割れ目、橋桁の隙間、社寺や工

場、学校など建造物の屋根裏や隙間を

ねぐらとしていることが多い。 

大木の多い地域では 1年中集団で樹洞を昼

間の隠れ家にしているが、冬季は岩の割れ

目や建物の屋根の隙間、戸袋の隙間などで

単独もしくは少数の群れで冬眠する。日没後

まもなく隠れ家から飛び出し、飛翔している

昆虫類を捕食し、日の出前に隠れ家に戻

る。 

雌は春になると冬眠場所から徐々に生まれた場所に戻って

出産哺育コロニーを形成する。6月から 7月にかけて通常 2

頭ずつの子を出産する。子は約1ヶ月で親と同じ大きさに成

長し自立する。雌雄ともに生まれた年の秋に交尾に参加す

るため、雌は満 1歳で出産する。寿命は 11 年。 

前腕長 45～

54mm、頭胴長

60～76mm、尾

長 33～47mm、

体重 13～29g 

森林中層部

～樹冠より

上の開けた

上空 

天敵にはフクロ

ウ、アオバズク、

ハヤブサ、チゴ

ハヤブサ、テン

などが知られて

いる。 

・コウモリ識別ハンドブック 

文一総合出版 2005年8月

・日本の哺乳類 東海大学

出版会 1994 年 12 月    

・日本の哺乳類 学習研究

社 2002 年 3 月 

ｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ 

北海道、本州、四国、九

州、隠岐、対馬、屋久島。

ただし、西日本での記録

は少ない。日本固有種と

する意見と、そうでないと

する意見がある。 

森林内で見つかっているため、本来は

樹洞性と考えられているが、樹皮の隙

間、落ち葉の下、洞穴、人工建造物の

隙間、小鳥用の巣箱、木の茂み、果樹

園の藁の中、樹木や草本の葉の下側な

どいろいろなところで見つかっている。 

夜間に樹間、葉間で飛翔する昆虫類を捕食

するが、葉上に静止する昆虫類も捕食する

らしい。冬期は樹洞で観察された例がある

が、北海道では 10～11 月に農家の丘室や、

薪や刈り取った豆さやが積んである中などで

見つかっていることから、このような場所も冬

眠に利用していると考えられている。また、

福島県や広島県では、ブナ林の雪上や雪中

で見つかった事例もある。 

初夏に 1～2子を出産する。哺育の観察例は、新潟県で 6

月に 2子を抱いた状態で飛翔している雌成獣が捕まってい

るほか、広島県で 7月にクリの古木の樹洞から雌成獣 1頭

と幼獣9頭がみつかった事例、岩手県で8月にミズナラの葉

の間に雌親と幼獣が 1頭ずついた事例が知られている。 

前腕長 27～

34mm、頭胴長

41～54mm、尾

長 26～33mm、

体重 4～8g 

森林低層部

～樹冠部 
  

・コウモリ識別ハンドブック 

文一総合出版 2005年8月

・日本の哺乳類 東海大学

出版会 1994 年 12 月 

ﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ 

北海道、本州、四国、九

州。日本固有種とする意

見と、そうでないとする意

見がある。 

森林内で見つかっているため、本来は

樹洞性と考えられているが、洞穴や廃

坑内で見つかることも多い。小鳥用の

巣箱やハチの古巣、樹木の枝のつけ根

にたまった落ち葉の中にいた事例もあ

る。ただし、出産哺育がどこで行なわれ

るかなどの情報はほとんどない。 

大木の多い地域では樹洞を昼間の隠れ家に

するが、洞穴内でもよく見つかる。しかし、単

独でいることが多く、10 頭を超える群れはほ

とんど見つかっていない。夜には隠れ家から

出て、飛翔する昆虫類を捕食する。 

出産は初夏に行なわれるらしい。哺育の観察例は、1958 年

7月に九州の英彦山のヒノキ植林地で直径30cm、樹高13m

のヒノキを伐採した際、梢近くの枝から 3頭が飛び立ち、そ

の後、枝に成獣3頭、幼獣8頭が見つかったという事例が知

られている。 

前腕長 40～

46mm、頭胴長

59～73mm、尾

長 36～47mm、

体重 8～15g 

森林低層部

～樹冠部 
  

・コウモリ識別ハンドブック 

文一総合出版 2005年8月

・日本の哺乳類 東海大学

出版会 1994 年 12 月 
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（２）コウモリ類のねぐらや繁殖場所の状況 

小型コウモリ類のねぐらや繁殖場所は、樹洞、洞穴、家屋、岩の隙間などに大別され、

特に樹洞や洞穴を利用する種が多いことが知られている。このうち樹洞性のコウモリ類は、

一般に太径木を有するような樹林地やその周辺を生息場所とする。当該地域の植生はブナ

林をはじめとする広大な森林であり、その他に渓谷等では小面積ながらケヤキ群落等もみ

られる。これらの地域には太径木も多く残ることから、樹洞性コウモリの生息場所として

好適な環境であると考えられる。 

調査を行った各地区とも、樹洞を有するような太径木は豊富にみられ、具体的な樹種と

しては、ブナ、ミズナラ、トチノキ、サワグルミ、オニグルミ、カツラ、ケヤキなどが挙

げられる。これらの樹種は植生調査でも確認されており、植生調査地点 St.2（チシマザサ

－ブナ群団）では胸高直径 64.5cm のブナ、St.10（ジュウモンジシダ－サワグルミ群集）

では 50.0cm のサワグルミ、St.11（ケヤキ群落）では 46.8cm のケヤキ等が確認され、これ

らの太径木は各地点で高い植被率で確認された。 

これらの太径木は、基本的には上流側の山奥に行くほど多くなる傾向があり、河川等の

上流側などには特に多く見られた。最も山麓に近い場所では相対的には太径木がやや少な

いという状況であったが、コウモリ類の行動圏内に太径木を有するという点では、いずれ

の地区も樹洞性コウモリ類の生息条件を充分に満たしていると考えられる。 

樹洞のタイプとしては、主幹や太い枝が腐朽して内部が空洞になったもの(ブナ、オニグ

ルミ、カツラなど)、枝の折れた跡が穴になったもの(サワグルミなど)、キツツキ類の空け

た古巣や採餌跡の穴が空いたもの(各種)、樹幹が割れたりねじれた所が空洞化したもの(ブ

ナ、トチノキなど)が挙げられる。また、厳密な意味での樹洞ではないが、樹皮が剥がれて

主幹と樹皮の間に隙間が多くみられるもの(トチノキ、ミズナラなど)も樹洞と同様、コウ

モリ類の生息場所になっていることが考えられる。 

これらの樹洞内にコウモリ類が実際に入っていたり、樹洞から出入りしたりする状況は

確認出来なかったが、前述したように、渓流畔に生育するオニグルミの樹洞内でコウモリ

類の糞が見られたため、太径木の樹洞をねぐらや繁殖場所として使っていることは間違い

ないものと考えられる。 

一方、洞穴性のコウモリ類については、モモジロコウモリが山麓部の水田地帯にある水

路暗渠部をねぐらにしているのが確認されたが、それ以外の洞穴などは確認出来なかった。

しかし、洞穴性種のキクガシラコウモリが各所で確認されていることから、各調査地区か

らさほど遠くない場所に洞穴などがあることは間違いないものと考えられる。また、黒谷

川流域には発電用に取水している水路があることから、これらの水路内の暗渠部を洞穴性

コウモリ類が繁殖場所やねぐらとして利用していることが考えられる。 

さらに、黒谷川、塩ノ岐川とも、下流側の山麓部には小規模な集落があるが、これらの

集落は古い木造建築の建物がほとんどであり、コウモリ類が潜り込めるような隙間が多く

あるものと考えられる。樹洞性のコウモリ類、洞穴性のコウモリ類とも、一部の種(ヒナコ

ウモリ、テングコウモリ等)には人家の屋根裏、納屋などを繁殖場所やねぐらとして利用す

る例があることから、こうした集落などを利用している可能性もあると考えられる。 
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（３）樹洞性コウモリの生息環境となる植生の分布状況 

樹洞性コウモリは樹洞をねぐらとすることから、生息には幹の太い樹木が必要である。

このことから、幹の太さ（胸高直径）の観点から、樹洞性コウモリの生息環境となる植生

の分布状況を考察した。 

表 3-3 に植生調査を行った地点の胸高直径をまとめた。調査を行った植生を自然植生と

代償植生に分けて胸高直径をみると、自然植生は胸高直径が 40cm を超える地点が多いが、

代償植生は 40cm 未満の細い地点が多い傾向がみられた。一般的に代償植生は伐採などの人

為影響を受けているため、胸高直径は細い傾向があり、自然植生は自然状態が維持されて

いるため、胸高直径が太い傾向があり、この一般的な傾向は調査地域にも当てはまってい

ることがわかる。 

次にコウモリ調査を行った黒谷川、塩ノ岐川沿いの地点（谷の中）とそれ以外の地点（谷

の外）を比較し、胸高直径に差があるか確認した。ケヤキ群落は谷の外のほうが胸高直径

細いものの、ジュウモンジシダ－サワグルミ群集とチシマザサ－ブナ群団は谷の中も外も

胸高直径が太い傾向があり、自然植生に関しては特に黒谷川、塩ノ岐川沿いとそれ以外の

地点にあまり差はない傾向があった。 

これらのことから、高木林を形成する自然植生は胸高直径が太い傾向があり、その太さ

は調査地域での地域差は少ないと考えられる。よって、高木林を形成する自然植生の分布

域＝樹洞性コウモリの生息環境域になると考えられる。 

植生分布調査で作成した植生図で高木林を形成する自然植生の分布状況をみると、調査

地域の南側にまとまって分布しており、黒谷川、塩ノ岐川でも上流部にしか分布していな

いことがわかる。よって、植生からみた樹洞性コウモリの生息環境域は黒谷川、塩ノ岐川

の上流部を中心とする調査地域の南側であるといえる。 

 

表 3-3 調査を実施した植生と胸高直径 

区分 調査地点番号 群落名 胸高直径 植生自然度 調査位置注

自然植生 1 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ-ｻﾜｸﾞﾙﾐ群集 43.0cm 9 谷の外 

 10 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ-ｻﾜｸﾞﾙﾐ群集 50.0cm 9 谷の中 

 15 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ-ｻﾜｸﾞﾙﾐ群集 34.5cm 9 谷の中 

 2 ﾁｼﾏｻﾞｻ-ﾌﾞﾅ群団 64.5cm 9 谷の外 

 14 ﾁｼﾏｻﾞｻ-ﾌﾞﾅ群団 41.5cm 9 谷の中 

 7 ｹﾔｷ群落 23.0cm 9 谷の外 

 11 ｹﾔｷ群落 46.8cm 9 谷の中 

 12 ﾔﾅｷﾞ高木群落 16.5cm 9 谷の中 

代償植生 8 ﾌﾞﾅ-ﾐｽﾞﾅﾗ群落 30.0cm 8 谷の中 

 9 ﾌﾞﾅ-ﾐｽﾞﾅﾗ群落 35.5cm 8 谷の中 

 13 ﾌﾞﾅ-ﾐｽﾞﾅﾗ群落 36.5cm 8 谷の中 

 3 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ-ｺﾅﾗ群落 26.5cm 7 谷の外 

 4 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ-ｺﾅﾗ群落 37.0cm 7 谷の外 

 5 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ-ｺﾅﾗ群落 32.5cm 7 谷の外 

 6 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ-ｺﾅﾗ群落 36.4cm 7 谷の外 

調査位置 

・谷の中：黒谷川、塩ノ岐川沿いで調査した地点 

・谷の外：伊南川沿いなど、黒谷川、塩ノ岐川沿い以外で調査した地点 
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また、調査地域の黒谷川等では、ケヤキ群落やジュウモンジシダ－サワグルミ群落など

の河畔林がみられる。佐々木（2006 年）によると、環境の異なる二次林と河畔林で、コウ

モリ類の比較を実施している。その中では、捕獲された個体数に優位さがみられ、河畔林

が優位に高かったとされている。また、ねぐらとして利用すると思われる樹洞等が多いこ

とや餌となる昆虫類が多くみられたことなどが記載されており、河畔林は多くのコウモリ

類のねぐらや採餌場所として利用されていると結論付けている。 

本業務で実施した植生調査では、調査範囲内にみられる河畔林は黒谷川などにみられる

だけで、ブナ林が全体の約 5割を占めるなか、河畔林は 0.71％と面積的には多くはない。

しかしながら、河畔林は調査地域内の多様な植生環境を構成している重要な要素であり、

調査地域内に生息するコウモリ類の餌場やねぐら等として重要な役割を持っていることが

考えられる。 
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４．まとめ 

（１） 環境調査では、当該地域は日本海側の気候で豪雪地帯であることがわかった。また、

地形は大部分が山地で、地質は褐色森林土壌等であった。また、当該地域の大部分

は保安林に指定されており、一部は鳥獣保護区にも指定されていた。 

（２） 鳥類調査では 17 目 42 科 152 種の鳥類が確認された。山野の鳥類は 32 科 112 種、

水辺の鳥類は 10科 40 種と水辺の鳥類よりも山野の鳥類が多く生息しているという

特徴がみられた。 

（３） 昆虫類調査では、233 科 1547 種が確認された。確認種の約 3分の 2は、コウチュウ

目とチョウ目の昆虫類で、特に森林性のカミキリ類などが多くみられるという特徴

がみられた。 

（４） 両生類･爬虫類調査では、3目 10 科 24 種が確認された。平地の集落や水田等でみら

れる種から渓流性までの種が確認された。 

（５） 哺乳類調査では、7 目 15 科 41 種が確認された。高地帯から低地帯まで広くみられ

る種が確認され、中でもコウモリ目が 8種と多く確認された。 

（６） 植物調査では、157 科 1554 種が確認された。ハイイヌガヤ、ハイイヌツゲ、エゾユ

ズリハ等の豪雪地帯に適応した種やキタコブシ、オオバクロモジ、マルバマンサク、

オクチョウジザクラ、スミレサイシン等の日本海要素の種、コケモモ、ユキワリソ

ウ、オオシラビソ等の高山植物などが確認された。 

（７） 植生図作成調査では、調査地域内で 35 の群落が確認された。調査地域の植生の約 6

割がブナやミズナラなどの広葉樹林であり、これらが広い面積を有しているという

特徴があった。また、調査地域の山地は急傾斜地が多く、冬季に雪崩が発生しやす

いため、なだれ地自然低木群落が広く分布していた。この他、標高が 1600ｍを超え

るような高山では残雪によって湿地が維持される雪田植生や亜高山性の植物群落

がみられた。河畔林等は黒谷川や伊那川等の河川沿いに若干みられるだけであった。 

（８） コウモリ生息状況調査では、キクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、モモジ

ロコウモリ、クロホオヒゲコウモリ、ヒナコウモリ、コテングコウモリ、テングコ

ウモリの 7種のコウモリ類が確認された。モモジロコウモリのみ目視によって確認

された。また、バットディテクターでは反応があったユビナガコウモリ類は捕獲、

確認できなかった。 

（９）本調査で確認されたコウモリ類の中では、クロホオヒゲコウモリの確認個体数が多

く、高密度生息域になっている。クロホオヒゲコウモリの近似種（ヒメホオヒゲコ

ウモリなど）は只見町などで行った調査同様に確認されなかった。 

（10）相観植生図や群落組成調査の結果から、調査地域にはコウモリ類のねぐら等の生息

場所となる大径木（ブナ、サワグルミ、ケヤキなど）が確認されており、コウモリ

類の良好な生息環境がみられた。 
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１．希少種の選定基準 
既存文献で確認された生物種は、以下の文献等に該当するものを希少種とした。 

1)「文化財保護法」（法律第 214 号 1950 年） 
・特別天然記念物･･･天然記念物のうち世界的にまた国家的に価値が特に高いもの 
・天然記念物 ･･････日本の貴重な自然で、学術上の価値の高い動物、植物、地質・鉱物 

などを、国や地方自治体が指定したもの 
2)「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（法律第 75 号 1992 年） 
・国際希少野生動植物種･･･国際的に協力して種の保存を図ることとされている絶滅のお 

それのある野生動植物で、政令で定める種 
・国内希少野生動植物種･･･国内に生息生育する絶滅のおそれのある野生動植物の種で、 

政令で定める種 
3)「福島県野生動植物の保護に関する条例」（福島県条例第 23 号 2004 年） 
・特定希少野生動植物･･･希少野生動植物であって、特に保護を図る必要があるもの。 
4)「改訂・絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック」（環境省） 
・絶滅････････････わが国ではすでに絶滅したと考えられる種 
・野生絶滅････････飼育・栽培下でのみ存続している種 
・絶滅危惧Ⅰ類････絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧････････絶滅の危険が増大している種 
・準絶滅危惧･･････存続基盤が脆弱な種 
・情報不足････････評価するだけの情報が不足している種 
・絶滅のおそれのある地域個体群･･地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれ 

が高い個体群 
5)「レッドデータブックふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」 

（福島県 2002 年） 
6)「レッドデータブックふくしまⅡ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」 

（福島県 2003 年） 
・絶滅･･････････本県ではすでに絶滅したと考えられるか飼育・栽培下でのみ存続してい 

る種および亜種・変種 
・絶滅危惧Ⅰ類･･････絶滅の危機に瀕している種および亜種・変種 
・絶滅危惧Ⅱ類･･････絶滅の危険が増大している種および亜種・変種 
・準絶滅危惧････････存続基盤が脆弱な種および亜種・変種 
・希少･･････････個体数が少ないもしくは生息地が限られている種及び亜種・変種 
・注意･･････････注意すべき種および亜種・変種 
・未評価････････評価できなかった種および亜種・変種 
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植生調査表
St. 1 群落名 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集 調査年月 2006年10月12日
調査地 南会津町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 825ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｎ5Ｅ
高木層(T1) ｻﾜｸﾞﾙﾐ 20ｍ 70% (傾斜) 21度
亜高木層(T2) ｶﾂﾗ、ﾄﾁﾉｷ 15ｍ 40% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾄﾁﾉｷ、ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 6ｍ 10% (出現種数) 23
草本層(H) ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ 1.4ｍ 80%

（胸高直径） ｻﾜｸﾞﾙﾐ　43ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 4.4 ｻﾜｸﾞﾙﾐ
1.1 ｶﾂﾗ

T2 2.2 ｶﾂﾗ
2.2 ﾄﾁﾉｷ
＋ ﾂﾙｱｼﾞｻｲ

Ｓ 1.1 ﾄﾁﾉｷ
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ

Ｈ 3.3 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ
2.2 ﾐﾔﾏｲﾗｸｻ
1.2 ｳﾘﾉｷ
1.2 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
1.2 ｻﾜﾊｺﾍﾞ
1.1 ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
＋ ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ
＋ ﾂﾘﾊﾞﾅ
＋ ｶﾒﾊﾞﾋｷｵｺｼ
＋ ﾔﾏﾓﾐｼﾞ
＋ ｻﾜｸﾞﾙﾐ
＋ ﾂﾙｱｼﾞｻｲ
＋ ｲﾉｺｽﾞﾁ
＋ ﾏﾀﾀﾋﾞ
＋ ｽｹﾞ属の一種
＋ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ
＋ ﾂﾘﾌﾈｿｳ
＋ ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ
＋ ﾊﾙﾆﾚ
＋ ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ
＋ ｴｿﾞｱｼﾞｻｲ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 2 群落名 チシマザサ－ブナ群団 調査年月 2006年10月12日
調査地 南会津町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 660ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｓ60Ｅ
高木層(T1) ﾌﾞﾅ 22ｍ 90% (傾斜) 28度
亜高木層(T2) ﾌﾞﾅ 14ｍ 20% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾌﾞﾅ 3.8ｍ 30% (出現種数) 18
草本層(H) ﾌﾞﾅ 1.5ｍ 50%

（胸高直径） ﾌﾞﾅ　64.5ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 5.5 ﾌﾞﾅ
1.1 ﾐｽﾞﾅﾗ

T2 2.2 ﾌﾞﾅ

Ｓ 2.2 ﾌﾞﾅ

Ｈ 2.3 ﾌﾞﾅ
1.2 ｵｵｶﾒﾉｷ
1.1 ｸﾏｲｻﾞｻ
1.1 ﾌｼﾞ
+･2 ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ
+･2 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ
＋ ﾔﾏｸﾞﾜ
＋ ｱｶｲﾀﾔ
＋ ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ
＋ ﾁｺﾞﾕﾘ
＋ ｺｼｱﾌﾞﾗ
＋ ﾄﾁﾉｷ
＋ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ
＋ ｺﾏﾕﾐ
＋ ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ
＋ ﾐｽﾞﾅﾗ
＋ ﾔﾏｳﾙｼ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 3 群落名 カスミザクラ－コナラ群落 調査年月 2006年10月12日
調査地 南会津町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 760ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｎ50Ｅ
高木層(T1) ﾐｽﾞﾅﾗ 18ｍ 70% (傾斜) 29度
亜高木層(T2) ｱｶｲﾀﾔ 13ｍ 40% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 6ｍ 40% (出現種数) 51
草本層(H) ｽｹﾞ属の一種 2ｍ 70%

（胸高直径） ﾐｽﾞﾅﾗ　26.5ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 3.3 ﾐｽﾞﾅﾗ Ｈ ＋ ﾐﾔﾏﾄｳﾊﾞﾅ
1.1 ｺﾅﾗ ＋ ﾂﾙｱｼﾞｻｲ
1.1 ｱｶｲﾀﾔ ＋ ﾀﾁｼｵﾃﾞ

＋ ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ
T2 2.2 ｱｶｲﾀﾔ ＋ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ
1.1 ﾄﾁﾉｷ ＋ ｼｼｶﾞｼﾗ
1.1 ｱｶｼﾃﾞ ＋ ﾅﾗｲｼﾀﾞ
1.1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ
＋ ｱｽﾞｷﾅｼ ＋ ｾﾞﾝﾏｲ

＋ ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ
Ｓ 2.2 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ ＋ ﾀｶﾞﾈｿｳ
1.1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ｻﾜﾌﾀｷﾞ
1.1 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ ＋ ｵｼﾀﾞ
＋ ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ ＋ ｲﾜｶﾞﾗﾐ
＋ ﾄﾁﾉｷ ＋ ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ

＋ ﾔﾏﾓﾐｼﾞ
Ｈ 3.3 ｽｹﾞ属の一種 ＋ ﾌｼﾞ
1.2 ﾘｮｳﾌﾞ ＋ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ ＋ ﾊﾞｲｶﾂﾂｼﾞ
1.1 ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ ＋ ｺﾏﾕﾐ
1.1 ｱｶｿ ＋ ﾔﾏｿﾃﾂ
1.1 ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ ＋ ﾔﾏﾂﾂｼﾞ
1.1 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ ＋ ﾁｺﾞﾕﾘ
1.1 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ ＋ ｵｵｶﾒﾉｷ
+･2 ｶﾒﾊﾞﾋｷｵｺｼ ＋ ﾏﾀﾀﾋﾞ
+･2 ｳﾁﾜﾄﾞｺﾛ ＋ ｱｶｼﾃﾞ
＋ ｸﾙﾏﾊﾞﾊｸﾞﾏ ＋ ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ
＋ ｸﾏｲｻﾞｻ
＋ ｴｿﾞｱｼﾞｻｲ
＋ ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ
＋ ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ
＋ ｲﾉｺｽﾞﾁ
＋ ﾐﾔﾏｲﾗｸｻ
＋ ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ
＋ ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 4 群落名 カスミザクラ－コナラ群落 調査年月 2006年10月12日
調査地 南会津町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 730ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｎ30Ｅ
高木層(T1) ｺﾅﾗ 17ｍ 80% (傾斜) 27度
亜高木層(T2) ﾎｵﾉｷ、ｱｽﾞｷﾅｼ 12ｍ 50% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 2.8ｍ 40% (出現種数) 51
草本層(H) ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 1.7ｍ 50%

（胸高直径） ｺﾅﾗ　37ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 4.4 ｺﾅﾗ Ｈ ＋ ｹｲﾀﾄﾞﾘ
2.2 ｸﾘ ＋ ｺﾅﾗ
1.1 ｼﾅﾉｷ ＋ ｸﾏｲｻﾞｻ

＋ ｲﾜｶﾞﾗﾐ
T2 2.2 ﾎｵﾉｷ ＋ ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ
2.2 ｱｽﾞｷﾅｼ ＋ ｱﾗｹﾞｱｵﾀﾞﾓ
1.1 ｱｶｲﾀﾔ ＋ ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ

＋ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ
Ｓ 2.2 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ｺｼｱﾌﾞﾗ
1.1 ｼﾅﾉｷ ＋ ｼｵﾃﾞ
＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ ＋ ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ
＋ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ ＋ ｶｽﾐｻﾞｸﾗ
＋ ｶﾞﾏｽﾞﾐ ＋ ｼｭﾝﾗﾝ
＋ ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ ＋ ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
＋ ｱｶｼﾃﾞ ＋ ﾎｵﾉｷ

＋ ﾉﾌﾞﾄﾞｳ
Ｈ 1.2 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ ＋ ｾﾞﾝﾏｲ
1.2 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ ＋ ｱｻﾀﾞ
1.1 ﾔﾏｳﾙｼ ＋ ｼｼｶﾞｼﾗ
1.1 ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ ＋ ｱｽﾞｷﾅｼ
1.1 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ ＋ ﾁｬﾎﾞｶﾞﾔ
1.1 ﾌｼﾞ ＋ ｲﾁﾔｸｿｳ
1.1 ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ ＋ ｽｹﾞ属の一種
1.1 ｷﾀｺﾌﾞｼ ＋ ｳｺﾞﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ
1.1 ﾘｮｳﾌﾞ ＋ ｷﾊﾞﾅｱｷｷﾞﾘ
1.1 ﾊｲｲﾇﾂｹﾞ ＋ ﾊﾘｷﾞﾘ
＋ ﾔﾏﾊｯｶ ＋ ﾔﾏｼﾞﾉﾎﾄﾄｷﾞｽ
＋ ｱｶｼﾃﾞ ＋ ﾊﾞｲｶﾂﾂｼﾞ
＋ ｳﾁﾜﾄﾞｺﾛ
＋ ｵｸﾓﾐｼﾞﾊｸﾞﾏ
＋ ｺﾏﾕﾐ
＋ ｵｸﾁｮｳｼﾞｻﾞｸﾗ
＋ ﾂﾘﾊﾞﾅ
＋ ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ
＋ ｱｶｲﾀﾔ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 5 群落名 カスミザクラ－コナラ群落 調査年月 2006年10月12日
調査地 南会津町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 635ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｓ50Ｗ
高木層(T1) ｺﾅﾗ、ｸﾘ 18ｍ 70% (傾斜) 26度
亜高木層(T2) ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 10ｍ 60% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 4.5ｍ 30% (出現種数) 44
草本層(H) ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ 1.7ｍ 50%

（胸高直径） ｱｶﾏﾂ　44.8ｃｍ、ｺﾅﾗ　32.5ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 2.2 ｸﾘ Ｈ ＋ ｸﾙﾏﾊﾞﾊｸﾞﾏ
2.2 ｺﾅﾗ ＋ ｱｽﾞｷﾅｼ
1.1 ｱｶﾏﾂ ＋ ｲﾁﾔｸｿｳ
1.1 ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ ＋ ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ
1.1 ﾎｵﾉｷ ＋ ｱｸｼﾊﾞ

＋ ｵｵﾊﾞｽﾉｷ
T2 3.3 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ｽｹﾞ属の一種
1.1 ｺｼｱﾌﾞﾗ ＋ ｸﾘ
1.1 ﾌｼﾞ ＋ ｻﾝｼｮｳ

＋ ｷﾀｺﾞﾖｳ
Ｓ 2.2 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ
1.1 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ ＋ ﾎﾂﾂｼﾞ
1.1 ｵｵﾊﾞﾎﾞﾀﾞｲｼﾞｭ ＋ ﾀﾑｼﾊﾞ
＋ ﾀｶﾉﾂﾒ ＋ ｳｺﾞﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ

＋ ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ
Ｈ 2.3 ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ ＋ ﾅﾗｲｼﾀﾞ
1.1 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ ＋ ｵｸﾁｮｳｼﾞｻﾞｸﾗ
1.1 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ ＋ ﾔﾏｳﾙｼ
1.1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ
1.1 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
＋ ｼｼｶﾞｼﾗ
＋ ｽｷﾞ
＋ ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
＋ ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ
＋ ﾀﾁｼｵﾃﾞ
＋ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ
＋ ﾌｼﾞ
＋ ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
＋ ﾅﾅｶﾏﾄﾞ
＋ ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ
＋ ﾀｶﾞﾈｿｳ
＋ ﾀｶﾉﾂﾒ
＋ ｸﾏｲｻﾞｻ
＋ ﾊｲｲﾇﾂｹﾞ
＋ ﾘｮｳﾌﾞ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 6 群落名 カスミザクラ－コナラ群落 調査年月 2006年10月12日
調査地 南会津町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 525ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｅ
高木層(T1) ｺﾅﾗ 17ｍ 70% (傾斜) 23度
亜高木層(T2) ｺﾅﾗ 11ｍ 20% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ｺﾅﾗ 4.8ｍ 40% (出現種数) 31
草本層(H) ｷﾊﾞﾅｲｶﾘｿｳ 0.9ｍ 70%

（胸高直径） ｺﾅﾗ　36.4ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 4.4 ｺﾅﾗ H ＋ ｱﾗｹﾞｱｵﾀﾞﾓ
1.1 ﾎｵﾉｷ ＋ ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

＋ ｼｭﾝﾗﾝ
T2 2.2 ｺﾅﾗ ＋ ｲﾜｶﾞﾗﾐ

＋ ｻﾜﾌﾀｷﾞ
Ｓ 2.2 ｺﾅﾗ ＋ ﾐｽﾞｷ
1.1 ﾔﾏｳﾙｼ ＋ ｵｸﾁｮｳｼﾞｻﾞｸﾗ
1.1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ
1.1 ﾘｮｳﾌﾞ
＋ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ
＋ ｶｽﾐｻﾞｸﾗ
＋ ﾎｵﾉｷ
＋ ｺｼｱﾌﾞﾗ

Ｈ 3.3 ｷﾊﾞﾅｲｶﾘｿｳ
2.2 ﾘｮｳﾌﾞ
1.1 ｸﾏｲｻﾞｻ
1.1 ｱｶｲﾀﾔ
1.1 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ
1.1 ﾔﾏｳﾙｼ
＋ ﾀﾆｳﾂｷﾞ
＋ ﾌｼﾞ
＋ ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ
＋ ｲﾁﾔｸｿｳ
＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ
＋ ｽｹﾞ属の一種
＋ ｸﾘ
＋ ﾐｽﾞﾅﾗ
＋ ｼﾛﾖﾒﾅ
＋ ｳﾁﾜﾄﾞｺﾛ
＋ ﾀﾁｼｵﾃﾞ
＋ ｺｼｱﾌﾞﾗ
＋ ﾎｵﾉｷ
＋ ｾﾞﾝﾏｲ
＋ ｲﾇｴﾝｼﾞｭ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 7 群落名 ケヤキ群落 調査年月 2006年10月12日
調査地 南会津町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 530ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｎ70Ｅ
高木層(T1) ｹﾔｷ 18ｍ 80% (傾斜) 34度
亜高木層(T2) － 12ｍ 10% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 4.8ｍ 70% (出現種数) 27
草本層(H) ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ 1.2ｍ 80%

（胸高直径） ｹﾔｷ　23ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 3.3 ｹﾔｷ
1.1 ﾎｵﾉｷ
1.1 ｵﾆｸﾞﾙﾐ
1.1 ﾊﾘｷﾞﾘ

T2 ＋ ﾌｼﾞ

Ｓ 3.3 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
＋ ｹﾅｼﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ
＋ ｷﾌﾞｼ

Ｈ 3.3 ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
2.2 ﾋﾒｱｵｷ
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
＋ ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ
＋ ｳﾁﾜﾄﾞｺﾛ
＋ ｴｿﾞｴﾉｷ
＋ ｹｲﾀﾄﾞﾘ
＋ ｸﾏｲｻﾞｻ
＋ ｺﾏﾕﾐ
＋ ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ
＋ ﾂﾙﾏｻｷ
＋ ﾔﾏｸﾞﾜ
＋ ﾐｿﾞｼﾀﾞ
＋ ﾀｶﾞﾈｿｳ
＋ ﾂﾘﾊﾞﾅ
＋ ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ
＋ ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ
＋ ｱｶｿ
＋ ｾﾞﾝﾏｲ
＋ ｱﾜﾌﾞｷ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 8 群落名 ブナ－ミズナラ群落 調査年月 2006年10月12日
調査地 只見町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 580ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｅ
高木層(T1) ﾌﾞﾅ 23ｍ 80% (傾斜) 31度
亜高木層(T2) ﾌﾞﾅ 16ｍ 30% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 8ｍ 40% (出現種数) 43
草本層(H) ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 1.6ｍ 70%

（胸高直径） ﾌﾞﾅ 30ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 4.4 ﾌﾞﾅ Ｈ ＋ ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
2.2 ﾐｽﾞﾅﾗ ＋ ﾊﾘｷﾞﾘ
1.1 ﾄﾁﾉｷ ＋ ﾔﾏﾂﾂｼﾞ
1.1 ｱｶｲﾀﾔ ＋ ｷﾌﾞｼ

＋ ｼｼｶﾞｼﾗ
T2 3.3 ﾌﾞﾅ ＋ ﾄﾁﾉｷ
＋ ﾌｼﾞ ＋ ﾔﾌﾞﾊｷﾞ

＋ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ
Ｓ 2.2 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ ＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ
1.1 ｺｼｱﾌﾞﾗ ＋ ｱﾜﾌﾞｷ
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ ＋ ｹﾔｷ
＋ ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ ＋ ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ
＋ ｵｵｶﾒﾉｷ ＋ ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ

＋ ﾊﾅｲｶﾀﾞ
Ｈ 3.3 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ ＋ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ
1.1 ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ ＋ ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ
1.1 ｵｵｶﾒﾉｷ ＋ ﾀｶﾉﾂﾒ
1.1 ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ ＋ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ
1.1 ﾌﾞﾅ ＋ ｲﾜｶﾞﾗﾐ
＋ ｵｸﾁｮｳｼﾞｻﾞｸﾗ ＋ ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ
＋ ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ ＋ ﾎｵﾉｷ
＋ ﾌｷ ＋ ｱｸｼﾊﾞ
＋ ﾏﾀﾀﾋﾞ
＋ ｺｼｱﾌﾞﾗ
＋ ｵﾆｸﾞﾙﾐ
＋ ｱｶｲﾀﾔ
＋ ﾐｽﾞﾅﾗ
＋ ｴｿﾞﾕｽﾞﾘﾊ
＋ ｾﾞﾝﾏｲ
＋ ﾑﾗｻｷﾔｼｵ
＋ ﾌｼﾞ
＋ ﾘｮｳﾌﾞ
＋ ﾎﾂﾂｼﾞ
＋ ﾀﾑｼﾊﾞ
＋ ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 9 群落名 ブナ－ミズナラ群落 調査年月 2006年10月13日
調査地 只見町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 550ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｓ70Ｅ
高木層(T1) ﾌﾞﾅ 17ｍ 70% (傾斜) 12度
亜高木層(T2) ﾌﾞﾅ、ﾐｽﾞﾅﾗ 11ｍ 50% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾔﾏﾓﾐｼﾞ、ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 4ｍ 50% (出現種数) 32
草本層(H) ﾎﾂﾂｼﾞ 1ｍ 60%

（胸高直径） ﾌﾞﾅ　35.5ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 3.3 ﾌﾞﾅ Ｈ ＋ ﾐｽﾞﾅﾗ
2.2 ﾐｽﾞﾅﾗ ＋ ｼｼｶﾞｼﾗ

＋ ﾊﾅﾋﾘﾉｷ
T2 2.2 ﾌﾞﾅ ＋ ﾀﾑｼﾊﾞ
2.2 ﾐｽﾞﾅﾗ ＋ ﾜﾗﾋﾞ
1.1 ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ ＋ ﾘｮｳﾌﾞ
1.1 ｱｽﾞｷﾅｼ ＋ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ

＋ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ
Ｓ 2.2 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ｴｿﾞﾕｽﾞﾘﾊ
2.2 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ ＋ ﾌｼﾞ
1.1 ｺｼｱﾌﾞﾗ ＋ ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ
1.1 ﾘｮｳﾌﾞ ＋ ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ
＋ ﾌﾞﾅ
＋ ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ
＋ ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ
＋ ｵｵｶﾒﾉｷ
＋ ﾔﾏｳﾙｼ
＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

Ｈ 2.3 ﾎﾂﾂｼﾞ
2.2 ﾋﾒﾓﾁ
1.2 ｱｸｼﾊﾞ
1.2 ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
1.1 ﾌﾞﾅ
1.1 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
1.1 ｽｹﾞ属の一種
1.1 ﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ
1.1 ｸﾏｲｻﾞｻ
1.1 ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ
＋ ｺｼｱﾌﾞﾗ
＋ ｽｽｷ
＋ ﾀｶﾉﾂﾒ
＋ ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ
＋ ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ
＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 10 群落名 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集 調査年月 2006年10月13日
調査地 只見町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 630ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｎ60Ｗ
高木層(T1) ｻﾜｸﾞﾙﾐ 20ｍ 60% (傾斜) 23度
亜高木層(T2) ﾐｽﾞｷ、ｻﾜｸﾞﾙﾐ 13ｍ 20% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 5ｍ 70% (出現種数) 25
草本層(H) ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ 0.8ｍ 80%

（胸高直径） ｻﾜｸﾞﾙﾐ　50ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 4.4 ｻﾜｸﾞﾙﾐ
1.1 ﾐｽﾞｷ

T2 1.1 ﾐｽﾞｷ
1.1 ｻﾜｸﾞﾙﾐ
＋ ﾂﾙｱｼﾞｻｲ

Ｓ 4.4 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
＋ ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ
＋ ﾀﾆｳﾂｷﾞ
＋ ﾔﾏｸﾞﾜ

Ｈ 3.3 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ
2.2 ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ
1.2 ﾂﾙｱｼﾞｻｲ
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
1.1 ｽｹﾞ属の一種
＋ ｳﾘﾉｷ
＋ ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
＋ ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ
＋ ﾏﾀﾀﾋﾞ
＋ ｵｼﾀﾞ
＋ ｱｶｿ
＋ ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ
＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ
＋ ｼﾛﾖﾒﾅ
＋ ﾐｽﾞｷ
＋ ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ
＋ ｸﾏｲｻﾞｻ
＋ ｹﾅｼﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ
＋ ﾔﾏｸﾞﾜ
＋ ﾌｷ
＋ ｶﾗｸｻｼﾀﾞ
＋ ﾐｽﾞﾋｷ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 11 群落名 ケヤキ群落 調査年月 2006年10月13日
調査地 只見町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 510ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｓ80Ｗ
高木層(T1) ｹﾔｷ 19ｍ 90% (傾斜) 33度
亜高木層(T2) ｹﾔｷ、ﾔﾏﾓﾐｼﾞ等 12ｍ 30% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾔﾏﾓﾐｼﾞ、ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 6ｍ 50% (出現種数) 35
草本層(H) ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ 1.2ｍ 60%

（胸高直径） ｹﾔｷ　46.8ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 5.5 ｹﾔｷ Ｈ ＋ ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ
1.1 ﾐｽﾞﾅﾗ ＋ ｼｼｶﾞｼﾗ

＋ ｱｸｼﾊﾞ
T2 1.1 ｹﾔｷ ＋ ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
1.1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ
1.1 ｱｽﾞｷﾅｼ ＋ ﾀｶﾞﾈｿｳ
1.1 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ ＋ ｺﾅﾗ
＋ ﾂﾙｱｼﾞｻｲ ＋ ｹﾝﾎﾟﾅｼ

＋ ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ
Ｓ 2.2 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ﾊｲｲﾇﾂｹﾞ
2.2 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
＋ ｱｶｲﾀﾔ
＋ ｷﾌﾞｼ
＋ ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ

Ｈ 2.2 ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
1.2 ｽｹﾞ属の一種
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
1.1 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ
1.1 ﾂﾀｳﾙｼ
+･2 ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ
+･2 ｹﾔｷ
+･2 ﾋﾒｱｵｷ
＋ ﾌｼﾞ
＋ ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ
＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ
＋ ｱｶｲﾀﾔ
＋ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ
＋ ｼｵﾃﾞ
＋ ﾄﾁﾉｷ
＋ ﾁﾏｷｻﾞｻ
＋ ﾏﾑｼｸﾞｻ
＋ ﾂﾘﾊﾞﾅ
＋ ﾎｿﾊﾞﾄｳｹﾞｼﾊﾞ
＋ ﾅﾗｲｼﾀﾞ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 12 群落名 ヤナギ高木群落 調査年月 2006年10月13日
調査地 只見町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 470ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) －
高木層(T1) ｼﾛﾔﾅｷﾞ、ｵﾉｴﾔﾅｷﾞ 13ｍ 80% (傾斜) －
亜高木層(T2) ｵﾉｴﾔﾅｷﾞ 7ｍ 10% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾅﾝﾌﾞｱｻﾞﾐ、ｻﾜｸﾞﾙﾐ 3.6ｍ 20% (出現種数) 58
草本層(H) ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ、ｽｹﾞ属の一種 1.7ｍ 80%

（胸高直径） ｼﾛﾔﾅｷﾞ　16.5ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 3.3 ｼﾛﾔﾅｷﾞ Ｈ ＋ ｸｻﾖｼ
3.3 ｵﾉｴﾔﾅｷﾞ ＋ ﾐｿﾞｿﾊﾞ
1.1 ﾀﾁﾔﾅｷﾞ ＋ ﾀｶﾞﾈｿｳ

＋ ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾞ
T2 1.1 ｵﾉｴﾔﾅｷﾞ ＋ ﾐﾔﾏﾄｳﾊﾞﾅ
＋ ﾌｼﾞ ＋ ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ
＋ ｸｽﾞ ＋ ﾂﾙﾖｼ

＋ ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ
Ｓ 1.1 ﾅﾝﾌﾞｱｻﾞﾐ ＋ ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ
1.1 ｻﾜｸﾞﾙﾐ ＋ ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
＋ ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ ＋ ｻﾜｸﾞﾙﾐ
＋ ﾔﾏｸﾞﾜ ＋ ｾﾘ
＋ ﾀﾆｳﾂｷﾞ ＋ ｷﾌﾞｼ
＋ ｲﾇｺﾘﾔﾅｷﾞ ＋ ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ
＋ ｶﾜﾗﾊﾝﾉｷ ＋ ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ

＋ ｽｽｷ
Ｈ 2.2 ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ ＋ ｲﾇｺﾘﾔﾅｷﾞ
2.2 ｽｹﾞ属の一種 ＋ ｱｵﾐｽﾞ
1.2 ｽﾀﾞﾔｸｼｭ ＋ ｸｻｿﾃﾂ
1.2 ｸﾛﾊﾞﾅﾋｷｵｺｼ ＋ ｺﾞﾏﾅ
1.1 ｻﾜﾊｺﾍﾞ ＋ ﾅﾝﾌﾞｱｻﾞﾐ
1.1 ｶﾒﾊﾞﾋｷｵｺｼ ＋ ﾊｯｶ
1.1 ｱｶｿ ＋ ﾐｽﾞﾀﾋﾞﾗｺ
1.1 ｵｵﾖﾓｷﾞ ＋ ﾂﾘﾌﾈｿｳ
1.1 ﾌｷ ＋ ｸｶﾞｲｿｳ
1.1 ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ ＋ ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ
+･2 ﾂﾎﾞｽﾐﾚ ＋ ｵﾄｺｴｼ
＋ ｹﾅｼﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ ＋ ﾔﾏｸﾞﾜ
＋ ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ ＋ ﾊﾝｺﾞﾝｿｳ
＋ ｵｶﾄﾗﾉｵ ＋ ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ
＋ ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ ＋ ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ
＋ ﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ ＋ ｾﾞﾝﾏｲ
＋ ﾐｽﾞﾋｷ
＋ ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ
＋ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 13 群落名 ブナ－ミズナラ群落 調査年月 2006年10月13日
調査地 只見町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 538ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｎ90Ｗ
高木層(T1) ﾌﾞﾅ 18ｍ 80% (傾斜) 9度
亜高木層(T2) ﾌﾞﾅ、ﾄﾁﾉｷ 12ｍ 40% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ﾌﾞﾅ、ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 6ｍ 10% (出現種数) 24
草本層(H) ｽｹﾞ属の一種 1.9ｍ 80%

（胸高直径） ﾌﾞﾅ　36.5ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 5.5 ﾌﾞﾅ
1.1 ﾎｵﾉｷ
1.1 ｻﾜｸﾞﾙﾐ

T2 2.2 ﾌﾞﾅ
2.2 ﾄﾁﾉｷ
＋ ｱｶｲﾀﾔ

Ｓ 1.1 ﾌﾞﾅ
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
＋ ﾄﾁﾉｷ

Ｈ 4.4 ｽｹﾞ属の一種
1.2 ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾞ
1.1 ﾐｿﾞｼﾀﾞ
+･2 ﾊｲｲﾇﾂｹﾞ
+･2 ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
＋ ｵｵｶﾒﾉｷ
＋ ﾂﾀｳﾙｼ
＋ ｵｼﾀﾞ
＋ ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ
＋ ｻﾜﾌﾀｷﾞ
＋ ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ
＋ ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ
＋ ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ
＋ ﾔﾏｿﾃﾂ
＋ ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
＋ ｲﾜｶﾞﾗﾐ
＋ ﾌﾞﾅ
＋ ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
＋ ｸﾏｲｻﾞｻ
＋ ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 14 群落名 チシマザサ－ブナ群団 調査年月 2006年10月13日
調査地 只見町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　大礫　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 640ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｓ30Ｅ
高木層(T1) ﾌﾞﾅ 22ｍ 90% (傾斜) 32度
亜高木層(T2) ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 14ｍ 20% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ、ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 7ｍ 50% (出現種数) 30
草本層(H) ｽｹﾞ属の一種 1.1ｍ 70%

（胸高直径） ﾌﾞﾅ　41.5ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 5.5 ﾌﾞﾅ Ｈ ＋ ｱｸｼﾊﾞ
＋ ﾀﾑｼﾊﾞ

T2 2.2 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ ＋ ｵｵｶﾒﾉｷ
1.1 ﾌﾞﾅ ＋ ｸﾏｲｻﾞｻ
1.1 ｱｶｲﾀﾔ ＋ ﾋﾒﾓﾁ

Ｓ 2.2 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
2.2 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ
1.1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ
1.1 ｵｵｶﾒﾉｷ
1.1 ﾌﾞﾅ
＋ ﾑﾗｻｷﾔｼｵ

Ｈ 3.3 ｽｹﾞ属の一種
2.2 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
1.2 ﾌﾞﾅ
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
+･2 ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
＋ ｱｶｿ
＋ ｱｶｲﾀﾔ
＋ ｱｵﾀﾞﾓ
＋ ｺｼｱﾌﾞﾗ
＋ ﾂﾙｱｼﾞｻｲ
＋ ﾘｮｳﾌﾞ
＋ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ
＋ ｸﾙﾏﾊﾞﾊｸﾞﾏ
＋ ﾌｼﾞ
＋ ﾂﾀｳﾙｼ
＋ ﾄﾁﾉｷ
＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ
＋ ｼｼｶﾞｼﾗ
＋ ﾔﾏｿﾃﾂ
＋ ﾐｿﾞｼﾀﾞ
＋ ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ
＋ ｳﾘﾉｷ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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植生調査表
St. 15 群落名 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集 調査年月 2006年10月13日
調査地 只見町

(地形)　山頂：尾根：斜面：上・中・下・凸・凹：谷：平地 (風当)　強・中・弱
(土壌)　礫・砂礫・砂土・砂壌土・壌土・シルト質壌土 (日当)　陽・中陰・陰
　　　　埴壌土・重埴土・水面下・その他（　　　　　　） (土湿)　乾・適・湿・過湿

(海抜) 690ｍ
階層 優占種 高さ 植被率 (方位) Ｓ50Ｗ
高木層(T1) ｻﾜｸﾞﾙﾐ 21ｍ 80% (傾斜) 28度
亜高木層(T2) ﾄﾁﾉｷ 15ｍ 30% (面積) 20ｍ×20ｍ
低木層(S) ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 3.1ｍ 50% (出現種数) 36
草本層(H) ｻﾜﾊｺﾍﾞ 1.2ｍ 80%

（胸高直径） ｻﾜｸﾞﾙﾐ　34.5ｃｍ

調査者 杉山、中島
Ｓ D・S Ｓ D・S Ｓ D・S

T1 4.4 ｻﾜｸﾞﾙﾐ Ｈ ＋ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ
2.2 ﾄﾁﾉｷ ＋ ｻﾜｱｻﾞﾐ
1.1 ﾐｽﾞｷ ＋ ﾂﾘﾊﾞﾅ

＋ ﾌｷ
T2 2.2 ﾄﾁﾉｷ ＋ ﾐｽﾞﾋｷ
1.1 ﾌﾞﾅ ＋ ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ
1.1 ｻﾜｸﾞﾙﾐ ＋ ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

＋ ｵｵﾊﾞﾎﾞﾀﾞｲｼﾞｭ
Ｓ 3.3 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ ＋ ｸﾏｲｻﾞｻ
1.1 ﾄﾁﾉｷ ＋ ｳﾘﾉｷ
1.1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ＋ ﾂﾀｳﾙｼ
1.1 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
＋ ﾂﾘﾊﾞﾅ
＋ ｷﾌﾞｼ

Ｈ 2.3 ｻﾜﾊｺﾍﾞ
2.2 ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ
2.2 ｽｹﾞ属の一種
1.1 ﾐﾔﾏｲﾗｸｻ
1.1 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ
1.1 ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾞ
1.1 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ
1.1 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ
+･2 ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ
＋ ｷﾌﾞｼ
＋ ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ
＋ ﾏﾀﾀﾋﾞ
＋ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ
＋ ｱｶｿ
＋ ｵｼﾀﾞ
＋ ﾓﾐｼﾞｶﾞｻ
＋ ｴｿﾞｱｼﾞｻｲ
＋ ﾐｿﾞｼﾀﾞ
＋ ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ
＋ ﾐﾔﾏﾊﾊｿ

ＳＰＰ． ＳＰＰ． ＳＰＰ．
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３．植生断面図 



植生断面図

調査年月日

群落名 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.1 2006年10月12日
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植生断面図

群落名 チシマザサ－ブナ群団

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.2 2006年10月12日調査年月日
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植生断面図

群落名 カスミザクラ－コナラ群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.3 2006年10月12日調査年月日
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植生断面図

群落名 カスミザクラ－コナラ群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.4 2006年10月12日調査年月日
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植生断面図

群落名 カスミザクラ-コナラ群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.5 2006年10月12日調査年月日
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植生断面図

群落名 カスミザクラ－コナラ群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.6 2006年10月12日調査年月日
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植生断面図

群落名 ケヤキ群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.7 2006年10月12日調査年月日
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植生断面図

群落名 ブナ－ミズナラ群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.8 2006年10月12日調査年月日
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植生断面図

調査年月日

群落名 ブナ－ミズナラ群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.9 2006年10月13日

0～1.0m

1.0～4.0m

4.0～11m

11～17m

ア
ク
シ
バ

コ
シ
ア
ブ
ラ

オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ

ブ
ナ

ホ
ツ
ツ
ジ

ヒ
メ
モ
チ

ヤ
マ
モ
ミ
ジ

ヒ
メ
モ
チ

ハ
イ
イ
ヌ
ツ
ゲ

ミ
ズ
ナ
ラ

ク
マ
イ
ザ
サ

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

ブ
ナ

ハ
イ
イ
ヌ
ツ
ゲ

ホ
ツ
ツ
ジ

ヤ
マ
モ
ミ
ジ

ス
ゲ
属
の
一
種

ミ
ズ
ナ
ラ

ブ
ナ

ブ
ナ

ツ
ル
ア
リ
ド
オ
シ

リ
ョ

ウ
ブ

ヒ
メ
モ
チ

98



植生断面図

調査年月日

群落名 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.10 2006年10月13日
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植生断面図

調査年月日

群落名 ケヤキ群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.11 2006年10月13日
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植生断面図

調査年月日

群落名 ヤナギ高木群落

ｺﾄﾞﾗｰﾄ番号 St.12 2006年10月13日
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植生断面図

調査年月日

群落名 ブナ－ミズナラ群落
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植生断面図

調査年月日

群落名 チシマザサ－ブナ群団
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植生断面図

調査年月日

群落名 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集
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植物目録1/32

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 文献7
1 ｼﾀﾞ植物 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾐﾔﾏﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ Lycopodium alpinum var.planiramulosum ● ●
2 ｽｷﾞｶｽﾞﾗ Lycopodium annotinum ●
3 ﾋﾒｽｷﾞﾗﾝ Lycopodium chinense ●
4 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ Lycopodium clavatum ● ● ●
5 ｱｽﾋｶｽﾞﾗ Lycopodium complanatum ● ● ●
6 ｽｷﾞﾗﾝ Lycopodium cryptomerinum ● ●
7 ﾔﾁｽｷﾞﾗﾝ Lycopodium inundatum ● ● ●
8 ﾀｶﾈﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ Lycopodium nikoense ● ●
9 ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ Lycopodium obscurum ● ● ● ●
10 ﾄｳｹﾞｼﾊﾞ Lycopodium serratum ● ●
11 ﾎｿﾊﾞﾄｳｹﾞｼﾊﾞ Lycopodium serratum var. serratum ● ﾎｿﾊﾞﾉﾄｳｹﾞｼﾊﾞ（文献5）
12 ｲﾜﾋﾊﾞ ｴｿﾞﾋﾒｸﾗﾏｺﾞｹ Selaginella helvetica ● ● ● ｴｿﾞﾉﾋﾒｸﾗﾏｺﾞｹ（文献2､3､5）
13 ｸﾗﾏｺﾞｹ Selaginella remotifolia ● ● ●
14 ﾋﾓｶｽﾞﾗ Selaginella shakotanensis ● ● ● ●
15 ｲﾜﾋﾊﾞ Selaginella tamariscina ● ● ●
16 ﾐｽﾞﾆﾗ ﾋﾒﾐｽﾞﾆﾗ Isoetes asiatica ●
17 ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ Equisetum arvense ● ● ● ●
18 ﾄｸｻ Equisetum hymale ●
19 ｲﾇｽｷﾞﾅ Equisetum palustre ●
20 ｲﾇﾄﾞｸｻ Equisetum ramosissimum ● ●
21 ﾊﾅﾔｽﾘ ｵｵﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium japonicum ● ●
22 ｴｿﾞﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium multifidum var. robustum ● ●
23 ﾅｶﾞﾎﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium strictum ● ● ﾅｶﾞﾎﾞﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ（文献2）､ﾅｶﾞﾎﾞﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ（文献3）

24 ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium ternatum ● ● ●
25 ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botrychium virginianum ● ● ●
26 ﾋﾛﾊﾊﾅﾔｽﾘ Ophioglossum vulgatum ● ● ●
27 ｾﾞﾝﾏｲ ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ Osmunda cinnamomea var. fokiensis ● ● ● ●
28 ｾﾞﾝﾏｲ Osmunda japonica ● ● ● ●
29 ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ ﾔﾏｿﾃﾂ Plagiogyria matsumureana ● ● ● ●
30 ｺｹｼﾉﾌﾞ ｺｳﾔｺｹｼﾉﾌﾞ Hymenophyllum barbatum ● ●
31 ﾋﾒﾊｲﾎﾗｺﾞｹ Lacosteopsis orientalis var. abbreviata ● ●
32 ﾎｿﾊﾞｺｹｼﾉﾌﾞ Mecodium polyanthos ●
33 ｺｹｼﾉﾌﾞ Mecodium wrightii ● ●
34 ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ ｲﾇｼﾀﾞ Dennstaedtia hirsuta ● ● ●
35 ｵｵﾚﾝｼﾀﾞ Dennstaedtia wilfordii ● ● ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ（文献2､3）
36 ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Hypolepis punctata ● ●
37 ﾜﾗﾋﾞ Pteridium aquilinum var. latiusculum ● ● ● ●
38 ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ Adiantum pedatum ● ● ●
39 ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ Coniogramme intermedia ● ● ●
40 ｲﾜｶﾞﾈｿｳ Coniogramme japonica ● ●
41 ｶﾗｸｻｼﾀﾞ Pleurosoriopsis makinoi ● ●
42 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ Asplenium incisum ● ● ●
43 ｸﾓﾉｽｼﾀﾞ Asplenium ruprechtii ● ● ●
44 ｺﾀﾆﾜﾀﾘ Asplenium scolopendrium ● ● ●
45 ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ Asplenium trichomanes ●
46 ｼｼｶﾞｼﾗ ｵｻｼﾀﾞ Struthiopteris amabilis ● ● ●
47 ﾐﾔﾏｼｼｶﾞｼﾗ Struthiopteris castanea ● ● ●
48 ｼｼｶﾞｼﾗ Struthiopteris niponica ● ● ● ●
49 ｵｼﾀﾞ ﾅﾝﾀｲｼﾀﾞ Arachniodes maximowiczii ● ●

50 ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ Arachniodes mutica ● ● ●
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植物目録2/32

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 文献7
備考

既存文献
種名 学名No. 分類 科名

51 ﾘｮｳﾒﾝｼﾀﾞ Arachniodes standishii ● ● ●
52 ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium fortunei var. clivicola ● ● ● ●
53 ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ Dryopteris austriaca ● ● ●
54 ﾐｻｷｶｸﾞﾏ Dryopteris chinensis ● ●
55 ｵｼﾀﾞ Dryopteris crassirhizoma ● ● ●
56 ｵｵｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ Dryopteris dickinsii ● ●
57 ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris monticola ● ●
58 ﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris polylepis ● ●
59 ﾐﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ Dryopteris sabaei ● ●
60 ｼﾛｳﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ Dryopteris shiroumensis ●
61 ﾀﾆﾍｺﾞ Dryopteris tokyoensis ● ● ●
62 ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris uniformis ● ●
63 ﾔﾏｲﾀﾁｼﾀﾞ Dryopteris varia var. setosa ● ●
64 ﾅﾗｲｼﾀﾞ Leptorumohra miqueliana ● ● ●
65 ﾎｿｲﾉﾃﾞ Polystichum braunii ● ●
66 ﾂﾙﾃﾞﾝﾀﾞ Polystichum craspedosorum ● ●
67 ｶﾗｸｻｲﾉﾃﾞ Polystichum microchlamys ● ●
68 ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ Polystichum ovato-paleaceum var. coraiense ●
69 ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ Polystichum retroso-paleaceum ● ● ●
70 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ Polystichum tripteron ● ● ● ●
71 ﾋﾒｼﾀﾞ ｵｵﾊﾞｼｮﾘﾏ Oreopteris quelpaertensis ● ● ●
72 ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ Phegopteris connectilis ● ● ●
73 ﾐｿﾞｼﾀﾞ Stegnogramma pozoi ssp. mollissima ● ● ●
74 ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ Thelypteris japonica ● ●
75 ｱｵﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ Thelypteris japonica var. formosa f. viridescens ●
76 ﾔﾜﾗｼﾀﾞ Thelypteris laxa ● ●
77 ﾋﾒｼﾀﾞ Thelypteris palustris ● ● ● ●
78 ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Thelypteris viridifrons ● ●
79 ﾒｼﾀﾞ ｶﾗｸｻｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium clivicola ● ●
80 ｻﾄﾒｼﾀﾞ Athyrium deltoidofrons ● ●
81 ﾐﾔﾏﾒｼﾀﾞ Athyrium melanolepis ● ● ●
82 ｵｵｻﾄﾒｼﾀﾞ Athyrium x multifidum ● ●
83 ｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium niponicum ● ●
84 ﾐﾔﾏﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ Athyrium rupestre ● ● ﾀｶﾈﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ（文献1）
85 ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium vidalii ● ● ●
86 ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ Athyrium yokoscense ● ●
87 ｲｯﾎﾟﾝﾜﾗﾋﾞ Cornopteris crenulato-serrulata ● ● ●
88 ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ Deparia conilii ● ●
89 ｼｹｼﾀﾞ Deparia japonica ● ● ●
90 ｵｵﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Deparia okuboana ● ●
91 ｵｵﾒｼﾀﾞ Deparia pterorachis ● ● ●
92 ﾐﾔﾏｼｹｼﾀﾞ Deparia pycnosora var. mucilagina ● ●
93 ｵｵﾋﾒﾜﾗﾋﾞﾓﾄﾞｷ Deparia unifurcata ● ●
94 ｵﾆﾋｶｹﾞﾜﾗﾋﾞ Diplazium nipponicum ● ●
95 ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ Diplazium squamigerum ● ● ●
96 ｳｻｷﾞｼﾀﾞ Gymnocarpium dryopteris ●
97 ｲﾜｳｻｷﾞｼﾀﾞ Gymnocarpium robertianum ● ●
98 ｲﾇｶﾞﾝｿｸ Matteuccia orientalis ● ● ● ●
99 ｸｻｿﾃﾂ Matteuccia struthiopteris ● ● ●

100 ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ Onoclea sensibilis var. interrupta ● ● ● ●
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101 ﾌｸﾛｼﾀﾞ Woodsia manchuriensis ● ●
102 ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ Woodsia polystichoides ● ● ●
103 ｳﾗﾎﾞｼ ﾐﾂﾃﾞｳﾗﾎﾞｼ Crypsinus hastatus ● ●
104 ﾐﾔﾏｳﾗﾎﾞｼ Crypsinus veitchii ● ●
105 ﾎﾃｲｼﾀﾞ Lepisorus annuifrons ● ● ●
106 ﾉｷｼﾉﾌﾞ Lepisorus thunbergianus ● ●
107 ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉﾌﾞ Lepisorus ussuriensis var. distans ●
108 ﾋﾒｻｼﾞﾗﾝ Loxogramme grammitoides ●
109 ｵｼｬｸﾞｼﾞﾃﾞﾝﾀﾞ Polypodium fauriei ● ● ● ｵｼｬｸｼﾞﾃﾞﾝﾀﾞ（文献2）
110 種子植物 ﾏﾂ ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ Abies homolepis ●
111  裸子植物 ｵｵｼﾗﾋﾞｿ Abies mariesii ● ● ● ｱｵﾓﾘﾄﾄﾞﾏﾂ（文献5）
112 ｼﾗﾋﾞｿ Abies veitchii ● ｼﾗﾍﾞ（文献5）
113 ｶﾗﾏﾂ Larix kaempferi ● ●
114 ｵｾﾞﾄｳﾋ Picea jezoensis var. hondoensis f. ozeensis ●
115 ｱｶﾏﾂ Pinus densiflora ● ● ● ●
116 ﾁｮｳｾﾝｺﾞﾖｳ Pinus koraiensis ●
117 ﾋﾒｺﾏﾂ Pinus parviflora ●
118 ｷﾀｺﾞﾖｳ Pinus parviflora var. pentaphylla ● ● ●
119 ﾊｲﾏﾂ Pinus pumila ● ●
120 ｺﾒﾂｶﾞ Tsuga diversifolia ●
121 ｽｷﾞ ｽｷﾞ Cryptomeria japonica ● ● ● ●
122 ﾒﾀｾｺｲﾔ Metasequoia glyptostroboides ● ● ﾒﾀｾｺｲｱ（文献2､3）
123 ﾋﾉｷ ｻﾜﾗ Chamaecyparis pisifera ●
124 ﾈｽﾞ Juniperus rigida ● ●
125 ｸﾛﾍﾞ Thuja standishii ● ● ● ●
126 ｱｽﾅﾛ Thujopsis dolabrata ●
127 ﾋﾉｷｱｽﾅﾛ Thujopsis dolabrata var. hondae ●
128 ｲﾇｶﾞﾔ ﾊｲｲﾇｶﾞﾔ Cephalotaxus harringtonia var. nana ● ● ● ●
129 ｲﾁｲ ｲﾁｲ Taxus cuspidata ●
130 ｷｬﾗﾎﾞｸ Taxus cuspidata var. nana ● ● ●
131 ﾁｬﾎﾞｶﾞﾔ Torreya nucifera var. radicans ● ● ● ●
132 種子植物 ｸﾙﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ Juglans ailanthifolia ● ● ● ●
133  被子植物 ﾋﾒｸﾞﾙﾐ Juglans mandshurica var. cordiformis ●
134 　双子葉植物 ｻﾜｸﾞﾙﾐ Pterocarya rhoifolia ● ● ● ●
135 　 離弁花 ﾔﾅｷﾞ ﾄﾞﾛﾔﾅｷﾞ Populus maximowiczii ● ● ●
136 ﾔﾏﾅﾗｼ Populus sieboldii ● ● ●
137 ﾊﾞｯｺﾔﾅｷﾞ Salix bakko ● ● ●
138 ｵｵﾈｺﾔﾅｷﾞ Salix futura ● ● ｵｵｷﾂﾈﾔﾅｷﾞ（文献2､3)
139 ｶﾜﾔﾅｷﾞ Salix gilgiana ● ● ●
140 ﾈｺﾔﾅｷﾞ Salix gracilistyla ● ● ●
141 ｲﾇｺﾘﾔﾅｷﾞ Salix integra ● ● ●
142 ｼﾛﾔﾅｷﾞ Salix jessoensis ● ● ●
143 ﾐﾔﾏﾔﾅｷﾞ Salix reinii ● ● ● ﾐﾈﾔﾅｷﾞ（文献5）
144 ｵﾉｴﾔﾅｷﾞ Salix sachalinensis ● ● ●
145 ﾀﾁﾔﾅｷﾞ Salix subfragilis ● ● ●
146 ｷﾂﾈﾔﾅｷﾞ Salix vulpina ● ● ●
147 ｵｵﾊﾞﾔﾅｷﾞ Toisusu urbaniana ● ●
148 ｶﾊﾞﾉｷ ﾐﾔﾏｶﾜﾗﾊﾝﾉｷ Alnus fauriei ● ● ●
149 ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ Alnus hirsuta ● ●

150 ﾔﾏﾊﾝﾉｷ Alnus hirsuta var. sibirica ● ● ● ●
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151 ﾊﾝﾉｷ Alnus japonica ● ●
152 ﾔﾊｽﾞﾊﾝﾉｷ Alnus matsumurae ●
153 ﾐﾔﾏﾊﾝﾉｷ Alnus maximowiczii ● ●
154 ﾋﾒﾔｼｬﾌﾞｼ Alnus pendula ● ● ●
155 ﾈｺｼﾃﾞ Betula corylifolia ● ● ●
156 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ Betula ermanii ● ● ● ●
157 ｱｶｶﾝﾊﾞ Betula ermanii var. subcordata ●
158 ﾐｽﾞﾒ Betula grossa ● ● ● ﾖｸﾞｿﾐﾈﾊﾞﾘ（文献5）
159 ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ Betula maximowicziana ● ● ●
160 ｼﾗｶﾝﾊﾞ Betula platyphylla var. japonica ● ● ● ●
161 ｵﾉｵﾚｶﾝﾊﾞ Betula schmidtii ●
162 ｻﾜｼﾊﾞ Carpinus cordata ● ● ● ●
163 ｸﾏｼﾃﾞ Carpinus japonica ●
164 ｱｶｼﾃﾞ Carpinus laxiflora ● ● ● ●
165 ｲﾇｼﾃﾞ Carpinus tschonoskii ● ● ●
166 ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ Corylus sieboldiana ● ● ● ●
167 ﾌﾞﾅ ｸﾘ Castanea crenata ● ● ●
168 ﾌﾞﾅ Fagus crenata ● ● ● ●
169 ｶｼﾜ Quercus dentata ●
170 ﾐｽﾞﾅﾗ Quercus mongolica ssp. crispula ● ● ● ●
171 ﾐﾔﾏﾅﾗ Quercus mongolica ssp. crispula var. undulatifolia ● ● ●
172 ｺﾅﾗ Quercus serrata ● ● ●
173 ﾆﾚ ｴｿﾞｴﾉｷ Celtis jessoensis ● ● ● ●
174 ﾊﾙﾆﾚ Ulmus japonica ● ● ● ●
175 ｺﾌﾞﾆﾚ Ulmus japonica f. suberosa ● ●
176 ｵﾋｮｳ Ulmus laciniata ● ● ●
177 ｹﾔｷ Zelkova serrata ● ● ● ●
178 ｸﾜ ﾋﾒｺｳｿﾞ Broussonetia kazinoki ●
179 ｺｳｿﾞ Broussonetia kazinoki x papyrifera ●
180 ｸﾜｸｻ Fatoua villosa ● ●
181 ｶﾅﾑｸﾞﾗ Humulus japonicus ● ●
182 ｶﾗﾊﾅｿｳ Humulus lupulus var. cordifolius ● ● ●
183 ﾔﾏｸﾞﾜ Morus australis ● ● ● ●
184 ｲﾗｸｻ ｶﾗﾑｼ Boehmeria nivea var.concolor ● ● ●
185 ｱｶｿ Boehmeria sylvestris ● ● ● ●
186 ﾔﾏﾄｷﾎｺﾘ Elatostema laetevirens ● ● ●
187 ｳﾜﾊﾞﾐｿｳ Elatostema umbellatum var. majus ● ● ● ●
188 ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ Laportea bulbifera ● ● ●
189 ﾐﾔﾏｲﾗｸｻ Laportea macrostachya ● ● ● ﾔﾏｲﾗｸｻ（文献3）
190 ﾐｽﾞ Pilea hamaoi ● ●
191 ｱｵﾐｽﾞ Pilea pumila ● ● ●
192 ｺﾊﾞﾉｲﾗｸｻ Urtica laetevirens ●
193 ｴｿﾞｲﾗｸｻ Urtica platyphylla ●
194 ｲﾗｸｻ Urtica thunbergiana ●
195 ﾋﾞｬｸﾀﾞﾝ ﾂｸﾊﾞﾈ Buckleya lanceolata ●
196 ｶﾅﾋﾞｷｿｳ Thesium chinense ● ● ●
197 ﾔﾄﾞﾘｷﾞ ﾎｻﾞｷﾔﾄﾞﾘｷﾞ Hyphear tanakae ● ● ﾎｻﾞｷﾉﾔﾄﾞﾘｷﾞ（文献7）
198 ﾔﾄﾞﾘｷﾞ Viscum album ssp. coloratum ● ● ●
199 ｱｶﾐﾔﾄﾞﾘｷﾞ Viscum album ssp. coloratum f. rubro-aurantiacum ●

200 ﾂﾁﾄﾘﾓﾁ ﾐﾔﾏﾂﾁﾄﾘﾓﾁ Balanophora nipponica ●
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201 ﾀﾃﾞ ｳﾗｼﾞﾛﾀﾃﾞ Aconogonum weyrichii ● ● ●
202 ﾐｽﾞﾋｷ Antenoron filiforme ● ● ●
203 ｲﾌﾞｷﾄﾗﾉｵ Bistorta major var. japonica ● ●
204 ｵｵﾂﾙｲﾀﾄﾞﾘ Fallopia dentato-alatum ● ●
205 ｻｸﾗﾀﾃﾞ Persicaria conspicua ●
206 ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ Persicaria hydropiper ● ● ●
207 ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria lapathifolia ● ● ●
208 ｲﾇﾀﾃﾞ Persicaria longiseta ● ● ●
209 ｵｵﾈﾊﾞﾘﾀﾃﾞ Persicaria makinoi ● ●
210 ﾀﾆｿﾊﾞ Persicaria nepalensis ● ● ● ●
211 ﾔﾉﾈｸﾞｻ Persicaria nipponensis ● ● ●
212 ｲｼﾐｶﾜ Persicaria perfoliata ● ● ●
213 ﾊﾅﾀﾃﾞ Persicaria posumbu var. laxiflora ● ● ● ●
214 ﾎﾞﾝﾄｸﾀﾃﾞ Persicaria pubescens ● ● ●
215 ｻﾅｴﾀﾃﾞ Persicaria scabra ●
216 ﾏﾏｺﾉｼﾘﾇｸﾞｲ Persicaria senticosa ● ● ●
217 ｱｷﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ Persicaria sieboldii ● ● ●
218 ﾐｿﾞｿﾊﾞ Persicaria thunbergii ● ● ● ●
219 ﾊﾙﾀﾃﾞ Persicaria vulgaris ● ● ●
220 ﾊｲﾐﾁﾔﾅｷﾞ Polygonum arenastrum ●
221 ﾐﾁﾔﾅｷﾞ Polygonum aviculare ● ● ●
222 ｵｵｹﾀﾃﾞ Polygonum orientale ●
223 ｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica ● ●
224 ｹｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica var. uzensis ● ● ●
225 ｵｵｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria sachalinensis ● ● ●
226 ｽｲﾊﾞ Rumex acetosa ● ● ●
227 ﾋﾒｽｲﾊﾞ Rumex acetosella ● ● ●
228 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ Rumex conglomeratus ●
229 ｷﾞｼｷﾞｼ Rumex japonicus ● ●
230 ﾉﾀﾞｲｵｳ Rumex longifolius ● ●
231 ﾏﾀﾞｲｵｳ Rumex madaio ● ●
232 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ Rumex obtusifolius ● ● ●
233 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca americana ● ●
234 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ Phytolacca esculenta ● ● ●
235 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ Mirabilis jalapa ●
236 ｻﾞｸﾛｿｳ ｻﾞｸﾛｿｳ Mollugo pentaphylla ● ● ●
237 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ｽﾍﾞﾘﾋﾕ Portulaca oleracea ● ● ● ●
238 ﾅﾃﾞｼｺ ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ Arenaria serpyllifolia ● ● ●
239 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium glomeratum ● ● ●
240 ﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium holosteoides var. angustifolium ● ● ●
241 ﾅﾝﾊﾞﾝﾊｺﾍﾞ Cucubalus baccifer var. japonicus ● ● ●
242 ｴｿﾞｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ Dianthus superbus ● ●
243 ﾀｶﾈﾅﾃﾞｼｺ Dianthus superbus var. speciosus ● ● ●
244 ｾﾝｼﾞｭｶﾞﾝﾋﾟ Lychnis gracillima ● ● ●
245 ﾌｼｸﾞﾛｾﾝﾉｳ Lychnis miqueliana ●
246 ｵｵﾔﾏﾌｽﾏ Moehringia lateriflora ● ● ●
247 ﾂﾒｸｻ Sagina japonica ● ● ●
248 ｻﾎﾞﾝｿｳ Saponaria officinalis ●
249 ﾑｼﾄﾘﾅﾃﾞｼｺ Silene armeria ● ● ●

250 ﾌｼｸﾞﾛ Silene firma ● ● ●
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251 ｹﾌｼｸﾞﾛ Silene firma f. pubescens ●
252 ｳｽﾍﾞﾆﾂﾒｸｻ Spergularia rubra ●
253 ﾉﾐﾉﾌｽﾏ Stellaria alsine var. undulata ● ● ●
254 ｳｼﾊｺﾍﾞ Stellaria aquatica ● ● ●
255 ｵｵｻﾜﾊｺﾍﾞ Stellaria diversiflora f. robusta ● ● ●
256 ｼﾗｵｲﾊｺﾍﾞ Stellaria fenzlii ●
257 ｺﾊｺﾍﾞ Stellaria media ● ● ● ●
258 ｵｵﾔﾏﾊｺﾍﾞ Stellaria monosperma var. japonica ●
259 ﾐﾄﾞﾘﾊｺﾍﾞ Stellaria neglecta ● ● ● ﾊｺﾍﾞ（文献5）
260 ﾐﾔﾏﾊｺﾍﾞ Stellaria sessiliflora ● ● ●
－ ｼﾗｵｲﾌｽﾏ － ●
261 ｱｶｻﾞ ｼﾛｻﾞ Chenopodium album ● ● ● ●
262 ｱｶｻﾞ Chenopodium album var. centrorubrum ● ● ●
263 ｱﾘﾀｿｳ Chenopodium ambrosioides var. anthelminticum ● ｱﾒﾘｶｱﾘﾀｿｳ（文献5）
264 ｺｱｶｻﾞ Chenopodium ficifolium ●
265 ﾎｳｷｷﾞ Kochia scoparia ●
266 ﾋﾕ ﾋｶｹﾞｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var. japonica ● ● ● ｲﾉｺｽﾞﾁ（文献2､3）
267 ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ Achyranthes bidentata var. tomentosa ● ● ●
268 ｲﾇﾋﾞﾕ Amaranthus lividus ●
269 ｱｵﾋﾞﾕ Amaranthus viridis ● ● ﾎﾅｶﾞｲﾇﾋﾞﾕ（文献2､3）
270 ﾓｸﾚﾝ ﾎｵﾉｷ Magnolia hypoleuca ● ● ●
271 ｷﾀｺﾌﾞｼ Magnolia praecocissima var. borealis ● ● ●
272 ﾀﾑｼﾊﾞ Magnolia salicifolia ● ● ● ●
273 ﾏﾂﾌﾞｻ ﾏﾂﾌﾞｻ Schisandra repanda ●
274 ｸｽﾉｷ ｱｶﾐﾉｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ Lindera praecox f. erythrocarpa ● ●
275 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ Lindera umbellata ssp. membranacea ● ● ● ●
276 ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ Parabenzoin praecox ● ●
277 ｹｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ Parabenzoin praecox f. pubescens ● ●
278 ﾔﾏｸﾞﾙﾏ ﾔﾏｸﾞﾙﾏ Trochodendron aralioides ● ● ● ● ●
279 ﾌｻｻﾞｸﾗ ﾌｻｻﾞｸﾗ Euptelea polyandra ●
280 ｶﾂﾗ ｶﾂﾗ Cercidiphyllum japonicum ● ● ● ●
281 ﾋﾛﾊｶﾂﾗ Cercidiphyllum magnificum ●
282 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｵｵﾚｲｼﾞﾝｿｳ Aconitum gigas var. hondoense ● ●
283 ｵｸﾄﾘｶﾌﾞﾄ Aconitum subcuneatum ● ● ● ●
284 ﾙｲﾖｳｼｮｳﾏ Actaea asiatica ● ● ●
285 ﾌｸｼﾞｭｿｳ Adonis ramosa ● ● ●
286 ﾋﾒｲﾁｹﾞ Anemone debilis ● ● ●
287 ﾆﾘﾝｿｳ Anemone flaccida ● ● ●
288 ﾐｽﾐｿｳ Anemone hepatica var. japonica ●
289 ｵｵﾐｽﾐｿｳ Anemone hepatica var. japonica f. magna ● ｵｵｽﾊﾏｿｳ（文献1）
290 ｽﾊﾏｿｳ Anemone hepatica var. japonica f. variegata ● ●
291 ｼｭｳﾒｲｷﾞｸ Anemone hupehensis var. japonica ●
292 ﾊｸｻﾝｲﾁｹﾞ Anemone narcissiflora var. nipponica ● ●
293 ｷｸｻﾞｷｲﾁｹﾞ Anemone pseudo-altaica ● ● ● ● ｷｸｻﾞｷｲﾁﾘﾝｿｳ（文献5）
294 ｱｽﾞﾏｲﾁｹﾞ Anemone raddeana ● ● ● ●
295 ｻﾝﾘﾝｿｳ Anemone stolonifera ● ●
296 ﾚﾝｹﾞｼｮｳﾏ Anemonopsis macrophylla ● ●
297 ﾔﾏｵﾀﾞﾏｷ Aquilegia buergeriana ● ●
298 ｴﾝｺｳｿｳ Caltha palustris var. enkoso ●

299 ﾘｭｳｷﾝｶ Caltha palustris var. nipponica ● ● ● ●
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300 ｻﾗｼﾅｼｮｳﾏ Cimicifuga simplex ● ● ●
301 ﾐﾔﾏﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ Clematis alpina ssp. ochotensis var. fujijamana ●
302 ｺﾐﾔﾏﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ Clematis alpina ssp. ochotensis var. fujijamana f. fauriei ●
303 ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ Clematis apiifolia ● ● ●
304 ｺﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ Clematis apiifolia var. biternata ● ● ●
305 ﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ Clematis japonica ●
306 ｸｻﾎﾞﾀﾝ Clematis stans ● ● ●
307 ｾﾝﾆﾝｿｳ Clematis terniflora ● ●
308 ﾄﾘｶﾞﾀﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ Clematis tosaensis ● ●
309 ｵｳﾚﾝ Coptis japonica ● ● ●
310 ｾﾘﾊﾞｵｳﾚﾝ Coptis japonica var. dissecta ●
311 ﾊﾞｲｶｵｳﾚﾝ Coptis quinquefolia ● ●
312 ﾐﾂﾊﾞｵｳﾚﾝ Coptis trifolia ● ● ● ●
313 ﾐﾂﾊﾞﾉﾊﾞｲｶｵｳﾚﾝ Coptis trifoliolata ● ● ● ｺｼｼﾞｵｳﾚﾝ（文献2､3）
314 ｱｽﾞﾏｼﾛｶﾈｿｳ Dichocarpum nipponicum ● ● ● ●
315 ﾄｳｺﾞｸｻﾊﾞﾉｵ Dichocarpum trachyspermum ● ●
316 ｵｷﾅｸﾞｻ Pulsatilla cernua ● ●
317 ﾐﾔﾏｷﾝﾎﾟｳｹﾞ Ranunculus acris var. nipponicus ● ● ● ●
318 ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ Ranunculus cantoniensis ● ● ●
319 ｳﾏﾉｱｼｶﾞﾀ Ranunculus japonicus ●
320 ﾊﾞｲｶﾓ Ranunculus nipponicus var. major ● ●
321 ﾀｶﾞﾗｼ Ranunculus sceleratus ●
322 ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ Ranunculus silerifolius ● ● ●
323 ｶﾗﾏﾂｿｳ Thalictrum aquilegifolium var. intermedium ● ● ●
324 ﾐﾔﾏｶﾗﾏﾂ Thalictrum filamentosum var. tenurum ● ● ● ●
325 ｱｷｶﾗﾏﾂ Thalictrum minus var. hypoleucum ● ● ●
326 ﾋﾒﾐﾔﾏｶﾗﾏﾂ Thalictrum nakamurae ●
327 ﾓﾐｼﾞｶﾗﾏﾂ Trautvetteria japonica ● ● ● ●
328 ｼﾅﾉｷﾝﾊﾞｲ Trollius riederianus var. japonicus ●
329 ｼﾗﾈｱｵｲ ｼﾗﾈｱｵｲ Glaucidium palmatum ● ● ● ●
330 ﾒｷﾞ ﾋﾛﾊﾉﾍﾋﾞﾉﾎﾞﾗｽﾞ Berberis amurensis var. japonica ● ● ﾋﾛﾊﾍﾋﾞﾉﾎﾞﾗｽﾞ（文献2､3）
331 ﾙｲﾖｳﾎﾞﾀﾝ Caulophyllum robustum ● ●
332 ｻﾝｶﾖｳ Diphylleia grayi ● ● ● ●
333 ｷﾚﾊｻﾝｶﾖｳ Diphylleia grayi f. incisa ●
334 ﾏﾙﾊﾞｻﾝｶﾖｳ Diphylleia grayi f. rotundata ●
335 ｲｶﾘｿｳ Epimedium grandiflorum var. thunbergianum ●
336 ｷﾊﾞﾅｲｶﾘｿｳ Epimedium koreanum ● ● ● ●
337 ﾄｶﾞｸｼｼｮｳﾏ Ranzania japonica ● ● ﾄｶﾞｸｼｿｳ（文献7）
338 ｱｹﾋﾞ ｺﾞﾖｳｱｹﾋﾞ Akebia pentaphylla ● ●
339 ｱｹﾋﾞ Akebia quinata ●
340 ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ Akebia trifoliata ● ● ● ●
341 ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ● ● ●
342 ｺｳﾓﾘｶｽﾞﾗ Menispermum dauricum ● ●
343 ｽｲﾚﾝ ｴｿﾞﾉﾋﾂｼﾞｸﾞｻ Nymphaea tetragona ● ｴｿﾞﾋﾂｼﾞｸﾞｻ（文献1)
344 ﾋﾂｼﾞｸﾞｻ Nymphaea tetragona var. angusta ● ● ● ●
345 ﾏﾂﾓ ﾏﾂﾓ Ceratophyllum demersum ● ●
346 ﾄﾞｸﾀﾞﾐ ﾄﾞｸﾀﾞﾐ Houttuynia cordata ● ● ●
347 ﾊﾝｹﾞｼｮｳ Saururus chinensis ●
348 ｾﾝﾘｮｳ ﾋﾄﾘｼｽﾞｶ Chloranthus japonicus ● ● ● ●

349 ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ Chloranthus serratus ● ● ●
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350 ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ｳｽﾊﾞｻｲｼﾝ Asiasarum sieboldii ● ● ● ● ●
351 ﾕｷｸﾞﾆｶﾝｱｵｲ Heterotropa ikegamii ● ●
352 ｺｼﾉｶﾝｱｵｲ Heterotropa megacalyx ● ●
353 ﾎﾞﾀﾝ ﾔﾏｼｬｸﾔｸ Paeonia japonica ● ● ● ●
354 ﾏﾀﾀﾋﾞ ｻﾙﾅｼ Actinidia arguta ● ● ● ●
355 ﾐﾔﾏﾏﾀﾀﾋﾞ Actinidia kolomikta ●
356 ﾏﾀﾀﾋﾞ Actinidia polygama ● ● ● ●
357 ﾂﾊﾞｷ ﾕｷﾂﾊﾞｷ Camellia japonica var. decumbens ● ● ●
358 ｵﾄｷﾞﾘｿｳ ﾄﾓｴｿｳ Hypericum ascyron ● ● ●
359 ｵﾄｷﾞﾘｿｳ Hypericum erectum ● ● ●
360 ﾊｲｵﾄｷﾞﾘ Hypericum kamtschaticum ●
361 ｲﾜｵﾄｷﾞﾘ Hypericum kamtschaticum var. hondoensis ● ● ● ●
362 ｺｹｵﾄｷﾞﾘ Hypericum laxum ● ● ●
363 ｱｾﾞｵﾄｷﾞﾘ Hypericum oliganthum ● ● ● ●
364 ｻﾜｵﾄｷﾞﾘ Hypericum pseudopetiolatum ● ● ●
365 ﾐｽﾞｵﾄｷﾞﾘ Triadenum japonicum ● ●
366 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ ﾓｳｾﾝｺﾞｹ Drosera rotundifolia ● ● ● ● ●
367 ｹｼ ｸｻﾉｵｳ Chelidonium majus var. asiaticum ● ● ●
368 ｴｿﾞｴﾝｺﾞｻｸ Corydalis ambigua ● ● ●
369 ﾐﾁﾉｸｴﾝｺﾞｻｸ Corydalis capillipes ●
370 ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ Corydalis incisa ●
371 ﾐﾔﾏｷｹﾏﾝ Corydalis pallida var. tenuis ● ● ●
372 ﾅｶﾞﾐﾉﾂﾙｷｹﾏﾝ Corydalis raddeana ●
373 ﾀｹﾆｸﾞｻ Macleaya cordata ● ● ●
374 ｵｻﾊﾞｸﾞｻ Pteridophyllum racemosum ●
375 ｱﾌﾞﾗﾅ ﾊｸｻﾝﾊﾀｻﾞｵ Arabis gemmifera ●
376 ﾔﾏﾊﾀｻﾞｵ Arabis hirsuta ●
377 ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ Barbarea vulgaris ● ● ●
378 ﾅｽﾞﾅ Capsella bursa-pastoris ● ● ●
379 ﾀﾃﾞﾉｳﾐｺﾝﾛﾝｿｳ Cardamine appendiculata ● ● ● ﾋﾛﾊｺﾝﾛﾝｿｳ（文献2､3､5）
380 ｵｵｹﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine dentipetala ● ● ●
381 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine flexuosa ● ● ●
382 ｼﾞｬﾆﾝｼﾞﾝ Cardamine impatiens ● ● ●
383 ｺﾝﾛﾝｿｳ Cardamine leucantha ●
384 ｺｼｼﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine niigatensis ● ●
385 ﾔﾏﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ Cardamine scutata ● ● ● ｵｵﾊﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ（文献2､3）
386 ﾛﾎﾞｳｶﾞﾗｼ Diplotaxis tenuifolia ●
387 ﾜｻﾋﾞ Eutrema japonica ● ● ●
388 ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ Lepidium virginicum ●
389 ﾊｸｾﾝﾅｽﾞﾅ Macropodium pterospermum ● ● ●
390 ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ Nasturtium officinale ● ● ●
391 ﾐﾁﾊﾞﾀｶﾞﾗｼ Rorippa dubia ● ●
392 ｲﾇｶﾞﾗｼ Rorippa indica ● ● ●
393 ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ Rorippa islandica ● ● ●
394 ｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ Thlaspi arvense ● ●
395 ﾏﾝｻｸ ｵｵﾊﾞﾏﾝｻｸ Hamamelis japonica var. megalophylla ●
396 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ Hamamelis japonica var. obtusata ● ● ● ●
397 ｳﾗｼﾞﾛﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ Hamamelis japonica var. obtusata f. discolor ●
398 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ﾁﾁｯﾊﾟﾍﾞﾝｹｲ Hylotelephium sordidum ● ● ● ● ﾁﾁｯﾊﾟﾍﾞﾝｹｲｿｳ（文献2､5）

399 ｷﾘﾝｿｳ Sedum aizoon var. floribundum ● ● ●
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400 ﾒﾉﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum japonicum ●
401 ﾐﾔﾏﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum japonicum var. senanense ● ● ●
402 ﾂﾙﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum sarmentosum ● ● ● ●
403 ﾕｷﾉｼﾀ ﾁﾀﾞｹｻｼ Astilbe microphylla ● ● ●
404 ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ Astilbe thunbergii var. congesta ● ● ● ●
405 ｱﾗｼｸﾞｻ Boykinia lycoctonifolia ●
406 ｸｻｱｼﾞｻｲ Cardiandra alternifolia ● ●
407 ﾎｸﾘｸﾈｺﾉﾒｿｳ Chrysosplenium fauriei ● ●
408 ﾂﾙﾈｺﾉﾒｿｳ Chrysosplenium flagelliferum ● ● ●
409 ﾈｺﾉﾒｿｳ Chrysosplenium grayanum ● ● ●
410 ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ Chrysosplenium japonicum ● ● ●
411 ﾁｼﾏﾈｺﾉﾒ Chrysosplenium kamtschaticum ● ● ﾁｼﾏﾈｺﾉﾒｿｳ（文献2､3）
412 ﾐﾁﾉｸﾈｺﾉﾒｿｳ Chrysosplenium kamtschaticum var. aomorense ● ●
413 ｳﾂｷﾞ Deutzia crenata ● ● ●
414 ﾀﾏｱｼﾞｻｲ Hydrangea involucrata ● ● ●
415 ｴｿﾞｱｼﾞｻｲ Hydrangea macrophylla var. megacarpa ● ● ● ●
416 ﾉﾘｳﾂｷﾞ Hydrangea paniculata ● ● ● ●
417 ｺﾞﾄｳﾂﾞﾙ Hydrangea petiolaris ● ● ● ● ﾂﾙｱｼﾞｻｲ（文献2､3､5）､ﾂﾙﾃﾞﾏﾘ（文献6）
418 ｺｼﾉﾁｬﾙﾒﾙｿｳ Mitella koshiensis ●
419 ｺﾁｬﾙﾒﾙｿｳ Mitella pauciflora ● ● ●
420 ﾋﾒｳﾒﾊﾞﾁｿｳ Parnassia alpicola ●
421 ｵｵｼﾗﾋｹﾞｿｳ Parnassia foliosa var. japonica ● ● ● ●
422 ｼﾗﾋｹﾞｿｳ Parnassia foliosa var. nummularia ● ●
423 ｳﾒﾊﾞﾁｿｳ Parnassia palustris var. multiseta ● ● ● ● ●
424 ｺｳﾒﾊﾞﾁｿｳ Parnassia palustris var. tenuis ●
425 ﾊﾞｲｶｳﾂｷﾞ Philadelphus satsumi ● ● ●
426 ﾔｼｬﾋﾞｼｬｸ Ribes ambiguum ● ● ●
427 ｻﾞﾘｺﾐ Ribes maximowiczianum ● ●
428 ﾔｸﾞﾙﾏｿｳ Rodgersia podophylla ● ● ●
429 ﾄｳﾎｸﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ Saxifraga bronchialis f. alpina ●
430 ﾋﾒｸﾓﾏｸﾞｻ Saxifraga cherlerioides var. rebunshirensis f. togakushiensis ● ●
431 ﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ Saxifraga fortunei var. incisolobata ● ● ● ●
432 ﾐﾔﾏﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ Saxifraga fortunei var. alpina ●
433 ｳﾁﾜﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ Saxifraga fortunei var. obtusocuneata ●
434 ｳﾗﾍﾞﾆﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ Saxifraga fortunei var. rubrifolia ●
435 ｴｿﾞｸﾛｸﾓｿｳ Saxifraga fusca ●
436 ｸﾛｸﾓｿｳ Saxifraga fusca var. kikubuki ● ● ● ●
437 ﾌｷﾕｷﾉｼﾀ Saxifraga japonica ● ●
438 ｲﾜｶﾞﾗﾐ Schizophragma hydrangeoides ● ● ● ●
439 ｽﾞﾀﾞﾔｸｼｭ Tiarella polyphylla ● ● ●
440 ﾊﾞﾗ ｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia japonica ● ● ●
441 ﾋﾒｷﾝﾐｽﾞﾋｷ Agrimonia nipponica ● ●
442 ﾔﾏﾌﾞｷｼｮｳﾏ Aruncus dioicus var. tenuifolius ● ● ●
443 ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea chrysantha ● ● ● ●
444 ﾔﾌﾞﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea indica ●
445 ｺｼｼﾞｼﾓﾂｹｿｳ Filipendula auriculata ● ● ● ● ｺｼｼﾞｼﾓﾂｹ（文献4）
446 ｵﾆｼﾓﾂｹ Filipendula kamtschatica ● ● ●
447 ｼﾓﾂｹｿｳ Filipendula multijuga ●
448 ｱｶﾊﾞﾅｼﾓﾂｹ Filipendula multijuga var. ciliata ● ● ｱｶﾊﾞﾅｼﾓﾂｹｿｳ（文献1）

449 ﾉｳｺﾞｳｲﾁｺﾞ Fragaria iinumae ● ● ●
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450 ﾓﾘｲﾁｺﾞ Fragaria nipponica ● ｼﾛﾊﾞﾅﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ（文献1）
451 ｵｵﾀﾞｲｺﾝｿｳ Geum aleppicum ●
452 ﾐﾔﾏﾀﾞｲｺﾝｿｳ Geum calthaefolium var. nipponicum ● ● ●
453 ﾀﾞｲｺﾝｿｳ Geum japonicum ● ●
454 ﾁﾝｸﾞﾙﾏ Geum pentapetalum ● ● ● ●
455 ｽﾞﾐ Malus toringo ● ● ●
456 ｵｵｳﾗｼﾞﾛﾉｷ Malus tschonoskii ● ● ●
457 ﾋﾒﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Potentilla centigrana ● ● ●
458 ｶﾜﾗｻｲｺ Potentilla chinensis ●
459 ﾐﾂﾓﾄｿｳ Potentilla cryptotaeniae var. insularis ● ●
460 ｲﾜｷﾝﾊﾞｲ Potentilla dickinsii ● ● ●
461 ｷｼﾞﾑｼﾛ Potentilla fragarioides var. major ●
462 ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ Potentilla freyniana ● ● ●
463 ﾐﾔﾏｷﾝﾊﾞｲ Potentilla matsumurae ●
464 ｴﾁｺﾞｷｼﾞﾑｼﾛ Potentilla togasii ● ●
465 ｶﾏﾂｶ Pourthiaea villosa var. laevis ●
466 ﾁｮｳｼﾞｻﾞｸﾗ Prunus apetala ●
467 ｵｸﾁｮｳｼﾞｻﾞｸﾗ Prunus apetala var. pilosa ● ● ● ●
468 ｲﾇｻﾞｸﾗ Prunus buergeriana ●
469 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ Prunus grayana ● ● ● ●
470 ﾔﾏｻﾞｸﾗ Prunus jamasakura ● ●
471 ﾐﾈｻﾞｸﾗ Prunus nipponica ● ●
472 ﾁｼﾏｻﾞｸﾗ Prunus nipponica var. kurilensis ●
473 ｽﾓﾓ Prunus salicina ●
474 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ Prunus sargentii ● ● ● ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ（文献2､3､5）
475 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ Prunus verecunda ● ● ●
476 ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora ● ● ●
477 ﾀｶﾈｲﾊﾞﾗ Rosa nipponensis ● ● ﾀｶﾈﾊﾞﾗ（文献2､3）
478 ﾃﾘﾊﾉｲﾊﾞﾗ Rosa wichuraiana ●
479 ｸﾏｲﾁｺﾞ Rubus crataegifolius ● ● ●
480 ｸｻｲﾁｺﾞ Rubus hirsutus ● ●
481 ｺﾞﾖｳｲﾁｺﾞ Rubus ikenoensis ● ● ●
482 ｸﾛｲﾁｺﾞ Rubus mesogaeus ●
483 ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ Rubus microphyllus ● ● ●
484 ﾐﾔﾏﾆｶﾞｲﾁｺﾞ Rubus microphyllus var. subcrataegifolius ● ●
485 ｻﾅｷﾞｲﾁｺﾞ Rubus oldhamii ● ●
486 ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ Rubus palmatus var. coptophyllus ● ● ● ●
487 ﾅﾜｼﾛｲﾁｺﾞ Rubus parvifolius ● ● ●
488 ｺﾊﾞﾉﾌﾕｲﾁｺﾞ Rubus pectinellus ● ●
489 ｴﾋﾞｶﾞﾗｲﾁｺﾞ Rubus phoenicolasius ● ● ●
490 ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁｺﾞ Rubus vernus ●
491 ﾜﾚﾓｺｳ Sanguisorba officinalis ● ● ●
492 ｱｽﾞｷﾅｼ Sorbus alnifolia ● ● ● ●
493 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ Sorbus commixta ● ●
494 ｻﾋﾞﾊﾞﾅﾅｶﾏﾄﾞ Sorbus commixta var. rufo-ferruginea ●
495 ﾂｼﾏﾅﾅｶﾏﾄﾞ Sorbus commixta var. wilfordii ●
496 ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ Sorbus japonica ● ● ●
497 ﾏﾙﾊﾞｼﾓﾂｹ Spiraea betulifolia f. glaucina ●
498 ｼﾓﾂｹ Spiraea japonica ●

499 ﾎｻﾞｷｼﾓﾂｹ Spiraea salicifolia ●
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500 ｱｲﾂﾞｼﾓﾂｹ Spiraea ussuriensis ● ● ● ｱｲｽﾞｼﾓﾂｹ（文献2）
501 ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ Stephanandra incisa ●
502 ｺｷﾝﾊﾞｲ Waldsteinia ternata ●
503 ﾏﾒ ｸｻﾈﾑ Aeschynomene indica ●
504 ﾈﾑﾉｷ Albizia julibrissin ● ●
505 ｲﾀﾁﾊｷﾞ Amorpha fruticosa ● ● ●
506 ﾔﾌﾞﾏﾒ Amphicarpaea bracteeata var. japonica ● ● ●
507 ﾎﾄﾞｲﾓ Apios fortunei ● ●
508 ﾓﾒﾝﾂﾞﾙ Astragalus reflexistipulus ● ●
509 ｹﾞﾝｹﾞ Astragalus sinicus ● ﾚﾝｹﾞｿｳ（文献5）
510 ｶﾜﾗｹﾂﾒｲ Cassia mimosoides ssp. nomame ● ●
511 ﾌｼﾞｶﾝｿﾞｳ Desmodium oldhamii ● ●
512 ﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ Desmodium podocarpium ssp. oxyphyllum ● ● ● ●
513 ﾔﾌﾞﾊｷﾞ Desmodium podocarpium ssp. oxyphyllum var. mandshuricum ● ● ●
514 ﾉｻｻｹﾞ Dumasia truncata ● ● ●
515 ｻｲｶﾁ Gleditsia japonica ● ● ●
516 ﾂﾙﾏﾒ Glycine max ssp. soja ● ●
517 ｲﾜｵｳｷﾞ Hedysarum vicioides ● ●
518 ｺﾏﾂﾅｷﾞ Indigofera pseudo-tinctoria ● ● ●
519 ﾔﾊｽﾞｿｳ Kummerowia striata ● ● ●
520 ｷﾊﾞﾅﾉﾚﾝﾘｿｳ Lathyrus pratensis ● ｷﾊﾞﾅﾚﾝﾘｿｳ（文献5）
521 ﾔﾏﾊｷﾞ Lespedeza bicolor ● ● ●
522 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza cuneata ● ● ●
523 ﾂｸｼﾊｷﾞ Lespedeza homoloba ● ●
524 ｶﾗﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza juncea ● ●
525 ﾈｺﾊｷﾞ Lespedeza pilosa ●
526 ｹﾊｷﾞ Lespedeza thunbergii var. patens ● ●
527 ｲﾇﾊｷﾞ Lespedeza tomentosa ● ●
528 ﾐﾔｺｸﾞｻ Lotus corniculatus var. japonicus ● ● ●
529 ｲﾇｴﾝｼﾞｭ Maackia amurensis var. buergeri ● ● ● ●
530 ｸｽﾞ Pueraria lobata ● ● ● ●
531 ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ Robinia pseudo-acacia ● ● ●
532 ｸﾗﾗ Sophora flavescens ● ● ●
533 ﾑﾗｻｷﾂﾒｸｻ Trifolium pratense ● ● ● ● ｱｶﾂﾒｸｻ（文献5､6）
534 ｼﾛﾂﾒｸｻ Trifolium repens ● ● ● ●
535 ﾂﾙﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ Vicia amoena ● ● ●
536 ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ Vicia angustifolia ● ● ● ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ（文献5）
537 ｸｻﾌｼﾞ Vicia cracca ● ● ●
538 ﾂｶﾞﾙﾌｼﾞ Vicia fauriei ●
539 ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ Vicia hirsuta ●
540 ｲﾌﾞｷﾉｴﾝﾄﾞｳ Vicia sepium ●
541 ｶｽﾏｸﾞｻ Vicia tetrasperma ●
542 ﾅﾝﾃﾝﾊｷﾞ Vicia unijuga ● ●
543 ﾔﾌﾞﾂﾙｱｽﾞｷ Vigna angularis var. nipponensis ● ●
544 ﾌｼﾞ Wisteria floribunda ● ● ● ●
545 ｼﾛﾊﾞﾅﾌｼﾞ Wisteria floribunada f. alba ●
546 ｶﾀﾊﾞﾐ ｺﾐﾔﾏｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis acetosella ● ● ●
547 ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ● ● ● ●
548 ｱｶｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata f. rubrifolia ●

549 ｴｿﾞﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis fontana ● ● ●
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550 ﾐﾔﾏｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis griffithii ● ● ●
551 ﾌｳﾛｿｳ ｸﾞﾝﾅｲﾌｳﾛ Geranium eriostemon var. reinii ● ● ●
552 ﾀﾁﾌｳﾛ Geranium krameri ●
553 ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ Geranium thunbergii ● ● ●
554 ﾐﾂﾊﾞﾌｳﾛ Geranium wilfordii ● ●
555 ﾊｸｻﾝﾌｳﾛ Geranium yesoense var. nipponicum ●
556 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ Acalypha australis ● ● ● ●
557 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ Euphorbia helioscopia ●
558 ﾀｶﾄｳﾀﾞｲ Euphorbia pekinensis ●
559 ｼﾅﾉﾀｲｹﾞｷ Euphorbia pekinensis var. sinanensis ● ●
560 ﾅﾂﾄｳﾀﾞｲ Euphorbia sieboldiana ● ●
561 ｺﾆｼｷｿｳ Euphorbia supina ● ● ●
562 ﾋﾒﾐｶﾝｿｳ Phyllanthus matsumurae ● ●
563 ｺﾐｶﾝｿｳ Phyllanthus urinaria ● ●
564 ﾄｳｺﾞﾏ Ricinus communis ●
565 ﾕｽﾞﾘﾊ ｴｿﾞﾕｽﾞﾘﾊ Daphniphyllum macropodum var. humile ● ● ● ●
566 ﾐｶﾝ ｺｸｻｷﾞ Orixa japonica ● ●
567 ｷﾊﾀﾞ Phellodendron amurense ● ● ●
568 ﾂﾙｼｷﾐ Skimmia japonica var. intermedia f. repens ● ● ●
569 ｻﾝｼｮｳ Zanthoxylum piperitum ● ● ●
570 ﾔﾏｱｻｸﾗｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum piperitum f. brevispinosum ●
571 ｱｻｸﾗｻﾞﾝｼｮｳ Zanthoxylum piperitum f. inerme ●
572 ﾆｶﾞｷ ﾆｶﾞｷ Picrasma quassioides ● ● ●
573 ﾋﾒﾊｷﾞ ﾋﾒﾊｷﾞ Polygala japonica ● ● ●
574 ﾄﾞｸｳﾂｷﾞ ﾄﾞｸｳﾂｷﾞ Coriaria japonica ● ● ●
575 ｳﾙｼ ﾂﾀｳﾙｼ Rhus ambigua ● ● ● ●
576 ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica var. roxburgii ● ● ●
577 ﾔﾏｳﾙｼ Rhus trichocarpa ● ● ● ●
578 ｶｴﾃﾞ ｱｻﾉﾊｶｴﾃﾞ Acer argutum ●
579 ﾎｿｴｶｴﾃﾞ Acer capillipes ●
580 ﾁﾄﾞﾘﾉｷ Acer carpinifolium ●
581 ﾐﾂﾃﾞｶｴﾃﾞ Acer cissifolium ●
582 ｳﾘｶｴﾃﾞ Acer crataegifolium ● ●
583 ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ Acer distylum ● ● ● ●
584 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ Acer japonicum ● ● ● ●
585 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ Acer micranthum ● ● ● ●
586 ｸﾛﾋﾞｲﾀﾔ Acer miyabei ●
587 ｼﾊﾞﾀｶｴﾃﾞ Acer miyabei var. shibatai ●
588 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ Acer mono ● ●
589 ｳﾗｹﾞｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ Acer mono f. connivens ●
590 ｵﾆｲﾀﾔ Acer mono var. ambiguum ● ●
591 ｳﾗｼﾞﾛｲﾀﾔ Acer mono var. glaucum ● ●
592 ｱｶｲﾀﾔ Acer mono var. mayrii ● ● ●
593 ﾒｸﾞｽﾘﾉｷ Acer nikoense ● ● ● ●
594 ﾃﾂｶｴﾃﾞ Acer nipponicum ● ● ●
595 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ Acer palmatum var. matumurae ● ● ● ●
596 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ Acer rufinerve ● ● ● ●
597 ｲﾀﾔﾒｲｹﾞﾂ Acer sieboldianum ● ● ● ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ（文献2､3､6）
598 ﾐﾈｶｴﾃﾞ Acer tschonoskii ● ●

599 ｵｶﾞﾗﾊﾞﾅ Acer ukurunduense ●
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600 ﾄﾁﾉｷ ﾄﾁﾉｷ Aesculus turbinata ● ●
601 ｳﾗｹﾞﾄﾁﾉｷ Aesculus turbinata f. pubescens ● ●
602 ｱﾜﾌﾞｷ ｱﾜﾌﾞｷ Meliosma myriantha ●
603 ﾐﾔﾏﾊﾊｿ Meliosma tenuis ● ● ● ●
604 ﾂﾘﾌﾈｿｳ ｷﾂﾘﾌﾈ Impatiens noli-tangere ● ● ●
605 ﾂﾘﾌﾈｿｳ Impatiens textori ● ● ●
606 ﾓﾁﾉｷ ﾊｲｲﾇﾂｹﾞ Ilex crenata var. paludosa ● ● ● ●
607 ﾌｳﾘﾝｳﾒﾓﾄﾞｷ Ilex geniculata ●
608 ｵｸﾉﾌｳﾘﾝｳﾒﾓﾄﾞｷ Ilex geniculata var. glabra ● ●
609 ﾋﾒﾓﾁ Ilex leucoclada ● ● ●
610 ｱｵﾊﾀﾞ Ilex macropoda ● ● ● ●
611 ﾐﾔﾏｳﾒﾓﾄﾞｷ Ilex nipponica ●
612 ﾂﾙﾂｹﾞ Ilex rugosa ● ● ●
613 ｱｶﾐﾉｲﾇﾂｹﾞ Ilex sugerokii var. brevipedunculata ● ● ● ●
614 ﾆｼｷｷﾞ ｲﾜｳﾒﾂﾞﾙ Celastrus flagellaris ● ●
615 ｵﾆﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ Celastrus orbiculatus var. papillosus ● ● ● ｲﾇﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ（文献2､3）
616 ｺﾏﾕﾐ Euonymus alatus f. ciliato-dentatus ● ● ● ●
617 ﾂﾙﾏｻｷ Euonymus fortunei var. radicans ● ● ●
618 ﾋﾛﾊﾂﾘﾊﾞﾅ Euonymus macropterus ●
619 ﾂﾘﾊﾞﾅ Euonymus oxyphyllus ● ●
620 ｴｿﾞﾂﾘﾊﾞﾅ Euonymus oxyphyllus f. magnus ● ●
621 ﾏﾕﾐ Euonymus sieboldianus ●
622 ｶﾝﾄｳﾏﾕﾐ Euonymus sieboldianus var. sanguineus ● ●
623 ｸﾛﾂﾞﾙ Tripterygium regelii ● ● ●
624 ｳﾗｼﾞﾛｸﾛﾂﾞﾙ Tripterygium regelii f. hypoleucum ●
625 ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ Staphylea bumalda ● ● ●
626 ﾂｹﾞ ﾌｯｷｿｳ Pachysandra terminalis ● ● ●
627 ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ ﾎﾅｶﾞｸﾏﾔﾅｷﾞ Berchemia longeracemosa ● ● ● ●
628 ｸﾏﾔﾅｷﾞ Berchemia racemosa ● ● ●
629 ｲｿﾉｷ Frangula crenata ● ● ● ●
630 ｹﾝﾎﾟﾅｼ Hovenia dulcis ● ● ● ●
631 ｹｹﾝﾎﾟﾅｼ Hovenia trichocarpa ●
632 ｸﾛｶﾝﾊﾞ Rhamnus costata ● ●
633 ﾌﾞﾄﾞｳ ﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ● ● ●
634 ｷﾚﾊﾞﾉﾌﾞﾄﾞｳ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla f. citrulloides ●
635 ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ Cayratia japonica ● ●
636 ﾂﾀ Parthenocissus tricuspidata ● ● ●
637 ﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ Vitis coignetiae ● ● ●
638 ﾀｹｼﾏﾔﾏﾌﾞﾄﾞｳ Vitis coignetiae f. glabrescens ● ●
639 ｴﾋﾞﾂﾞﾙ Vitis ficifolia var. lobata ● ● ●
640 ｻﾝｶｸﾂﾞﾙ Vitis flexuosa ● ● ●
641 ｼﾅﾉｷ ｼﾅﾉｷ Tilia japonica ● ● ● ●
642 ｵｵﾊﾞﾎﾞﾀﾞｲｼﾞｭ Tilia maximowicziana ● ● ● ●
643 ﾉｼﾞﾘﾎﾞﾀﾞｲｼﾞｭ Tilia x noziricola ● ●
644 ｱｵｲ ｲﾁﾋﾞ Abutilon theophrasti ●
645 ｾﾞﾆｱｵｲ Malva sylvestris var. mauritiana ●
646 ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ ﾅﾆﾜｽﾞ Daphne kamtschatica ssp. jezoensis ● ●
647 ｶﾗｽｼｷﾐ Daphne miyabeana ● ● ●
648 ｸﾞﾐ ﾏﾙﾊﾞﾅﾂｸﾞﾐ Elaeagnus multiflora var. crispa f. orbiculata ● ﾅﾂｸﾞﾐ（文献5）

649 ﾄｳｸﾞﾐ Elaeagnus multiflora var. hortensis ● ● ●
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650 ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ Elaeagnus pungens ●
651 ｱｷｸﾞﾐ Elaeagnus umbellata ● ● ●
652 ｽﾐﾚ ｱﾜｶﾞﾀｹｽﾐﾚ Viola awagatakensis ● ●
653 ｷﾊﾞﾅﾉｺﾏﾉﾂﾒ Viola biflora ●
654 ｳｽﾊﾞｽﾐﾚ Viola blandaeformis ● ●
655 ｵｵﾊﾞｷｽﾐﾚ Viola brevistipulata ● ● ●
656 ｴｲｻﾞﾝｽﾐﾚ Viola eizanensis ● ● ●
657 ﾃﾘﾊﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola faurieana ● ● ● ●
658 ﾂﾙﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola faurieana var. rhizomata ● ●
659 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras ● ● ● ●
660 ｻｸﾗｽﾐﾚ Viola hirtipes ●
661 ｱｵｲｽﾐﾚ Viola hondoensis ● ● ● ●
662 ｵｵﾊﾞﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola kamtschadalorum ●
663 ｵｵﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola kusanoana ● ● ●
664 ﾏｷﾉｽﾐﾚ Viola makinoi ● ● ● ●
665 ｽﾐﾚ Viola mandshurica ● ● ●
666 ｱｶﾈｽﾐﾚ Viola phalacrocarpa ● ●
667 ﾅｶﾞﾊｼｽﾐﾚ Viola rostrata var. japonica ● ● ●
668 ﾐﾔﾏｽﾐﾚ Viola selkirkii ● ● ●
669 ﾌｲﾘﾐﾔﾏｽﾐﾚ Viola selkirkii f. variegata ●
670 ｽﾐﾚｻｲｼﾝ Viola vaginata ● ● ●
671 ｹﾞﾝｼﾞｽﾐﾚ Viola variegata ●
672 ﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola verecunda ● ● ●
673 ﾐﾔﾏﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola verecunda var. fibrillosa ● ● ●
674 ｱｷﾞｽﾐﾚ Viola verecunda var. semilunaris ●
675 ｼﾊｲｽﾐﾚ Viola violacea ●
676 ｷﾌﾞｼ ｷﾌﾞｼ Stachyurus praecox ● ●
677 ｹｷﾌﾞｼ Stachyurus praecox var. leucotrichus ● ●
678 ﾐｿﾞﾊｺﾍﾞ ﾐｿﾞﾊｺﾍﾞ Elatine triandra var. pedicellata ● ●
679 ｳﾘ ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ Gynostemma pentaphyllum ● ● ●
680 ｽｽﾞﾒｳﾘ Melothria japonica ● ●
681 ﾐﾔﾏﾆｶﾞｳﾘ Schizopepon bryoniaefolius ● ● ●
682 ｷｶﾗｽｳﾘ Trichosanthes kirilowii var. japonica ● ●
683 ﾐｿﾊｷﾞ ﾐｿﾊｷﾞ Lythrum anceps ● ●
684 ｴｿﾞﾐｿﾊｷﾞ Lythrum salicaria ● ● ●
685 ﾐｽﾞｽｷﾞﾅ Rotala hippuris ●
686 ｷｶｼｸﾞｻ Rotala indica var. uliginosa ● ● ●
687 ｱｶﾊﾞﾅ ﾐﾔﾏﾀﾆﾀﾃﾞ Circaea alpina ● ● ●
688 ｳｼﾀｷｿｳ Circaea cordata ● ● ●
689 ﾀﾆﾀﾃﾞ Circaea erubescens ● ● ●
690 ﾐｽﾞﾀﾏｿｳ Circaea mollis ● ● ●
691 ｹｺﾞﾝｱｶﾊﾞﾅ Epilobium amurense ●
692 ﾔﾅｷﾞﾗﾝ Epilobium angustifolium ● ●
693 ｲﾜｱｶﾊﾞﾅ Epilobium cephalostigma ● ● ●
694 ｱｼﾎﾞｿｱｶﾊﾞﾅ Epilobium dielsii ● ● ●
695 ﾋﾒｱｶﾊﾞﾅ Epilobium fauriei ● ● ●
696 ｱｶﾊﾞﾅ Epilobium pyrricholophum ● ● ●
697 ﾑﾂｱｶﾊﾞﾅ Epilobium pyrricholophum var. curvato-pilosum ●
698 ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ Ludwigia epilobioides ● ● ● ●

699 ﾐｽﾞﾕｷﾉｼﾀ Ludwigia ovalis ● ●
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700 ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera biennis ● ● ●
701 ｵｵﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera erythrosepala ●
702 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera laciniata ●
703 ｱﾚﾁﾏﾂﾖｲｸﾞｻ Oenothera parviflora ●
704 ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ Haloragis micrantha ● ● ● ●
705 ｳﾘﾉｷ ﾋﾞﾛｰﾄﾞｳﾘﾉｷ Alangium platanifolium f. velutinum ●
706 ｳﾘﾉｷ Alangium platanifolium var. trilobum ● ● ● ●
707 ﾐｽﾞｷ ﾋﾒｱｵｷ Aucuba japonica var. borealis ● ● ● ●
708 ﾔﾏﾎﾞｳｼ Benthamidia japonica ● ● ● ●
709 ｺﾞｾﾞﾝﾀﾁﾊﾞﾅ Cornus canadensis ● ● ● ●
710 ﾐｽﾞｷ Cornus controversa ● ● ● ●
711 ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ Cornus macrophylla ●
712 ﾊﾅｲｶﾀﾞ Helwingia japonica ● ● ● ●
713 ｳｺｷﾞ ｺｼｱﾌﾞﾗ Acanthopanax sciadophylloides ● ● ● ●
714 ﾔﾏｳｺｷﾞ Acanthopanax spinosus ● ● ●
715 ｳﾄﾞ Aralia cordata ● ● ● ●
716 ﾀﾗﾉｷ Aralia elata ● ● ● ●
717 ﾒﾀﾞﾗ Aralia elata var. subinermis ● ● ●
718 ﾐﾔﾏｳﾄﾞ Aralia glabra ●
719 ﾀｶﾉﾂﾒ Evodiopanax innovans ● ● ● ｲﾓﾉｷ（文献2､3）
720 ｷﾂﾞﾀ Hedera rhombea ●
721 ﾊﾘｷﾞﾘ Kalopanax pictus ● ● ● ● ｾﾝﾉｷ（文献5､6）
722 ﾊﾘﾌﾞｷ Oplopanax japonicus ● ● ●
723 ﾄﾁﾊﾞﾆﾝｼﾞﾝ Panax japonicus ● ● ●
724 ｾﾘ ﾄｳｷ Angelica acutiloba ●
725 ﾐﾔﾏﾄｳｷ Angelica acutiloba ssp. iwatensis ●
726 ﾉﾀﾞｹ Angelica decursiva ●
727 ｱﾏﾆｭｳ Angelica edulis ● ● ●
728 ｵｵﾊﾞｾﾝｷｭｳ Angelica genuflexa ● ● ●
729 ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ Angelica polymorpha ● ●
730 ｼｼｳﾄﾞ Angelica pubescens ●
731 ﾐﾔﾏｼｼｳﾄﾞ Angelica pubescens var. matsumurae ●
732 ﾐﾁﾉｸﾖﾛｲｸﾞｻ Angelica sachalinensis var. glabre ● ●
733 ｼｬｸ Anthriscus sylvestris ● ● ●
734 ﾊｸｻﾝｻｲｺ Bupleurum nipponicum ● ● ●
735 ｾﾝﾄｳｿｳ Chamaele decumbens ● ● ●
736 ﾄﾞｸｾﾞﾘ Cicuta virosa ● ● ●
737 ﾐﾔﾏｾﾝｷｭｳ Conioselinum filicinum ● ● ●
738 ﾐﾂﾊﾞ Cryptotaenia japonica ● ●
739 ｵｵﾊﾅｳﾄﾞ Heracleum dulce ● ●
740 ﾉﾁﾄﾞﾒ Hydrocotyle maritima ●
741 ｵｵﾁﾄﾞﾒ Hydrocotyle ramiflora ● ●
742 ﾁﾄﾞﾒｸﾞｻ Hydrocotyle sibthorpioides ● ●
743 ｾﾘ Oenanthe javanica ● ● ● ●
744 ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ Osmorhiza aristata ● ● ●
745 ﾊｸｻﾝﾎﾞｳﾌｳ Peucedanum multivittatum ●
746 ｵｵｶｻﾓﾁ Pleurospermum camtschaticum ● ● ●
747 ｳﾏﾉﾐﾂﾊﾞ Sanicula chinensis ● ● ●
748 ｲﾌﾞｷﾎﾞｳﾌｳ Seseli libanotis ssp. japonica ● ●

749 ｶﾉﾂﾒｿｳ Spuriopimpinella calycina ● ● ﾀﾞｹｾﾞﾘ（文献2､3）
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750 ﾋｶｹﾞﾐﾂﾊﾞ Spuriopimpinella nikoensis ●
751 ｼﾗﾈﾆﾝｼﾞﾝ Tilingia ajanensis ● ● ● ●
752 ｲﾌﾞｷｾﾞﾘ Tilingia holopetala ● ● ● ｲﾌﾞｷｾﾞﾘﾓﾄﾞｷ（文献2､3）
753 ﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis japonica ●
754 ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis scabra ● ● ●
755 種子植物 ｲﾜｳﾒ ﾋﾒｲﾜｶｶﾞﾐ Schizocodon ilicifolius ● ● ● ●
756  被子植物 ｲﾜｶｶﾞﾐ Schizocodon soldanelloides ● ●
757 　双子葉植物 ｺｲﾜｶｶﾞﾐ Schizocodon soldanelloides f. alpinus ●
758 　　合弁花 ｵｵｲﾜｶｶﾞﾐ Schizocodon soldanelloides var. magnus ● ● ● ●
759 ｵｵｲﾜｳﾁﾜ Shortia uniflora ● ● ●
760 ｲﾜｳﾁﾜ Shortia uniflora var. kantoensis ● ●
761 ﾄｸﾜｶｿｳ Shortia uniflora var. orbicula ●
762 ﾘｮｳﾌﾞ ﾘｮｳﾌﾞ Clethra barbinervis ● ● ● ●
763 ｲﾁﾔｸｿｳ ｳﾒｶﾞｻｿｳ Chimaphila japonica ● ● ● ●
764 ｼｬｸｼﾞｮｳｿｳ Monotropa hypopithys ● ● ● ● ●
765 ｱｷﾉｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ Monotropa uniflora ● ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳﾓﾄﾞｷ（文献5）
766 ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ Monotropastrum humile ● ● ● ● ●
767 ｺｲﾁﾔｸｿｳ Orthilia secunda ●
768 ｺﾊﾞﾉｲﾁﾔｸｿｳ Pyrola alpina ●
769 ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁﾔｸｿｳ Pyrola incarnata ● ●
770 ｲﾁﾔｸｿｳ Pyrola japonica ● ● ● ●
771 ｼﾞﾝﾖｳｲﾁﾔｸｿｳ Pyrola renifolia ●
772 ﾂﾂｼﾞ ﾋﾒｼｬｸﾅｹﾞ Andromeda polifolia ●
773 ｺﾒﾊﾞﾂｶﾞｻﾞｸﾗ Arcterica nana ● ● ●
774 ｼﾛﾊﾞﾅﾎﾂﾂｼﾞ Elliottia paniculata ●
775 ｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ Enkianthus campanulatus ● ● ● ●
776 ﾍﾞﾆｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ Enkianthus campanulatus var. palibinii ● ● ● ●
777 ｱﾌﾞﾗﾂﾂｼﾞ Enkianthus subsessilis ● ● ●
778 ｲﾜﾅｼ Epigaea asiatica ● ● ● ● ●
779 ｱｶﾓﾉ Gaultheria adenothrix ● ● ● ● ●
780 ﾊﾘｶﾞﾈｶｽﾞﾗ Gaultheria japonica ●
781 ｼﾗﾀﾏﾉｷ Gaultheria miqueliana ● ●
782 ﾊﾅﾋﾘﾉｷ Leucothoe grayana ● ● ● ●
783 ｳﾗｼﾞﾛﾊﾅﾋﾘﾉｷ Leucothoe grayana var. glaucina ● ● ●
784 ﾋﾒﾊﾅﾋﾘﾉｷ Leucothoe grayana f. parvifolia ●
785 ﾈｼﾞｷ Lyonia ovalifolia var. elliptica ● ● ●
786 ｳｽｷﾞﾖｳﾗｸ Menziesia cilicalyx ● ﾂﾘｶﾞﾈﾂﾂｼﾞ（文献1）
787 ｳﾗｼﾞﾛﾖｳﾗｸ Menziesia multiflora ● ● ● ●
788 ｶﾞｸｳﾗｼﾞﾛﾖｳﾗｸ Menziesia multiflora var. longicalyx ●
789 ｺﾖｳﾗｸﾂﾂｼﾞ Menziesia pentandra ● ● ●
790 ﾂｶﾞｻﾞｸﾗ Phyllodoce nipponica ● ● ●
791 ﾑﾗｻｷﾔｼｵ Rhododendron albrechtii ● ● ● ● ● ﾑﾗｻｷﾔｼｵﾂﾂｼﾞ（文献2､3､5､6）
792 ﾊｸｻﾝｼｬｸﾅｹﾞ Rhododendron brachycarpum ● ● ● ●
793 ｹﾅｼﾊｸｻﾝｼｬｸﾅｹﾞ Rhododendron brachycarpum var. rosiflorum ● ●
794 ﾈﾓﾄｼｬｸﾅｹﾞ Rhododendron brachycarpum var. rosiflorum f. nemotoanum ●
795 ｱｽﾞﾏｼｬｸﾅｹﾞ Rhododendron degronianum ● ● ● ●
796 ﾚﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron japonicum ● ● ● ● ●
797 ｳﾗｼﾞﾛﾚﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron japonicum f. glaucophyllum ●
798 ｵｵﾊﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron nipponicum ● ● ●

799 ｻｲｺﾞｸﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron nudipes ● ● ●
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800 ﾕｷｸﾞﾆﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron nudipes ssp. niphophilum ● ●
801 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ Rhododendron obtusum var. kaempferi ● ● ● ●
802 ﾊﾞｲｶﾂﾂｼﾞ Rhododendron semibarbatum ●
803 ｵｵｺﾒﾂﾂｼﾞ Rhododendron trinerve ● ● ●
804 ｺﾒﾂﾂｼﾞ Rhododendron tschonoskii ● ● ● ●
805 ﾄｳｺﾞｸﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron wadanum ● ●
806 ﾐﾔﾏﾎﾂﾂｼﾞ Tripetaleia bracteata ● ● ● ● ●
807 ﾎﾂﾂｼﾞ Tripetaleia paniculata ● ● ● ●
808 ｳｽﾉｷ Vaccinium hirtum ● ● ● ●
809 ｱｸｼﾊﾞ Vaccinium japonicum ● ● ● ●
810 ﾅﾂﾊｾﾞ Vaccinium oldhamii ● ● ●
811 ｸﾛｳｽｺﾞ Vaccinium ovalifolium var. ovalifolium ● ● ● ●
812 ﾂﾙｺｹﾓﾓ Vaccinium oxycoccus ● ● ● ● ● ●
813 ﾏﾙﾊﾞｳｽｺﾞ Vaccinium shikokianum Nakai ●
814 ｵｵﾊﾞｽﾉｷ Vaccinium smallii ● ●
815 ｸﾛﾏﾒﾉｷ Vaccinium uliginosum ● ● ●
816 ｺｹﾓﾓ Vaccinium vitis-idaea ● ●
817 ﾋﾒｳｽﾉｷ Vaccinium yatabei ● ● ● ﾋﾒｳｽｺﾞ（文献2）
818 ｶﾞﾝｺｳﾗﾝ ｶﾞﾝｺｳﾗﾝ Empetrum nigrum var. japonicum ● ●
819 ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ Ardisia japonica ● ● ●
820 ｻｸﾗｿｳ ｵｶﾄﾗﾉｵ Lysimachia clethroides ● ● ● ●
821 ﾇﾏﾄﾗﾉｵ Lysimachia fortunei ●
822 ｺﾅｽﾋﾞ Lysimachia japonica f. subsessilis ● ● ●
823 ｸｻﾚﾀﾞﾏ Lysimachia vulgaris var. davurica ● ● ● ●
824 ﾊｸｻﾝｺｻﾞｸﾗ Primula cuneifolia var. hakusanensis ● ● ●
825 ｸﾘﾝｿｳ Primula japonica ● ●
826 ｵｵｻｸﾗｿｳ Primula jesoana ●
827 ﾕｷﾜﾘｿｳ Primula modesta ● ● ● ●
828 ﾂﾏﾄﾘｿｳ Trientalis europaea ● ● ●
829 ｺﾂﾏﾄﾘｿｳ Trientalis europaea var. arctica ●
830 ｴｺﾞﾉｷ ｴｺﾞﾉｷ Styrax japonicus ● ●
831 ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ Styrax obassia ● ● ● ●
832 ﾊｲﾉｷ ｻﾜﾌﾀｷﾞ Symplocos chinensis var. leucocarpa f. pilosa ● ● ● ●
833 ﾓｸｾｲ ｱﾗｹﾞｱｵﾀﾞﾓ Fraxinus lanuginosa ● ● ｹｱｵﾀﾞﾓ（文献3､5）
834 ｱｵﾀﾞﾓ Fraxinus lanuginosa f. serrata ● ● ● ｺﾊﾞﾉﾄﾈﾘｺ（文献2､5､6）
835 ﾔﾁﾀﾞﾓ Fraxinus mandshurica var. japonica ● ● ● ●
836 ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ Fraxinus sieboldiana ● ●
837 ｲﾎﾞﾀﾉｷ Ligustrum obtusifolium ●
838 ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ Ligustrum tschonoskii ● ● ●
839 ｴｿﾞｲﾎﾞﾀ Ligustrum tschonoskii f. glabrescens ● ●
840 ﾘﾝﾄﾞｳ ｵﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳ Gentiana makinoi ● ● ●
841 ﾐﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳ Gentiana nipponica ●
842 ﾘﾝﾄﾞｳ Gentiana scabra var. buergeri ● ● ●
843 ﾊﾙﾘﾝﾄﾞｳ Gentiana thunbergii ●
844 ﾀﾃﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳ Gentiana thunbergii f. minor ● ● ● ●
845 ｴｿﾞﾘﾝﾄﾞｳ Gentiana triflora var. japonica ● ● ● ● ●
846 ｴｿﾞｵﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳ Gentiana triflora var.montana ●
847 ﾌﾃﾞﾘﾝﾄﾞｳ Gentiana zollingeri ● ● ●
848 ｱｹﾎﾞﾉｿｳ Swertia bimaculata ● ● ●

849 ｾﾝﾌﾞﾘ Swertia japonica ●
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850 ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ Tripterospermum japonicum ● ● ●
851 ﾐﾂｶﾞｼﾜ ｲﾜｲﾁｮｳ Fauria crista-galli ● ● ● ●
852 ﾐﾂｶﾞｼﾜ Menyanthes trifoliata ● ● ● ● ●
853 ｷｮｳﾁｸﾄｳ ﾃｲｶｶｽﾞﾗ Trachelospermum asiaticum f. intermedium ● ●
854 ｶﾞｶﾞｲﾓ ｲｹﾏ Cynanchum caudatum ● ● ●
855 ｽｽﾞｻｲｺ Cynanchum paniculatum ● ●
856 ｶﾞｶﾞｲﾓ Metaplexis japonica ●
857 ｵｵｶﾓﾒﾂﾞﾙ Tylophora aristolochioides ● ●
858 ｱｶﾈ ｸﾙﾏﾊﾞｿｳ Asperula odorata ● ●
859 ﾋﾒﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium gracilens ● ● ●
860 ｴｿﾞﾉﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium kamtschaticum ●
861 ｵｵﾊﾞﾉﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium kamtschaticum var. acutifolium ● ● ● ●
862 ｷｸﾑｸﾞﾗ Galium kikumugura ● ●
863 ｷﾇﾀｿｳ Galium kinuta ●
864 ﾔﾏﾑｸﾞﾗ Galium pogonanthum ● ●
865 ｵｵﾊﾞﾉﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium pseudo-asprellum ● ●
866 ﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium spurium var. echinospermon ● ● ●
867 ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium trachyspermum var. trachysperum ● ● ●
868 ﾎｿﾊﾞﾉﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ Galium trifidum var. brevipedunculatum ● ● ●
869 ｵｸｸﾙﾏﾑｸﾞﾗ Galium trifloriforme ● ● ●
870 ｸﾙﾏﾑｸﾞﾗ Galium trifloriforme var. nipponicum ● ● ●
871 ｵｵﾊｼｶｸﾞｻ Hedyotis lindleyana var. glabra ● ●
872 ﾊｼｶｸﾞｻ Hedyotis lindleyana var. hirsuta ● ●
873 ﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ Mitchella undulata ● ● ● ●
874 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens ● ● ● ﾔｲﾄﾊﾞﾅ（文献2）
875 ｱｶﾈ Rubia argyi ● ● ●
876 ﾋﾙｶﾞｵ ｺﾋﾙｶﾞｵ Calystegia hederacea ● ● ●
877 ﾋﾙｶﾞｵ Calystegia japonica ● ● ●
878 ﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Cuscuta japonica ● ● ●
879 ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ Cuscuta pentagona ● ●
880 ﾏﾙﾊﾞｱﾒﾘｶｱｻｶﾞｵ Ipomoea hederacea var.integriuscula ●
881 ｱｻｶﾞｵ Ipomoea nil ●
882 ﾑﾗｻｷ ﾊﾅｲﾊﾞﾅ Bothriospermum tenellum ● ●
883 ｵﾆﾙﾘｿｳ Cynoglossum asperrimum ●
884 ﾑﾗｻｷ Lithospermum erythrorhizon ●
885 ﾜｽﾚﾅｸﾞｻ Myosotis scorpioides ● ●
886 ﾔﾏﾙﾘｿｳ Omphalodes japonica ● ●
887 ｴﾁｺﾞﾙﾘｿｳ Omphalodes krameri var. laevisperma ●
888 ﾋﾚﾊﾘｿｳ Symphytum officinale ●
889 ﾐｽﾞﾀﾋﾞﾗｺ Trigonotis brevipes ● ● ●
890 ｺｼｼﾞﾀﾋﾞﾗｺ Trigonotis brevipes var. coronata ●
891 ﾀﾁｶﾒﾊﾞｿｳ Trigonotis guilielmii ● ●
892 ｷｭｳﾘｸﾞｻ Trigonotis peduncularis ● ● ●
893 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ Callicarpa japonica ● ● ●
894 ｸｻｷﾞ Clerodendrum trichotomum ● ● ●
895 ｱﾜｺﾞｹ ｱﾜｺﾞｹ Callitriche japonica ● ● ●
896 ﾐｽﾞﾊｺﾍﾞ Callitriche verna ● ● ●
897 ｼｿ ｶﾜﾐﾄﾞﾘ Agastache rugosa ● ●
898 ｷﾗﾝｿｳ Ajuga decumbens ● ● ●

899 ｼﾞｭｳﾆﾋﾄｴ Ajuga nipponensis ●
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900 ﾆｼｷｺﾞﾛﾓ Ajuga yesoensis ● ●
901 ｼﾞｬｺｳｿｳ Chelonopsis moschata ● ● ●
902 ｸﾙﾏﾊﾞﾅ Clinopodium chinense var. parviflorum ● ● ●
903 ﾔﾏｸﾙﾏﾊﾞﾅ Clinopodium chinense var. shibetchense ● ●
904 ﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium gracile ● ● ●
905 ﾐﾔﾏｸﾙﾏﾊﾞﾅ Clinopodium macranthum ● ●
906 ｲﾇﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium micranthum ● ● ●
907 ﾐﾔﾏﾄｳﾊﾞﾅ Clinopodium sachalinense ● ● ●
908 ﾑｼｬﾘﾝﾄﾞｳ Dracocephalum argunense ●
909 ﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ Elsholtzia ciliata ● ● ●
910 ｶｷﾄﾞｵｼ Glechoma hederacea var. grandis ● ● ● ●
911 ﾎﾄｹﾉｻﾞ Lamium amplexicaule ●
912 ｵﾄﾞﾘｺｿｳ Lamium barbatum ● ● ●
913 ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ Lamium purpureum ● ● ●
914 ﾃﾝﾆﾝｿｳ Leucosceptrum japonicum ● ● ●
915 ﾌｼﾞﾃﾝﾆﾝｿｳ Leucosceptrum japonicum f. barbinerve ● ●
916 ｼﾛﾈ Lycopus lucidus ● ● ● ●
917 ﾋﾒｼﾛﾈ Lycopus maackianus ● ● ●
918 ｺｼﾛﾈ Lycopus ramosissimus var. japonicus ● ●
919 ｴｿﾞｼﾛﾈ Lycopus uniflorus ● ●
920 ﾗｼｮｳﾓﾝｶｽﾞﾗ Meehania urticifolia ● ● ●
921 ﾊｯｶ Mentha arvensis var. piperascens ● ● ●
922 ﾋﾒｼﾞｿ Mosla dianthera ● ● ●
923 ｲﾇｺｳｼﾞｭ Mosla punctulata ● ●
924 ｼｿ Perilla frutescens var. acuta ●
925 ﾀﾃﾔﾏｳﾂﾎﾞｸﾞｻ Prunella prunelliformis ● ● ●
926 ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ Prunella vulgaris ssp. asiatica ● ● ●
927 ﾔﾏﾊｯｶ Rabdosia inflexa ● ●
928 ﾋｷｵｺｼ Rabdosia japonica ● ● ●
929 ｶﾒﾊﾞﾋｷｵｺｼ Rabdosia shikokiana var. lecantha f. kameba ● ●
930 ｸﾛﾊﾞﾅﾋｷｵｺｼ Rabdosia trichocarpa ● ● ●
931 ﾀｲﾘﾝﾔﾏﾊｯｶ Rabdosia umbrosa var. excisinflexa ● ●
932 ｹﾅﾂﾉﾀﾑﾗｿｳ Salvia lutescens var. crenata ● ● ﾐﾔﾏﾀﾑﾗｿｳ（文献2､3）
933 ｷﾊﾞﾅｱｷｷﾞﾘ Salvia nipponica ● ●
934 ﾋﾒﾅﾐｷ Scutellaria dependens ● ● ●
935 ﾔﾏﾀﾂﾅﾐｿｳ Scutellaria pekinensis var. transitra ●
936 ｲﾇｺﾞﾏ Stachys riederi var. intermedia ● ● ●
937 ﾆｶﾞｸｻ Teucrium japonicum ● ●
938 ｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳ Thymus serpyllum ssp. quinquecostatus ● ● ●
－ ﾋﾘﾊﾞﾔﾏﾄｳﾊﾞﾅ － ●
939 ﾅｽ ﾖｳｼｭﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ Datura stramonium var. chalybea ●
940 ｸｺ Lycium chinense ●
941 ｲｶﾞﾎｵｽﾞｷ Physaliastrum japonicum ● ● ●
942 ﾊｼﾘﾄﾞｺﾛ Scopolia japonica ●
943 ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ Solanum lyratum ●
944 ﾏﾙﾊﾞﾉﾎﾛｼ Solanum maximowiczii ●
945 ｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum nigrum ●
946 ﾃﾘﾐﾉｲﾇﾎｵｽﾞｷ Solanum photeinocarpum ● ●
947 ﾌｼﾞｳﾂｷﾞ ﾌｼﾞｳﾂｷﾞ Buddleja japonica ●

948 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ｻﾜﾄｳｶﾞﾗｼ Deinostema violaceum ● ●
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949 ｱﾌﾞﾉﾒ Dopatrium junceum ● ● ●
950 ﾎｿﾊﾞｺｺﾞﾒｸﾞｻ Euphrasia insignis var. japonica ● ● ●
951 ｹﾔﾏｳﾂﾎﾞ Lathraea japonica var. miqueliana ● ●
952 ｷｸﾓ Limnophila sessiliflora ●
953 ｽｽﾞﾒﾉﾄｳｶﾞﾗｼ Lindernia antipoda ● ● ● ｽｽﾒﾉﾄｳｶﾞﾗｼ（文献5）
954 ｳﾘｸｻ Lindernia crustacea ●
955 ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ Lindernia dubia ● ●
956 ｱｾﾞﾄｳｶﾞﾗｼ Lindernia micrantha ● ● ●
957 ｱｾﾞﾅ Lindernia procumbens ● ● ●
958 ｻｷﾞｺﾞｹ Mazus miquelii ● ● ● ● ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ（文献3､5､6）
959 ﾄｷﾜﾊｾﾞ Mazus pumilus ● ● ●
960 ﾐﾔﾏﾏﾏｺﾅ Melampyrum laxum var. nikkoense ● ●
961 ﾏﾏｺﾅ Melampyrum roseum var. japonicum ● ●
962 ﾐｿﾞﾎｵｽﾞｷ Mimulus nepalensis ● ●
963 ｵｵﾊﾞﾐｿﾞﾎｵｽﾞｷ Mimulus sessilifolius ● ● ● ● ｵｵﾊﾞﾐｿﾞﾎｳｽﾞｷ（文献5）
964 ﾖﾂﾊﾞｼｵｶﾞﾏ Pedicularis chamissonis var. japonica ● ● ●
965 ｵﾆｼｵｶﾞﾏ Pedicularis nipponica ● ● ●
966 ﾄﾓｴｼｵｶﾞﾏ Pedicularis resupinata var. caespitosa ●
967 ｼｵｶﾞﾏｷﾞｸ Pedicularis resupinata var. oppositifolia ● ●
968 ｴｿﾞｼｵｶﾞﾏ Pedicularis yezoensis ● ● ● ●
969 ｺｼｵｶﾞﾏ Phtheirospermum japonicum ● ●
970 ﾐﾔﾏｸﾜｶﾞﾀ Pseudolysimachion schmidtianum ssp. senanense ● ● ●
971 ﾊﾞﾝﾀﾞｲｸﾜｶﾞﾀ Pseudolysimachion schmidtianum ssp. senanense f. bandaiana ●
972 ｵｵﾋﾅﾉｳｽﾂﾎﾞ Scrophularia kakudensis ●
973 ﾋｷﾖﾓｷﾞ Siphonostegia chinensis ●
974 ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾓｳｽﾞｲｶ Verbascum thapsus ●
975 ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica arvensis ● ● ●
976 ﾋﾖｸｿｳ Veronica melisifolia ●
977 ﾋﾒｸﾜｶﾞﾀ Veronica nipponica ●
978 ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ Veronica persica ● ● ●
979 ﾃﾝｸﾞｸﾜｶﾞﾀ Veronica tenella ● ●
980 ｸｶﾞｲｿｳ Veronicastrum japonicum ● ● ● ●
981 ﾉｳｾﾞﾝｶｽﾞﾗ ｷﾘ Paulownia tomentosa ● ● ●
982 ｲﾜﾀﾊﾞｺ ｲﾜﾀﾊﾞｺ Conandron ramondioides ●
983 ﾊﾏｳﾂﾎﾞ ｵｵﾅﾝﾊﾞﾝｷﾞｾﾙ Aeginetia sinensis ●
984 ｵﾆｸ Boschniakia rossica ●
985 ﾔﾏｳﾂﾎﾞ Lathraea japonica ●
986 ﾀﾇｷﾓ ﾑｼﾄﾘｽﾐﾚ Pinguicula vulgaris var. macroceras ● ● ●
987 ﾐﾐｶｷｸﾞｻ Utricularia bifida ●
988 ｺﾀﾇｷﾓ Utricularia intermedia ●
989 ｲﾇﾀﾇｷﾓ Utricularia tenuicaulis ● ●
990 ﾑﾗｻｷﾐﾐｶｷｸﾞｻ Utricularia uliginosa ● ●
991 ﾊｴﾄﾞｸｿｳ ﾊｴﾄﾞｸｿｳ Phryma leptostachya ssp. asiatica ● ● ●
992 ｵｵﾊﾞｺ ｵｵﾊﾞｺ Plantago asiatica ● ● ●
993 ﾊｸｻﾝｵｵﾊﾞｺ Plantago hakusanensis ●
994 ﾄｳｵｵﾊﾞｺ Plantago japonica ●
995 ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ Plantago lanceolata ● ● ●
996 ｽｲｶｽﾞﾗ ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ Abelia spathulata ●
997 ｳｺﾞﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ Abelia spathulata var. stenophylla ● ● ●

998 ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ Lonicera gracilipes ●
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999 ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera japonica ●
1000 ﾆﾜﾄｺ Sambucus racemosa ssp. sieboldiana ● ●
1001 ｵｵﾆﾜﾄｺ Sambucus racemosa ssp. sieboldiana var. major ● ●
1002 ｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum dilatatum ● ● ● ●
1003 ｵｵｶﾒﾉｷ Viburnum furcatum ● ● ● ●
1004 ｶﾝﾎﾞｸ Viburnum opulus var. calvescens ●
1005 ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ Viburnum phlebotrichum ●
1006 ｹﾅｼﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ Viburnum plicatum f. glabrum ● ● ●
1007 ﾏﾙﾊﾞｺﾞﾏｷﾞ Viburnum sieboldii var. obovatifolium ● ● ●
1008 ﾐﾔﾏｼｸﾞﾚ Viburnum urceolatum var. procumbens ● ● ●
1009 ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum wrightii ● ● ● ●
1010 ﾎｼﾅｼﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum wrightii f. eglandulosum ●
1011 ﾀﾆｳﾂｷﾞ Weigela hortensis ● ● ● ●
1012 ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ Adoxa moschatellina ● ●
1013 ｵﾐﾅｴｼ ｵﾐﾅｴｼ Patrinia scabiosaefolia ●
1014 ｺｷﾝﾚｲｶ Patrinia triloba ● ● ●
1015 ｵﾄｺｴｼ Patrinia villosa ● ● ●
1016 ﾏﾂﾑｼｿｳ ﾅﾍﾞﾅ Dipsacus japonicus ●
1017 ﾀｶﾈﾏﾂﾑｼｿｳ Scabiosa japonica var. alpina ●
1018 ｷｷｮｳ ﾋﾒｼｬｼﾞﾝ Adenophora nikoensis ●
1019 ﾐﾔﾏｼｬｼﾞﾝ Adenophora nikoensis var. stenophylla ● ● ●
1020 ｿﾊﾞﾅ Adenophora remotiflora ● ● ●
1021 ﾊｸｻﾝｼｬｼﾞﾝ Adenophora triphylla var. hakusanensis ●
1022 ﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ Adenophora triphylla var. japonica ● ● ●
1023 ｼﾛﾊﾞﾅﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ Adenophora triphylla var. japonica f. leucantha ●
1024 ﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ Campanula punctata ●
1025 ﾔﾏﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ Campanula punctata var. hondoensis ● ● ●
1026 ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ Codonopsis lanceolata ● ● ●
1027 ﾊﾞｱｿﾌﾞ Codonopsis ussuriensis ●
1028 ﾐｿﾞｶｸｼ Lobelia chinensis ● ● ● ｱｾﾞﾑｼﾛ（文献5）
1029 ｻﾜｷﾞｷｮｳ Lobelia sessilifolia ● ●
1030 ﾀﾆｷﾞｷｮｳ Peracarpa carnosa var. circaeoides ● ● ●
1031 ｷｸ ﾉｺｷﾞﾘｿｳ Achillea alpina ●
1032 ｾｲﾖｳﾉｺｷﾞﾘｿｳ Achillea millefolium ●
1033 ｴｿﾞﾉｺｷﾞﾘｿｳ Achillea ptarmica var. macrocephala ●
1034 ﾉﾌﾞｷ Adenocaulon himalaicum ● ● ●
1035 ｵｸﾓﾐｼﾞﾊｸﾞﾏ Ainsliaea acerifolia var. subapoda ● ●
1036 ﾌﾞﾀｸｻ Ambrosia artemisiifolia var. elatior ● ● ●
1037 ﾔﾏﾊﾊｺ Anaphalis margaritacea ●
1038 ｶﾜﾗﾊﾊｺ Anaphalis margaritacea ssp. yedoensis ● ● ●
1039 ﾁｮｳｼﾞｷﾞｸ Arnica mallotopus ● ● ● ●
1040 ｴｿﾞｳｻｷﾞｷﾞｸ Arnica unalascensis ●
1041 ｳｻｷﾞｷﾞｸ Arnica unalascensis var. tschonoskyi ●
1042 ｸｿﾆﾝｼﾞﾝ Artemisia annua ● ●
1043 ｵﾄｺﾖﾓｷﾞ Artemisia japonica ● ● ●
1044 ｲﾇﾖﾓｷﾞ Artemisia keiskeana ● ●
1045 ﾋﾄﾂﾊﾞﾖﾓｷﾞ Artemisia monophylla ● ● ●
1046 ｵｵﾖﾓｷﾞ Artemisia montana ● ● ●
1047 ﾖﾓｷﾞ Artemisia princeps ● ● ● ●

1048 ﾀﾏﾊﾞｼﾛﾖﾒﾅ Aster ageratoides ssp. leiophyllus var. ovalifolius ● ● ●
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1049 ﾉｺﾝｷﾞｸ Aster ageratoides ssp. ovatus ● ● ●
1050 ｺﾞﾏﾅ Aster glehnii var. hondoensis ● ● ●
1051 ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ Aster scaber ●
1052 ﾎｳｷｷﾞｸ Aster subulatus var.sandwicensis ●
1053 ﾊｺﾈｷﾞｸ Aster viscidulus ● ● ●
1054 ｵｹﾗ Atractylodes japonica ● ●
1055 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ Bidens frondosa ● ● ●
1056 ﾀｳｺｷﾞ Bidens tripartita ● ● ● ●
1057 ｶﾆｺｳﾓﾘ Cacalia adenostyloides ● ●
1058 ﾓﾐｼﾞｶﾞｻ Cacalia delphiniifolia ● ● ● ●
1059 ｳｽｹﾞﾀﾏﾌﾞｷ Cacalia farfaraefolia ● ●
1060 ｲﾇﾄﾞｳﾅ Cacalia hastata ssp. tanakae ● ● ●
1061 ｵｵｶﾆｺｳﾓﾘ Cacalia nikomontana ● ●
1062 ﾋﾚｱｻﾞﾐ Carduus crispus ●
1063 ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ Carpesium abrotanoides ● ●
1064 ｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ Carpesium divaricatum ● ●
1065 ﾎｿﾊﾞｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ Carpesium divaricatum var. abrotanoides ●
1066 ﾉｯﾎﾟﾛｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ Carpesium divaricatum var. matsuei ● ● ●
1067 ｻｼﾞｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ Carpesium glossophyllum ● ●
1068 ﾄｷﾝｿｳ Centipeda minima ● ● ● ●
1069 ﾌﾗﾝｽｷﾞｸ Chrysanthemum leucanthemum ● ● ●
1070 ｱｲｽﾞﾋﾒｱｻﾞﾐ Cirsium aidzuense ● ● ● ｱｲﾂﾞﾋﾒｱｻﾞﾐ（文献2､3）
1071 ｵﾆｱｻﾞﾐ Cirsium borealinipponense ● ● ● ●
1072 ﾊﾘｵﾆｱｻﾞﾐ Cirsium borealinipponense var. spinulosum ●
1073 ｵｾﾞﾇﾏｱｻﾞﾐ Cirsium homolepis ●
1074 ﾀﾁｱｻﾞﾐ Cirsium inundatum ● ● ●
1075 ﾉｱｻﾞﾐ Cirsium japonicum ● ● ●
1076 ﾅﾝﾌﾞｱｻﾞﾐ Cirsium nipponicum ● ● ●
1077 ﾉﾊﾗｱｻﾞﾐ Cirsium oligophyllum ●
1078 ﾀｶｱｻﾞﾐ Cirsium pendulum ● ●
1079 ｻﾜｱｻﾞﾐ Cirsium yezoense ● ● ●
1080 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ Conyza sumatrensis ● ●
1081 ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ Coreopsis lanceolata ● ● ●
1082 ﾊﾙｼｬｷﾞｸ Coreopsis tinctoria ●
1083 ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾎﾞﾛｷﾞｸ Crassocephalum crepidioides ● ●
1084 ｲﾜｲﾝﾁﾝ Dendranthema rupestre ●
1085 ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ Eclipta prostrata ●
1086 ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ Erechtites hieracifolia ● ● ●
1087 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ Erigeron canadensis ● ● ● ●
1088 ﾊﾙｼﾞｵﾝ Erigeron philadelphicus ● ● ● ﾊﾙｼﾞｮｵﾝ（文献5）
1089 ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ Eupatorium chinense var. oppositifolium ● ● ● ●
1090 ﾖﾂﾊﾞﾋﾖﾄﾞﾘ Eupatorium chinense ssp. sachalinense ● ● ●
1091 ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ Eupatorium japonicum ●
1092 ｻﾜﾋﾖﾄﾞﾘ Eupatorium lindleyanum ● ● ●
1093 ﾊﾊｺｸﾞｻ Gnaphalium affine ● ● ●
1094 ﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium japonicum ● ● ●
1095 ﾋﾒﾋﾏﾜﾘ Helianthus debilis ●
1096 ｷｸｲﾓ Helianthus tuberosus ● ● ●
1097 ｷﾂﾈｱｻﾞﾐ Hemistepta lyrata ●

1098 ｺｳﾘﾝﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Hieracium aurantiacum ● ●
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1099 ﾐﾔﾏｺｳｿﾞﾘﾅ Hieracium japonicum ●
1100 ﾌﾞﾀﾅ Hypochoeris radicata ●
1101 ﾐｽﾞｷﾞｸ Inula ciliaris ● ● ●
1102 ｵｾﾞﾐｽﾞｷﾞｸ Inula ciliaris var. glandulosa ●
1103 ｶｾﾝｿｳ Inula salicina var. asiatica ●
1104 ｵｵﾁﾞｼﾊﾞﾘ Ixeris debilis ● ● ● ● ｵｵｼﾞｼﾊﾞﾘ（文献2､3､5､6）
1105 ﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata ● ● ●
1106 ｼﾛﾊﾞﾅﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata var. albiflora ● ●
1107 ﾊﾅﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata var. albiflora f. amplifolia ● ●
1108 ﾀｶﾈﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata var. alpicola ●
1109 ｸﾓﾏﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata var. kimurana ●
1110 ｲﾜﾆｶﾞﾅ Ixeris stolonifera ● ●
1111 ｶﾜﾗﾆｶﾞﾅ Ixeris tamagawaensis ● ● ●
1112 ﾕｳｶﾞｷﾞｸ Kalimeris pinnatifida ● ● ● ●
1113 ｱｷﾉﾉｹﾞｼ Lactuca indica var. indica ● ● ● ﾊﾙﾉﾉｹﾞｼ（文献5）
1114 ﾔﾏﾆｶﾞﾅ Lactuca raddeana var. elata ● ● ●
1115 ﾄｹﾞﾁｼｬ Lactuca scariola ● ● ●
1116 ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Lapsana apogonoides ●
1117 ﾔﾌﾞﾀﾋﾞﾗｺ Lapsana humilis ● ● ●
1118 ｾﾝﾎﾞﾝﾔﾘ Leibnitzia anandria ● ● ●
1119 ｳｽﾕｷｿｳ Leontopodium japonicum ● ● ●
1120 ﾏﾙﾊﾞﾀﾞｹﾌﾞｷ Ligularia dentata ● ● ●
1121 ｵﾀｶﾗｺｳ Ligularia fischeri ● ●
1122 ﾒﾀｶﾗｺｳ Ligularia stenocephala ● ● ●
1123 ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ Pertya glabrescens ●
1124 ｸﾙﾏﾊﾞﾊｸﾞﾏ Pertya rigidula ● ● ● ●
1125 ﾌｷ Petasites japonicus ● ● ● ●
1126 ｶﾝﾁｺｳｿﾞﾘﾅ Picris hieracioides var. alpina ● ●
1127 ｺｳｿﾞﾘﾅ Picris hieracioides var. glabrescens ● ● ●
1128 ﾌｸｵｳｿｳ Prenanthes acerifolia ●
1129 ｵｵﾆｶﾞﾅ Prenanthes tanakae ● ●
1130 ｷﾇｶﾞｻｷﾞｸ Rudbeckia hirta ● ● ●
1131 ｵｵﾊﾝｺﾞﾝｿｳ Rudbeckia laciniata ● ● ●
1132 ﾊﾅｶﾞｻｷﾞｸ Rudbeckia laciniata var.hortensis ● ● ● ﾔｴｻﾞｷﾊﾝｺﾞﾝｿｳ（文献5）
1133 ﾔﾊｽﾞﾄｳﾋﾚﾝ Saussurea sagitta ● ● ●
1134 ｷｸｱｻﾞﾐ Saussurea ussuriensis ●
1135 ﾊﾝｺﾞﾝｿｳ Senecio cannabifolius ● ● ●
1136 ｺｳﾘﾝｶ Senecio flammeus var. glabrifolius ● ●
1137 ｻﾜｷﾞｸ Senecio nikoensis ● ● ●
1138 ｻﾜｵｸﾞﾙﾏ Senecio pierotii ● ● ●
1139 ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ Senecio vulgaris ●
1140 ﾀﾑﾗｿｳ Serratula coronata ssp. insularis ● ●
1141 ｺﾒﾅﾓﾐ Siegesbeckia orientalis ssp. glabrescens ● ●
1142 ﾒﾅﾓﾐ Siegesbeckia orientalis ssp. pubescens ● ● ●
1143 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima ● ● ●
1144 ｵｵｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago gigantea ● ● ●
1145 ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ Solidago virgaurea var. asiatica ● ● ● ●
1146 ﾐﾔﾏｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ Solidago virgaurea var. leiocarpa ● ● ● ●
1147 ｵﾆﾉｹﾞｼ Sonchus asper ● ● ●

1148 ﾉｹﾞｼ Sonchus oleraceus ● ● ●
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1149 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus ● ● ● ●
1150 ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ Syneilesis palmata ●
1151 ｵﾔﾏﾎﾞｸﾁ Synurus pungens ● ● ● ●
1152 ｼﾛﾊﾞﾅﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum albidum ●
1153 ｴｿﾞﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum hondoense ● ●
1154 ｱｶﾐﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum laevigatum ●
1155 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum officinale ● ● ●
1156 ｼﾅﾉﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum platycarpum subsp.hondoense ●
1157 ｳｽｷﾞﾀﾝﾎﾟﾎﾟ Taraxacum shinanense ●
1158 ｵﾅﾓﾐ Xanthium strumarium ● ● ●
1159 ﾔｸｼｿｳ Youngia denticulata ● ● ●
1160 ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Youngia japonica ● ● ●
－ ﾊﾙﾉｹﾞｼ － ●

1161 種子植物 ｵﾓﾀﾞｶ ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ Alisma canaliculatum ● ● ● ●
1162  被子植物 ｱｷﾞﾅｼ Sagittaria aginashi ● ● ● ●
1163 　単子葉植物 ｳﾘｶﾜ Sagittaria pygmaea ● ● ● ●
1164 ｵﾓﾀﾞｶ Sagittaria trifolia ● ● ● ●
1165 ﾄﾁｶｶﾞﾐ ﾔﾅｷﾞｽﾌﾞﾀ Blyxa japonica ●
1166 ｺｶﾅﾀﾞﾓ Elodea nuttallii ● ●
1167 ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ Ottelia japonica ●
1168 ｾｷｼｮｳﾓ Vallisneria asiatica ●
1169 ﾎﾛﾑｲｿｳ ﾎﾛﾑｲｿｳ Scheuchzeria palustris ● ●
1170 ﾋﾙﾑｼﾛ ｴﾋﾞﾓ Potamogeton crispus ● ● ●
1171 ﾋﾙﾑｼﾛ Potamogeton distinctus ● ● ●
1172 ﾌﾄﾋﾙﾑｼﾛ Potamogeton fryeri ● ●
1173 ｵﾋﾙﾑｼﾛ Potamogeton natans ●
1174 ﾎｿﾊﾞﾐｽﾞﾋｷﾓ Potamogeton octandrus ● ● ●
1175 ｲﾊﾞﾗﾓ ﾎｯｽﾓ Najas graminea ● ●
1176 ﾕﾘ ﾈﾊﾞﾘﾉｷﾞﾗﾝ Aletris foliata ● ● ● ● ●
1177 ﾉｷﾞﾗﾝ Aletris luteoviridis ● ● ●
1178 ﾉﾋﾞﾙ Allium grayi ● ● ●
1179 ﾋﾒﾆﾗ Allium monanthum ● ●
1180 ｱｻﾂｷ Allium schoenoprasum var. foliosum ● ● ●
1181 ｼﾛｳﾏｱｻﾂｷ Allium schoenoprasum var. orientale ● ● ●
1182 ﾔﾏﾗｯｷｮｳ Allium thunbergii ●
1183 ｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝﾆｸ Allium victorialis var. platyphyllum ● ●
1184 ﾂﾊﾞﾒｵﾓﾄ Clintonia udensis ● ● ● ●
1185 ﾎｳﾁｬｸｿｳ Disporum sessile ● ● ●
1186 ﾁｺﾞﾕﾘ Disporum smilacinum ● ● ● ●
1187 ｶﾀｸﾘ Erythronium japonicum ● ● ● ●
1188 ｱﾜｺﾊﾞｲﾓ Fritillaria japonica ● ｺﾊﾞｲﾓ（文献4）
1189 ｺｼﾉｺﾊﾞｲﾓ Fritillaria japonica var. koidzumiana ● ● ●
1190 ｷﾊﾞﾅﾉｱﾏﾅ Gagea lutea ● ● ●
1191 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ Heloniopsis orientalis ● ● ● ●
1192 ﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳ Hemerocallis fulva var. kwanso ● ● ● ●
1193 ﾉｶﾝｿﾞｳ Hemerocallis fulva var. longituba ●
1194 ｾﾞﾝﾃｲｶ Hemerocallis middendorfii var. esculenta ● ● ● ● ● ﾆｯｺｳｷｽｹﾞ（文献1､5､6）
1195 ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ Hosta sieboldiana var. gigantea ● ● ● ●
1196 ｺﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ Hosta sieboldii f. lancifolia ●

1197 ﾀﾁｷﾞﾎﾞｳｼ Hosta sieboldii var. rectifolia ● ● ●
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1198 ﾔﾏﾕﾘ Lilium auratum ● ● ●
1199 ｵｵｳﾊﾞﾕﾘ Lilium cordatum var. glehnii ● ● ●
1200 ｵﾆﾕﾘ Lilium lancifolium ● ●
1201 ｺｵﾆﾕﾘ Lilium leichtliuii var. tigrinum ● ● ● ● ●
1202 ﾔﾏｽｶｼﾕﾘ Lilium maculatum var. monticola ●
1203 ｸﾙﾏﾕﾘ Lilium medeoloides ● ● ●
1204 ﾋﾒｻﾕﾘ Lilium rubellum ● ● ● ● ●
1205 ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ Maianthemum dilatatum ● ● ●
1206 ｷﾝｺｳｶ Narthecium asiaticum ● ● ● ●
1207 ｷﾇｶﾞｻｿｳ Paris japonica ● ● ●
1208 ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ Paris tetraphylla ● ● ●
1209 ﾅﾙｺﾕﾘ Polygonatum falcatum ●
1210 ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ Polygonatum lasianthum ● ● ● ●
1211 ｵｵﾅﾙｺﾕﾘ Polygonatum macranthum ● ●
1212 ｱﾏﾄﾞｺﾛ Polygonatum odoratum var. pluriflorum ●
1213 ﾔﾏｱﾏﾄﾞｺﾛ Polygonatum odoratum var. thunbergii ● ●
1214 ﾂﾙﾎﾞ Scilla scilloides ● ● ●
1215 ﾔﾏﾄﾕｷｻﾞｻ Smilacina hondoensis ● ● ｵｵﾊﾞﾕｷｻﾞｻ（文献2､3）
1216 ﾕｷｻﾞｻ Smilacina japonica ● ● ●
1217 ﾋﾛﾊﾉﾕｷｻﾞｻ Smilacina yesoensis ● ● ● ● ﾋﾛﾊﾕｷｻﾞｻ（文献1､2､5）､ﾐﾄﾞﾘﾕｷｻﾞｻ（文献3）
1218 ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ Smilax china ● ● ●
1219 ﾀﾁｼｵﾃﾞ Smilax nipponica ● ● ●
1220 ｼｵﾃﾞ Smilax riparia var. ussuriensis ● ● ● ●
1221 ﾔﾏｶｼｭｳ Smilax sieboldii ●
1222 ﾏﾙﾊﾞｻﾝｷﾗｲ Smilax vaginata var. stans ●
1223 ｵｵﾊﾞﾀｹｼﾏﾗﾝ Streptopus amplexifolius var. papillatus ● ●
1224 ﾀｹｼﾏﾗﾝ Streptopus streptopoides var. japonicus ● ● ●
1225 ﾁｼﾏｾﾞｷｼｮｳ Tofieldia coccinea ● ● ●
1226 ｲﾜｼｮｳﾌﾞ Tofieldia japonica ● ● ● ●
1227 ﾀﾏｶﾞﾜﾎﾄﾄｷﾞｽ Tricyrtis latifolia ● ● ● ●
1228 ｴﾝﾚｲｿｳ Trillium smallii ● ● ● ● ●
1229 ｼﾛﾊﾞﾅｴﾝﾚｲｿｳ Trillium tschonoskii ● ●
1230 ﾀｶﾈｱｵﾔｷﾞｿｳ Veratrum maackii var. longebracteatum ● ● ●
1231 ｱｵﾔｷﾞｿｳ Veratrum maackii var. maackioides f. virescens ● ●
1232 ﾋﾛﾊｱｵﾔｷﾞｿｳ Veratrum maackii var. parviflorum ●
1233 ｼｭﾛｿｳ Veratrum maackii var. reymondianum ●
1234 ｺﾊﾞｲｹｲｿｳ Veratrum stamineum ● ●
1235 ｳﾗｹﾞｺﾊﾞｲｹｲ Veratrum stamineum var. lasiophyllum ● ｳﾗｹﾞｺﾊﾞｲｹｲｿｳ（文献2）
1236 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ Lycoris radiata ●
1237 ｷﾂﾈﾉｶﾐｿﾘ Lycoris sanguinea ●
1238 ﾅﾂｽﾞｲｾﾝ Lycoris squamigera ●
1239 ﾔﾏﾉｲﾓ ﾀﾁﾄﾞｺﾛ Dioscorea gracillima ●
1240 ﾔﾏﾉｲﾓ Dioscorea japonica ● ● ●
1241 ｳﾁﾜﾄﾞｺﾛ Dioscorea nipponica ● ● ● ●
1242 ｷｸﾊﾞﾄﾞｺﾛ Dioscorea septemloba ● ● ●
1243 ｵﾆﾄﾞｺﾛ Dioscorea tokoro ● ● ● ●
1244 ﾐｽﾞｱｵｲ ｺﾅｷﾞ Monochoria vaginalis var. plantaginea ● ● ●
1245 ｱﾔﾒ ﾉﾊﾅｼｮｳﾌﾞ Iris ensata var. spontanea ● ● ● ●
1246 ﾋﾒｼｬｶﾞ Iris gracilipes ● ● ● ●

1247 ｼｬｶﾞ Iris japonica ● ● ●
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1248 ｶｷﾂﾊﾞﾀ Iris laevigata ● ● ● ●
1249 ｷｼｮｳﾌﾞ Iris pseudacorus ● ● ●
1250 ｱﾔﾒ Iris sanguinea ● ●
1251 ﾋｵｳｷﾞｱﾔﾒ Iris setosa ● ●
1252 ﾋﾒﾋｵｳｷﾞｽﾞｲｾﾝ Tritonia crocosmaeflora ● ●
1253 ｲｸﾞｻ ﾊﾅﾋﾞｾﾞｷｼｮｳ Juncus alatus ● ●
1254 ﾋﾛﾊﾉｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus diastrophanthus ●
1255 ｲｸﾞｻ Juncus effusus var. decipiens ● ● ● ● ｲ（文献2､3）
1256 ｴｿﾞﾎｿｲ Juncus filiformis ● ●
1257 ﾀﾁｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus krameri ● ●
1258 ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus leschenaultii ● ● ●
1259 ｱｵｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus papillosus ● ● ● ●
1260 ﾎｿｲ Juncus setchuensis var. effusoides ●
1261 ｸｻｲ Juncus tenuis ● ● ●
1262 ﾊﾘｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ Juncus wallichianus ● ● ●
1263 ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ Luzula capitata ● ● ●
1264 ﾔﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Luzula multiflora ● ● ●
1265 ﾀｶﾈｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Luzula oligantha ●
1266 ﾇｶﾎﾞｼｿｳ Luzula plumosa var. macrocarpa ● ● ●
1267 ﾂﾕｸｻ ﾂﾕｸｻ Commelina communis ● ● ● ●
1268 ｲﾎﾞｸｻ Murdannia keisak ● ● ● ●
1269 ﾎｼｸｻ ﾆｯﾎﾟﾝｲﾇﾉﾋｹﾞ Eriocaulon hondoense ● ● ● ●
1270 ﾋﾛﾊｲﾇﾉﾋｹﾞ Eriocaulon robustius ● ● ●
1271 ｲﾈ ﾊﾈｶﾞﾔ Achnatherum extremiorientale ●
1272 ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron racemiferum ● ●
1273 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron tsukushiense var. transiens ● ● ●
1274 ｺﾇｶｸﾞｻ Agrostis alba ● ● ●
1275 ﾔﾏﾇｶﾎﾞ Agrostis clavata ● ● ●
1276 ﾇｶﾎﾞ Agrostis clavata ssp. matsumurae ● ● ●
1277 ﾐﾔﾏﾇｶﾎﾞ Agrostis flaccida ● ●
1278 ﾕｷｸﾗﾇｶﾎﾞ Agrostis hideoi ● ● ●
1279 ｺﾐﾔﾏﾇｶﾎﾞ Agrostis mertensii ●
1280 ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ Alopecurus aequalis ● ● ●
1281 ﾀｶﾈｺｳﾎﾞｳ Anthoxanthum japonicum ● ● ● ●
1282 ﾊﾙｶﾞﾔ Anthoxanthum odoratum ● ● ●
1283 ﾁｮﾛｷﾞｶﾞﾔ Arrhenatherum elatius var. bulbosum ●
1284 ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ Arthraxon hispidus ● ● ●
1285 ﾄﾀﾞｼﾊﾞ Arundinella hirta ● ● ●
1286 ｱｽﾞﾏｶﾞﾔ Asperella longe-aristata ● ● ●
1287 ｶﾗｽﾑｷﾞ Avena fatua ●
1288 ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ Brachypodium sylvaticum ● ● ●
1289 ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ Bromus japonicus ● ● ●
1290 ｷﾂﾈｶﾞﾔ Bromus pauciflorus ● ●
1291 ｶﾗｽﾉﾁｬﾋｷ Bromus secalinus ● ●
1292 ﾎｶﾞｴﾘｶﾞﾔ Brylkinia caudata ●
1293 ﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis arundinacea var. brachytricha ● ●
1294 ﾔﾏｱﾜ Calamagrostis epigeios ● ● ●
1295 ｶﾆﾂﾘﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis fauriei ● ● ●
1296 ﾋﾒﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis hakonensis ● ● ●

1297 ｲﾜﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis langsdorffii ● ● ●
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1298 ﾋｹﾞﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis longiseta ● ● ● ●
1299 ﾑﾂﾉｶﾞﾘﾔｽ Calamagrostis matsumurae ●
1300 ﾎｯｽｶﾞﾔ Calamagrostis pseudo-phragmites ● ● ●
1301 ﾌｻｶﾞﾔ Cinna latifolia ●
1302 ﾋｹﾞｶﾞﾔ Cynosurus echinatus ● ●
1303 ｶﾓｶﾞﾔ Dactylis glomerata ● ● ●
1304 ｺﾒｽｽｷ Deschampsia flexuosa ● ●
1305 ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ● ● ● ●
1306 ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria violascens ● ● ●
1307 ｱﾌﾞﾗｽｽｷ Eccoilopus cotulifer ● ●
1308 ｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli ● ● ●
1309 ｹｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli var.echinata ● ●
1310 ﾀｲﾇﾋﾞｴ Echinochloa crus-galli var. oryzicola ●
1311 ｵﾋｼﾊﾞ Eleusine indica ●
1312 ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ Eragrostis curvula ● ●
1313 ｶｾﾞｸｻ Eragrostis ferruginea ● ● ●
1314 ﾆﾜﾎｺﾘ Eragrostis multicaulis ● ● ●
1315 ｵｵﾆﾜﾎｺﾘ Eragrostis multispicula ● ●
1316 ﾅﾙｺﾋﾞｴ Eriochloa villosa ● ●
1317 ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca arundinacea ● ●
1318 ﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ Festuca parvigluma ● ●
1319 ﾋﾛﾊﾉｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca pratensis ● ● ﾋﾛﾊｳｼﾉｹｸﾞｻ（文献2）
1320 ｵｵｳｼﾉｹｸﾞｻ Festuca rubra ● ●
1321 ﾐﾔﾏﾄﾞｼﾞｮｳﾂﾅｷﾞ Glyceria alnasteretum ● ●
1322 ﾄﾞｼﾞｮｳﾂﾅｷﾞ Glyceria ischyroneura ● ● ●
1323 ﾋﾛﾊﾉﾄﾞｼﾞｮｳﾂﾅｷﾞ Glyceria leptolepis ● ●
1324 ｳｼﾉｼｯﾍﾟｲ Hemarthria sibirica ● ●
1325 ﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica var. koenigii ● ● ● ●
1326 ﾁｺﾞｻﾞｻ Isachne globosa ● ●
1327 ｻﾔﾇｶｸﾞｻ Leersia sayanuka ● ●
1328 ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ Lolium multiflorum ●
1329 ﾎｿﾑｷﾞ Lolium perenne ●
1330 ｻｻｶﾞﾔ Microstegium japonicum ● ●
1331 ｷﾀｻｻｶﾞﾔ Microstegium japonicum var. boreale ● ●
1332 ﾋﾒｱｼﾎﾞｿ Microstegium vimineum ● ●
1333 ｱｼﾎﾞｿ Microstegium vimineum var. polystachyum ●
1334 ｲﾌﾞｷﾇｶﾎﾞ Milium effusum ● ●
1335 ｵｵﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾘﾔｽﾓﾄﾞｷ Miscanthus intermedius ● ● ●
1336 ｵｷﾞ Miscanthus sacchariflorus ● ● ●
1337 ｽｽｷ Miscanthus sinensis ● ● ●
1338 ﾇﾏｶﾞﾔ Moliniopsis japonica ● ● ● ●
1339 ｺｼﾉﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ Muhlenbergia curviaristata ● ● ●
1340 ﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ Muhlenbergia japonica ● ●
1341 ｷﾀﾞﾁﾉﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ Muhlenbergia ramosa ● ●
1342 ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius ● ●
1343 ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius var. japonicus ● ● ● ● ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ（文献5､6）
1344 ﾇｶｷﾋﾞ Panicum bisulcatum ● ● ●
1345 ｵｵｸｻｷﾋﾞ Panicum dichotomiflorum ● ●
1346 ｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum thunbergii ● ●

1347 ﾁｶﾗｼﾊﾞ Pennisetum alopecuroides f. purpurascens ● ● ●
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1348 ｸｻﾖｼ Phalaris arundinacea ● ●
1349 ｵｵｱﾜｶﾞｴﾘ Phleum pratense ● ● ●
1350 ﾖｼ Phragmites australis ● ● ● ●
1351 ﾂﾙﾖｼ Phragmites japonica ● ●
1352 ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa acroleuca ● ● ●
1353 ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa annua ● ● ● ●
1354 ﾔﾏﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa hisauchii ● ●
1355 ｲﾄｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa matsumurae ●
1356 ﾅｶﾞﾊｸﾞｻ Poa pratensis ● ● ●
1357 ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa sphondylodes ● ●
1358 ｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa trivialis ● ●
1359 ｱｵｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ Poa viridula ●
1360 ﾊｲﾇﾒﾘ Sacciolepis indica ● ●
1361 ｵｸﾔﾏｻﾞｻ Sasa cernua ●
1362 ﾁｼﾏｻﾞｻ Sasa kurilensis ● ● ● ●
1363 ﾁﾏｷｻﾞｻ Sasa palmata ● ● ●
1364 ｸﾏｲｻﾞｻ Sasa senanensis ● ● ● ｼﾅﾉｻﾞｻ（文献3）
1365 ﾔﾋｺｻﾞｻ Sasa yahikoensis ● ● ●
1366 ｵｾﾞｻﾞｻ Sasa yahikoensis var. oseana ●
1367 ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ● ● ●
1368 ｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria pumilla ● ● ●
1369 ｵｵｴﾉｺﾛ Setaria x pycnocoma ● ●
1370 ｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria viridis ● ● ●
1371 ﾑﾗｻｷｴﾉｺﾛ Setaria viridis f. misera ●
1372 ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ Sorghum halepense ● ●
1373 ﾋﾒﾓﾛｺｼ Sorghum halepense f. muticum ●
1374 ﾐﾔﾏｱﾌﾞﾗｽｽｷ Spodiopogon depauperatus ● ●
1375 ﾒｶﾞﾙｶﾔ Themeda triandra var. japonica ● ● ﾒｶﾞﾙｶﾞﾔ（文献2､3）
1376 ｶﾆﾂﾘｸﾞｻ Trisetum bifidum ● ● ●
1377 ﾏｺﾓ Zizania latifolia ●
1378 ｼﾊﾞ Zoysia japonica ● ●
－ ﾁｺﾞｸﾞｻ － ●
－ ﾄﾎﾞｶﾞﾔ － ●

1379 ｻﾄｲﾓ ｼｮｳﾌﾞ Acorus calamus ● ● ●
1380 ﾋﾛﾊﾃﾝﾅﾝｼｮｳ Arisaema amurense ssp. robustum ● ●
1381 ﾏﾑｼｸﾞｻ Arisaema serratum ● ● ●
1382 ｳﾗｼﾏｿｳ Arisaema thunbergii ssp. urashima ● ●
1383 ﾐｽﾞﾊﾞｼｮｳ Lysichiton camtschatcense ● ● ● ● ●
1384 ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ Pinellia ternata ● ● ● ●
1385 ｻﾞｾﾞﾝｿｳ Symplocarpus fotidus var. latissimus ● ●
1386 ﾋﾒｻﾞｾﾞﾝｿｳ Symplocarpus nipponicus ● ● ● ●
1387 ｳｷｸｻ ｺｳｷｸｻ Lemna minor ● ●
1388 ｳｷｸｻ Spirodela polyrhiza ● ● ●
1389 ﾐｸﾘ ﾐｸﾘ Sparganium erectum ssp. stoloniferum ● ● ●
1390 ｶﾞﾏ ﾋﾒｶﾞﾏ Typha angustifolia ● ●
1391 ｶﾞﾏ Typha latifolia ● ● ●
1392 ｺｶﾞﾏ Typha orientalis ● ●
1393 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｲﾄﾊﾅﾋﾞﾃﾝﾂｷ Bulbostylis densa ● ●
1394 ﾐﾉﾎﾞﾛｽｹﾞ Carex albata ● ● ●

1395 ﾀﾃﾔﾏｽｹﾞ Carex aphyllopus ● ● ●
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1396 ｼｮｳｼﾞｮｳｽｹﾞ Carex blepharicarpa ● ● ●
1397 ﾀｶﾈｼｮｳｼﾞｮｳｽｹﾞ Carex blepharicarpa 　 var. dueensis ●
1398 ｱｵｽｹﾞ Carex breviculmis ● ●
1399 ﾊﾘｶﾞﾈｽｹﾞ Carex capillacea ● ●
1400 ﾐﾔﾏｼﾗｽｹﾞ Carex confertiflora ● ● ●
1401 ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ Carex conica ● ●
1402 ﾊｸｻﾝｽｹﾞ Carex curta ●
1403 ﾅﾙｺｽｹﾞ Carex curvicollis ● ● ●
1404 ｱｾﾞﾅﾙｺ Carex dimorpholepis ● ●
1405 ｶｻｽｹﾞ Carex dispalata ● ●
1406 ﾐﾔﾏｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ Carex dissitiflora ● ●
1407 ｺﾀﾇｷﾗﾝ Carex doenitzii ● ●
1408 ﾋﾞﾛｰﾄﾞｽｹﾞ Carex fedia var. miyabei ● ●
1409 ﾀﾏﾂﾘｽｹﾞ Carex filipes ● ●
1410 ﾔﾏﾃｷﾘｽｹﾞ Carex flabellata ● ●
1411 ｵｸﾉｶﾝｽｹﾞ Carex foliosissima ● ● ●
1412 ｲﾄｷﾝｽｹﾞ Carex hakkodensis ●
1413 ｱｲｽﾞｽｹﾞ Carex hondoensis ● ● ● ｱｲﾂﾞｽｹﾞ（文献2）
1414 ｶﾜﾗｽｹﾞ Carex incisa ● ● ●
1415 ﾋﾛﾊﾞｽｹﾞ Carex insaniae ● ●
1416 ｱｵﾊﾞｽｹﾞ Carex insaniae var. papillaticulmis ● ● ●
1417 ｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ Carex ischnostachya ● ●
1418 ﾊｶﾞｸﾚｽｹﾞ Carex jacens ● ● ●
1419 ﾋｺﾞｸｻ Carex japonica ● ● ●
1420 ﾃｷﾘｽｹﾞ Carex kiotensis ●
1421 ﾋｶｹﾞｽｹﾞ Carex lanceolata ● ● ●
1422 ﾔﾁｽｹﾞ Carex limosa ● ●
1423 ｺﾞｳｿ Carex maximowiczii ● ●
1424 ﾎｼﾅｼｺﾞｳｿ Carex maximowiczii var. levisaccus ● ●
1425 ﾐﾀｹｽｹﾞ Carex michauxiana var. asiatica ● ●
1426 ﾄﾏﾘｽｹﾞ Carex middendorffii ● ﾎﾛﾑｲｽｹﾞ（文献5）
1427 ﾋﾒｼﾗｽｹﾞ Carex mollicula ● ●
1428 ｶﾝｽｹﾞ Carex morrowii ●
1429 ﾎｿﾊﾞｶﾝｽｹﾞ Carex morrowii var. temnolepis ●
1430 ﾐﾔﾏｶﾝｽｹﾞ Carex multifolia ● ● ● ●
1431 ｼﾊﾞｽｹﾞ Carex nervata ● ●
1432 ﾔﾁｶﾜｽﾞｽｹﾞ Carex omiana ● ●
1433 ｶﾜｽﾞｽｹﾞ Carex omiana var. monticola ● ● ●
1434 ﾅｶﾞｴｽｹﾞ Carex otayae ● ●
1435 ﾋﾒｽｹﾞ Carex oxyandra ● ● ●
1436 ｸﾞﾚｰﾝｽｹﾞ Carex parciflora ● ● ●
1437 ｺｼﾞｭｽﾞｽｹﾞ Carex parciflora var. macroglossa ● ●
1438 ﾋﾒｺﾞｳｿ Carex phacota ● ● ｱｵｺﾞｳｿ（文献2､3）
1439 ﾋｶｹﾞｼﾗｽｹﾞ Carex planiculmis ●
1440 ﾀﾇｷﾗﾝ Carex podogyna ● ● ●
1441 ｷﾝｽｹﾞ Carex pyrenaica ● ●
1442 ｺｶﾝｽｹﾞ Carex reinii ●
1443 ｵｵｶｻｽｹﾞ Carex rhynchophysa ● ● ● ●
1444 ｷｲﾄｽｹﾞ Carex sachalinensis var. fulva ●

1445 ｻﾄﾞｽｹﾞ Carex sadoensis ● ● ●
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植物目録30/32

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 文献7
備考

既存文献
種名 学名No. 分類 科名

1446 ｵｵﾀﾇｷﾗﾝ Carex scitaeformis ● ●
1447 ｱｽﾞﾏﾅﾙｺ Carex shimidzensis ● ●
1448 ﾀｶﾞﾈｿｳ Carex siderosticta ● ● ● ●
1449 ﾐﾁﾉｸﾎﾝﾓﾝｼﾞｽｹﾞ Carex stenostachys var. cuneata ● ●
1450 ｺｼﾉﾎﾝﾓﾝｼﾞｽｹﾞ Carex stenostachys var. ikegamiana ● ● ●
1451 ｵｵｶﾜｽﾞｽｹﾞ Carex stipata ● ●
1452 ｱｾﾞｽｹﾞ Carex thunbergii ● ● ●
1453 ｵｵｱｾﾞｽｹﾞ Carex thunbergii var. appendiculata ●
1454 ｴｿﾞﾊﾘｽｹﾞ Carex uda ● ●
1455 ｵﾆﾅﾙｺｽｹﾞ Carex vesicaria ● ●
1456 ﾁｬｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus amuricus ● ● ●
1457 ﾋﾒｸｸﾞ Cyperus brevifolius var. leiolepis ● ●
1458 ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus difformis ● ● ●
1459 ﾋﾅｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus flaccidus ● ●
1460 ｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus globosus ● ● ●
1461 ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus iria ● ●
1462 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Cyperus microiria ● ● ●
1463 ｱｵｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus nipponicus ● ●
1464 ｳｼｸｸﾞ Cyperus orthostachyus ● ●
1465 ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ Cyperus sanguinolentus ● ● ●
1466 ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus serotinus ●
1467 ﾏﾂﾊﾞｲ Eleocharis acicularis var. longiseta ● ● ●
1468 ﾊﾘｲ Eleocharis congesta ● ● ●
1469 ｸﾛｸﾞﾜｲ Eleocharis kuroguwai ● ● ●
1470 ﾇﾏﾊﾘｲ Eleocharis mamilata var. cyclocarpa ● ●
1471 ｼｶｸｲ Eleocharis wichurae ● ● ●
1472 ｻｷﾞｽｹﾞ Eriophorum gracile ● ●
1473 ﾜﾀｽｹﾞ Eriophorum vaginatum ● ● ● ●
1474 ｺｱｾﾞﾃﾝﾂｷ Fimbristylis aestivalis ● ●
1475 ﾋﾃﾞﾘｺ Fimbristylis miliacea ● ● ●
1476 ｱｾﾞﾃﾝﾂｷ Fimbristylis squarrosa ● ● ●
1477 ﾔﾏｲ Fimbristylis subbispicata ● ● ●
1478 ﾋﾝｼﾞｶﾞﾔﾂﾘ Lipocarpha microcephala ● ● ●
1479 ﾐｶﾂﾞｷｸﾞｻ Rhynchospora alba ● ● ● ●
1480 ｲﾄｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ Rhynchospora faberi ●
1481 ｵｵｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ Rhynchospora fauriei ● ● ●
1482 ﾐﾔﾏｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ Rhynchospora yasudana ● ● ● ●
1483 ﾐﾈﾊﾘｲ Scirpus caespitosus ● ● ● ●
1484 ﾐﾔﾏﾎﾀﾙｲ Scirpus hondoensis ● ● ●
1485 ﾎﾀﾙｲ Scirpus juncoides ● ● ● ●
1486 ｲﾇﾎﾀﾙｲ Scirpus juncoides ssp.juncoides ● ●
1487 ｸﾛｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ Scirpus sylvaticus var. maximowiczii ● ●
1488 ﾌﾄｲ Scirpus tabernaemontani ● ●
1489 ｶﾝｶﾞﾚｲ Scirpus triangulatus ● ● ●
1490 ｻﾝｶｸｲ Scirpus triqueter ● ● ●
1491 ｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ Scirpus wichurae ● ● ● ｱｲﾊﾞｿｳ（文献5）
1492 ｳｷﾔｶﾞﾗ Scirpus yagara ●
1493 ｼｮｳｶﾞ ﾐｮｳｶﾞ Zingiber mioga ●
1494 ﾗﾝ ｺｱﾆﾁﾄﾞﾘ Amitostigma kinoshitae ● ● ● ●

1495 ｴﾋﾞﾈ Calanthe discolor ● ● ● ●

134



植物目録31/32

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 文献7
備考

既存文献
種名 学名No. 分類 科名

1496 ﾅﾂｴﾋﾞﾈ Calanthe reflexa ● ● ●
1497 ｻﾙﾒﾝｴﾋﾞﾈ Calanthe tricarinata ● ●
1498 ｷﾞﾝﾗﾝ Cephalanthera erecta ●
1499 ｷﾝﾗﾝ Cephalanthera falcata ● ●
1500 ｻｻﾊﾞｷﾞﾝﾗﾝ Cephalanthera longibracteata ● ● ● ●
1501 ｱｵﾁﾄﾞﾘ Coeloglossum viride var. bracteatum ●
1502 ｻｲﾊｲﾗﾝ Cremastra appendiculata ● ● ● ●
1503 ﾄｹﾝﾗﾝ Cremastra unguiculata ●
1504 ｼｭﾝﾗﾝ Cymbidium goeringii ● ● ● ● ●
1505 ｺｱﾂﾓﾘｿｳ Cypripedium debile ● ｺｱﾂﾓﾘ（文献1）
1506 ｸﾏｶﾞｲｿｳ Cypripedium japonicum ●
1507 ｱﾂﾓﾘｿｳ Cypripedium macranthum var. speciosum ●
1508 ｲﾁﾖｳﾗﾝ Dactylostalix ringens ●
1509 ｻﾜﾗﾝ Eleorchis japonica ● ● ● ● ● ｱｻﾋﾗﾝ（文献5）
1510 ｺｲﾁﾖｳﾗﾝ Ephippianthus schmidtii ● ● ● ●
1511 ｴｿﾞｽｽﾞﾗﾝ Epipactis papillosa ● ● ● ｱｵｽｽﾞﾗﾝ（文献1）
1512 ｶｷﾗﾝ Epipactis thunbergii ● ● ● ●
1513 ﾂﾁｱｹﾋﾞ Galeola septentrionalis ● ● ●
1514 ｵﾆﾉﾔｶﾞﾗ Gastrodia elata ● ● ● ●
1515 ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ Goodyera foliosa var. maximowicziana ● ● ● ●
1516 ﾂﾘｼｭｽﾗﾝ Goodyera pendula ● ● ●
1517 ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ Goodyera schlechtendaliana ● ● ● ●
1518 ｼｭｽﾗﾝ Goodyera velutina ●
1519 ﾉﾋﾞﾈﾁﾄﾞﾘ Gymnadenia camtschatica ● ● ● ●
1520 ﾃｶﾞﾀﾁﾄﾞﾘ Gymnadenia conopsea ●
1521 ﾐﾔﾏﾓｼﾞｽﾞﾘ Gymnadenia cucullata ●
1522 ｻﾜﾄﾝﾎﾞ Habenaria linearifolia ● ｵｵﾐｽﾞﾄﾝﾎﾞ（文献1）
1523 ﾐｽﾞﾄﾝﾎﾞ Habenaria sagittifera ●
1524 ｾｲﾀｶｽｽﾞﾑｼｿｳ Liparis japonica ● ｾｲﾀｶｽｽﾞﾑｼ（文献1）
1525 ｸﾓｷﾘｿｳ Liparis kumokiri ● ● ● ●
1526 ｽｽﾞﾑｼｿｳ Liparis makinoana ●
1527 ﾌﾀﾊﾞﾗﾝ Listera cordata var. japonica ● ●
1528 ﾐﾔﾏﾌﾀﾊﾞﾗﾝ Listera nipponica ● ● ● ●
1529 ｱﾘﾄﾞｵｼﾗﾝ Myrmechis japonica ● ● ● ●
1530 ﾋﾒﾑﾖｳﾗﾝ Neottia asiatica ●
1531 ﾊｸｻﾝﾁﾄﾞﾘ Orchis aristata ● ●
1532 ｳｽﾞﾗﾊﾞﾊｸｻﾝﾁﾄﾞﾘ Orchis aristata f. punctata ●
1533 ｶﾓﾒﾗﾝ Orchis cyclochila ● ● ●
1534 ｵﾉｴﾗﾝ Orchis fauriei ● ● ● ●
1535 ｳﾁｮｳﾗﾝ Orchis graminifolia ● ● ●
1536 ｺｹｲﾗﾝ Oreorchis patens ● ● ●
1537 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Platanthera chorisiana ●
1538 ｼﾞﾝﾊﾞｲｿｳ Platanthera florentii ● ● ●
1539 ﾐｽﾞﾁﾄﾞﾘ Platanthera hologlottis ● ● ●
1540 ﾂﾚｻｷﾞｿｳ Platanthera japonica ●
1541 ﾔﾏｻｷﾞｿｳ Platanthera mandarinorum var. brachycentron ●
1542 ﾀｶﾈｻｷﾞｿｳ Platanthera mandarinorum var. maximowicziana ●
1543 ｷｿﾁﾄﾞﾘ Platanthera ophrydioides var. monophylla ● ● ● ●
1544 ﾐﾔﾏﾁﾄﾞﾘ Platanthera ophrydioides var. takedae ●

1545 ｵｵﾔﾏｻｷﾞｿｳ Platanthera sachalinensis ● ● ●
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植物目録32/32

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 文献7
備考

既存文献
種名 学名No. 分類 科名

1546 ﾎｿﾊﾞﾉｷｿﾁﾄﾞﾘ Platanthera tipuloides ● ● ●
1547 ｺﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ Platanthera tipuloides var. nipponica ● ● ● ●
1548 ﾄｷｿｳ Pogonia japonica ● ● ● ● ●
1549 ﾔﾏﾄｷｿｳ Pogonia minor ● ● ● ●
1550 ﾈｼﾞﾊﾞﾅ Spiranthes sinensis var. amoena ● ● ●
1551 ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ Tipularia japonica ●
1552 ﾄﾝﾎﾞｿｳ Tulotis ussuriensis ● ● ●
1553 ﾊｸｳﾝﾗﾝ Vexillabium nakaianum ●
1554 ｼｮｳｷﾗﾝ Yoania japonica ● ● ● ●
－ ﾎｿﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ － ●
－ － 157科 278種 1108種 1134種 12種 1022種 247種 32種 －

注：学名が不明な種は科数、種数に含めていない。
　　種名、学名は「植物目録」（環境庁　1987）に準拠し、「植物目録」に記載がない種については文献内で使われていた種名、学名を用いた。
　　種名を変更した種については、備考欄に文献内で使われていた種名を記載した。
　　「植物目録」及び図鑑資料に種名、学名が記載されていない種については、学名を不明とし、種数に含まなかった。

既存文献
文献1：「国立、国定公園内特別地域内指定植物図鑑-東北編-」（環境庁 1979年）　（越後三山只見国定公園での指定植物）
文献2：「只見町史資料集 第４集 会津只見の自然 植物編」（只見町　2001年）
文献3：「只見町文化財調査報告書 会津只見の植物」（只見町教育委員会 2004年）
文献4：「会津生物同好会研究誌 No.6」（会津生物同好会　1968年）
文献5：「舘岩村史 第2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村　1995年）
文献6：「南郷村史　第2巻」（南郷村　1985年）
文献7：「レッドデータブックふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県 2002年）
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鳥類目録1/3

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5
1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps ruficollis poggei ● 留鳥 少ない 2～10月 ○
2 ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps nigricollis nigricollis ● 冬鳥 まれ 日本で繁殖しない
3 ｱｶｴﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps grisegena holbollii ● 冬鳥 まれ 5～9月
4 ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ Podiceps cristatus cristatus ● 冬鳥 まれ 3～8月
5 ﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ ﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ ｵｵﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ Calonectris leucomelas ● 迷鳥 まれ 11月下旬～12月初旬
6 ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo hanedae ● 迷鳥 まれ 1年中
7 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ﾖｼｺﾞｲ Ixobrychus sinensis ● ● － － 5～8月
8 ｺﾞｲｻｷﾞ Nycticorax nycticorax nycticorax ● ● 留鳥 少ない 4～7月 ○
9 ｻｻｺﾞｲ Butorides striatus amurensis ● 夏鳥 まれ 4～7月
10 ｱﾏｻｷﾞ Bubulcus ibis coromandus ● 夏鳥 少ない 4～9月
11 ﾀﾞｲｻｷﾞ Egretta alba ● 夏鳥 少ない 4～9月
12 ｺｻｷﾞ Egretta garzetta garzetta ● ● 夏鳥 少ない 4～9月
13 ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea jouyi ● 留鳥 普通 4～9月 ○
14 ｶﾓ ｶﾓ ｵｵﾊｸﾁｮｳ Cygnus cygnus ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
15 ｺﾊｸﾁｮｳ Cygnus columbianus ● 冬鳥 普通 日本で繁殖しない
16 ｵｼﾄﾞﾘ Aix galericulata ● ● ● ● 留鳥 普通 4～7月 ○
17 ﾏｶﾞﾓ Anas platyrhynchos platyrhynchos ● 冬鳥 普通 4～8月
18 ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha zonorhyncha ● ● ● ● 留鳥 普通 4～7月 ○
19 ｺｶﾞﾓ Anas crecca ● ● ● 冬鳥 普通 5～7月
20 ﾄﾓｴｶﾞﾓ Anas formosa ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
21 ﾖｼｶﾞﾓ Anas falcata ● ● ● 冬鳥 少ない 6～7月
22 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ Anas strepera strepera ● 冬鳥 少ない 5～6月
23 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ Anas penelope ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
24 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ Anas acuta acuta ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
25 ﾎｼﾊｼﾞﾛ Aythya ferina ● 冬鳥 普通 日本で繁殖しない
26 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ Aythya fuligula ● 冬鳥 少ない 5～7月
27 ｽｽﾞｶﾞﾓ Aythya marila mariloides ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
28 ﾎｵｼﾞﾛｶﾞﾓ Bucephala clangula clangula ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
29 ｶﾜｱｲｻ Mergus merganser merganser ● 冬鳥 少ない 4～6月
30 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ Pandion haliaetus haliaetus ● 夏鳥 少ない 4～7月
31 ﾊﾁｸﾏ Pernis apivorus japonicus ● ● 夏鳥 少ない 5月下旬～9月 ○
32 ﾄﾋﾞ Milvus migrans lineatus ● ● ● ● 留鳥 普通 2～9月 ○
33 ｵｼﾞﾛﾜｼ Haliaeetus albicilla albicilla ● 冬鳥 少ない 3～8月
34 ｵｵﾀｶ Accipiter gentilis ● ● ● 夏鳥 少ない 4～6月（産卵期） ○
35 ﾂﾐ Accipiter gularis ● ● ● 夏鳥 少ない 4～5月(産卵期） ○
36 ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus nisosimilis ● ● 夏鳥 少ない 5月（産卵期） ○
37 ﾉｽﾘ Buteo buteo ● ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～6月（産卵期） ○
38 ｻｼﾊﾞ Butastur indicus ● 夏鳥 少ない 4～7月 ○
39 ｸﾏﾀｶ Spizaetus nipalensis orientalis ● ● ● ● ● 留鳥 少ない 4～7月 ○
40 ｲﾇﾜｼ Aquila chrysaetos japonica ● ● 留鳥 少ない 3～6月 ○
41 ﾊﾔﾌﾞｻ ﾊﾔﾌﾞｻ Falco peregrinus ● ● ● 留鳥 少ない 3月下旬～4月中旬（産卵期） ○
42 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ Falco tinnunculus interstinctus ● ● － － 4～7月
43 ｷｼﾞ ｷｼﾞ ﾔﾏﾄﾞﾘ Phasianus soemmerringii ● ● ● ● 留鳥 少ない 4～6月（巣造り） ○
44 ｷﾀｷｼﾞ Phasianus colchicus robustipes ● ● － － 4～7月（ｷｼﾞの繁殖時期）
45 ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ Rallus aquaticus indicus ● ● － － 5～8月
46 ﾋｸｲﾅ Porzana fusca ● 夏鳥 少ない 5～8月
47 ｵｵﾊﾞﾝ Fulica atra atra ● 迷鳥 まれ 4～8月
48 ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ Charadrius placidus japonicus ● 夏鳥 普通 3～7月 ○
49 ｼｷﾞ ｲｿｼｷﾞ Tringa hypoleucos ● ● 夏鳥 少ない 4～7月 ○
50 ﾔﾏｼｷﾞ Scolopax rusticola ● ● － － 4～6月
51 ﾀｼｷﾞ Gallinago gallinago galiinago ● ● － － 4～7月
52 ﾋﾚｱｼｼｷﾞ ｱｶｴﾘﾋﾚｱｼｼｷﾞ Phalaropus lobatus ● 旅鳥 まれ 5～7月
53 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ Larus ridibundus sibiricus ● 冬鳥 少ない 4～7月
54 ｶﾓﾒ Larus canus kamtschatschensis ● 迷鳥 少ない 5～7月
55 ｳﾐﾈｺ Larus crassirostris ● 迷鳥 少ない 4～7月
56 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis ● ● ● ● 夏鳥 普通 3～11月 ○
57 ｱｵﾊﾞﾄ Sphenurus sieboldii sieboldii ● 夏鳥 少ない 不明
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58 ｶｯｺｳ ｶｯｺｳ ｼﾞｭｳｲﾁ Cuculus fugax hyperythrus ● ● ● 夏鳥 少ない 6～7月（産卵期） ○
59 ｶｯｺｳ Cuculus canorus telephonus ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～8月(産卵期） ○
60 ﾂﾂﾄﾞﾘ Cuculus saturatus horsfieldi ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～6月（産卵期） ○
61 ﾎﾄﾄｷﾞｽ Cuculus poliocephalus poliocephalus ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～6月（産卵期） ○
62 ﾌｸﾛｳ ﾌｸﾛｳ ﾄﾗﾌｽﾞｸ Asio otus otus ● 夏鳥 まれ 5～7月
63 ｺﾉﾊｽﾞｸ Otus scops ● ● ● 夏鳥 少ない 5～6月（産卵期） ○
64 ﾌｸﾛｳ Strix uralensis ● ● ● 留鳥 少ない 3～5月 ○
65 ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ Caprimulgus indicus jotaka ● ● ● 夏鳥 少ない 5～8月(産卵期） ○
66 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ｱﾏﾂﾊﾞﾒ ﾊﾘｵｱﾏﾂﾊﾞﾒ Chaetura caudacuta caudacuta ● 夏鳥 少ない 5～9月 ○
67 ｱﾏﾂﾊﾞﾒ Apus pacificus ● ● ● ● 夏鳥 少ない 不明 ○
68 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ﾔﾏｾﾐ Ceryle lugubris ● ● ● ● 留鳥 少ない 3～8月 ○
69 ﾔﾏｼｮｳﾋﾞﾝ Halcyon pileata ● 迷鳥 まれ 4～7月
70 ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ Halcyon coromanda ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
71 ｶﾜｾﾐ Alcedo atthis bengalensis ● ● ● 留鳥 少ない 3～8月 ○
72 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ Eurystomus orientalis calonyx ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
73 ﾔﾂｶﾞｼﾗ ﾔﾂｶﾞｼﾗ Upura epops saturata ● 迷鳥 まれ 4～8月
74 ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱｵｹﾞﾗ Picus awokera ● ● ● ● 留鳥 少ない 4～6月 ○
75 ｱｶｹﾞﾗ Dendrocopos major ● ● ● ● 留鳥 少ない 5～7月 ○
76 ｵｵｱｶｹﾞﾗ Dendrocopos leucotos ● 留鳥 少ない 3～6月 ○
77 ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki ● ● ● ● 留鳥 少ない 5～7月 ○
78 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ Alauda arvensis ● ● ● ● 夏鳥 普通 4月初旬～7月 ○
79 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～7月（産卵期） ○
80 ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica dasypus ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～8月 ○
81 ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea robusta ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～8月 ○
82 ﾊｸｾｷﾚｲ Motacilla alba ● ● 留鳥 普通 5～7月 ○
83 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis ● ● ● ● 夏鳥 普通 3～7月 ○
84 ﾋﾞﾝｽﾞｲ Anthus hodgsoni ● 夏鳥 少ない 5～8月 ○
85 ﾀﾋﾊﾞﾘ Anthus spinoletta japonicus ● 迷鳥 まれ 日本で繁殖しない
86 ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus ● ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
87 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
88 ﾓｽﾞ ﾁｺﾞﾓｽﾞ Lanius tigrinus ● ● 夏鳥 少ない 5月下旬～7月 ○
89 ﾓｽﾞ Lanius bucephalus bucephalus ● ● ● ● 夏鳥 少ない 2月下旬～7月 ○
90 ﾚﾝｼﾞｬｸ ｷﾚﾝｼﾞｬｸ Bombycilla garrulus centralasiae ● ● － － 日本で繁殖しない
91 ﾋﾚﾝｼﾞｬｸ Bombycilla japonica ● ● ● 旅鳥 少ない 日本で繁殖しない
92 ｶﾜｶﾞﾗｽ ｶﾜｶﾞﾗｽ Cinclus pallasii pallasii ● ● ● ● 留鳥 普通 3～6月 ○
93 ﾐｿｻｻﾞｲ ﾐｿｻｻﾞｲ Troglodytes troglodytes ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～7月 ○
94 ﾋﾀｷ ﾉｺﾞﾏ Erithacus calliope ● 旅鳥 まれ 6～8月
95 ｺﾙﾘ Erithacus cyane ● ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
96 ﾙﾘﾋﾞﾀｷ Tarsiger cyanurus cyanurus ● 夏鳥 少ない 5～8月 ○
97 ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus auroreus ● ● ● ● 旅鳥 少ない 不明
98 ﾉﾋﾞﾀｷ Saxicola torquata stejnegeri ● ● 旅鳥 少ない 5～8月
99 ﾄﾗﾂｸﾞﾐ Turdus dauma ● ● 夏鳥 少ない 不明 ○
100 ﾏﾐｼﾞﾛ Turdus sibiricus davisoni ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
101 ｸﾛﾂｸﾞﾐ Turdus cardis ● ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
102 ｱｶﾊﾗ Turdus chrysolaus ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5月中旬～8月
103 ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus ● 冬鳥 少ない 不明
104 ﾏﾐﾁｬｼﾞﾅｲ Turdus obscurus ● 旅鳥 まれ 日本で繁殖しない
105 ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni ● ● ● ● 冬鳥 普通 日本で繁殖しない
106 ﾔﾌﾞｻﾒ Cettia squameiceps ● ● ● ● 夏鳥 少ない 4月下旬～8月 ○
107 ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～8月 ○
108 ｺﾖｼｷﾘ Acrocephalus bistrigiceps ● 夏鳥 少ない 5月中旬～8月
109 ｵｵﾖｼｷﾘ Acrocephalus arundinaceus orientalis ● ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○
110 ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ Phylloscopus borealis ● 夏鳥 少ない 6～8月 ○
111 ｴｿﾞﾑｼｸｲ Phylloscopus tenellipes ● ● － － 5～7月
112 ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ Phylloscopus occipitalis coronatus ● ● 夏鳥 普通 5～6月（産卵期） ○
113 ｷｸｲﾀﾀﾞｷ Regulus regulus japonensis ● 留鳥 少ない 6～8月 ○
114 ｾｯｶ Cisticola juncidis brunniceps ● ● － － 4～9月中旬
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115 ｷﾋﾞﾀｷ Ficedula narcissina ● ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○
116 ｵｵﾙﾘ Cyanoptila cyanomelana cyanomelana ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○
117 ｻﾒﾋﾞﾀｷ Muscicapa sibirica sibirica ● 夏鳥 まれ 6～8月
118 ｴｿﾞﾋﾞﾀｷ Muscicapa griseisticta ● 夏鳥 少ない 日本で繁殖しない
119 ｺｻﾒﾋﾞﾀｷ Muscicapa latirostris ● ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～7月 ○
120 ｻﾝｺｳﾁｮｳ Terpsiphone atrocaudata ● 夏鳥 少ない 5～8月
121 ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus ● ● 留鳥 普通 4～6月 ○
122 ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｺｶﾞﾗ Parus montanus ● ● ● ● 留鳥 普通 5～7月 ○
123 ﾋｶﾞﾗ Parus ater insularis ● ● ● ● 留鳥 普通 5～7月 ○
124 ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius ● ● ● ● 留鳥 普通 4～7月 ○
125 ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major ● ● ● ● 留鳥 普通 4～7月 ○
126 ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ Sitta europaea ● ● ● ● 留鳥 少ない 4～7月 ○
127 ｷﾊﾞｼﾘ ｷﾊﾞｼﾘ Certhia familiaris ● 留鳥 少ない 3～6月 ○
128 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonica ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○
129 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Emberiza cioides ciopsis ● ● ● ● 夏鳥 普通 4～9月 ○
130 ﾎｵｱｶ Emberiza fucata fucata ● ● ● － － 5～7月
131 ｶｼﾗﾀﾞｶ Emberiza rustica latifascia ● ● ● ● 冬鳥 普通 日本で繁殖しない
132 ﾉｼﾞｺ Emberiza sulphurata ● ● 夏鳥 少ない 5～7月
133 ｱｵｼﾞ Emberiza spodocephala ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
134 ｸﾛｼﾞ Emberiza variabilis ● ● ● 夏鳥 普通 5～8月 ○
135 ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ Fringilla montifringilla ● ● ● 旅鳥 少ない 日本で繁殖しない
136 ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica ● ● ● ● 夏鳥 普通 3～7月 ○
137 ﾏﾋﾜ Cauduelis spinus ● ● ● ● 旅鳥 少ない 5～7月
138 ﾊｷﾞﾏｼｺ Leucosticte arctoa brunneonucha ● ● 迷鳥 まれ 日本で繁殖しない
139 ｲｽｶ Loxia curvirostra japonica ● ● － － ほぼ1年中
140 ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus sanguinolentus ● ● 冬鳥 少ない 日本で繁殖しない
141 ｳｿ Pyrrhula pyrrhula ● ● ● 留鳥 普通 5月下旬～8月（巣造り） ○
142 ｲｶﾙ Eophona personata personata ● ● ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
143 ｼﾒ Coccothraustes coccothraustes ● ● ● ● 旅鳥 少ない 日本で繁殖しない
144 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ﾆｭｳﾅｲｽｽﾞﾒ Passer rutilans rutilans ● ● 夏鳥 普通 5～7月 ○
145 ｽｽﾞﾒ Passer montanus saturatus ● ● ● ● 留鳥 普通 2～9月 ○
146 ﾑｸﾄﾞﾘ ｺﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus philippensis ● ● 夏鳥 少ない 4月中旬～7月 ○
147 ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus ● ● ● ● 夏鳥 普通 3月下旬～7月 ○
148 ｶﾗｽ ｶｹｽ Garrulus glandarius ● ● ● ● 留鳥 普通 4～6月 ○
149 ｵﾅｶﾞ Cyanopica cyana japonica ● ● ● ● 夏鳥 少ない 5～8月 ○
150 ﾎｼｶﾞﾗｽ Nucifraga caryocatactes ● ● 夏鳥 少ない 4～5月(産卵期） ○
151 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone orientalis ● ● ● ● 留鳥 普通 3～6月 ○
152 ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos ● ● ● ● 留鳥 普通 3～7月 ○

－ 17目 42科 141種 67種 80種 80種 13種 － － － 86種
注：種名、学名は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（環境庁 1993年）に準拠した。
　　只見町での渡り区分、分布、繁殖については文献1の記載内容をまとめた。
　　繁殖時期は「原色日本野鳥生態図鑑<水鳥編>」（保育社　1995年）、「原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>」（保育社　1995年）を参考にした。
　　　　　　　
既存文献
文献1：「只見町史資料集　第4集『会津只見の自然』気候・地質・動物編」（只見町史編さん委員会 2001年）
文献2：「鳥類生息状況調査報告書」（福島県森林保全課　1985年）
文献3：「舘岩村史 第2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村　1995年）
文献4：「南郷村史　第2巻」（南郷村　1985年）
文献5：「レッドデータブックふくしまⅠ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（2002年　福島県）

渡り区分
留鳥：只見町内で1年を通して生息している鳥
夏鳥：春、只見町に渡来し、繁殖期を過ごして秋に飛び去る鳥
冬鳥：秋、只見町に渡来し、越冬して春に飛び去る鳥
旅鳥：繁殖地や越冬地に移動する途中、只見町に春と秋に出現する鳥
迷鳥：迷い込んだ鳥
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昆虫目録1/31

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5
1 ｶｹﾞﾛｳ ﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ ｵｵﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Siphlonurus binotatus ●
2 ﾅﾐﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ Siphlonurus sanukensis ●
3 ｺｶｹﾞﾛｳ ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus ●
4 ﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ Cloeon dipterum ●
5 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ｵﾋﾞｶｹﾞﾛｳ Bleptus fasciatus ●
6 ﾐﾔﾏﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Cinygmula hirasana ●
7 ｴﾙﾓﾝﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus latifolium ●
8 ｳｴﾉﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Epeorus uenoi ●
9 ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ Rhithrogena japonica ● ●
10 ﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ ﾅﾐﾄﾋﾞｲﾛｶｹﾞﾛｳ Paraleptophlebia chocolata ●
11 ｶﾜｶｹﾞﾛｳ ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ Potamanthodes kamonis ●
12 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera strigata ● ●
13 ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Cincticostella nigra ● ●
14 ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella basalis ●
15 ﾖｼﾉﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Drunella cryptomeria ●
16 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｸﾛｲﾄﾄﾝﾎﾞ Cercion calamorum calamorum ●
17 ｵｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Cercion sieboldii ●
18 ｷｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ceriagrion melanurum ● ● ●
19 ｴｿﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ Coenagrion lanceolatum ● ●
20 ｵｾﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ Coenagrion terue ●
21 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ischnura asiatica ●
22 ﾓｰﾄﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ Mortonagrion selenion ●
23 ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ Copera annulata ● ●
24 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾎｿﾐｵﾂﾈﾝﾄﾝﾎﾞ Indolestes peregrinus ●
25 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes sponsa ● ●
26 ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis ●
27 ｵﾂﾈﾝﾄﾝﾎﾞ Sympecma paedisca paedisca ●
28 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Calopteryx atrata ● ●
29 ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia ●
30 ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ Calopteryx japonica ●
31 ﾋｶﾞｼｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais pruinosa costalis ● ● ● ｶﾜﾄﾝﾎﾞ(文献3)
32 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ Epiophlebia superstes ●
33 ﾑｶｼﾔﾝﾏ ﾑｶｼﾔﾝﾏ Tanypteryx pryeri ● ● ● ●
34 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ﾐﾔﾏｻﾅｴ Anisogomphus maacki ● ●
35 ﾔﾏｻﾅｴ Asiagomphus melaenops ● ●
36 ｸﾛｻﾅｴ Davidius fujiama ● ●
37 ﾓｲﾜｻﾅｴ Davidius moiwanus moiwanus ●
38 ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ Davidius nanus ●
39 ﾎﾝｻﾅｴ Gomphus postocularis ●
40 ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ Lanthus fujiacus ● ●
41 ｵﾅｶﾞｻﾅｴ Onychogomphus viridicosta ●
42 ｺｵﾆﾔﾝﾏ Sieboldius albardae ●
43 ｵｼﾞﾛｻﾅｴ Stylogomphus suzukii ●
44 ｺｻﾅｴ Trigomphus melampus ● ● ｻﾅｲﾄﾝﾎﾞ(文献3)
45 ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii ● ● ●
46 ﾔﾝﾏ ﾙﾘﾎﾞｼﾔﾝﾏ Aeschna (Aeshna) juncea ● ●
47 ｵｵﾙﾘﾎﾞｼﾔﾝﾏ Aeschna (Aeshna) nigroflava ●
48 ｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾔﾝﾏ Anax nigrofasciatus nigrofasciatus ●
49 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ Anax parthenope julius ● ●
50 ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ Planaeschna milnei ●
－ ﾙﾘﾎﾞｼｷﾞﾝﾔﾝﾏ － ●
51 ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ ｵｵﾔﾏﾄﾝﾎﾞ Epophthalmia elegans ●
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52 ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ Macromia amphigena amphigena ●
53 ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ Somatochlora uchidai ●
54 ﾄﾝﾎﾞ ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ Crocothemis servilia mariannae ● ●
55 ｶｵｼﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Leucorrhinia dubia orientalis ●
56 ﾖﾂﾎﾞｼﾄﾝﾎﾞ Libellula quadrimaculata asahinai ● ●
57 ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Lyriothemis pachygastra ● ●
58 ﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ Nannophya pygmaea ● ● ● ●
59 ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum albistylum speciosum ● ● ●
60 ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ Orthetrum japonicum japonicum ●
61 ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum triangulare melania ●
62 ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ Pantala flavescens ● ●
63 ﾅﾂｱｶﾈ Sympetrum darwinianum ●
64 ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ Sympetrum eroticum eroticum ●
65 ｱｷｱｶﾈ Sympetrum frequens ● ●
66 ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ Sympetrum infuscatum ●
67 ﾐﾔﾏｱｶﾈ Sympetrum pedemontanum elatum ● ●
68 ﾘｽｱｶﾈ Sympetrum risi risi ●
69 ｶﾜｹﾞﾗ ﾄﾜﾀﾞｶﾜｹﾞﾗ ﾄﾜﾀﾞｶﾜｹﾞﾗ Scopura longa ● ●
70 ｸﾛｶﾜｹﾞﾗ ｾｯｹｲｶﾜｹﾞﾗ Eocapnia nivalis ● ｾﾂｹｲｶﾜｹﾞﾗ(文献3)
71 ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ ｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗ Perlodes(Perlodes) frisonana ● ●
－ ｺｳﾉｱﾐﾒｶﾜｹﾞﾗﾓﾄﾞｷ － ●
72 ｶﾜｹﾞﾗ ﾓﾝｶﾜｹﾞﾗ Calineuria stigmatica ● ●
73 ｷﾍﾞﾘｵｽｴﾀﾞｶﾜｹﾞﾗ Caroperla pacifica ●
74 ﾌﾀｽｼﾞｺｶﾞﾀﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ Gibosia jezoensis ● ﾌﾀｽｼﾞﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ(文献2)
75 ｸﾛﾋｹﾞｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria quadrata ●
76 ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ Kamimuria tibialis ●
77 ﾔﾏﾄﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ Neoperla nipponensis ●
78 ﾔﾏﾄｶﾜｹﾞﾗ Niponiella limbatella ●
79 ｵｵｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗ Paragnetina tinetipennis ●
80 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ｵｵｺﾞｷﾌﾞﾘ ｵｵｺﾞｷﾌﾞﾘ Panesthia angustipennis spadica ●
81 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ｸﾛｺﾞｷﾌﾞﾘ Periplaneta fuliginosa ●
82 ﾔﾏﾄｺﾞｷﾌﾞﾘ Periplaneta japonica ● ●
83 ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella germanica ● ●
84 ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ｺｶﾏｷﾘ Statilia maculata ● ●
85 ﾁｮｳｾﾝｶﾏｷﾘ Tenodera angustipennis ●
86 ｵｵｶﾏｷﾘ Tenodera aridifolia ● ●
87 ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ｲｴｼﾛｱﾘ Coptotermes formosanus ●
88 ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ Reticulitermes speratus speratus ● ●
89 ﾊﾞｯﾀ ｺﾛｷﾞｽ ﾊﾈﾅｼｺﾛｷﾞｽ Nippancistroger testaceus ●
90 ｺﾛｷﾞｽ Prosopogryllacris japonica ●
91 ｶﾏﾄﾞｳﾏ ｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena apicalis ●
92 ﾏﾀﾞﾗｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena japonica ● ●
93 ｸﾗｽﾞﾐｳﾏ Tachycines asynamorus ●
94 ｺﾉｼﾀｳﾏ Tachycines elegantissima ●
95 ｹﾗ ｹﾗ Gryllotalpa fossor ●
96 ｺｵﾛｷﾞ ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus arietulus ●
97 ﾐﾂｶﾄﾞｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus doenitzi ● ●
98 ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus equestris ● ﾓﾘｵｶｶﾒｺｵﾛｷﾞ(文献2)
99 ｼﾊﾞｽｽﾞ Pteronemobius mikado ●
100 ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ Pteronemobius nigrofasciatus ●
101 ﾔﾁｽｽﾞ Pteronemobius ohmachii ●
102 ｴｿﾞｽｽﾞ Pteronemobius yezoensis ●
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103 ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ Teleogryllus emma ● ●
104 ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ Velarifictorus mikado ●
105 ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ Homoeogryllus japonicus ●
106 ｶﾝﾀﾝ ｶﾝﾀﾝ Oecanthus indicus ● ●
107 ｷﾘｷﾞﾘｽ ｾｽｼﾞﾂﾕﾑｼ Ducetia japonica ●
108 ﾂﾕﾑｼ Phaneroptera falcata ●
109 ｱｼｸﾞﾛﾂﾕﾑｼ Phaneroptera nigroantennata ●
110 ﾋﾒﾔﾌﾞｷﾘﾓﾄﾞｷ Tettigoniopsis forcipicercus ● ｷﾀﾊﾀﾞｶｻｻｷﾘﾓﾄﾞｷ(文献2)
111 ｸﾂﾜﾑｼ Mecopoda nipponensis ●
112 ｷﾘｷﾞﾘｽ Gampsocleis buergeri ● ●
113 ﾋﾒｷﾞｽ Metrioptera hime ● ●
114 ﾔﾌﾞｷﾘ Tettigonia orientalis orientalis ● ●
115 ｳｽｲﾛｻｻｷﾘ Conocephalus chinensis ●
116 ｵﾅｶﾞｻｻｷﾘ Conocephalus gladiatus ●
117 ｺﾊﾞﾈｻｻｷﾘ Conocephalus japonicus ●
118 ﾎｼｻｻｷﾘ Conocephalus maculatus ●
119 ｻｻｷﾘ Conocephalus melas ●
120 ﾋﾒｸｻｷﾘ Homorocoryphus jezoensis ●
121 ｳﾏｵｲ Hexacentrus japonicus japonicus ●
122 ﾊﾔｼﾉｳﾏｵｲ Hexacentrus hareyamai ●
123 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ Atractomorpha lata ● ●
124 ﾊﾞｯﾀ ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ Acrida cinerea ● ●
125 ﾋﾅﾊﾞｯﾀ Chorthippus brunneus ●
126 ﾋﾛﾊﾞﾈﾋﾅﾊﾞｯﾀ Chorthippus latipennis ●
127 ｶﾜﾗﾊﾞｯﾀ Eusphingonotus japonicus ●
128 ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ Locusta migratoria ● ●
129 ﾅｷｲﾅｺﾞ Mongolotettix japonicus japonicus ●
130 ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ Oedaleus infernalis ● ●
131 ｴｿﾞｲﾅｺﾞ Oxya yezoensis ● ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ(文献2)
132 ﾐｶﾄﾞﾌｷﾊﾞｯﾀ Parapodisma mikado ● ﾐﾔﾏﾌｷﾊﾞｯﾀ(文献2)
133 ｱｵﾌｷﾊﾞｯﾀ Parapodisma subaptera ●
134 ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ Trilophidia annulata japonica ●
135 ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾄｹﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Criotettix japonicus ●
136 ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Euparatettix insularis ●
137 ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica ●
138 ﾉﾐﾊﾞｯﾀ ﾉﾐﾊﾞｯﾀ Xya japonica ●
139 ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ ｴﾀﾞﾅﾅﾌｼ Phraortes illepidus ●
140 ﾄﾋﾞﾅﾅﾌｼ Micadina phluctaenoides ●
141 ﾔｽﾏﾂﾄﾋﾞﾅﾅﾌｼ Micadina yasumatsui ●
142 ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ Anisolabis maritima ● ● ﾊｻﾐﾑｼ(文献2)
143 ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ Gonolabis marginalis ●
144 ｵｵﾊｻﾐﾑｼ ｵｵﾊｻﾐﾑｼ Labidura riparia japonica ● ● ●
145 ｸｷﾞﾇｷﾊｻﾐﾑｼ ｺﾌﾞﾊｻﾐﾑｼ Anechura harmandi ● ●
146 ｷﾊﾞﾈﾊｻﾐﾑｼ Forficula mikado ●
147 ｶﾞﾛｱﾑｼ ｶﾞﾛｱﾑｼ ｶﾞﾛｱﾑｼ Galloisiana nipponensis ●
148 ﾁｬﾀﾃﾑｼ ｺﾅﾁｬﾀﾃ ｺﾅﾁｬﾀﾃ Liposcelis divinatorius ● ●
149 ｶﾂﾌﾞｼﾁｬﾀﾃ Liposcelis entomophilus ●
150 ｹﾁｬﾀﾃ ﾖﾂﾓﾝﾎｿﾁｬﾀﾃ Graphopsocus cruciatus ●
151 ﾋﾒﾁｬﾀﾃ ﾋﾒﾁｬﾀﾃ Lachesilla pedicularia ● ﾋﾒｹﾁｬﾀﾃ(文献3)
152 ﾏﾄﾞﾁｬﾀﾃ ﾏﾄﾞﾁｬﾀﾃ Peripsocus ignis ●
153 ﾏﾙﾁｬﾀﾃ ﾏﾙﾁｬﾀﾃ Mesopsocus unipunctatus ●
154 ﾁｬﾀﾃ ｵｵﾁｬﾀﾃ Amphigerontia nubila ● ●
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155 ｽｼﾞﾁｬﾀﾃ Pseudocerastis tokyoensis ● ●
156 ﾊｼﾞﾗﾐ ﾐﾅﾐｹﾓﾉﾊｼﾞﾗﾐ ｲﾇﾊｼﾞﾗﾐ Heterodoxus spiniger ● ● ●
157 ﾀﾝｶｸﾊｼﾞﾗﾐ ﾋﾖﾄﾞﾘﾊｼﾞﾗﾐ Menacanthus eurysternus ●
158 ﾆﾜﾄﾘｵｵﾊｼﾞﾗﾐ Menacanthus stramineus ● ●
159 ﾆﾜﾄﾘﾊｼﾞﾗﾐ Menopon gallinae ● ●
160 和名なし Ricinus elongatus ●
161 ﾀﾈﾊｼﾞﾗﾐ ﾋｶﾞﾗﾊｼﾞﾗﾐ Ricinus medius ●
162 ｹﾓﾉﾊｼﾞﾗﾐ ｳﾏﾊｼﾞﾗﾐ Damalinia eqyi ●
163 ﾈｺﾊｼﾞﾗﾐ Felicola subrostratus ● ●
－ ﾁｮｳｶｸﾊｼﾞﾗﾐ ﾑｸﾄﾞﾘﾊｼﾞﾗﾐ － ●
164 ｼﾗﾐ ｹｼﾞﾗﾐ ｹｼﾞﾗﾐ Pthirus pubis ●
165 ﾋﾄｼﾞﾗﾐ ﾋﾄｼﾞﾗﾐ Pediculus humanus ● ｱﾀﾏｼﾞﾗﾐ、ｺﾛﾓｼﾞﾗﾐ(共に文献3)
166 ｹﾓﾉﾎｿｼﾞﾗﾐ ｲﾇｼﾞﾗﾐ Linognathus setosus ●
167 ｱｻﾞﾐｳﾏ ｱｻﾞﾐｳﾏ ﾀﾞｲｽﾞｱｻﾞﾐｳﾏ Mycterothrips glycines ●
168 ｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ ｻｻｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ Podothrips sasacola ● ｻｻｸﾚｱｻﾞﾐｳﾏ(文献3)
169 ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ｷｶﾞｼﾗﾋｼｳﾝｶ Kuvera flaviceps ●
170 ｳﾝｶ ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ Laodelphax striatella ●
171 ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ Nilaparvata lugens ● ●
172 ｾｼﾞﾛｳﾝｶ Sogatella furcifera ● ●
－ ﾋﾒﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ － ●
173 ﾃﾝｸﾞｽｹﾊﾞ ﾃﾝｸﾞｽｹﾊﾞ Dictyophara patruelis ●
174 ﾊｺﾞﾛﾓ ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ Orosanga japonicus ●
175 ｾﾐ ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ Graptopsaltria nigrofuscata ● ● ●
176 ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ Meimuna opalifera ● ●
177 ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ Oncotympana maculaticollis ● ● ●
178 ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ Platypleura kaempferi ● ●
179 ﾋｸﾞﾗｼ Tanna japonensis japonensis ● ●
180 ｴｿﾞﾊﾙｾﾞﾐ Terpnosia nigricosta ●
181 ﾊﾙｾﾞﾐ Terpnosia vacua ● ● ●
182 ｺｴｿﾞｾﾞﾐ Tibicen bihamatus ● ●
183 ｱｶｴｿﾞｾﾞﾐ Tibicen flammatus ●
184 ﾁｯﾁｾﾞﾐ Cicadetta radiator ● ●
185 ﾄｹﾞｱﾜﾌｷﾑｼ ﾑﾈｱｶｱﾜﾌｷ Hindoloides bipunctatus ● ●
186 ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾏﾂｱﾜﾌｷ Aphrophora flavipes ●
187 ｼﾛｵﾋﾞｱﾜﾌｷ Aphrophora intermedia ●
188 ﾎｼｱﾜﾌｷ Aphrophora stictica ●
189 ﾌﾞﾄﾞｳｱﾜﾌｷ Dophoara vitis ●
190 ﾂﾉｾﾞﾐ ﾏﾙﾂﾉｾﾞﾐ Gargara genistae ●
191 ｼﾀﾞﾖｺﾊﾞｲ ｼﾀﾞﾖｺﾊﾞｲ Japanagallia pteridis ●
192 ｵｵﾖｺﾊﾞｲ ﾂﾏｸﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ Bothrogonia ferruginea ● ●
193 ﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ Edwardsiana flavescens ●
194 ﾖｺﾊﾞｲ ﾌﾀﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ Macrosteles fasciifrons ●
195 ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ Nephotettix cincticeps ● ● ● ﾂﾕｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ(文献2)
196 ｷｼﾞﾗﾐ ｸﾜｷｼﾞﾗﾐ Anomoneura mori ●
197 ﾊﾝﾉｷｼﾞﾗﾐ Psylla alni ●
198 ｸﾞﾐｷｼﾞﾗﾐ Psylla elaeagni ●
199 ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｸﾘｵｵｱﾌﾞﾗﾑｼ Lachnus tropicalis ● ● ｸﾘﾉｵｵｱﾘﾏｷ(文献2)
200 ﾀﾞｲｺﾝｱﾌﾞﾗﾑｼ Brevicoryne brassicae ●
201 ﾖﾓｷﾞｺﾌﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ Micraphis artemisiae ● ﾖﾓｷﾞｺｱﾌﾞﾗﾑｼ(文献3)
202 ｺﾅｼﾞﾗﾐ ｱｹﾋﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ Odontoaleyrodes akebiae ●
203 ﾂﾊﾞｷｺﾅｼﾞﾗﾐ Aleurotrachelus camelliae ●
－ ｺﾅｼﾞﾗﾐ － ●
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204 ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ ｵｵﾜﾀｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ Phenacoccus pergandei ●
－ ﾌｸﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ ﾌｸﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ － ●
205 ﾀﾏｶｲｶﾞﾗﾑｼ ﾅﾗﾀﾏｶｲｶﾞﾗﾑｼ Kermes nakagawae ●
－ ﾀﾏｶｲｶﾞﾗﾑｼ － ●
206 ｶﾀｶｲｶﾞﾗﾑｼ ﾙﾋﾞｰﾛｳﾑｼ Ceroplastes rubens ● ● ﾙﾋﾞｰﾛｳｶｲｶﾞﾗﾑｼ(文献2)
207 ﾋﾓﾜﾀｶｲｶﾞﾗﾑｼ Takahashia japonica ●
208 ﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ ﾊﾞﾗｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ Aulacaspis rosae ●
209 ﾔﾉﾈｶｲｶﾞﾗﾑｼ Unaspis yanonensis ● ●
210 ｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ ﾋﾒｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ Hydrometra procera ●
211 ｱﾒﾝﾎﾞ ｺｾｱｶｱﾒﾝﾎﾞ Gerris gracilicornis ●
212 ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ Gerris latiabdominis ●
213 ｱﾒﾝﾎﾞ Gerris paludum paludum ● ●
214 ﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ ｵｾﾞﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ Salda morio ●
215 ﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ Saldula saltatoria ●
－ ｼﾛﾍﾘﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ － ●
216 ｺｵｲﾑｼ ｺｵｲﾑｼ Diplonychus japonicus ● ●
217 ｵｵｺｵｲﾑｼ Diplonychus major ●
218 ﾀｶﾞﾒ Lethocerus deyrollei ● ● ●
219 ﾀｲｺｳﾁ ﾀｲｺｳﾁ Laccotrephes japonensis ●
220 ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis ● ●
221 ﾋﾒﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra unicolor ●
222 ﾐｽﾞﾑｼ ｺﾐｽﾞﾑｼ Sigara substriata ●
223 ﾁﾋﾞﾐｽﾞﾑｼ Micronecta sedula ●
224 ﾅﾍﾞﾌﾞﾀﾑｼ ﾅﾍﾞﾌﾞﾀﾑｼ Aphelocheirus vittatus ●
225 ﾏﾂﾓﾑｼ ｷｲﾛﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta reuteri ●
226 ﾏﾂﾓﾑｼ Notonecta triguttata ● ●
227 ｺﾏﾂﾓﾑｼ Anisops ogasawarensis ●
228 ﾀﾏﾐｽﾞﾑｼ ｴｸﾞﾘﾀﾏﾐｽﾞﾑｼ Heterotrephes admorsus ● ﾀﾏﾐｽﾞﾑｼ(文献2)
229 ﾒｸﾗｶﾒﾑｼ ｺﾍﾞﾆﾓﾝﾒｸﾗｶﾞﾒ Deraeocoris elegantulus ●
230 ｼﾛﾃﾝﾂﾔﾒｸﾗｶﾞﾒ Deraeocoris punctulatus ●
231 ﾌﾀﾓﾝﾒｸﾗｶﾞﾒ Adelphocoris variabilis ●
－ ﾌﾀﾓﾝﾐﾄﾞﾘﾒｸﾗｶﾞﾒの一種 Adelphocoris sp ●
232 ﾁｬｲﾛﾒｸﾗｶﾞﾒ Arbolygus fulvus ●
233 ﾂﾔｸﾛﾒｸﾗｶﾞﾒ Arbolygus glaber ●
234 ｶｼﾜﾒｸﾗｶﾞﾒ Arbolygus potanini ●
235 ｱｼｱｶｸﾛﾒｸﾗｶﾞﾒ Arbolygus rubripes ●
236 ｵｵﾁｬｲﾛﾒｸﾗｶﾞﾒ Creontiades tricolor ● ｵｵﾁｬｲﾛﾒｸﾞﾗｶﾞﾒ(文献2)
237 ﾒﾝｶﾞﾀﾒｸﾗｶﾞﾒ Eurystylus coelestialium ●
238 ｸﾛﾊﾞﾒｸﾗｶﾞﾒ Lygocoris nigritulus ●
239 ﾓﾝﾐﾄﾞﾘﾒｸﾗｶﾞﾒ Lygocoris lobatus ●
240 ｵｵﾏﾀﾞﾗﾒｸﾗｶﾞﾒ Phytocoris ohataensis ●
241 ﾄﾋﾞﾏﾀﾞﾗﾒｸﾗｶﾞﾒ Phytocoris nowickyi ●
242 ｱｶﾐｬｸﾒｸﾗｶﾞﾒ Stenodema rubrinerve ●
243 ﾌﾄﾋｹﾞﾅｶﾞﾒｸﾗｶﾞﾒの一種 Teratocoris sp ●
244 ｸﾛﾏﾙﾒｸﾗｶﾞﾒ Orthocephalus funestus ●
245 ﾁｬｲﾛﾅｶﾞﾒｸﾗｶﾞﾒ Cyrtopeltis geniculata ●
246 ﾋｮｳﾀﾝﾒｸﾗｶﾞﾒ Pilophorus setulosus ●
247 ﾖﾓｷﾞﾒｸﾗｶﾞﾒ Plagiognathus arbustorum ●
248 ｳｽｲﾛﾎｿﾒｸﾗｶﾞﾒ Plagiognathus miyamotoi ●
249 ﾄﾋﾞﾒｸﾗｶﾞﾒの一種 Psallus sp ●
250 ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ﾊﾗﾋﾞﾛﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ Himacerus apterus ●
－ ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ － ●
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－ ﾊﾅｶﾒﾑｼ ｳｽﾁｬﾊﾅｶﾒﾑｼ － ●
251 ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ Stephanitis pyrioides ●
252 ｻｼｶﾞﾒ ﾊﾈﾅｼｻｼｶﾞﾒ Coranus dilatatus ●
253 ｵｵﾄﾋﾞｻｼｶﾞﾒ Isyndus obscurus ●
254 ｱｶﾍﾘｻｼｶﾞﾒ Rhynocoris ornatus ● ●
255 ﾔﾆｻｼｶﾞﾒ Velinus nodipes ●
256 ｸﾋﾞｱｶｻｼｶﾞﾒ Reduvius humeralis ●
257 ｸﾛﾓﾝｻｼｶﾞﾒ Peirates turpis ●
258 ﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ ｶﾊﾞﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Aradus betulae ●
259 ﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Aradus consentaneus ●
260 ﾉｺｷﾞﾘﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Aradus orientalis ●
261 ﾋﾒﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Aneurus macrotylus ●
262 ｱﾗｹﾞｵｵﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Mezira subsetosa ●
263 ｸﾛﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Mezira taiwanica ●
264 ﾔｾｵｵﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Mezira tremulae ●
265 ﾄﾋﾞｲﾛｵｵﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Neuroctenus castaneus ●
266 ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｼﾞｭｳｼﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Tropidothorax cruciger ●
267 ｸﾛﾂﾔｵｵﾒｶﾒﾑｼ Hypogeocoris itonis ● ｸﾛｵｵﾒｶﾒﾑｼ(文献2)
268 ｸﾛｽｼﾞﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Pachygrontha similis ●
269 ﾋﾗﾀﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Gastrodes japonicus ●
270 ﾁｬｲﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Neolethaeus dallasi ●
271 ｼﾛﾍﾘﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Panaorus japonicus ●
272 ﾁｬﾓﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Paradieuches dissimilis ●
273 ｺﾊﾞﾈﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Togo hemipterus ●
274 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ Riptortus clavatus ●
275 ﾍﾘｶﾒﾑｼ ｵｵﾍﾘｶﾒﾑｼ Molipteryx fuliginosa ● ●
276 ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ Cletus punctiger ●
277 ﾊﾘｶﾒﾑｼ Cletus rusticus ●
278 ﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ Homoeocerus dilatatus ●
279 ｵｵﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ Hygia lativentris ●
280 ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Rhopalus maculatus ●
281 ｹﾌﾞｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Rhopalus sapporensis ●
282 ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ Stictopleurus punctatonervosus ●
283 ｸﾇｷﾞｶﾒﾑｼ ﾅｼｶﾒﾑｼ Urochela luteovaria ● ●
284 ﾖﾂﾓﾝｶﾒﾑｼ Urochela quadrinotata ●
285 ﾍﾗｸﾇｷﾞｶﾒﾑｼ Urostylis annulicornis ● ●
286 ｻｼﾞｸﾇｷﾞｶﾒﾑｼ Urostylis striicornis ● ●
287 ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾏﾙｶﾒﾑｼ Coptosoma biguttulum ●
288 ﾏﾙｶﾒﾑｼ Megacopta punctatissima ● ●
289 ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾏﾙﾂﾁｶﾒﾑｼ Aethus nigritus ●
290 ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis ● ●
291 ｷﾝｶﾒﾑｼ ﾁｬｲﾛｶﾒﾑｼ Eurygaster testudinaria ●
292 ｶﾒﾑｼ ｱｶｽｼﾞｶﾒﾑｼ Graphosoma rubrolineatum ●
293 ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ Aelia fieberi ●
294 ﾄｹﾞｶﾒﾑｼ Carbula humerigera ●
295 ﾌﾞﾁﾋｹﾞｶﾒﾑｼ Dolycoris baccalum ● ●
296 ﾅｶﾞﾒ Eurydema rugosa ●
297 ﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris aeneus ●
298 ｵｵﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris lewisi ●
299 ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha picus ● ● ●
300 ﾖﾂﾎﾞｼｶﾒﾑｼ Homalogonia obtusa ●
301 ﾄﾎｼｶﾒﾑｼ Lelia decempunctata ●
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302 ﾅｶﾎﾞｼｶﾒﾑｼ Menida musiva ● ﾅｶﾞﾎﾞｼｶﾒﾑｼ(文献2)
303 ｽｺｯﾄｶﾒﾑｼ Menida scotti ●
304 ﾂﾏｼﾞﾛｶﾒﾑｼ Menida violacea ● ●
305 ｱｵｸｻｶﾒﾑｼ Nezara antennata ●
306 ｴｿﾞｱｵｶﾒﾑｼ Palomena angulosa ● ●
307 ﾂﾉｱｵｶﾒﾑｼ Pentatoma japonica ●
308 ｱｼｱｶｶﾒﾑｼ Pentatoma rufipes ●
309 ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ Plautia crossota stali ●
310 ｱｵｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ Dinorhynchus dybowskyi ●
311 ｵｵｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ Picromerus fuscoannulatus ●
312 ｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ Picromerus lewisi ●
313 ｱｶｱｼｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ Pinthaeus sanguinipes ● ｱｼｱｶｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ(文献2)
314 ﾂﾉｶﾒﾑｼ ｾｱｶﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma denticauda ●
315 ﾋﾒﾊｻﾐﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma forficula ●
316 ﾂﾉｱｶﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma haemorrhoidale angulatum ● ●
317 ﾊｻﾐﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma labiduroides ●
318 ﾐﾔﾏﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma spinicolle ●
319 ｱｵﾓﾝﾂﾉｶﾒﾑｼ Dichobothrium nubilum ● ● ｱｵﾓﾝｶﾒﾑｼ(文献2)
320 ﾍﾞﾆﾓﾝﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmostethus humeralis ● ﾍﾞﾆﾓﾝｶﾒﾑｼ(文献2)
321 ｾｸﾞﾛﾍﾞﾆﾓﾝﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmostethus interstinctus ●
322 ｱｶﾋﾒﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmucha dorsalis ●
323 ﾋﾒﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmucha putoni ●
324 ｾｸﾞﾛﾋﾒﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmucha signoreti ●
325 ﾄｹﾞﾂﾉｶﾒﾑｼ Lindbergicoris gramineus ●
326 ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ Sastragala esakii ●
327 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Protohermes grandis ●
328 ﾗｸﾀﾞﾑｼ ﾗｸﾀﾞﾑｼ Inocellia japonica ●
329 ｸｻｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ Chrysopa intima ●
330 ﾖﾂﾎﾞｼｸｻｶｹﾞﾛｳ Chrysopa septempunctata ●
331 ｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ ﾎｼｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ Glenuroides japonicus ●
332 ｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ Hagenomyia micans ● ●
333 ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ｵｵﾂﾉﾄﾝﾎﾞ Protidricerus japonicus ●
334 ｷﾊﾞﾈﾂﾉﾄﾝﾎﾞ Ascalaphus ramburi ● ●
335 ｺｳﾁｭｳ ﾊﾝﾐｮｳ ﾊﾝﾐｮｳ Cicindela chinensis japonica ● ●
336 ﾆﾜﾊﾝﾐｮｳ Cicindela japana ●
337 ﾏｶﾞﾀﾏﾊﾝﾐｮｳ Cicindela ovipennis ●
338 ｵｻﾑｼ ｱｵｵｻﾑｼ Carabus insulicola insulicola ●
339 ﾎｿｱｶｶﾞﾈｵｻﾑｼ Carabus vanvolxemi vanvolxemi ●
340 ﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ Damaster blaptoides blaptoides ●
341 ﾐﾔﾏﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Bembidion sanatum ●
342 ｸﾛﾁﾋﾞｶﾜｺﾞﾐﾑｼ Tachyta nana ●
343 ｸﾘｲﾛﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus hoplites ●
344 ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus cycloderus ●
345 ﾋﾒﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus dulcigradus ●
346 ｶﾄﾞﾂﾌﾞｺﾞﾐﾑｼ Pentagonica angulosa ●
347 ﾎｿｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Dromius prolixus ●
348 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Agabus japonicus ●
349 ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus pulverosus ●
350 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Cybister japonicus ●
351 ﾐｽﾞｽﾏｼ ｵｵﾐｽﾞｽﾏｼ Dineutus orientalis ●
352 ﾐｽﾞｽﾏｼ Gyrinus japonicus ● ●
353 ｶﾞﾑｼ ｷﾍﾞﾘﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ Enochrus japonicus ●
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354 ｶﾞﾑｼ Hydrophilus acuminatus ● ●
355 ｴﾝﾏﾑｼ ﾌｼﾞﾁﾋﾞﾋﾗﾀｴﾝﾏﾑｼ Platylomalus fujisanus ●
356 ｺｴﾝﾏﾑｼ Margarinotus niponicus ●
357 ｴﾝﾏﾑｼ Merohister jekeli ●
358 ﾀﾏｷﾉｺﾑｼ ﾁｬｲﾛﾋﾒﾀﾏｷﾉｺﾑｼ Pseudoliodes strigosulus ●
359 ｱｶﾊﾞﾏﾙﾀﾏｷﾉｺﾑｼ Sphaeroliodes rufescens ●
360 ｼﾃﾞﾑｼ ﾏｴﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus maculifrons ●
361 ﾖﾂﾎﾞｼﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus quadripunctatus ●
362 ｵｵﾓﾓﾌﾞﾄｼﾃﾞﾑｼ Necrodes asiaticus ●
363 ﾋﾒﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ Thanatophilus sinuatus ●
364 ｳｽｲﾛｵｻｼﾃﾞﾑｼ Pelatines striatipennis curtus ●
365 ﾊﾈｶｸｼ ｵｵﾋﾗﾀﾊﾈｶｸｼ Piestoneus lewisii ●
366 ｵｵｷﾊﾞﾊﾈｶｸｼ Oxyporus japonicus ●
367 ﾊｲｲﾛﾊﾈｶｸｼ Eucibdelus japonicus ●
368 ｸﾛﾊﾈｶｸｼ Ocypus rambouseki nigroaeneus ●
369 ﾙﾘｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus cyanipennis ●
370 ﾆｾｸﾛｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ Philonthus pseudojaponicus ●
371 ﾊﾗｸﾞﾛｷﾉｺﾊﾈｶｸｼ Lordithon bicolor ●
372 ﾊｽｵﾋﾞｷﾉｺﾊﾈｶｸｼ Lordithon irregularis ●
373 ﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ ｱｶﾊﾞﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ Episcaphium semirufum semirufum ●
374 ｶﾒﾉｺﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ Cyparium mikado ●
375 ﾂﾌﾞﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ Pseudobironium lewisi ●
376 ﾔﾏﾄｹｼﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ Scaphisoma japonicum ●
377 ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ ﾐﾔﾏｸﾜｶﾞﾀ Lucanus maculifemoratus ●
378 ｺｸﾜｶﾞﾀ Macrodorcas rectus rectus ● ●
379 ｽｼﾞｸﾜｶﾞﾀ Macrodorcas striatipennis ●
380 ﾋﾗﾀｸﾜｶﾞﾀ Serrognathus platymelus pilifer ●
381 ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｺｶﾞﾈ Ectinohoplia obducta ●
382 ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera castanea ●
383 ﾋﾒﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera orientalis ●
384 ﾊﾗｹﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Nipponoserica pubiventris ●
385 ﾊｲｲﾛﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Paraserica gricea ●
386 ｴｿﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Serica karafutoensis karafutoensis ●
387 ﾔﾏﾄﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Serica nipponica ●
388 ﾅｴﾄﾞｺﾁｬｲﾛｺｶﾞﾈ Serica mimica ●
389 ｾｽｼﾞﾁｬｲﾛｺｶﾞﾈ Serica suturalis ●
390 ﾄｳﾎｸﾁｬｲﾛｺｶﾞﾈ Serica tohokuensis ●
391 ﾋﾗﾀﾊﾅﾑｸﾞﾘ Nipponovalgus angusticollis angusticollis ●
392 ﾄﾗﾊﾅﾑｸﾞﾘ Trichius japonicus ●
393 ｸﾛﾊﾅﾑｸﾞﾘ Glycyphana fulvistemma ●
394 ｶﾌﾞﾄﾑｼ Allomyrina dichotoma dichotoma ● ●
395 ｺｶﾌﾞﾄﾑｼ Eophileurus chinensis chinensis ●
396 ﾀﾞｴﾝﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ ｼﾗﾎｼﾀﾞｴﾝﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ Pseudochelonarium japonicum ●
397 ﾀﾏﾑｼ ｸﾛﾋﾒﾋﾗﾀﾀﾏﾑｼ Anthaxia reticulata aino ●
398 ｱｶﾍﾘﾐﾄﾞﾘﾀﾏﾑｼ Buprestis niponica ● ● ｱｶﾍﾘﾄﾞﾘﾀﾏﾑｼ(文献2)
399 ﾔﾏﾑﾂﾎﾞｼﾀﾏﾑｼ Chrysobothris igai ●
400 ﾔﾏﾄﾀﾏﾑｼ Chrysochroa fulgidissima fulgidissima ●
401 ｱｵﾀﾏﾑｼ Eurythyrea tenuistriata ●
402 ﾂﾒｱｶﾅｶﾞﾋﾗﾀﾀﾏﾑｼ Melanophila obscurata ●
403 ﾏｽﾀﾞｸﾛﾎｼﾀﾏﾑｼ Ovalisia vivata ●
404 ｷﾝﾍﾘﾀﾏﾑｼ Scintillatrix pretiosa bellula ●
405 ｼﾗﾎｼﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ Agrilus alazon ●
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406 ｸﾙﾐﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ Agrilus kurumi ●
407 ｱｵﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ Agrilus marcopoli ulmi ●
408 ｼﾛﾃﾝﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ Agrilus sospes ●
409 ﾄｵﾔﾏｼﾗﾎｼﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ Agrilus toyamai ●
410 ｼﾘｸﾞﾛﾅｶﾎﾞｿﾀﾏﾑｼ Coroebus kiangsuanus nigromaculatus ● ｼﾘｸﾞﾛﾅｶﾎﾞﾞｿﾀﾏﾑｼ(文献2)
411 ｶﾗｶﾈﾁﾋﾞﾅｶﾎﾞｿﾀﾏﾑｼ Nalanda ohbayashii ●
412 ｼﾅﾉｷﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ Trachys auriflua ●
413 ｸﾛﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ Trachys pseudoscrobiculata pseudoscrobiculata ● ●
414 ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾋｹﾞｺﾒﾂｷ Pectocera fortunei ●
415 ｶﾊﾞｲﾛｺﾒﾂｷ Ectinus sericeus sericeus ●
416 ｵｵﾅｶﾞｺﾒﾂｷ Elater sieboldi sieboldi ●
417 ﾋﾗﾀｸﾛｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus correctus correctus ●
418 ﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ ｸｼﾋｹﾞﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ Macrolycus flabellatus ●
419 ﾎﾀﾙ ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ Luciola cruciata ●
420 ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｱｵｼﾞｮｳｶｲ Themus cyanipennis ● ｸﾛｱｼｱｵｼﾞｮｳｶｲ(文献3)
421 ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ ﾋﾒﾏﾙｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ Anthrenus verbasci ●
422 ﾅｶﾞｼﾝｸｲﾑｼ ﾋﾗﾀｷｸｲﾑｼ Lyctus brunneus ●
423 ｺｸﾇｽﾄ ｺｸﾇｽﾄ Tenebroides mauritanicus ●
424 ﾋﾗﾀﾑｼ ﾍﾞﾆﾋﾗﾀﾑｼ Cucujus coccinatus ●
425 ﾋﾒﾋﾗﾀﾑｼ Uleiota arbora ●
426 ｵｵｷﾉｺﾑｼ ｸﾛﾁﾋﾞｵｵｷﾉｺ Tritoma niponensis ● ｸﾛﾁﾋﾞｵｵｷﾉｺﾑｼ(文献3)
427 ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｺｸﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ Scymnus posticalis ●
428 ｼﾛﾄﾎｼﾃﾝﾄｳ Calvia decemguttata ●
429 ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ Coccinella septempunctata ●
430 ﾅﾐﾃﾝﾄｳ Harmonia axyridis ●
431 ｺｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ Propylea quatuordecimpunctata ●
432 ｼﾞｭｳﾛｸﾎｼﾃﾝﾄｳ Sospita oblongoguttata ●
433 ｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ Vibidia duodecimguttata ●
434 ﾔﾏﾄｱｻﾞﾐﾃﾝﾄｳ Epilachna niponica ●
435 ﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ ｶﾄｳﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷ Holostrophus diversefasciatus ● ｶﾄｳﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
436 ﾖﾂﾎﾞｼﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷ Holostrophus lewisi ● ﾖﾂﾎﾞｼﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
437 ﾏﾙﾓﾝﾆｾﾊﾅﾉﾐ Orchesia diversenotata ●
438 ｱﾔﾓﾝﾆｾﾊﾅﾉﾐ Orchesia elegantula ●
439 ｱｶｵﾋﾞﾆｾﾊﾅﾉﾐ Orchesia imitans ●
440 ｶﾊﾞｲﾛﾆｾﾊﾅﾉﾐ Orchesia ocularis ●
441 ｶﾂｵｶﾞﾀﾅｶﾞｸﾁｷ Synstrophus macrophthalmus ● ｶﾂｵｶﾞﾀﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
442 ﾎﾞｳｽﾞﾅｶﾞｸﾁｷ Bonzicus hypocrita ● ﾎﾞｳｽﾞﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
443 ﾋｲﾛﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Dapsiloderus nomurai ● ﾋｲﾛﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
444 ﾊｶﾞﾀﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Dircaea dentatomaculata ● ﾊｶﾞﾀﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
445 ﾌﾀｵﾋﾞﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Dircaea erotyloides ● ﾌﾀｵﾋﾞﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
446 ｺﾒﾂｷｶﾞﾀﾅｶﾞｸﾁｷ Enchodes crepusculus ● ｺﾒﾂｷﾞｶﾞﾀﾅｸﾁｷﾑｼ(文献2)
447 ﾑﾅｸﾎﾞﾅｶﾞｸﾁｷ Euryzilora lividipennis ● ﾑﾅｸﾎﾞﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
448 ｾｱｶﾅｶﾞｸﾁｷ Ivania coccinea ● ｾｱｶﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
449 ｱｵﾊﾞﾅｶﾞｸﾁｷ Melandrya gloriosa ● ｱｵﾊﾞﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
450 ｱｶｱｼﾅｶﾞｸﾁｷ Melandrya mongolica ● ｱｶｱｼﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
451 ｵｵﾅｶﾞｸﾁｷ Melandrya niponica ● ｵｵﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
452 ﾙﾘﾅｶﾞｸﾁｷ Melandrya shimoyamai ● ﾙﾘﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
453 ｷｽｼﾞﾅｶﾞｸﾁｷ Mikadonius gracilis ● ｷｽｼﾞﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
454 ｵｵｸﾛﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Phloeotrya bellicosa ● ｵｵｸﾛﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
455 ｷｵﾋﾞﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Phloeotrya flavitarsis ● ｷｵﾋﾞﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
456 ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Phloeotrya obscura ● ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
457 ﾊﾗｱｶﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Phloeotrya rufoventris ● ﾊﾗｱｶﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
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458 ｸﾛﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Phloeotrya rugicollis ● ｸﾛﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
459 ｷﾇﾂﾔﾅｶﾞｸﾁｷ Phryganophilodes elegans ● ｷﾇﾂﾔﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
460 ﾑﾈｱｶﾅｶﾞｸﾁｷ Phryganophilus ruficollis rosti ● ﾑﾈｱｶﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
461 ｸﾛﾅｶﾞｸﾁｷ Prothalpia atricolor ● ｸﾛﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
462 ｷﾊﾞﾈﾅｶﾞｸﾁｷ Phloeotrya flavipennis ● ｷﾊﾞﾈﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
463 ｲﾂﾓﾝﾅｶﾞｸﾁｷ Phloeotrya pictipennis ● ｲﾂﾓﾝﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
464 ﾋﾒﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Serropalpus filiformis ● ﾋﾒﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
465 ｷｲﾛﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ Serropalpus niponicus ● ｷｲﾛﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
466 ﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷ Symphora atra ● ﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
467 ﾐﾔｹﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷ Symphora miyakei miyakei ● ﾐﾔｹﾋﾒﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
468 ｱｵｵﾋﾞﾅｶﾞｸﾁｷ Osphya orientalis ● ｱｵｵﾋﾞﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ(文献2)
469 ﾊﾅﾉﾐ ｼﾗﾎｼﾊﾅﾉﾐ Hoshihananomia perlata ●
470 ﾋﾗﾀﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ ﾋﾒｺﾒﾂｷｶﾞﾀﾅｶﾞｸﾁｷ Synchroa melanotoides ● ﾋﾒｺﾒﾂｷｶﾞﾀﾅｸﾁｷﾑｼ(文献2)
471 ﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ ﾏﾙｸﾋﾞﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ Meloe corvinus ●
472 ｸﾁｷﾑｼ ｱｵﾊﾞｸﾁｷﾑｼ Allecula aeneipennis ●
473 ｸﾁｷﾑｼ Allecula melanaria ●
474 ﾎｿｱｶｸﾁｷﾑｼ Allecula tenuis ●
475 ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｸﾜｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Atasthalomorpha dentifrons ●
476 ﾓﾝｷｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Diaperis lewisi lewisi ●
477 ｸﾛﾎｿｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Hypophloeus colydioides ●
478 ﾆｼﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Tetraphyllus lunuliger lunuliger ●
479 ｸﾛﾂﾔｷﾏﾜﾘ Plesiophthalmus spectabilis spectabilis ●
480 ｶﾐｷﾘﾑｼ ｳｽﾊﾞｶﾐｷﾘ Megopis sinica sinica ●
481 ﾉｺｷﾞﾘｶﾐｷﾘ Prionus insularis insularis ●
482 ｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Psephactus remiger remiger ●
483 ｸﾛｶﾐｷﾘ Spondylis buprestoides ●
484 ｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Arhopalus coreanus ●
485 ﾋﾒﾏﾙｸﾋﾞﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ Asemum punctulatum ●
486 ｵｵﾏﾙｸﾋﾞﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ Asemum striatum ●
487 ﾂｼﾏﾑﾅｸﾎﾞｶﾐｷﾘ Cephalallus unicolor ● ﾂｼﾏﾑﾅｸﾎﾞｻﾋﾞｶﾐｷﾘ(文献2)
488 ｵｵｸﾛｶﾐｷﾘ Megasemum quadricostulatum ●
489 ｹﾌﾞｶﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ Nothorhina punctata ●
490 ﾄﾄﾞﾏﾂｶﾐｷﾘ Tetropium castaneum ●
491 ﾎｿｶﾐｷﾘ Distenia gracilis gracilis ●
492 ﾂﾔｹｼﾊﾅｶﾐｷﾘ Anastrangalia scotodes ●
493 ﾙﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ Anoploderomorpha cyanea ●
494 ｸﾛﾙﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ Anoploderomorpha monticola ● ●
495 ﾋﾒｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘ Brachyleptura pyrrha ●
496 ﾌﾀｽｼﾞｶﾀﾋﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Brachyta bifasciata japonica ●
497 ﾄﾎｼﾊﾅｶﾐｷﾘ Brachyta punctata ●
498 ｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘ Corymbia succedanea ●
499 ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Caraphia variicornis ●
500 ﾋﾅﾙﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ Dinoptera minuta ●
501 ﾃﾂｲﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Encyclops olivacea ●
502 ﾋﾗﾔﾏｺﾌﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Enoploderes bicolor ● ●
503 ｶｴﾃﾞﾉﾍﾘｸﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Eustrangalis distenioides ●
504 ｸﾓﾏﾊﾅｶﾐｷﾘ Evodinus borealis ●
505 ｸﾋﾞｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘ Gaurotes aureopurpurea ●
506 ｶﾗｶﾈﾊﾅｶﾐｷﾘ Gaurotes doris ● ●
507 ﾁﾋﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Grammoptera chalybeella ●
508 ﾐﾔﾏﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ Idiostrangalia contracta ●
509 ﾊｺﾈﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ Idiostrangalia hakonensis ●
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510 ﾏﾙｶﾞﾀﾊﾅｶﾐｷﾘ Judolia cometes ●
511 ﾔﾏﾄｷﾓﾝﾊﾅｶﾐｷﾘ Judolia japonica ●
512 ｼﾗﾗｶﾊﾅｶﾐｷﾘ Judolia sexmaculata ●
513 ﾇﾊﾞﾀﾏﾊﾅｶﾐｷﾘ Judolidia bangi ●
514 ﾐﾔﾏﾙﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ Kanekoa azumensis ●
515 ｵｵﾊﾅｶﾐｷﾘ Konoa granulata ●
516 ｷﾊﾞﾈﾆｾﾊﾑｼﾊﾅｶﾐｷﾘ Lemula decipiens ●
517 ｱｶｲﾛﾆｾﾊﾑｼﾊﾅｶﾐｷﾘ Lemula nishimurai ●
518 ﾋﾟｯｸﾆｾﾊﾑｼﾊﾅｶﾐｷﾘ Lemula rufithorax ● ﾋﾟﾂｸﾆｾﾊﾑｼﾊﾅｶﾐｷﾘ(文献2)
519 ﾆｮｳﾎｳﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptostrangalia lesnei ●
520 ｸﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura aethiops ●
521 ｷﾓﾝﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura duodecimguttata ●
522 ｶﾀｷﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura femoralis ●
523 ﾊﾈﾋﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura latipennis ●
524 ﾔﾂﾎﾞｼﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura mimica ●
525 ﾖﾂｽｼﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura ochraceofasciata ochraceofasciata ●
526 ｵｵﾖﾂｽｼﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura regalis ●
527 ｺﾖﾂｽｼﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura subtilis ● ﾔﾏﾄﾖﾂｽｼﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ(文献2)
528 ｵｵｸﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura thoracica ● ｾｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘ(文献2)
529 ﾌﾀｽｼﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura vicaria vicaria ●
530 ﾁｬｲﾛﾋﾒｺﾌﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Macropidonia japonica japonica ●
531 ﾓﾓﾌﾞﾄﾊﾅｶﾐｷﾘ Oedecnema dubia ●
532 ﾋｹﾞﾌﾞﾄﾊﾅｶﾐｷﾘ Pachypidonia bodemeyeri ●
533 ｷﾍﾞﾘｶﾀﾋﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Pachyta erebia erebia ●
534 ﾍﾞﾆﾊﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Paranaspia anaspidoides ● ﾍﾞｺﾊﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ(文献2)
535 ﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ Parastrangalis hosohana ●
536 ﾆﾝﾌﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ Parastrangalis nymphula ● ● ﾆﾝﾌﾎｿｶﾐｷﾘ(文献2)
537 ﾀﾃｼﾞﾏﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ Parastrangalis shikokensis ●
538 ﾁｬｲﾛﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia aegrota aegrota ●
539 ｾｽｼﾞﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia amentata amentata ●
540 ｶｸﾑﾈﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia bouvieri ●
541 ｷﾍﾞﾘｸﾛﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia discoidalis ●
542 ｵｵﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia grallatrix ●
543 ﾖｺﾓﾝﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia insuturata insuturata ●
544 ｵｵﾊﾞﾔｼﾆｯｺｳﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia limbaticollis ohbayashii ● ｵｵﾊﾞﾔｼﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ(文献2)
545 ﾑﾈｱｶﾖｺﾓﾝﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia masakii ●
546 ﾍﾘﾓﾝﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia matsushitai ●
547 ﾐﾜﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia miwai ●
548 ﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia mutata ●
549 ｼﾗﾈﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia obscurior obscurior ●
550 ｵﾔﾏﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia oyamae ●
551 ﾌﾀｵﾋﾞﾁﾋﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia puziloi ● ﾌﾀｵﾋﾞﾉﾐﾊﾅｶﾐｷﾘ(文献2)
552 ﾎｿｶﾞﾀﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia semiobscura ● ﾎｿｶﾀﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ(文献2)
553 ﾅｶﾞﾊﾞﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia signifera ●
554 ﾆｾﾖｺﾓﾝﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia simillima ●
555 ｱｻﾏﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Pidonia takechii ●
556 ﾁｬﾎﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Pseudalosterna misella ●
557 ﾍﾘｳｽﾊﾅｶﾐｷﾘ Pyrrhona laeticolor ●
558 ﾆｾﾊｲｲﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Phagium pseudojaponicum ●
559 ｱﾗﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ Sachalinobia rugipennis koltzei ●
560 ﾌﾀｺﾌﾞﾙﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ Stenocorus coeruleipennis ●
561 ｱｵﾊﾞﾎｿﾊﾅｶﾐｷﾘ Strangalomorpha tenuis tenuis ● ｱｵﾊﾞﾎｿｶﾐｷﾘ(文献2)
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562 ﾓﾓｸﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Toxotinus reini ●
563 ｷﾇﾂﾔﾊﾅｶﾐｷﾘ Corennys sericata ●
564 ｵﾆﾎｿｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Necydalis gigantea gigantea ● ●
565 ｸﾛﾎｿｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Necydalis harmandi ●
566 ﾋｹﾞｼﾞﾛﾎｿｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Necydalis odai ● ﾋｹﾞｼﾛﾎｿｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ(文献2)
567 ｵｵﾎｿｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Necydalis solida ●
568 ﾏﾙｸﾋﾞｹﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ Hesperophanes campestris ●
569 ﾖﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Stenygrinum quadrinotatum ●
570 ﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾒｲﾛｶﾐｷﾘ Obrium longicorne ●
571 ﾅｶﾈｱﾒｲﾛｶﾐｷﾘ Obrium nakanei ●
572 ﾀｶｵﾒﾀﾞｶｶﾐｷﾘ Stenhomalus takaosanus ●
573 ｸﾛｻﾜﾋﾒｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Epania septemtrionalis ● ●
574 ｸﾛﾂﾔﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Glaphyra hattorii ●
575 ｶｴﾃﾞﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Glaphyra ishiharai ●
576 ｺﾎﾞﾄｹﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Glaphyra kobotokensis ●
577 ｺｼﾞﾏﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Glaphyra kojimai ●
578 ﾎｿﾂﾔﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Glaphyra nitidus ●
579 ｼﾗﾎｼﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Molorchus minor fuscus ●
580 ｵﾆﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Molorchus pinivorus ●
581 ﾄﾗﾌﾎｿﾊﾞﾈｶﾐｷﾘ Thranius variegatus variegatus ● ﾄﾗﾌﾎｿﾊﾞｶﾐｷﾘ(文献2)
582 ﾙﾘﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Rosalia batesi ● ●
583 ｵｵｱｵｶﾐｷﾘ Chloridolum thaliodes ●
584 ﾐﾄﾞﾘｶﾐｷﾘ Chloridolum viride ●
585 ｱｵｶﾐｷﾘ Schwarzerium quadricolle ●
586 ﾋﾒｽｷﾞｶﾐｷﾘ Callidiellum rufipenne ●
587 ｼﾛｵﾋﾞﾁﾋﾞｶﾐｷﾘ Phymatodes albicinctus ● ｼﾛｵﾋﾞﾁﾋﾞﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ(文献2)
588 ｱｶﾈｶﾐｷﾘ Phymatodes maaki ●
589 ﾖﾂﾎﾞｼﾁﾋﾞﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ Phymatodes quadrimaculatus ●
590 ﾁｬｲﾛﾎｿﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ Phymatodes testaceus ●
591 ｸﾛﾋﾗﾀｶﾐｷﾘ Ropalopus signaticollis ●
592 ﾋﾞｬｸｼﾝｶﾐｷﾘ Semanotus bifasciatus ●
593 ｽｷﾞｶﾐｷﾘ Semanotus japonicus ●
594 ｱｶﾈﾄﾗｶﾐｷﾘ Brachyclytus singularis ●
595 ｸﾛﾄﾗｶﾐｷﾘ Chlorophorus diadema inhirsutus ●
596 ｴｸﾞﾘﾄﾗｶﾐｷﾘ Chlorophorus japonicus ●
597 ﾄｳｷｮｳﾄﾗｶﾐｷﾘ Chlorophorus yedoensis ●
598 ｷﾝｹﾄﾗｶﾐｷﾘ Clytus auripilis ●
599 ｼﾗｹﾄﾗｶﾐｷﾘ Clytus melaenus ●
600 ｼﾛｵﾋﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ Clytus raddensis ●
601 ｷｽｼﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ Cyrtoclytus caproides ● ●
602 ﾄｹﾞﾋｹﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ Demonax transilis ●
603 ﾖｺﾔﾏﾄﾗｶﾐｷﾘ Epiclytus yokoyamai ●
604 ｶﾝﾎﾞｳﾄﾗｶﾐｷﾘ Heyashiclytus acutivittis acutivittis ● ｶﾝﾎﾞｳﾎｿﾄﾗｶﾐｷﾘ(文献2)
605 ｸﾘｽﾄﾌｺﾄﾗｶﾐｷﾘ Plagionotus christophi ●
606 ｺﾄﾗｶﾐｷﾘ Plagionotus pulcher ●
607 ﾋﾒｸﾛﾄﾗｶﾐｷﾘ Rhaphuma diminuta ● ●
608 ﾎｿﾄﾗｶﾐｷﾘ Rhaphuma xenisca ●
609 ﾊｾｶﾞﾜﾄﾗｶﾐｷﾘ Teratoclytus plavilstshikovi ●
610 ﾄﾗﾌｶﾐｷﾘ Xylotrechus chinensis ● ●
611 ﾂﾏｷﾄﾗｶﾐｷﾘ Xylotrechus clarinus ●
612 ｳｽｲﾛﾄﾗｶﾐｷﾘ Xylotrechus cuneipennis ●
613 ﾆｲｼﾞﾏﾄﾗｶﾐｷﾘ Xylotrechus emaciatus ●
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614 ﾑﾈﾏﾀﾞﾗﾄﾗｶﾐｷﾘ Xylotrechus grayii grayii ●
615 ｵｵﾄﾗｶﾐｷﾘ Xylotrechus villioni ●
616 ｷｼﾞﾏﾄﾗｶﾐｷﾘ Xylotrechus zebratus ●
617 ﾏﾂｼﾀﾄﾗｶﾐｷﾘ Anaglyptus matsushitai ●
618 ﾄｶﾞﾘﾊﾞｱｶﾈﾄﾗｶﾐｷﾘ Anaglyptus niponensis ●
619 ｽｷﾞﾉｱｶﾈﾄﾗｶﾐｷﾘ Anaglyptus subfasciatus ●
620 ｴｿﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ Cyrtophorus rosti ● ●
621 ｼﾛﾄﾗｶﾐｷﾘ Paraclytus excultus ● ●
622 ﾑﾓﾝﾍﾞﾆｶﾐｷﾘ Amarysius sanguinipennis ●
623 ﾍﾘｸﾞﾛﾍﾞﾆｶﾐｷﾘ Purpuricenus spectabilis ●
624 ﾌﾀｽｼﾞｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa cribrata ●
625 ｶﾀｼﾛｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa hirsuta hirsuta ● ｶﾀｼﾞﾛｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ(文献2)
626 ﾅｶﾞｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa longipennis ●
627 ﾖﾂﾎﾞｼｼﾛｵﾋﾞｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa mediofasciata ●
628 ｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa myops myops ●
629 ﾏﾀﾞﾗｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa poecila ●
630 ｼﾅﾉｸﾛﾌｶﾐｷﾘ Apomecyna agapanthina agapanthina ●
631 ｸﾘﾁﾋﾞｶﾐｷﾘ Sybra kuri ●
632 ｸﾋﾞｼﾞﾛｶﾐｷﾘ Xylariopsis mimica ●
633 ﾊｽｵﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ Cleptometopus bimaculatus ●
634 ﾄﾞｳﾎﾞｿｶﾐｷﾘ Pseudocalamobius japonicus ●
635 ﾆｲｼﾞﾏﾁﾋﾞｶﾐｷﾘ Egesina bifasciana bifasciana ●
636 ｸﾜｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Mesosella simiola ●
637 ﾏﾙﾓﾝｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia angusta ●
638 ﾄｶﾞﾘｼﾛｵﾋﾞｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia caudata caudata ●
639 ｱﾄﾓﾝｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia granulata ●
640 ﾅｶｼﾞﾛｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia jugosa jugosa ● ﾅｶﾞｼﾞﾛｻﾋﾞｶﾐｷﾘ(文献2)
641 ﾋﾒﾅｶﾞｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia leiopodina ● ｼﾛｵﾋﾞｻﾋﾞｶﾐｷﾘ(文献2)
642 ｴｿﾞｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia tsurugiana ●
643 ｱﾄｼﾞﾛｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia zonata ●
644 ｱｶｶﾞﾈｶﾐｷﾘ Plectrura metallica metallica ●
645 ｺﾌﾞﾔﾊｽﾞｶﾐｷﾘ Mesechthistatus binodosus binodosus ●
646 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｶﾐｷﾘ Acalolepta fraudatrix fraudatrix ● ﾋﾞﾛｳｶﾄﾞｶﾐｷﾘ(文献2)
647 ｾﾝﾉｶﾐｷﾘ Acalolepta luxuriosa luxuriosa ● ｾﾝﾉｷｶﾐｷﾘ(文献2)
648 ﾆｾﾋﾞﾛｳﾄﾞｶﾐｷﾘ Acalolepta sejuncta sejiuncta ●
649 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ Anoplophora malasiaca ●
650 ﾖｺﾔﾏﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ Dolichoprosopus yokoyamai ●
651 ｲﾀﾔｶﾐｷﾘ Mecynippus pubicornis ●
652 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ Monochamus grandis ●
653 ｼﾗﾌﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ Monochamus nitens ●
654 ｶﾗﾌﾄﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ Monochamus saltuarius ●
655 ﾋﾒﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ Monochamus subfasciatus subfasciatus ●
656 ｸﾘｲﾛｼﾗﾎｼｶﾐｷﾘ Nanohammus rufescens ●
657 ﾁｬﾎﾞﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ Xenicotela pardalina ●
658 ｼﾛｽｼﾞｶﾐｷﾘ Batocera lineolata ● ●
659 ﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Palimna liturata ●
660 ｼﾞｭｳｼﾞｸﾛｶﾐｷﾘ Clytosemia pulchra ● ｼﾞﾕｳｼﾞｸﾛｶﾐｷﾘ(文献2)
661 ﾊｲｲﾛﾂﾂｸﾋﾞｶﾐｷﾘ Cylindilla grisescens ●
662 ﾄﾞｲｶﾐｷﾘ Doius divaricata divaricata ●
663 ﾎｿﾋｹﾞｹﾌﾞｶｶﾐｷﾘ Eupogoniopsis tenuicornis ●
664 ｸﾓﾉｽﾓﾝｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Graphidessa venata venata ●
665 ｶｯｺｳｶﾐｷﾘ Miccolamia cleroides ●
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666 ﾁﾋﾞｺﾌﾞｶﾐｷﾘ Miccolamia verrucosa ●
667 ｴｿﾞﾄｹﾞﾑﾈｶﾐｷﾘ Oplosia fennica suvorovi ●
668 ｾﾐｽｼﾞｺﾌﾞﾋｹﾞｶﾐｷﾘ Rhodopina lewisii lewisii ●
669 ﾌﾀｵﾋﾞｱﾗｹﾞｶﾐｷﾘ Phopaloscelis bifasciatus ●
670 ﾌﾀﾓﾝｱﾗｹﾞｶﾐｷﾘ Phopaloscelis maculatus ●
671 ﾋﾄｵﾋﾞｱﾗｹﾞｶﾐｷﾘ Phopaloscelis unifasciatus ●
672 ｸﾘｲﾛﾁﾋﾞｹﾌﾞｶｶﾐｷﾘ Terinaea atrofusca ● ● ｸﾘｲﾛﾁﾋﾞｹﾌﾞｶﾐｷﾘ(文献2)
673 ﾋﾒｼﾗｵﾋﾞｶﾐｷﾘ Pogonocherus fasciculatus costatus ●
674 ﾈｼﾞﾛｶﾐｷﾘ Pogonocherus seminiveus ●
675 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘ Acanthocinus griseus griseus ●
676 ｸﾓｶﾞﾀｹｼｶﾐｷﾘ Exocentrus fasciolatus ●
677 ﾖｺｸﾞﾛｹｼｶﾐｷﾘ Exocentrus fisheri ●
678 ｶﾞﾛｱｹｼｶﾐｷﾘ Exocentrus galloisi ●
679 ｼﾗｵﾋﾞｺﾞﾏﾌｹｼｶﾐｷﾘ Exocentrus guttulatus ●
680 ｱﾄﾓﾝﾏﾙｹｼｶﾐｷﾘ Exocentrus lineatus ●
681 ｷｯｺｳﾓﾝｹｼｶﾐｷﾘ Exocentrus testudineus ●
682 ﾅｶﾊﾞﾔｼﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘ Leiopus guttatus ●
683 ﾐﾔﾏﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘ Leiopus montanus ●
684 ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘ Leiopus stillatus ● ●
685 ﾄｹﾞﾊﾞｶﾐｷﾘ Rondibilis saperdina ●
686 ﾎｳﾉｷﾄｹﾞﾊﾞｶﾐｷﾘ Rondibilis sapporensis ●
687 ﾊﾝﾉｷｶﾐｷﾘ Cagosima sanguinolenta ●
688 ﾖﾂｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Epiglenea comes ●
689 ﾋｹﾞﾅｶﾞｼﾗﾎｼｶﾐｷﾘ Eumecocera argyrosticta ●
690 ｼﾗﾎｼｷｸｽｲｶﾐｷﾘ Eumecocera gleneoides ●
691 ｾﾐｽｼﾞﾆｾﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ Eumecocera trivittata ●
692 ｸﾛﾆｾﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ Eumecocera unicolor ● ●
693 ﾊﾝﾉｱｵｶﾐｷﾘ Eumecocera chrysochloris chrysochloris ● ● ﾊﾝﾉｷｱｵｶﾐｷﾘ(文献2)
694 ﾔﾂﾒｶﾐｷﾘ Eumecocera ocelota ●
695 ｼﾅｶﾐｷﾘ Eumecocera sedecimpunctata ●
696 ｼﾗﾎｼｶﾐｷﾘ Glenea relicta relicta ●
967 ｵﾆｸﾞﾙﾐﾉｷﾓﾝｶﾐｷﾘ Menesia flavotecta ● ﾄﾗｷｮｳｷﾓﾝｶﾐｷﾘ(文献2)
698 ｷﾓﾝｶﾐｷﾘ Menesia sulphurata ●
699 ﾁﾁﾌﾞﾆｾﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ Niponostenostola niponensis niponensis ● ｶﾂﾗｶﾐｷﾘ(文献2)
700 ﾍﾘｸﾞﾛﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ Nupserha marginella ●
701 ﾎｿﾂﾂﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ Oberea nigriventris ●
702 ﾎｿｷﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ Oberea vittata vittata ●
703 ｼﾞｭｳﾆｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Paramenesia theaphia ●
704 ﾌﾁｸﾞﾛﾔﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Pareutetrapha eximia ●
705 ﾆｾｼﾗﾎｼｶﾐｷﾘ Pareutetrapha simulans ● ●
706 ｷｸｽｲｶﾐｷﾘ Phytoecia rufiventris ●
707 ﾄﾎｼｶﾐｷﾘ Saperda alberti ●
708 ﾍﾘｸﾞﾛｱｵｶﾐｷﾘ Saperda imterrupta ●
709 ﾆｾﾔﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Saperda mandschukuoensis ●
710 ﾔﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Saperda octomaculata ●
711 ﾌﾞﾛｲﾆﾝｸﾞｶﾐｷﾘ Saperda ohbayashii ●
712 ﾑﾈﾓﾝﾔﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Saperda tetrastigma ●
713 ｱｻｶﾐｷﾘ Thyestilla gebleri ●
－ ｳｽｱｵｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ － ●
－ ｸﾛﾊｲｲﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ － ●
－ ｺﾔﾏｸﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ － ●
－ ﾌﾁｸﾞﾛﾁｬﾊﾞﾈﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ － ●
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714 ﾊﾑｼ ｸﾛﾅｶﾞﾊﾑｼ Orsodacne arakii ● ●
715 ｱｽﾞｷﾏﾒｿﾞｳﾑｼ Callosobruchus chinensis ● ｱｽﾞｷｿﾞｳﾑｼ(文献3)
716 ｲﾈﾈｸｲﾊﾑｼ Donacia provostii ● ●
717 ｽｹﾞﾊﾑｼ Plateumaris sericea ●
718 ﾔﾏｲﾓﾊﾑｼ Lema honorata ●
719 ﾎｿｸﾋﾞﾅｶﾞﾊﾑｼ Lilioceris parvicollis ●
720 ｱｶｸﾋﾞﾅｶﾞﾊﾑｼ Lilioceris subpolita ●
721 ｲﾈｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ Oulema oryzae ● ● ｲﾈｸﾋﾞﾎｿﾊﾑｼ(文献2)、ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ(文献3)
722 ﾑｼｸｿﾊﾑｼ Chlamisus spilotus ●
723 ｱｵﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Basilepta fulvipes ●
724 ｲﾓｻﾙﾊﾑｼ Colasposoma dauricum ●
725 ｺﾌｷｻﾙﾊﾑｼ Lypesthes ater ● ﾘﾝｺﾞｺﾌｷﾊﾑｼ(文献2)
726 ﾋﾒｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Pagria signata ●
727 ﾄﾋﾞｻﾙﾊﾑｼ Trichochrysea japana japana ●
728 ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ Chrysolina aurichalcea ● ●
729 ﾊｯｶﾊﾑｼ Chrysolina exanthematica ● ﾊﾂｶﾊﾑｼ(文献2)
730 ﾄﾞﾛﾉｷﾊﾑｼ Chrysomela populi ●
731 ﾔﾅｷﾞﾊﾑｼ Chrysomela vigintipunctata ●
732 ｸﾙﾐﾊﾑｼ Gastrolina depressa ●
733 ｺｶﾞﾀﾙﾘﾊﾑｼ Gastrophysa atrocyanea ●
734 ﾄﾎｼﾊﾑｼ Gastrolina japonica ●
735 ﾌｼﾞﾊﾑｼ Gastrolina rubripennis ●
736 ﾙﾘﾊﾑｼ Linaeidea aenea ● ●
737 ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ Phaedon brassicae ● ●
738 ﾔﾅｷﾞﾙﾘﾊﾑｼ Plagiodera cersicolora ●
739 ｷｸﾋﾞｱｵﾊﾑｼ Agelasa nigriceps ●
740 ﾑﾅｸﾞﾛﾂﾔﾊﾑｼ Arthrotus niger ●
741 ｳﾘﾊﾑｼ Aulacophora femoralis ● ●
742 ｸﾜﾊﾑｼ Fleutiauxia armata ●
743 ｽｼﾞｸﾞﾛｵｵﾊﾑｼ Galeruca spectabilis ●
744 ｲﾀﾄﾞﾘﾊﾑｼ Gallerucida bifasciata ●
745 ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ Medythia nigrobilineata ●
746 ﾎﾀﾙﾊﾑｼ Monolepta dichroa ●
747 ｱﾄﾎﾞｼﾊﾑｼ Paridea angulicollis ●
748 ｵｵｷｲﾛﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Argopus balyi ●
749 ｷﾊﾞﾈﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Hemipyxis flavipennis ●
750 ﾙﾘﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Nonarthra cyanea ● ●
751 ｸﾋﾞﾎﾞｿﾄﾋﾞﾊﾑｼ Pseudoliprus hirtus ●
752 ｶﾀｸﾘﾊﾑｼ Sangariola punctatostriata ●
753 ﾋﾒｷﾍﾞﾘﾄｹﾞﾊﾑｼ Dactylispa angulosa ● ｷﾍﾞﾘﾄｹﾞﾄﾞｹ(文献2)
754 ｱｵｶﾒﾉｺﾊﾑｼ Cassida rubiginosa ●
755 ｵﾄｼﾌﾞﾐ ｵﾄｼﾌﾞﾐ Apoderus jekelii ● ●
756 ﾋﾒｸﾛｵﾄｼﾌﾞﾐ Apoderus erythrogaster ●
757 ｾｱｶﾋﾒｵﾄｼﾌﾞﾐ Apoderus geminus ●
758 ﾑﾂﾓﾝｵﾄｼﾌﾞﾐ Apoderus praecellens ●
759 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｵﾄｼﾌﾞﾐ Paroplapoderus pardalis ●
760 ｺﾌﾞﾙﾘｵﾄｼﾌﾞﾐ Euops pustulosus ●
761 ﾘｭｲｽｱｼﾅｶﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ Henicolabus lewisii ● ﾙｲｽｱｼﾅｶﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ(文献2)
762 ﾋﾞﾛｳﾄﾞｱｼﾅｶﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ Himatolabus cupreus ●
763 ﾄﾞﾛﾊﾏｷﾁｮｯｷﾘ Byctiscus puberulus puberulus ● ﾄﾞﾛﾊﾏﾁｮｯｷﾘ(文献2)
764 ﾎｿﾁｮｯｷﾘ Eugnamptus aurifrons ●
765 ﾓﾓﾁｮｯｷﾘ Rhynchites heros ●
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766 ｿﾞｳﾑｼ ﾘﾝｺﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ Phyllobius armatus ●
767 ｶｼﾜｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ Myllocerus griseus ●
768 ｼﾛｺﾌﾞｿﾞｳﾑｼ Episomus turritus ●
769 ﾋﾒｼﾛｺﾌﾞｿﾞｳﾑｼ Dermatoxenus caesicollis ●
770 ﾏﾂﾄﾋﾞｿﾞｳﾑｼ Scythropus scutellaris ●
771 ｵｵｱｵｿﾞｳﾑｼ Chlorophanus grandis ●
772 ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ Eugnathus distinctus ●
773 ﾊｽｼﾞｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ Lixus acutipennis ●
774 ﾅｶﾞｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ Lixus depressipennis ●
775 ｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ Lixus impressiventris ●
776 ｵｼﾞﾛｱｼﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Mesalcidodes trifidus ●
777 ｲﾈｿﾞｳﾑｼ Echinocnemus squameus ●
778 ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ Lissorhoptrus oryzophilus ●
779 ｺﾅﾗｼｷﾞｿﾞｳﾑｼ Curculio dentipes ●
780 ﾂﾂｿﾞｳﾑｼ Carcilia strigicollis ●
781 ﾏﾂｷﾎﾞｼｿﾞｳﾑｼ Pissodes nitidus ●
782 ｳｽﾓﾝﾄｹﾞﾄｹﾞｿﾞｳﾑｼ Colobodes konoi ●
783 ｼﾛﾓﾝﾄｹﾞﾄｹﾞｿﾞｳﾑｼ Colobodes matsumurai ● ●
784 ﾏﾀﾞﾗｱｼｿﾞｳﾑｼ Ectatorhinus adamsii ●
785 ｵｻｿﾞｳﾑｼ ｺｸｿﾞｳﾑｼ Sitophilus zeamais ● ●
786 ｷｸｲﾑｼ ｱｶﾏﾂｻﾞｲﾉｷｸｲﾑｼ Xyleborus aquilus ●
787 ﾊﾁ ﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ ｵｵｱｶｽﾞﾗﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ Cephalcia isshikii ● ｵｵｱｶｽﾞﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ(文献2)
788 ﾀｶﾈﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ Cephalcia variegata ●
789 ﾂﾔﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ Onycholyda lucida ●
790 ｼﾏﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ Pamphilius volatilis ● ﾋﾗﾀﾊﾊﾞﾁ(文献3)
791 ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ ｱｶｽｼﾞﾁｭｳﾚﾝｼﾞ Arge nigrinodosa ●
792 ﾆﾎﾝﾁｭｳﾚﾝｼﾞ Arge nipponensis ● ﾆﾎﾝﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾞﾁ(文献2)
793 ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾞﾁ Arge pagana ●
794 ﾏﾂﾊﾊﾞﾁ ﾏﾂﾊﾊﾞﾁ Diprion nipponica ●
795 ﾊﾊﾞﾁ ﾊｸﾞﾛﾊﾊﾞﾁ Allantus luctifer ● ●
796 ｸﾘﾊﾊﾞﾁ Apethymus kuri ●
797 ｹｰﾍﾞﾙﾊﾊﾞﾁ Arbusia koebelei ●
798 ｳﾂｷﾞﾊﾊﾞﾁ Asiemphytus deutziae ●
799 ｾｸﾞﾛｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ Athalia infumata ●
800 ﾆﾎﾝｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ Athalia japonica ● ● ﾆﾎﾝｶﾌﾞﾗﾊﾞﾁ(文献3)
801 ｸｼﾋｹﾞﾊﾊﾞﾁ Cladius pectinicornis ●
802 ﾌﾄｺｼｼﾞﾛﾊﾊﾞﾁ Corymbas nipponica ●
803 ｵｽｸﾞﾛﾊﾊﾞﾁ Dolerus similis japonicus ● ●
804 ｶﾀｱｶｽｷﾞﾅﾊﾊﾞﾁ Loderus genucinctus insulicola ●
805 ﾂﾏｼﾞﾛｸﾛﾊﾊﾞﾁ Macrophya apicalis ●
806 ｵｵｸﾛﾊﾊﾞﾁ Macrophya carbonaria ●
807 ｸﾛﾊﾊﾞﾁ Macrophya ignava ●
808 ｵｵｺｼｱｶﾊﾊﾞﾁ Siobla ferox ●
809 ﾅｶﾞﾜﾗﾋﾞﾊﾊﾞﾁ Strongylogaster lineata ● ｼﾀﾞｷｵﾋﾞﾊﾊﾞﾁ(文献2)
810 ｾﾞﾝﾏｲﾊﾊﾞﾁ Strongylogaster osmundae ●
811 ﾅｶﾞｾﾞﾝﾏｲﾊﾊﾞﾁ Strongylogaster secunda ●
812 ﾀﾞｲｽﾞﾊﾊﾞﾁ Takeuchiella pentagona ●
813 ﾂﾏｷｸﾛﾊﾊﾞﾁ Taxonus fulvicornis ● ﾂﾉｷｸﾛﾊﾊﾞﾁ(文献2)
814 ｱｵｺｼﾎｿﾊﾊﾞﾁ Tenthredo japonica ●
815 ｷﾊﾞﾁ ﾋﾗｱｼｷﾊﾞﾁ Tremex longicollis ●
816 ﾆﾎﾝｷﾊﾞﾁ Urocerus japonicus ● ● ●
817 ｸﾋﾞﾅｶﾞｷﾊﾞﾁ ｱｶｱｼｸﾋﾞﾅｶﾞｷﾊﾞﾁ Xiphydria camelus ● ｸﾋﾞﾅｶﾞｷﾊﾞﾁ(文献2)
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818 ﾔﾄﾞﾘｷﾊﾞﾁ ﾔﾄﾞﾘｷﾊﾞﾁ Orussus japonicus ●
819 ｸｷﾊﾞﾁ ﾊﾞﾗｸｷﾊﾞﾁ Syrista similis ●
820 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｳﾏﾉｵﾊﾞﾁ Euurobracon yokohamae ●
821 ｱｵﾑｼｻﾑﾗｲｺﾏﾕﾊﾞﾁ Apanteles glomeratus ●
822 ﾏﾂﾑﾗﾍﾞｯｺｳｺﾏﾕﾊﾞﾁ Braunsia matsumurai ●
823 ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾎｿﾊﾗｸﾓﾋﾒﾊﾞﾁ Zabrachypus tenuiabdominalis ●
824 ﾏﾀﾞﾗｺﾌﾞｸﾓﾋﾒﾊﾞﾁ Zatypota albicoxa ● ﾏﾀﾞﾗｺﾞﾌﾞｸﾓﾋﾒﾊﾞﾁ(文献2)
825 ﾏﾂｹﾑｼﾔﾄﾞﾘﾊﾞﾁ Exochilum circumflexum ●
826 ﾏｲﾏｲﾋﾗﾀﾋﾒﾊﾞﾁ Coccygomimus luctuosus ●
827 ﾁｬｲﾛﾂﾔﾋﾗﾀﾋﾒﾊﾞﾁ Theronia atalantae gestator ● ﾁｬｲﾛﾋﾒﾊﾞﾁ(文献2)
828 ｼﾗﾎｼｵﾅｶﾞﾊﾞﾁ Sychnostigma japonicum ●
829 ｺﾝﾎﾞｳｹﾝﾋﾒﾊﾞﾁ Coleocentrus incertus ● ｺﾝﾎﾞｳｵﾅｶﾞﾊﾞﾁ(文献2)
830 ﾏﾀﾞﾗﾋﾒﾊﾞﾁ Pterocormus generosus ●
831 ｼﾛﾖﾄｳﾔﾄﾞﾘﾋﾒﾊﾞﾁ Spilichneumon ammonius ●
832 ｱｹﾞﾊﾋﾒﾊﾞﾁ Trogus mactator ● ●
833 ｺﾝﾎﾞｳﾔｾﾊﾞﾁ ｺﾝﾎﾞｳﾔｾﾊﾞﾁ Gasteruption japonicum ●
834 ｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ ｷｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ Brachymeria lasus ●
835 ｺｶﾞﾈｺﾊﾞﾁ ｱｵﾑｼｺﾊﾞﾁ Pteromalus puparum ●
836 ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ Pseudaphycus malinus ●
－ ﾂﾉﾛｳﾔﾄﾞﾘﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ － ●
－ ﾋﾒｺﾊﾞﾁ ｽﾞｲﾑｼﾋﾒｺﾊﾞﾁ － ●
－ ﾙﾋﾞｰﾔﾄﾞﾘｺﾊﾞﾁ － ●
837 ﾀﾏｺﾞｺﾊﾞﾁ ｷｲﾛﾀﾏｺﾞﾊﾞﾁ Trichogramma dendrolimi ●
838 ﾖﾄｳﾀﾏｺﾞﾊﾞﾁ Trichogramma evanesens ● ﾖﾄｳﾀﾏｺﾞｺﾊﾞﾁ(文献2)
839 ﾀﾏﾊﾞﾁ ｸﾘﾀﾏﾊﾞﾁ Dryocosmus kuriphilus ● ●
－ ﾅﾗﾀﾏﾊﾞﾁ － ●
840 ｺﾂﾁﾊﾞﾁ ﾏﾒｺｶﾞﾈﾂﾁﾊﾞﾁ Tiphia popilliavora ●
841 ﾂﾁﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ Scolia histrionica japonica ● ●
842 ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Campsomeriella annulata annulata ●
843 ｵｵﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Megacampsomeris grossa matsumurai ●
844 ｷﾝｹﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Megacampsomeris prismatica ● ｷｽｼﾞﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ(文献2)
845 ﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Megacampsomeris schulthessi ●
－ ｺﾓﾝﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ － ●
846 ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis ●
847 ﾅﾜｺｼﾎﾞｿｱﾘ Crematogaster laboriosa ● ﾄﾋﾞｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ(文献2)
848 ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster matsumurai matsumurai ●
849 ｼﾜｸｼｹｱﾘ Myrmica kotokui ●
850 ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum ● ● ｼﾜｱﾘ(文献2)
851 ｸﾛｵｵｱﾘ Camponotus japonicus ● ●
852 ﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus obscuripes ● ● ●
853 ｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica japonica ●
854 ｸﾛｸｻｱﾘ Lasius fuliginosus ●
855 ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius niger ● ●
856 ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes ●
857 ﾄｹﾞｱﾘ Polyrhachis lamellidens ●
－ ｸｼｹｱﾘ － ●
－ ｼﾘｱｹﾞｱﾘ － ●
－ ﾑﾈｼﾞﾜｼﾘｱｹﾞｱﾘ － ●
858 ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝｸﾛﾍﾞｯｺｳ Anoplius samariensis ●
859 ｷｵﾋﾞﾍﾞｯｺｳ Batozonellus annulatus ●
860 ﾌﾀﾓﾝﾍﾞｯｺｳ Parabatozonus hakodadi ●
861 ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes chinensis antennalis ● ●
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862 ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes jadwigae jadwigae ●
863 ｷｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes rothneyi iwatai ● ● ｷｱｼｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ(文献2)
864 ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ本土亜種 Vespa analis insularis ● ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ(文献2)
865 ﾓﾝｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa crabro flavofasciata ●
866 ﾁｬｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa dybowskii ●
867 ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa mandarinia japonica ● ● ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ(文献2､3)
868 ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa simillima xanthoptera ● ●
869 ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa tropica pulchra ●
870 ﾔﾄﾞﾘｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespula austriaca ●
871 ｱﾅﾊﾞﾁ ﾙﾘｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ Chalybion japonicum ●
872 ｺｸﾛｱﾅﾊﾞﾁ Isodontia nigella ●
873 ｸﾛｱﾅﾊﾞﾁ Sphex argentatus argentatus ●
874 ｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ Ammophila sabulosa infesta ● ●
875 ﾊｷﾘﾊﾞﾁ ｼﾛｵﾋﾞﾂﾂﾊﾅﾊﾞﾁ Osmia excavata ●
876 ｺｼﾌﾞﾄﾊﾅﾊﾞﾁ ﾀﾞｲﾐｮｳｷﾏﾀﾞﾗﾊﾅﾊﾞﾁ Nomada japonica ● (文献2)
877 ｼﾛｽｼﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾊﾞﾁ Eucera spurcatipes ●
878 ﾆｯﾎﾟﾝﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾊﾞﾁ Tetralonia nipponensis ●
879 ｸﾏﾊﾞﾁ Xylocopa appendiculata circumvolans ● ●
880 ﾐﾂﾊﾞﾁ ｸﾛﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ Bombus ignitus ●
881 ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ Apis cerana ● ● ● ﾐﾂﾊﾞﾁ(文献2､3)
882 ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ｵｵﾊｻﾐｼﾘｱｹﾞ Panorpa bicornuta ● ｵｵﾊｻﾐｼﾘｱｹﾞﾑｼ(文献2)
883 ﾔﾏﾄｼﾘｱｹﾞ Panorpa japonica ● ● ｼﾘｱｹﾞ(文献3)
884 ﾌﾟﾗｲﾔｼﾘｱｹﾞ Panorpa pryeri ● ﾌﾟﾗｲｱｼﾘｱｹﾞ(文献2)
885 ｽｶｼｼﾘｱｹﾞﾓﾄﾞｷ Panorpodes paradoxus ●
886 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾓﾄﾞｷ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞﾓﾄﾞｷ Bittacus nipponicus ●
887 ﾉﾐ ﾋﾄﾉﾐ ﾋﾄﾉﾐ Pulex irritans ● ●
888 ｲﾇﾉﾐ Ctenocephalides canis ●
889 ﾈｺﾉﾐ Ctenocephalides felis felis ●
890 ﾎｿﾉﾐ 和名なし Leptopsylla segnis ● ﾒｸﾗﾎｿﾉﾐ(文献2)
891 ﾅｶﾞﾉﾐ ﾆﾜﾄﾘﾉﾐ Ceratophyllus gallinae dilatus ●
892 ﾔﾏﾄﾈｽﾞﾐﾉﾐ Monopsyllus anisus ● ●
893 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｷｲﾛﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Nephrotoma virgata ●
894 ﾆｯﾎﾟﾝｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula nipponensis ● ●
895 ﾏﾀﾞﾗﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Limonia quadrimaculata truncata ●
896 ｶ ｷﾝｲﾛﾔﾌﾞｶ Aedes vexans ●
897 ｾｽｼﾞﾔﾌﾞｶ Aedes dorsalis ●
898 ｵｵｸﾛﾔﾌﾞｶ Armigeres subalbatus ●
899 ｱｶｲｴｶ Culex pipiens pallens ● ● ●
900 ｺｶﾞﾀｱｶｲｴｶ Culex tritaeniorhynchus ●
－ ｼﾛﾌﾇｶｶ － ●
901 ﾌﾞﾕ ｵｵﾌﾞﾕ Prosimulium hirtipes ●
902 ｷｱｼｵｵﾌﾞﾕ Prosimulium yezoense ●
903 ﾕｽﾘｶ ﾔﾏﾄﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ Polypedilum japonicum ●
904 ﾐｽﾞｱﾌﾞ ｺｳｶｱﾌﾞ Ptecticus tenebrifer ●
905 ﾐｽﾞｱﾌﾞ Stratiomys japonica ●
906 ｱﾌﾞ ﾒｸﾗｱﾌﾞ Chrysops suavis ●
907 ｱｶｳｼｱﾌﾞ Tabanus chrysurus ●
908 ﾔﾏﾄｱﾌﾞ Tabanus rufidens ●
909 ﾂﾘｱﾌﾞ ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾂﾘｱﾌﾞ Bombylius major ●
910 ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｼｵﾔｱﾌﾞ Promachus yesonicus ●
911 ﾊﾅｱﾌﾞ ﾊﾅｱﾌﾞ Eristalis tenax ●
912 ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ Phytomia zonata ●
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913 ｸﾛﾅｶﾞﾊﾅｱﾌﾞ Chalcosyrphus longus ●
－ ﾋﾗﾀｱﾌﾞ － ●
914 ﾐﾊﾞｴ ﾊﾙｻｻﾊﾏﾀﾞﾗﾐﾊﾞｴ Paragastrozona japonica ● ﾐﾂﾏﾀﾊﾏﾀﾗﾊﾞｴ(文献2)
915 ﾍﾞｯｺｳﾊﾞｴ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞｴ Dryomyza formosa ● ● ●
916 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ Liriomyza chinensis ●
917 ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ｷｲﾛｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila melanogaster ● ●
918 ｸﾛｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila virilis ●
919 ﾌﾝﾊﾞｴ ﾋﾒﾌﾝﾊﾞｴ Scathophaga stercoraria ● ●
920 ﾋﾒｲｴﾊﾞｴ ﾋﾒｲｴﾊﾞｴ Fannia canicularis ●
921 ｲｴﾊﾞｴ ｲｴﾊﾞｴ Musca domestica ● ● ●
922 ｻｼﾊﾞｴ Stomoxys calcitrans ● ●
923 ｸﾛﾊﾞｴ ｹﾌﾞｶｸﾛﾊﾞｴ Aldrichina grahami ●
924 ｵｵｸﾛﾊﾞｴ Calliphora lata ● ●
925 ｷﾝﾊﾞｴ Lucilia caesar ● ●
926 ｽﾈｱｶｷﾝﾊﾞｴ Lucilia porphyrina ●
927 ﾋﾂｼﾞｷﾝﾊﾞｴ Lucilia cuprina ●
928 ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ Stomorhina obsoleta ●
929 ﾆｸﾊﾞｴ ｾﾝﾁﾆｸﾊﾞｴ Boettcherisca peregrina ●
930 ｸﾛﾆｸﾊﾞｴ Boettcherisca septentrionalis ●
931 ｼﾘｸﾞﾛﾆｸﾊﾞｴ Helicophagella melanura ●
932 ｹﾞﾝﾛｸﾆｸﾊﾞｴ Parasarcophaga albiceps ●
933 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ｵｵｽﾞｸﾛｽｼﾞﾊﾘﾊﾞｴ Gonia chinensis ● ｵｵﾂﾞｸﾛｽｼﾞﾊﾘﾊﾞｴ(文献3)
934 ｾｽｼﾞﾊﾘﾊﾞｴ Tachina nupta ●
935 ﾖｺｼﾞﾏｵｵﾊﾘﾊﾞｴ Tachina jakovlevi ●
936 ｺｶﾞﾈｵｵﾊﾘﾊﾞｴ Tachina luteola ●
937 ﾄﾋﾞｹﾗ ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ Glossosoma inops ● ｲﾉﾌﾟｽﾔﾏﾄﾄﾋﾞｹﾗ(文献2)
938 ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ Ryacophila clemens ● ｸﾚﾒﾝｽﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ(文献2)
939 ﾑﾅｸﾞﾛﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ Ryacophila nigrocephala ●
－ ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ － ●
940 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ● ●
941 ﾁｬﾊﾞﾈﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche sauteri ●
942 ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche brevilineatus ●
943 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche ulmeri ●
944 ﾄﾋﾞｹﾗ ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina ●
945 Oligotrichaの一種 Oligotricha sp ●
946 ﾁｮｳ ﾏｶﾞﾘｶﾞ ﾍﾞﾆｵﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞ Nemophora rubrofascia ●
947 ﾊﾏｷｶﾞ ﾘﾝｺﾞﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ Adoxophyes orana ● ｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ(文献2)
948 ｱﾄｷﾊﾏｷ Archips audax ●
949 ｶｸﾓﾝﾊﾏｷ Archips xylosteanus ● ●
950 ｳｽｷﾞﾝｽｼﾞｷﾊﾏｷ Croesia phalera ●
951 ﾄﾗﾌﾊﾏｷ Croesia tigricolor ●
952 ｸﾜﾊﾏｷ Exartema mori ●
953 ｱｶﾄﾋﾞﾊﾏｷ Pandemis cinnamomeana ●
954 ｳｽｱﾐﾒｷﾊﾏｷ Tortrix sinapina ●
955 ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ Grapholita molesta ●
956 ｱｽﾞｷｻﾔﾋﾒﾊﾏｷ Matsumuraeses azukivora ● ｱｽﾞｷｻﾔﾑｼｶﾞ(文献2)
957 ｸﾜﾋﾒﾊﾏｷ Olethreutes mori ●
958 ﾘﾝｺﾞｼﾛﾋﾒﾊﾏｷ Spilonota ocellana ●
959 ｶｼﾜｷﾞﾝｵﾋﾞﾋﾒﾊﾏｷ Strophedra nitidana ● ｳｽｵﾋﾞﾁﾋﾞﾊﾏｷ(文献2)
960 ﾎｿﾊﾏｷｶﾞ ﾌﾞﾄﾞｳﾎｿﾊﾏｷ Eupoecilia ambiguella ●
961 ﾐﾉｶﾞ ﾐﾉｶﾞ Canephora asiatica ● ●
962 ｵｵﾐﾉｶﾞ Eumeta japonica ●
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963 ﾆﾄﾍﾞﾐﾉｶﾞ Mahasena aurea ●
964 ﾋﾛｽﾞｺｶﾞ ｺｸｶﾞ Nemapogon granellus ●
965 ﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ Lyonetia clerkella ● ﾓﾓﾊﾑｸﾞﾘｶ(文献3)
966 ｽｶｼﾊﾞｶﾞ ﾌﾞﾄﾞｳｽｶｼﾊﾞ Paranthrene regalis ●
967 ｶｼﾜｽｶｼﾊﾞ Sesia rhynchioides ●
968 ｺｽｶｼﾊﾞ Synanthedon hector ● ●
969 ｾｽｼﾞｽｶｼﾊﾞ Pennisetia contracta ●
970 ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ｼﾛｼﾀﾎﾀﾙｶﾞ Chalcosia remota yaeyamana ● ●
971 ﾀｹﾉｸﾛﾎｿﾊﾞ Balataea funeralis ● ﾀｹﾉﾎｿｸﾛﾊﾞ(文献2)
972 ﾘﾝｺﾞﾊﾏｷｸﾛﾊﾞ Illiberis pruni ●
973 ﾌﾞﾄﾞｳｽｶｼｸﾛﾊﾞ Illiberis tenuis ●
974 ｲﾗｶﾞ ｳｽﾑﾗｻｷｲﾗｶﾞ Austrapoda hepatica ●
975 ﾃﾝｸﾞｲﾗｶﾞ Microleon longipalpis ●
976 ｲﾗｶﾞ Monema flavescens ● ● ●
977 ﾅｼｲﾗｶﾞ Narosoideus flavidorsalis flavidorsalis ●
978 ｱｵｲﾗｶﾞ Parasa consocia ●
979 ｸﾛｼﾀｱｵｲﾗｶﾞ Parasa sinica ● ●
980 ｱｶｲﾗｶﾞ Phrixolepia sericea ●
981 ｾｾﾘﾓﾄﾞｷｶﾞ ﾆﾎﾝｾｾﾘﾓﾄﾞｷ Hyblaea fortissima ● ●
982 ﾏﾄﾞｶﾞ ｱｶｼﾞﾏﾏﾄﾞｶﾞ Striglina cancellata ●
983 ﾒｲｶﾞ ﾆｶﾒｲｶﾞ Chilo suppressalis ● ●
984 ｳｽｸﾛｽｼﾞﾂﾄｶﾞ Chrysoteuchia diplogramma ● ｳｽｸﾞﾛｽｼﾞﾂﾄｶﾞ(文献2)
985 ﾃﾝｽｼﾞﾂﾄｶﾞ Chrysoteuchia distinctella ●
986 ｸﾛｳｽﾑﾗｻｷﾉﾒｲｶﾞ Agrotera posticalis ●
987 ｼﾛﾋﾄﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Analthes semitritalis orbicularis ●
988 ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ Cnaphalocrocis medinalis ●
989 ﾓﾓﾉｺﾞﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ Conogethes punctiferalis ●
990 ﾅﾉﾒｲｶﾞ Evergestis forficalis ●
991 ｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ Glyphodes pryeri ●
992 ｸﾜﾉﾒｲｶﾞ Glyphodes pyloalis ●
993 ﾄﾋﾞﾍﾘｷﾉﾒｲｶﾞ Goniorhynchus clausalis ●
994 ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ Hellula undalis ●
995 ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma luctuosalis zelleri ●
996 ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ Hymenia recurvalis ●
997 ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ Maruca testulalis ●
998 ﾌｷﾉﾒｲｶﾞ本州亜種 Ostrinia zaguliaevi honshuensis ● ﾌｷﾉﾒｲｶﾞ(文献2)
999 ｷｲﾛﾉﾒｲｶﾞ Perinephela lancealis honshuensis ●
1000 ｵｵｷﾊﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya harutai ● ﾄﾁﾉﾒｲｶﾞ(文献2)
1001 ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya ruralis ●
1002 ﾐｽｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Protonoceras capitalis ●
1003 ﾍﾞﾆﾌｷﾉﾒｲｶﾞ Pyrausta panopealis ●
1004 ｸﾛﾍﾘﾉﾒｲｶﾞ Syllepte fuscomarginalis ●
1005 ｸﾛﾓﾝｷﾉﾒｲｶﾞ Udea testacea ●
1006 ｲﾈﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Paraponyx fluctuosalis ●
1007 ｲﾈｺﾐｽﾞﾒｲｶﾞ Paraponyx vittalis ●
1008 ｶｼﾉｼﾏﾒｲｶﾞ Pyralis farinalis ●
1009 ｷﾞﾝﾓﾝｼﾏﾒｲｶﾞ Pyralis regalis ●
1010 ｽｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Cadra cautella ●
1011 ﾏﾂﾉｼﾝﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Dioryctria sylvestrella ●
1012 ｼﾛｲﾁﾓﾝｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Etiella zinckenella ●
1013 ﾅｼﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Numonia pyrivorella ● ﾅｼﾉﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ(文献2)
1014 ﾉｼﾒﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Plodia interpunctella ●
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1015 ﾄﾘﾊﾞｶﾞ ｼﾗﾎｼﾄﾘﾊﾞ Deuterocopus albipunctatus ●
1016 ﾌﾞﾄﾞｳﾄﾘﾊﾞ Nippoptilia vitis ●
1017 ﾌｼﾞﾏﾒﾄﾘﾊﾞ Sphenarches anisodactylus ●
1018 ﾖﾓｷﾞﾄﾘﾊﾞ Leioptilus lienigianus ●
1019 ｾｾﾘﾁｮｳ ﾎｼﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Aeromachus inachus inachus ●
1020 ｷﾊﾞﾈｾｾﾘ Bibasis aquilina chrysaeglia ●
1021 ｱｵﾊﾞｾｾﾘ本土亜種 Choaspes benjaminii japonica ● ● ｱｵﾊﾞｾｾﾘ(文献1､2)
1022 ﾀﾞｲﾐｮｳｾｾﾘ Daimio tethys ●
1023 ﾐﾔﾏｾｾﾘ Erynnis montanus ● ●
1024 ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ Leptalina unicolor ● ●
1025 ﾋﾒｷﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ Ochlodes ochraceus ●
1026 ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ Parnara guttata guttata ●
1027 ﾐﾔﾏﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Pelopidas jansonis ●
1028 ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Polytremis pellucida pellucida ●
1029 ｷﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ Potanthus flavus flavus ● ●
1030 ｺﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Thoressa varia ●
1031 ﾍﾘｸﾞﾛﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Thymelicus sylvaticus sylvaticus ●
1032 ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ本土亜種 Byasa alcinous alcinous ● ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ(文献1)
1033 ｷﾞﾌﾁｮｳ Luehdorfia japonica ●
1034 ｶﾗｽｱｹﾞﾊ本土亜種 Papilio bianor dehaanii ● ｶﾗｽｱｹﾞﾊ(文献2)
1035 ﾐﾔﾏｶﾗｽｱｹﾞﾊ Papilio maackii ● ●
1036 ｷｱｹﾞﾊ Papilio machaon hippocrates ●
1037 ｵﾅｶﾞｱｹﾞﾊ Papilio macilentus ● ●
1038 ｸﾛｱｹﾞﾊ本土亜種 Papilio protenor demetrius ● ｸﾛｱｹﾞﾊ(文献2)
1039 ﾅﾐｱｹﾞﾊ Papilio xuthus ● ● ｱｹﾞﾊ(文献2､3)
1040 ｳｽﾊﾞｼﾛﾁｮｳ Parnassius glacialis ● ●
1041 ｼﾛﾁｮｳ ﾂﾏｷﾁｮｳ Anthocharis scolymus ● ●
1042 ﾓﾝｷﾁｮｳ Colias erate poliographus ● ●
1043 ｷﾁｮｳ Eurema hecabe ●
1044 ﾋﾒｼﾛﾁｮｳ Leptidea amurensis ● ● ●
1045 ｽｼﾞｸﾞﾛｼﾛﾁｮｳ Pieris melete melete ● ●
1046 ｴｿﾞｽｼﾞｸﾞﾛｼﾛﾁｮｳ Pieris napi japonica ●
1047 ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ Pieris rapae crucivora ● ● ●
1048 ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾐｽﾞｲﾛｵﾅｶﾞｼｼﾞﾐ Antigius attilia attilia ●
1049 ｳｽｲﾛｵﾅｶﾞｼｼﾞﾐ Antigius butleri ●
1050 ｵﾅｶﾞｼｼﾞﾐ Araragi enthea enthea ●
1051 ｳﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗｼｼﾞﾐ Artopoetes pryeri ●
1052 ｺﾂﾊﾞﾒ Callophrys ferrea ● ●
1053 ﾙﾘｼｼﾞﾐ Celastrina argiolus ladonides ●
1054 ｽｷﾞﾀﾆﾙﾘｼｼﾞﾐ本州亜種 Celastrina sugitanii sugitanii ● ● ｽｷﾞﾀﾆﾙﾘｼｼﾞﾐ(文献1､2)
1055 ｱｲﾉﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Chrysozephyrus brillantinus ●
1056 ﾒｽｱｶﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Chrysozephyrus smaragdinus ●
1057 ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ Everes argiades hellotia ●
1058 ｼﾞｮｳｻﾞﾝﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Favonius aurorinus ● ●
1059 ｴｿﾞﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Favonius jezoensis ●
1060 ｵｵﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Favonius orientalis ● ●
1061 ｳﾗｸﾛｼｼﾞﾐ Iratsume orsedice orsedice ● ●
1062 ｱｶｼｼﾞﾐ Japonica lutea lutea ●
1063 ｳﾗﾅﾐｱｶｼｼﾞﾐ Japonica saepestriata ●
1064 ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ Lampides boeticus ●
1065 ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ Lycaena phlaeas daimio ● ●
1066 ｵｵｺﾞﾏｼｼﾞﾐ Maculinea arionides takamukui ● ●
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1067 ﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Neozephyrus japonicus ● ●
1068 ｸﾛｼｼﾞﾐ Niphanda fusca ●
1069 ﾋﾒｼｼﾞﾐ本州･九州亜種 Plebejus argus micrargus ● ● ﾋﾒｼｼﾞﾐ(文献1､2)
1070 ﾄﾗﾌｼｼﾞﾐ Rapala arata ●
1071 ﾑﾓﾝｱｶｼｼﾞﾐ Shirozua jonasi ● ●
1072 ﾌｼﾞﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Sibatanoizephyrus fujisanus ● ●
1073 ｷﾏﾀﾞﾗﾙﾘﾂﾊﾞﾒ Spindasis takanonis ●
1074 ｶﾗｽｼｼﾞﾐ Strymonidia w-album fentoni ●
1075 ｺﾞｲｼｼｼﾞﾐ Taraka hamada hamada ●
1076 ｳﾗｷﾝｼｼﾞﾐ Ussuriana stygiana ● ●
1077 ﾀﾞｲｾﾝｼｼﾞﾐ Wagimo signatus ● ● ｳﾗﾐｽｼﾞｼｼﾞﾐ(文献1､2)
1078 ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ本土亜種 Zizeeria maha argia ● ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ(文献2)
1079 ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ本土亜種 Libythea celtis celtoides ● ● ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ(文献1､2)
1080 ﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ ｱｻｷﾞﾏﾀﾞﾗ Parantica sita niphonica ● ●
1081 ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｺﾑﾗｻｷ Apatura metis substituta ● ●
1082 ｻｶﾊﾁﾁｮｳ Araschnia burejana strigosa ●
1083 ﾐﾄﾞﾘﾋｮｳﾓﾝ Argynnis paphia tsushimana ● ●
1084 ｳﾗｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ Argyronome laodice japonica ●
1085 ｵｵｳﾗｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ Argyronome ruslana lysippe ●
1086 ﾋｮｳﾓﾝﾁｮｳ北日本亜種 Brenthis daphne iwatensis ● ● ﾋｮｳﾓﾝﾁｮｳ(文献1､4)
1087 ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ Cynthia cardui ●
1088 ﾒｽｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ Damora sagana ilone ●
1089 ｽﾐﾅｶﾞｼ本土亜種 Dichorragia nesimachus nesiotes ● ● ｽﾐﾅｶﾞｼ(文献1､2)
1090 ｳﾗｷﾞﾝﾋｮｳﾓﾝ Fabriciana adippe pallescens ●
1091 ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ Hestina japonica ●
1092 ｸｼﾞｬｸﾁｮｳ Inachis io geisha ●
1093 ﾙﾘﾀﾃﾊ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum ● ﾙﾘﾀﾃﾊ(文献2)
1094 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾁｮｳ Ladoga camilla japonica ●
1095 ｱｻﾏｲﾁﾓﾝｼﾞ Ladoga glorifica ●
1096 ｵｵｲﾁﾓﾝｼﾞ Limenitis populi jezoensis ●
1097 ｸﾓｶﾞﾀﾋｮｳﾓﾝ Nephargynnis anadyomene midas ●
1098 ｵｵﾐｽｼﾞ Neptis alwina ● ●
1099 ﾐｽｼﾞﾁｮｳ Neptis philyra excellens ●
1100 ﾎｼﾐｽｼﾞ Neptis pryeri ● ●
1101 ﾌﾀｽｼﾞﾁｮｳ東北地方亜種 Neptis rivularis shirozui ● ● ● ﾌﾀｽｼﾞﾁｮｳ(文献1､2､5)
1102 ｺﾐｽｼﾞ Neptis sappho intermedia ●
1103 ｷﾍﾞﾘﾀﾃﾊ Nymphalis antiopa asopos ● ●
1104 ｴﾙﾀﾃﾊ Nymphalis vaualbum samurai ● ●
1105 ﾋｵﾄﾞｼﾁｮｳ Nymphalis xanthomelas japonica ● ●
1106 ｼｰﾀﾃﾊ Polygonia c-album hamigera ●
1107 ｷﾀﾃﾊ Polygonia c-aureum c-aureum ●
1108 ｵｵﾑﾗｻｷ Sasakia charonda charonda ● ● ●
1109 ｷﾞﾝﾎﾞｼﾋｮｳﾓﾝ本州亜種 Speyeria aglaja fortuna ● ● ｷﾞﾝﾎﾞｼﾋｮｳﾓﾝ(文献1､2)
1110 ｱｶﾀﾃﾊ Vanessa indica ● ●
1111 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｷﾏﾀﾞﾗﾓﾄﾞｷ Kirinia epaminondas ●
1112 ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ本州亜種 Lasiommata deidamia interrupta ● ● ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ(文献1､2)
1113 ｸﾛﾋｶｹﾞ本土亜種 Lethe diana diana ● ｸﾛﾋｶｹﾞ(文献2)
1114 ﾋｶｹﾞﾁｮｳ Lethe sicelis ●
1115 ｳﾗｼﾞｬﾉﾒ本州亜種 Lopinga achine achinoides ● ● ｳﾗｼﾞｬﾉﾒ(文献2､5)
1116 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ Minois dryas bipunctata ● ● ●
1117 ｺｼﾞｬﾉﾒ Mycalesis francisca perdiccas ● ●
1118 ﾋﾒｼﾞｬﾉﾒ Mycalesis gotama fulginia ●
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1119 ｻﾄｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ Neope goschkevitschii ●
1120 ﾔﾏｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ本土亜種 Neope niphonica niphonica ● ● ﾔﾏｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ(文献1､2)
1121 ｵｵﾋｶｹﾞ Ninguta achrenckii ●
1122 ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ Ypthima argus ●
1123 ﾋﾒｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ Zophoessa callipteris ●
1124 ｶｷﾞﾊﾞｶﾞ ﾏﾀﾞﾗｶｷﾞﾊﾞ Callicilix abraxata ●
1125 ｷﾞﾝﾓﾝｶｷﾞﾊﾞ Callidrepana patrana ●
1126 ｽｶｼｶｷﾞﾊﾞ Macrauzata maxima ●
1127 ｴｿﾞｶｷﾞﾊﾞ Nordstromia grisearia ●
1128 ﾔﾏﾄｶｷﾞﾊﾞ Nordstromia japonica ● ●
1129 ｳｺﾝｶｷﾞﾊﾞ Tridrepana crocea ●
1130 ﾄｶﾞﾘﾊﾞｶﾞ ｳｽﾍﾞﾆｱﾔﾄｶﾞﾘﾊﾞ Habrosyne dieckmanni ●
1131 ｷﾏﾀﾞﾗﾄｶﾞﾘﾊﾞ Macrothyatira flavida ● ●
1132 ﾌﾀﾃﾝﾄｶﾞﾘﾊﾞ Ochropacha duplaris ●
1133 ｵｵﾊﾞﾄｶﾞﾘﾊﾞ Tethea ampliata ●
1134 ﾎｿﾄｶﾞﾘﾊﾞ Tethea octogesima ● ●
1135 ﾓﾝﾄｶﾞﾘﾊﾞ Thyatira batis japonica ●
1136 ｼｬｸｶﾞ ｼﾛｵﾋﾞﾌﾕｼｬｸ Alsophila japonensis ●
1137 ｳｽﾊﾞﾌﾕｼｬｸ Inurois fletcheri fletcheri ●
1138 ﾎｼｼｬｸ Naxa seriaria ●
1139 ｳｽｱｵｼｬｸ Dindica virescens ● ●
1140 ﾅﾐｽｼﾞｺｱｵｼｬｸ Diplodesma ussuriaria ●
1141 ｶｷﾞｼﾛｽｼﾞｱｵｼｬｸ Geometra dieckmanni ●
1142 ｵｵｼﾛｵﾋﾞｱｵｼｬｸ Geometra papilionaria subrigua ●
1143 ｼﾛｵﾋﾞｱｵｼｬｸ Geometra sponsaria ●
1144 ｸﾛｽｼﾞｱｵｼｬｸ Geometra valida ●
1145 ｷﾊﾞﾗﾋﾒｱｵｼｬｸ Hemithea aestivaria ●
1146 ﾅﾐｶﾞﾀｳｽｷｱｵｼｬｸ Jodis lactearia ●
1147 ｷﾏｴｱｵｼｬｸ Neohipparchus vallata ●
1148 ｽｼﾞﾂﾊﾞﾒｱｵｼｬｸ Nipponogelasma lucia ●
1149 ｶｷﾞﾊﾞｱｵｼｬｸ Tanaorhinus reciprocata confuciaria ● ●
1150 ﾖﾂﾒｱｵｼｬｸ Thetidia albocostaria ●
1151 ｳｽｷﾋﾒｼｬｸ Idaea biselata ●
1152 ｸﾛﾃﾝｼﾛﾋﾒｼｬｸ Scopula apicipunctata ●
1153 ｱﾒｲﾛﾋﾒｼｬｸ Scopula tenuisocius ●
1154 ｳﾝﾓﾝｵｵｼﾛﾋﾒｼｬｸ Somatina indicataria morata ● ｳﾝﾓﾝｵｵﾋﾒｼｬｸ(文献2)
1155 ﾌﾄﾍﾞﾆｽｼﾞﾋﾒｼｬｸ Timandra apicirosea ●
1156 ﾍﾞﾆｽｼﾞﾋﾒｼｬｸ Timandra griseata prouti ●
1157 ﾎｿﾊﾞﾄｶﾞﾘﾅﾐｼｬｸ Carige scutilimbata ●
1158 ｸﾛｽｼﾞｱｵﾅﾐｼｬｸ Chloroclystis v-ata ●
1159 ﾏﾙﾓﾝｼﾛﾅﾐｼｬｸ Eucosmabraxas evanescens evanescens ●
1160 ｷｼﾞﾏｿﾄｸﾞﾛﾅﾐｼｬｸ Eulithis pyropata sugitanii ●
1161 ﾎｿｶﾊﾞｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ Eupithecia lariciata ●
1162 ｷｶﾞｼﾗｵｵﾅﾐｼｬｸ Gandaritis agnes agnes ●
1163 ｷﾏﾀﾞﾗｵｵﾅﾐｼｬｸ Gandaritis fixseni ●
1164 ﾐﾔﾏﾌﾕﾅﾐｼｬｸ Operophtera nana ●
1165 ｸﾛｵﾋﾞﾌﾕﾅﾐｼｬｸ Operophtera relegata ●
1166 ﾋﾒｶﾊﾞｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ Perizoma saxeum ●
1167 ｻｶﾊﾁｸﾛﾅﾐｼｬｸ Rheumaptera hecata hecata ●
1168 ﾋﾒｼﾀｺﾊﾞﾈﾅﾐｼｬｸ Trichopteryx microloba ●
1169 ﾕｳﾏﾀﾞﾗｴﾀﾞｼｬｸ Abraxas miranda miranda ●
1170 ｸﾜﾄｹﾞｴﾀﾞｼｬｸ Apochima excavata ●
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1171 ﾋｮｳﾓﾝｴﾀﾞｼｬｸ Arichanna jaguararia gaschkevitchii ●
1172 ｷｼﾀｴﾀﾞｼｬｸ Arichanna melanaria fraterna ●
1173 ｱﾄｸﾞﾛｱﾐﾒｴﾀﾞｼｬｸ Cabera griseolimbata ●
1174 ｳﾒｴﾀﾞｼｬｸ Cystidia couaggaria ●
1175 ﾐﾐﾓﾝｴﾀﾞｼｬｸ Eilicrinia wehrlii ●
1176 ﾂﾏｷﾘｴﾀﾞｼｬｸ Endropiodes abjictus ●
1177 ｱﾐﾒｵｵｴﾀﾞｼｬｸ Erebomorpha fulguraria consors ●
1178 ﾍﾞﾆｽｼﾞｴﾀﾞｼｬｸ Heterolocha stulta ●
1179 ﾊﾞﾗｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ Lomographa temerata ●
1180 ﾆｯｺｳｴﾀﾞｼｬｸ Medasina nikkonis ●
1181 ｸﾜｴﾀﾞｼｬｸ Menophra atrilineata ●
1182 ｺﾖﾂﾒｴﾀﾞｼｬｸ Ophthalmitis irorataria ●
1183 ｳｽｷﾂﾊﾞﾒｴﾀﾞｼｬｸ Ourapteryx nivea ●
1184 ｺｶﾞﾀﾂﾊﾞﾒｴﾀﾞｼｬｸ Ourapteryx obtusicauda ● ●
1185 ｳｽｱｵｴﾀﾞｼｬｸ Parabapta clarissa ●
1186 ﾂﾏｷﾘｳｽｷｴﾀﾞｼｬｸ Pareclipsis gracilis ●
1187 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ Percnia albinigrata ●
1188 ｵｵｺﾞﾏﾀﾞﾗｴﾀﾞｼｬｸ Percnia giraffata ●
1189 ｳｽｼﾓﾌﾘﾄｹﾞｴﾀﾞｼｬｸ Phigalia djakonovi ●
1190 ﾘﾝｺﾞﾂﾉｴﾀﾞｼｬｸ Phthonosema tendinosaria ●
1191 ｺﾅﾌｷｴﾀﾞｼｬｸ本州高山亜種 Plagodis pulveraria montana ● ｺﾅﾌｷｴﾀﾞｼｬｸ(文献1)
1192 ｸﾛﾌｵｵｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ Pogonopygia nigralbata ●
1193 ｼﾛﾓﾝｸﾛｴﾀﾞｼｬｸ Proteostrenia leda ●
1194 ｷﾏﾀﾞﾗﾂﾊﾞﾒｴﾀﾞｼｬｸ Thinopteryx crocoptera striolata ● ●
1195 ﾄﾗﾌﾂﾊﾞﾒｴﾀﾞｼｬｸ Tristrophis veneris ●
1196 ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷｶﾞ ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷ Epicopeia hainesii hainesii ● ● ●
1197 ｲｶﾘﾓﾝｶﾞ ｲｶﾘﾓﾝｶﾞ Pterodecta felderi ● ●
1198 ｶﾚﾊｶﾞ ﾏﾂｶﾚﾊ Dendrolimus spectabilis ● ● ●
1199 ﾀｹｶﾚﾊ Euthrix albomaculata japonica ● ●
1200 ﾖｼｶﾚﾊ Euthrix potatoria bergmani ●
1201 ｶﾚﾊｶﾞ Gastropacha orientalis ●
1202 ﾋﾛﾊﾞｶﾚﾊ Gastropacha quercifolia cerridifolia ●
1203 ｵﾋﾞｶﾚﾊ Malacosoma neustria testacea ●
1204 ﾋﾒｶﾚﾊ Phyllodesma japonica ●
1205 ｳｽｽﾞﾐｶﾚﾊ Poecilocampa populi ●
1206 ｷﾞﾝﾓﾝｶﾚﾊ Somadasys brevivenis brevivenis ●
1207 ｶｲｺｶﾞ ｸﾜｺ Bombyx mandarina ● ● ｸﾜｺﾞ(文献2)
1208 ｶｲｺ Bombyx mori ●
1209 ｵｵｸﾜｺﾞﾓﾄﾞｷ Oberthueria falcigera ● ●
1210 ｲﾎﾞﾀｶﾞ ｲﾎﾞﾀｶﾞ Brahmaea wallichii japonica ● ●
1211 ﾔﾏﾏﾕｶﾞ ｵｵﾐｽﾞｱｵ Actias artemis artemis ● ●
1212 ﾔﾏﾏﾕ Antheraea yamamai yamamai ● ● ● ﾔﾏﾏﾕｶﾞ(文献2､3)
1213 ｸｽｻﾝ Caligula japonica japonica ● ●
1214 ﾋﾒﾔﾏﾏﾕ Caligula jonasii jonasii ●
1215 ｳｽﾀﾋﾞｶﾞ Rhodinia fugax fugax ● ●
1216 ｸﾛｳｽﾀﾋﾞｶﾞ Rhodinia jankowskii hattorie ●
1217 ｴｿﾞﾖﾂﾒ Aglia tau microtau ●
1218 ｽｽﾞﾒｶﾞ ﾎｿﾊﾞｽｽﾞﾒ Ambulyx ochracea ●
1219 ﾓﾝﾎｿﾊﾞｽｽﾞﾒ Ambulyx schauffelbergeri ●
1220 ｳﾝﾓﾝｽｽﾞﾒ Callambulyx tatarinovii gabyae ●
1221 ﾄﾋﾞｲﾛｽｽﾞﾒ Clanis bilineata tsingtauica ●
1222 ｻｻﾞﾅﾐｽｽﾞﾒ Dolbina tancrei ●
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1223 ﾏﾂｸﾛｽｽﾞﾒ Hyloicus morio morio ●
1224 ｸﾛﾃﾝｹﾝﾓﾝｽｽﾞﾒ Kentrochrysalis consimilis ●
1225 ﾉｺｷﾞﾘｽｽﾞﾒ Laothoe amurensis ●
1226 ﾓﾓｽｽﾞﾒ Marumba gaschkewitschii echephron ● ●
1227 ﾋﾒｸﾁﾊﾞｽｽﾞﾒ Marumba jankowskii ●
1228 ｴｿﾞｼﾓﾌﾘｽｽﾞﾒ Meganoton scribae ● ●
1229 ｴｿﾞｽｽﾞﾒ Phyllosphingia dissimilis ●
1230 ｼﾓﾌﾘｽｽﾞﾒ Psilogramma increta ●
1231 ｳﾁｽｽﾞﾒ Smerinthus planus ●
1232 ﾊﾈﾅｶﾞﾌﾞﾄﾞｳｽｽﾞﾒ Acosmeryx naga ●
1233 ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ Deilephila elpenor lewisii ● ●
1234 ｸﾛｽｷﾊﾞﾎｳｼﾞｬｸ Hemaris affinis ●
1235 ｸﾛﾎｳｼﾞｬｸ Macroglossum saga ● ●
1236 ﾎｳｼﾞｬｸ Macroglossum stellatarum ● ﾎｳｼｬｸｶﾞ(文献3)
1237 ﾋﾞﾛｰﾄﾞｽｽﾞﾒ Rhagastis mongoliana ●
1238 ｺｽｽﾞﾒ Theretra japonica ●
1239 ｼｬﾁﾎｺｶﾞ ｼﾛｼｬﾁﾎｺ Cnethodonta japonica ●
1240 ﾉﾋﾗﾄﾋﾞﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Drymonia basalis ●
1241 ﾄﾋﾞﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Drymonia dodonides ● ●
1242 ｺﾄﾋﾞﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Drymonia japonica ●
1243 ｳｽｸﾞﾛｼｬﾁﾎｺ Epinotodonta fumosa ●
1244 ﾎｼﾅｶｸﾞﾛﾓｸﾒｼｬﾁﾎｺ Furcula infumata ●
1245 ﾅｶｸﾞﾛﾓｸﾒｼｬﾁﾎｺ Furcula lanigera ●
1246 ｼﾛｽｼﾞｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Fusapteryx ladislai ● ｼﾛｽｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ(文献3)
1247 ｺﾌﾀｵﾋﾞｼｬﾁﾎｺ Cluphisia crenata ●
1248 ﾊｶﾞﾀｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Hagapteryx admirabilis ●
1249 ｷｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Himeropteryx miraculosa ●
1250 ｽｼﾞﾓｸﾒｼｬﾁﾎｺ Hupodonta lignea ●
1251 ｳｽﾂﾞﾏｼｬﾁﾎｺ Lophontosia cuculus ●
1252 ﾋﾒｼｬﾁﾎｺ Neostauropus basalis ●
1253 ﾅｶｽｼﾞｼｬﾁﾎｺ Nerice bipartita ●
1254 ﾏｴｼﾞﾛｼｬﾁﾎｺ Notodonta albicosta ●
1255 ｳﾁｷｼｬﾁﾎｺ Notodonta dembowskii ●
1256 ﾄﾋﾞｽｼﾞｼｬﾁﾎｺ Notodonta stigmatica ●
1257 ｱｶﾈｼｬﾁﾎｺ Peridea lativitta ●
1258 ﾏﾙﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Peridea moltrechti ●
1259 ｼﾛｼﾞﾏｼｬﾁﾎｺ Pheosia fusiformis ●
1260 ｵｵｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Pterostoma sinicum ●
1261 ｽｼﾞｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Ptilodon hoegei ●
1262 ｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Ptilodon robusta ●
1263 ｴｿﾞｸｼﾋｹﾞｼｬﾁﾎｺ Ptilophora jezoensis ●
1264 ｸｼﾋｹﾞｼｬﾁﾎｺ Ptilophora nohirae ●
1265 ｱｵｼｬﾁﾎｺ Quadricalcarifera japonica ●
1266 ﾌﾞﾅｱｵｼｬﾁﾎｺ Quadricalcarifera punctatella ● ●
1267 ｾﾀﾞｶｼｬﾁﾎｺ Rabtala cristata ●
1268 ｱｵｾﾀﾞｶｼｬﾁﾎｺ Rabtala splendida ●
1269 ﾆｯｺｳｼｬﾁﾎｺ Shachia circumscripta ●
1270 ｷﾞﾝﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Spatalia dives ●
1271 ｳｽｲﾛｷﾞﾝﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Spatalia doerriesi ●
1272 ｴｿﾞｷﾞﾝﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Spatalia jezoensis ●
1273 ｼｬﾁﾎｺｶﾞ Stauropus fagi ●
1274 ｷﾞﾝﾓﾝｽｽﾞﾒﾓﾄﾞｷ Tarsolepis japonica ● ●

164



昆虫目録26/31

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5
既存文献

備考No. 目名 科名 種名 学名

1275 ﾀﾃｽｼﾞｼｬﾁﾎｺ Togepteryx velutina ● ●
1276 ﾑﾗｻｷｼｬﾁﾎｺ Uropyia meticulodina ● ﾑｻｻｷｼｬﾁﾎｺ(文献2)
1277 ﾄﾞｸｶﾞ ｽｷﾞﾄﾞｸｶﾞ Calliteara argentata ●
1278 ﾏﾒﾄﾞｸｶﾞ Cifuna locuples confusa ●
1279 ｷﾄﾞｸｶﾞ Euproctis piperita ● ● ●
1280 ﾓﾝｼﾛﾄﾞｸｶﾞ Euproctis similis ●
1281 ﾄﾞｸｶﾞ Euproctis subflava ●
1282 ｷｱｼﾄﾞｸｶﾞ Ivela auripes ●
1283 ﾔﾅｷﾞﾄﾞｸｶﾞ Leucoma salicis ●
1284 ﾏｲﾏｲｶﾞ Lymantria dispar japonica ●
1285 ﾌﾞﾄﾞｳﾄﾞｸｶﾞ Neocifuna eurydice ●
1286 ｼﾛｵﾋﾞﾄﾞｸｶﾞ Numenes albofascia albofascia ●
1287 ﾋﾄﾘｶﾞ ｷﾍﾞﾘﾈｽﾞﾐﾎｿﾊﾞ Agylla gigantea gigantea ●
1288 ﾋﾒｷﾎｿﾊﾞ Eilema cribrata ●
1289 ﾋﾄﾘｶﾞ Arctia caja phaeosoma ● ●
1290 ｻﾗｻﾋﾄﾘ Camptoloma interiorata ● ●
1291 ｼﾛﾋﾄﾘ Chionarctia nivea ● ●
1292 ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ Hyphantria cunea ● ● ●
1293 ｼﾞｮｳｻﾞﾝﾋﾄﾘ Pericallia matronula sachalinensis ● ●
1294 ｱﾏﾋﾄﾘ Phragmatobia amurensis amurensis ●
1295 ﾎｼﾍﾞﾆｼﾀﾋﾄﾘ Rhyparioides amurensis nipponensis ●
1296 ﾍﾞﾆｼﾀﾋﾄﾘ Rhyparioides nebulosus ●
1297 ﾌﾀｽｼﾞﾋﾄﾘ Spilarctia bifasciata ● ●
1298 ｽｼﾞﾓﾝﾋﾄﾘ Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata ●
1299 ｷﾊﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾄﾘ Spilosoma lubricipeda ●
1300 ｸﾜｺﾞﾏﾀﾞﾗﾋﾄﾘ Thanatarctia imparilis ●
1301 ｶﾉｺｶﾞ ｶﾉｺｶﾞ Amata fortunei ● ● ●
1302 ｷﾊﾀﾞｶﾉｺ Amata germana nigricauda ●
1303 ﾔｶﾞ ｺｳｽﾍﾞﾘｹﾝﾓﾝ Anacronicta caliginea ●
1304 ｳｽﾍﾞﾘｹﾝﾓﾝ Anacronicta nitida ●
1305 ﾅﾏﾘｹﾝﾓﾝ Anacronicta plumbea ●
1306 ﾈｸﾞﾛｹﾝﾓﾝ Colocasia jezoensis ●
1307 ﾋﾒﾈｸﾞﾛｹﾝﾓﾝ Colocasia umbrosa ●
1308 ｶﾗﾌﾄｺﾞﾏｹﾝﾓﾝ Panthea coenobita ●
1309 ﾆｾｷﾊﾞﾗｹﾝﾓﾝ Trichosea ainu ●
1310 ｷﾀｷﾊﾞﾗｹﾝﾓﾝ Trichosea ludifica ●
1311 ｼﾛｹﾝﾓﾝ Acronicta leporina leporella ●
1312 ｵｵｹﾝﾓﾝ Acronicta major ● ●
1313 ｱｵｹﾝﾓﾝ Belciades niveola ●
1314 ｲﾎﾞﾀｹﾝﾓﾝ Craniophora ligustri ●
1315 ﾆｯｺｳｹﾝﾓﾝ Craniophora praeclara ●
1316 ｽｷﾞﾀﾆｺﾞﾏｹﾝﾓﾝ Harrisimemna marmorata ●
1317 ｻｸﾗｹﾝﾓﾝ Hyboma adaucta ●
1318 ｼﾞｮｳｻﾞﾝｹﾝﾓﾝ Hyboma jozana ●
1319 ｷｼﾀｹﾝﾓﾝ Hylonycta catocaloida ●
1320 ｼﾛｼﾀｹﾝﾓﾝ Hylonycta hercules ●
1321 ﾊﾝﾉｹﾝﾓﾝ Jocheaera alni ●
1322 ｱﾐﾒｹﾝﾓﾝ Lophonycta confusa ●
1323 ｺﾞﾏｹﾝﾓﾝ Moma alpium ●
1324 ﾆｯｺｳｱｵｹﾝﾓﾝ Nacna malachitis ●
1325 ｽｷﾞﾀﾆｱｵｹﾝﾓﾝ Nacna sugitanii ●
1326 ｼﾛﾌｸﾛｹﾝﾓﾝ Narcotica niveosparsa ●
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1327 ｵｵﾎｿﾊﾞｹﾝﾓﾝ Triaena cuspis ●
1328 ﾘﾝｺﾞｹﾝﾓﾝ Triaena intermedia ●
1329 ﾅｼｹﾝﾓﾝ Viminia rumicis ●
1330 ｷﾀﾊﾞｺｶﾞ Pyrrhia umbra ●
1331 ﾀﾏﾅﾔｶﾞ Agrotis ipsilon ●
1332 ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ Agrotis segetum ●
1333 ｵｵｱｵﾊﾞﾔｶﾞ Anaplectoides virens ●
1334 ｶｷﾞﾓﾝﾔｶﾞ Cerastis pallescens ● ●
1335 ﾐﾔﾏｱｶﾔｶﾞ Diarsia brunnea ●
1336 ｵｵﾊﾞｺﾔｶﾞ Diarsia canescens ●
1337 ﾓﾝｷﾔｶﾞ Diarsia dewitzi ●
1338 ｱｶﾌﾔｶﾞ Diarsia pacifica ●
1339 ｳｽｲﾛｱｶﾌﾔｶﾞ Diarsia ruficauda ●
1340 ｳｽｸﾞﾛﾔｶﾞ Euxoa sibirica ●
1341 ﾎｼﾎﾞｼﾔｶﾞ Hermonassa arenosa ●
1342 ｸﾛｸﾓﾔｶﾞ Hermonassa cecilia ● ●
1343 ﾅｶｸﾞﾛﾔｶﾞ Noctua undosa ●
1344 ﾏｴｼﾞﾛﾔｶﾞ Ochropleura plecta glaucimacula ●
1345 ﾎｿｱｵﾊﾞﾔｶﾞ Ochropleura praecox flavomaculata ●
1346 ｵｵﾎｿｱｵﾊﾞﾔｶﾞ Ochropleura praecurrens ●
1347 ｺｷﾏｴﾔｶﾞ Ochropleura triangularis ●
1348 ﾆｾﾀﾏﾅﾔｶﾞ Peridroma saucia ●
1349 ｳｽｲﾛｶﾊﾞｽｼﾞﾔｶﾞ Sineugraphe bipartita ●
1350 ｶﾊﾞｽｼﾞﾔｶﾞ Sineugraphe exusta ●
1351 ｵｵｶﾊﾞｽｼﾞﾔｶﾞ Sineugraphe longipennis ●
1352 ｼﾛｵﾋﾞﾊｲｲﾛﾔｶﾞ Spaelotis lucens ●
1353 ｱｶﾏｴﾔｶﾞ Spaelotis valida ●
1354 ｼﾛﾓﾝﾔｶﾞ Xestia cnigrum ● ●
1355 ｷｼﾀﾐﾄﾞﾘﾔｶﾞ Xestia efflorescens ●
1356 ｸﾛﾌﾄﾋﾞｲﾛﾔｶﾞ Xestia fuscostigma ●
1357 ﾊｺﾍﾞﾔｶﾞ Xestia kollari plumbata ●
1358 ﾊｲｲﾛｷｼﾀﾔｶﾞ Xestia semiherbida decrata ●
1359 ｸﾛｼﾀｷﾖﾄｳ Aletia placida ●
1360 ｷﾝｲﾛｷﾘｶﾞ Clavipalpura aurariae ●
1361 ｷﾐｬｸﾖﾄｳ Dictyestra dissecta ●
1362 ｹﾝﾓﾝｷﾘｶﾞ Egira saxea ● ｹﾝﾓﾝｵﾋﾞｷﾘｶﾞ(文献2)
1363 ﾌｻｸﾋﾞﾖﾄｳ Hadena rivularis ●
1364 ﾐﾔﾏﾖﾄｳ Lacanobia thalassina contrastata ●
1365 ﾖﾄｳｶﾞ Mamestra brassicae ● ●
1366 ｼﾗﾎｼﾖﾄｳ Melanchra persicariae ●
1367 ｱﾄｼﾞﾛｼﾗﾎｼﾖﾄｳ Melanchra postalba ●
1368 ﾅｶﾞﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ Mythimna divergens ● ﾅｶﾞﾌﾀｵﾋﾞﾖﾄｳ(文献2)
1369 ﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ Mythimna turca ● ﾌﾀｵﾋﾞﾖﾄｳ(文献2)
1370 ﾎｿﾊﾞｷﾘｶﾞ Orthosia angustipennis ●
1371 ｳｽﾍﾞﾆｷﾘｶﾞ Orthosia cedermarki ●
1372 ｺﾞﾏﾌｷﾘｶﾞ Orthosia coniortota ●
1373 ﾖﾓｷﾞｷﾘｶﾞ Orthosia ella ●
1374 ｶﾊﾞｷﾘｶﾞ Orthosia evanida ●
1375 ｶｼﾜｷﾘｶﾞ Orthosia gothica askoldensis ●
1376 ｲｲｼﾞﾏｷﾘｶﾞ Orthosia ijimai ●
1377 ｼﾛﾍﾘｷﾘｶﾞ Orthosia limbata ●
1378 ｸﾛﾐﾐｷﾘｶﾞ Orthosia lizetta ●
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1379 ｽﾓﾓｷﾘｶﾞ Orthosia munda ●
1380 ﾁｬｲﾛｷﾘｶﾞ Orthosia odiosa ●
1381 ﾌﾞﾅｷﾘｶﾞ Orthosia paromoea ●
1382 ﾅﾏﾘｷﾘｶﾞ Orthosia satoi ●
1383 ﾏﾂｷﾘｶﾞ Panolis flammea japonica ●
1384 ｽｷﾞﾀﾆｷﾘｶﾞ Perigrapha hoenei ●
1385 ｵｵﾁｬｲﾛﾖﾄｳ Polia bombycina grisea ●
1386 ｵｵｼﾓﾌﾘﾖﾄｳ Polia goliath ●
1387 ｵｵｼﾗﾎｼﾖﾄｳ Polia nebulosa ●
1388 ｱﾜﾖﾄｳ Pseudaletia separata ●
1389 ｱｽﾞｻｷﾘｶﾞ Pseudopanolis azusa ●
1390 ｼﾛｼﾀﾖﾄｳ Sarcopolia illoba ● ｼﾛｼﾛﾖﾄｳ(文献2)
1391 ﾌｻﾋｹﾞｵﾋﾞｷﾘｶﾞ Agrochola evelina ●
1392 ｱｵﾊﾞﾊｶﾞﾀﾖﾄｳ Antivaleria viridimacula ●
1393 ﾑﾗｻｷﾊｶﾞﾀﾖﾄｳ Blepharita amica ussuriensis ●
1394 ﾐﾔﾏﾊｶﾞﾀﾖﾄｳ Blepharita bathensis ●
1395 ｵｵﾊｶﾞﾀﾖﾄｳ Blepharita melanodonta ●
1396 ｴｿﾞﾓｸﾒｷﾘｶﾞ Brachionycha nubeculosa jezoensis ●
1397 ﾀﾆｶﾞﾜﾓｸﾒｷﾘｶﾞ Brachionycha permixta ●
1398 ﾎｼｵﾋﾞｷﾘｶﾞ Conistra albipuncta ●
1399 ﾃﾝｽｼﾞｷﾘｶﾞ Conistra fletcheri ●
1400 ﾐﾔﾏｵﾋﾞｷﾘｶﾞ Conistra grisescens ●
1401 ｷｸｾﾀﾞｶﾓｸﾒ Cucullia elongata ●
1402 ﾎｿﾊﾞｾﾀﾞｶﾓｸﾒ Cucullia fraterna ●
1403 ﾊｲｲﾛｾﾀﾞｶﾓｸﾒ Cucullia maculosa ●
1404 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｷﾘｶﾞ Dasycampa castaneofasciata ●
1405 ﾌﾟﾗｲﾔｵﾋﾞｷﾘｶﾞ Dryobotodes pryeri ●
1406 ｶﾊﾞｲﾛﾐﾂﾎﾞｼｷﾘｶﾞ Eupsilia boursini ●
1407 ｴｿﾞﾐﾂﾎﾞｼｷﾘｶﾞ Eupsilia transversa ●
1408 ﾐﾂﾎﾞｼｷﾘｶﾞ Eupsilia tripunctata ●
1409 ｷﾏｴｷﾘｶﾞ Hemiglaea costalis ●
1410 ｼﾛｸﾋﾞｷﾘｶﾞ Lithophane consocia ●
1411 ﾓﾝﾊｲｲﾛｷﾘｶﾞ Lithophane plumbealis ●
1412 ｶｼﾜｷﾎﾞｼｷﾘｶﾞ Lithophane pruinosa ●
1413 ｶﾀﾊﾘｷﾘｶﾞ Lithophane rosinae ●
1414 ﾅｶｸﾞﾛﾎｿｷﾘｶﾞ Lithophane socia ●
1415 ﾊﾝﾉｷﾘｶﾞ Lithophane ustulata ● ﾊﾝﾉｷｷﾘｶﾞ(文献2)
1416 ｳｽｱｵｷﾘｶﾞ Lithophane venusta ●
1417 ﾊｲｲﾛﾊｶﾞﾀﾖﾄｳ Meganephria debilis ●
1418 ｲﾁｺﾞｷﾘｶﾞ Orbona fragariae ●
1419 ｽｷﾞﾀﾆﾓﾝｷﾘｶﾞ Sugitania lepida ●
1420 ｳｽｷﾄｶﾞﾘｷﾘｶﾞ Telorta acuminata ●
1421 ﾉｺﾒﾄｶﾞﾘｷﾘｶﾞ Telorta divergens ● ﾉｺﾒﾄﾘｷﾘｶﾞ(文献2)
1422 ｷﾄｶﾞﾘｷﾘｶﾞ Telorta edentata ●
1423 ﾓﾝｷｷﾘｶﾞ Xanthia icteritia ●
1424 ｴｿﾞｷｲﾛｷﾘｶﾞ Xanthia japonago ●
1425 ｷｲﾛｷﾘｶﾞ Xanthia togata ●
1426 ｵｵﾓﾝｷｷﾘｶﾞ Xanthia tunicata ●
1427 ｷﾊﾞﾗﾓｸﾒｷﾘｶﾞ Xylena formosa ●
1428 ｱﾔﾓｸﾒｷﾘｶﾞ Xylena fumosa ●
1429 ｼｮｳﾌﾞﾖﾄｳ Amphipoea ussuriensis ●
1430 ｵｵｳｽﾂﾞﾏｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra erebina ● ｵｵｳｽｼﾞﾏｶﾗｽﾖﾄｳ(文献2)
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1431 ｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra livida corvina ●
1432 ｵｵｼﾏｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra monolitha surnia ●
1433 ｼﾏｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra pyramidea obscura ●
1434 ﾂﾏｼﾞﾛｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra schrenckii ● ｼﾏｼﾞﾛｶﾗｽﾖﾄｳ(文献2)
1435 ｼﾛｽｼﾞｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra tripartita ●
1436 ｱｶﾓｸﾒﾖﾄｳ Apamea aquila oriens ●
1437 ｶﾄﾞﾓﾝﾖﾄｳ Apamea crenata ●
1438 ﾈｽｼﾞｼﾗｸﾓﾖﾄｳ Apamea hampsoni ●
1439 ｵｵｱｶﾖﾄｳ Apamea lateritia ●
1440 ﾁｬｲﾛｶﾄﾞﾓﾝﾖﾄｳ Apamea sodalis ●
1441 ｸﾛﾃﾝﾖﾄｳ Athetis cinerascens ●
1442 ｼﾛﾓﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ Athetis lineosa ●
1443 ｷﾞｼｷﾞｼﾖﾄｳ Atrachea nitens ●
1444 ﾓｸﾒﾖﾄｳ Axylia putris ●
1445 ﾏﾀﾞﾗﾂﾏｷﾘﾖﾄｳ Callopistria repleta ● ●
1446 ﾋﾄﾃﾝﾖﾄｳ Chalconyx ypsilon ● ●
1447 ｺｺﾞﾏﾖﾄｳ Chandata bella ●
1448 ｱｲﾉｸﾛﾊﾅｷﾞﾝｶﾞ Chasminodes aino ●
1449 ｴｿﾞｸﾛｷﾞﾝｶﾞ Chasminodes atrata ●
1450 ｳﾗｷﾞﾝｶﾞ Chasminodes nervosa ●
1451 ﾋﾒｷﾞﾝｶﾞ Chasminodes unipuncta ●
1452 ｿﾄｼﾛﾌﾖﾄｳ Colocasidia albifera ●
1453 ｼﾗｵﾋﾞｷﾘｶﾞ Cosmia camptostigma ●
1454 ﾐｶﾂﾞｷｷﾘｶﾞ Cosmia cara ● ﾐｶｽﾞｷｷﾘｶﾞ(文献2)
1455 ｲﾀﾔｷﾘｶﾞ Cosmia exigua ●
1456 ｼﾗﾎｼｷﾘｶﾞ Cosmia restituta picta ●
1457 ﾏﾀﾞﾗｷﾎﾞｼｷﾘｶﾞ Dimorphicosmia variegata ●
1458 ｳｽｸﾛﾓｸﾒﾖﾄｳ Dipterygina cupreotincta ●
1459 ｺｸﾛﾓｸﾒﾖﾄｳ Dipterygina japonica ●
1460 ｽｼﾞｸﾛﾓｸﾒﾖﾄｳ Dypterygia andreji ●
1461 ﾓﾝｵﾋﾞﾋﾒﾖﾄｳ Dysmilichia gemella ●
1462 ｳｽｼﾀｷﾘｶﾞ Enargia paleacea ●
1463 ｳｽﾑﾗｻｷﾖﾄｳ Eucarta virgo ●
1464 ﾓﾝｷｱｶｶﾞﾈﾖﾄｳ Euplexia aureopuncta ●
1465 ｼﾛﾓﾝｱｶｶﾞﾈﾖﾄｳ Euplexia dilutiapicata splendida ●
1466 ｼﾗｵﾋﾞｱｶｶﾞﾈﾖﾄｳ Euplexia illustrata ● ｼﾗｵﾋﾞｱｶﾞﾈﾖﾄｳ(文献2)
1467 ｱｶｶﾞﾈﾖﾄｳ Euplexia lucipara ● ｱｶﾞﾈﾖﾄｳ(文献2)
1468 ﾋﾒﾄｶﾞﾘﾖﾄｳ Gortyna basalipunctata ●
1469 ｺﾞﾎﾞｳﾄｶﾞﾘﾖﾄｳ Gortyna fortis ●
1470 ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖﾄｳ Hadjina biguttula ●
1471 ﾌｷﾖﾄｳ Hydraecia amurensis ●
1472 ﾂﾏﾓﾝｷﾘｶﾞ Imosca coreana ●
1473 ｱｵｱｶｶﾞﾈﾖﾄｳ Karana laetevirens ●
1474 ﾏｴｱｶｼﾛﾖﾄｳ Leucapamea kawadai ●
1475 ﾎｼﾐﾐﾖﾄｳ Mesapamea concinnata ●
1476 ﾖｺｽｼﾞﾖﾄｳ Mesoligia furuncula ●
1477 ﾁｬｵﾋﾞﾖﾄｳ Niphonyx segregata ●
1478 ﾃﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ Nonagria turpis ●
1479 ｸｻﾋﾞﾖﾄｳ Oligia ophiogramma ●
1480 ｷｸﾞﾁﾖﾄｳ Phlogophora beatrix ●
1481 ﾏｴﾎｼﾖﾄｳ Pyrrhidivalva sordida ●
1482 ﾖｼﾖﾄｳ Phizedra lutosa ●
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1483 ｻｯﾎﾟﾛﾁｬｲﾛﾖﾄｳ Sapporia repetita ● ｻｯﾎﾟﾛﾁﾔｲﾛﾖﾄｳ(文献2)
1484 ﾏﾙﾓﾝｼﾛｶﾞ Sphragifera sigillata ●
1485 ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ Spodoptera depravata ●
1486 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ Spodoptera litura ●
1487 ﾋﾒｼﾛﾃﾝｱｵﾖﾄｳ Trachea melanospila ●
1488 ｵｵｼﾛﾃﾝｱｵﾖﾄｳ Trachea punkikonis ●
1489 ﾊｶﾞﾀｱｵﾖﾄｳ Trachea tokiensis ●
1490 ｳｽｷｼﾀﾖﾄｳ Triphaenopsis cinerescens ●
1491 ｼﾛﾎｼｷｼﾀﾖﾄｳ Triphaenopsis lucilla ●
1492 ﾅｶｼﾞﾛｷｼﾀﾖﾄｳ Triphaenopsis postflava ●
1493 ｷﾞﾝﾎﾞｼﾘﾝｶﾞ Ariolica argentea ●
1494 ﾍﾞﾆﾓﾝｱｵﾘﾝｶﾞ Earias roseifera ●
1495 ﾏﾀﾞﾗｺﾔｶﾞ Deltote nemorum ●
1496 ｼﾛﾋｼﾓﾝｺﾔｶﾞ Micardia argentata ●
1497 ｳｽﾍﾞﾆｺﾔｶﾞ Perynea subrosea ●
1498 ｲﾗｸｻﾏﾀﾞﾗｳﾜﾊﾞ Abrostola trigemina ●
1499 ﾓﾓｲﾛｷﾝｳﾜﾊﾞ Anadevidia hebetata ●
1500 ｳﾘｷﾝｳﾜﾊﾞ Anadevidia peponis ● ●
1501 ｷﾞﾝﾎﾞｼｷﾝｳﾜﾊﾞ Antoculeora locuples ● ●
1502 ｵｵﾑﾗｻｷｷﾝｳﾜﾊﾞ Autographa amurica ●
1503 ｲﾁｼﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ Chrysodeixis eriosoma ●
1504 ｴｿﾞｷﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ Ctenoplusia albostriata ●
1505 ﾘｮｸﾓﾝｵｵｷﾝｳﾜﾊﾞ Diachrysia coreae ●
1506 ﾏｶﾞﾘｷﾝｳﾜﾊﾞ Diachrysia leonina ●
1507 ｵｵﾋｻｺﾞｷﾝｳﾜﾊﾞ Diachrysia stenochrysis ●
1508 ｼｰﾓﾝｷﾝｳﾜﾊﾞ Lamprotes mikadina ● ｼｰﾓﾝｷｳﾜﾊﾞ(文献2)
1509 ｷﾞﾝﾓﾝｼﾛｳﾜﾊﾞ Macdunnoughia purissima ●
1510 ｲﾈｷﾝｳﾜﾊﾞ Plusia festucae ●
1511 ｱｶｷﾝｳﾜﾊﾞ Polychrysia aurata ●
1512 ｷｸｷﾝｳﾜﾊﾞ Trichoplusia intermixta ●
1513 ﾌｸﾗｽｽﾞﾒ Arcte coerula ●
1514 ﾊｲﾓﾝｷｼﾀﾊﾞ Catocala agitatrix mabella ●
1515 ﾉｺﾒｷｼﾀﾊﾞ Catocala bella ●
1516 ﾖｼﾉｷｼﾀﾊﾞ Catocala connexa ●
1517 ｹﾝﾓﾝｷｼﾀﾊﾞ Catocala deuteronympha omphale ●
1518 ｴｿﾞｼﾛｼﾀﾊﾞ Catocala dissimilis ●
1519 ｵﾆﾍﾞﾆｼﾀﾊﾞ Catocala dula ●
1520 ﾏﾒｷｼﾀﾊﾞ Catocala duplicata ●
1521 ﾍﾞﾆｼﾀﾊﾞ Catocala electa zalmunna ● ●
1522 ﾐﾔﾏｷｼﾀﾊﾞ Catocala ella ●
1523 ﾑﾗｻｷｼﾀﾊﾞ Catocala fraxini ● ●
1524 ﾜﾓﾝｷｼﾀﾊﾞ Catocala fulminea xarippe ●
1525 ｼﾞｮﾅｽｷｼﾀﾊﾞ Catocala jonasii ● ●
1526 ｵｵｼﾛｼﾀﾊﾞ Catocala lara ● ●
1527 ﾋﾒｼﾛｼﾀﾊﾞ Catocala nagioides ●
1528 ｼﾛｼﾀﾊﾞ Catocala nivea ●
1529 ｺﾞﾏｼｵｷｼﾀﾊﾞ Catocala nubila ●
1530 ｴｿﾞﾍﾞﾆｼﾀﾊﾞ Catocala nupta nozawae ●
1531 ｷｼﾀﾊﾞ Catocala patala ● ●
1532 ｺｶﾞﾀｷｼﾀﾊﾞ Catocala praegnax esther ●
1533 ﾌｼｷｷｼﾀﾊﾞ Catocala separans ●
1534 ｱｻﾏｷｼﾀﾊﾞ Catocala streckeri ● ●
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昆虫目録31/31

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5
既存文献

備考No. 目名 科名 種名 学名

1535 ﾓﾝｼﾛﾑﾗｻｷｸﾁﾊﾞ Ercheia niveostrigata ●
1536 ﾓﾝﾑﾗｻｷｸﾁﾊﾞ Ercheia umbrosa ●
1537 ﾑｸｹﾞｺﾉﾊ Lagoptera juno ● ●
1538 ﾑﾗｻｷｱｼﾌﾞﾄｸﾁﾊﾞ Parallelia maturata ●
1539 ｱｹﾋﾞｺﾉﾊ Adris tyrannus ●
1540 ｸﾛｵﾋﾞｱﾂﾊﾞ Antatha wilemani ●
1541 ｵｵｴｸﾞﾘﾊﾞ Calyptra gruesa ●
1542 ﾍﾞﾆﾄｶﾞﾘｱﾂﾊﾞ Naganoella timandra ●
1543 ﾊﾅﾏｶﾞﾘｱﾂﾊﾞ Hadennia incongruens ●
1544 ｷｲﾛｱﾂﾊﾞ Zanclognatha helva ●
－ ﾋﾛｻﾋﾞｽｼﾞﾖﾄｳ － ●
－ ﾄﾓｴｶﾞ － ●

1545 ﾄﾗｶﾞ ﾄﾗｶﾞ Chelonomorpha japana ●
1546 ﾏｲｺﾄﾗｶﾞ Maikona jezoensis jezoensis ●
1547 ｺﾄﾗｶﾞ Mimeusemia persimilis ●
－ 23目 233科 394種 1274種 159種 10種 6種 －

注：種名、学名は「日本産野生生物目録 無脊椎動物編Ⅱ」（環境庁 1995年）に準拠した。
　　種名を変更した種については、備考欄に文献内で使われていた種名を記載した。
　　「日本産野生生物目録 無脊椎動物編Ⅱ」に種名、学名が記載されていない種については図鑑資料から学名を引用した。
　　「日本産野生生物目録 無脊椎動物編Ⅱ」及び図鑑資料に種名、学名が記載されていない種については、学名不明とし、科数、種数に含めなかった。

既存文献
文献1：「只見町史資料集　第4集『会津只見の自然』気候・地質・動物編」（只見町史編さん委員会 2001年）
文献2：「舘岩村史 第2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村 1995年）
文献3：「南郷村史 第2巻」（南郷村 1985）
文献4：「第2回 自然環境保全基礎調査 動物分布調査報告書（昆虫類）」（福島県　1979年）
文献5：「レッドデータブックふくしまⅡ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県　2003年）
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両生類・爬虫類目録

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6
1 ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ Eumeces latiscutatus ● ● ● ﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ(文献1,4,5）
2 ｶﾅﾍﾋﾞ ｶﾅﾍﾋﾞ Takydromus tachydromoides ● ● ● ● ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ(文献1,4,5)
3 ﾍﾋﾞ ｼﾏﾍﾋﾞ Elaphe quadrivirgata ● ● ●
4 ｼﾞﾑｸﾞﾘ Elaphe conspicillata ● ● ● ｱｶｼﾞﾑｸﾞﾘ(文献4,5)
5 ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ Elaphe climacophora ● ● ● ●
6 ｼﾛﾏﾀﾞﾗ Dinodon orientalis ● ● ● ●
7 ﾋﾊﾞｶﾘ Natrix vibakari ● ● ● ●
8 ﾔﾏｶｶﾞｼ Rhabdophis tigrinus tigrinus ● ● ●
9 ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾏﾑｼ Agkistrodon blomhoffii ● ● ● ﾆﾎﾝﾏﾑｼ(文献1,4,5)
10 ｻﾝｼｮｳｳｵ ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾄｳﾎｸｻﾝｼｮｳｳｵ Hynobius lichenatus ● ● ● ●
11 ｸﾛｻﾝｼｮｳｳｵ Hynobius nigrescens ● ● ● ●
12 ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳｵ Onychodactylus japonicus ● ● ● ●
13 ｲﾓﾘ ｲﾓﾘ Cynops pyrrhogaster ● ● ● ●
14 ｶｴﾙ ﾋｷｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝﾋｷｶﾞｴﾙ Bufo japonicus ● ● ● ●   ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ(文献1，3)、ﾋｷｶﾞｴﾙ（文献4)、ﾔﾏﾋｷｶﾞｴﾙ(文献5)
15 ｱﾏｶﾞｴﾙ ｱﾏｶﾞｴﾙ Hyla japonica ● ● ● ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ(文献1)
16 ｱｶｶﾞｴﾙ ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ Rana tagoi ● ●
17 ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ Rana japonica japonica ● ●
18 ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ Rana ornativentris ● ● ●
19 ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ Rana nigromaculata ● ● ● ●
20 ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ Rana porosa ●
21 ﾂﾁｶﾞｴﾙ Rana rugosa ● ● ● ● ●
22 ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ Rhacophorus schlegelii ● ● ● ●
23 ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ Rhacophorus arboreus ● ● ● ● ●

24 ｶｼﾞｶｶﾞｴﾙ Buergeria buergeri ● ● ● ● ●

－ 3目 10科 22種 1種 8種 22種 23種 9種 －
注：種名、学名は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（環境庁 1993年）に準拠した。
　　種名を変更した種については、備考欄に文献内で使われていた種名を記載した。

既存文献
文献1：「只見町史資料集　第4集『会津只見の自然』気候・地質・動物編」（只見町史編さん委員会 2001年）
文献2：「第2回 自然環境保全基礎調査 動物分布調査報告書（両生類・は虫類）」（福島県　1978年）
文献3：「自然環境保全基礎調査　種の多様性調査報告書（両生類・爬虫類）」（福島県　1999年）
文献4：「舘岩村史 第2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村 1995年）
文献5：「南郷村史 第2巻」（南郷村 1985）
文献6：「レッドデータブックふくしまⅡ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県　2003年）

No. 備考

24種

既存文献
目名 科名 種名 学名
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哺乳類目録

文献1 文献2 文献3 文献4 文献5 文献6 文献7 文献8
1 ﾓｸﾞﾗ ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ ﾎﾝｼｭｳﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ Sorex shinto shinto  ● ●
2 ｼﾞﾈｽﾞﾐ Crocidura dsinezumi ● ● ● ﾎﾝｼｭｳｼﾞﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
3 ｶﾜﾈｽﾞﾐ Chimarrogale himalayica ● ● ● ﾆﾎﾝｶﾜﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
4 ﾓｸﾞﾗ ﾋﾒﾋﾐｽﾞ Dymecodon pilirostris ●
5 ﾋﾐｽﾞ Urotrichus talpoides ● ● ● ﾎﾝｼｭｳﾋﾐｽﾞ(文献1)
6 ﾐｽﾞﾗﾓｸﾞﾗ Euroscaptor mizura ●
7 ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ Mogera wogura wogura ● ●
8 ｺﾓｸﾞﾗ Mogera wogura minor ● ●
9 ｺｳﾓﾘ ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ ｺｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ Rhinolophus cornutus ●
10 ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ Rhinolophus ferrumquinum ● ● ● ﾐｶﾄﾞｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ(文献1)
11 ﾋﾅｺｳﾓﾘ ｵｾﾞﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ Myotis ozensis ●
12 ﾓﾓｼﾞﾛｺｳﾓﾘ Myotis macrodactylus ● ●
13 ｸﾛﾎｵﾋｹﾞｺｳﾓﾘ Myotis pruinosus ● ● ● ●
14 ﾓﾘｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ Pipistrellus endoi ●
15 ｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ Pipistrellus abramus ● ●
16 ﾔﾏｺｳﾓﾘ Nyctalus aviator ● ● ﾆﾎﾝﾔﾏｺｳﾓﾘ（ﾔﾏｺｳﾓﾘ）(文献4,5)
17 ﾆﾎﾝｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ Murina silvatica ● ● ● ● ｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ(文献1)
18 ﾆﾎﾝﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ Murina hilgendorfi ●
－ ｺｳﾓﾘ目 CHIROPTERA ● ｺｳﾓﾘ(文献3)
19 ｻﾙ ｵﾅｶﾞｻﾞﾙ ﾆﾎﾝｻﾞﾙ Macaca fuscata ● ● ● ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｻﾞﾙ(文献2)、ｻﾙ(文献6)
20 ｳｻｷﾞ ｳｻｷﾞ ﾉｳｻｷﾞ Lepus brachyurus ● ● ● ● ﾄｳﾎｸﾉｳｻｷﾞ(文献4,5,6)
21 ﾈｽﾞﾐ ﾘｽ ﾆﾎﾝﾘｽ Sciurus lis ● ● ● ● ﾘｽ(文献6)
22 ﾎﾝﾄﾞﾓﾓﾝｶﾞ Pteromys momonga ● ● ● ● ﾎﾝｼｭｳﾓﾓﾝｶﾞ(文献4,5)、ﾓﾓﾝｶﾞ(文献6)
23 ﾑｻｻﾋﾞ Petaurista leucogenys ● ● ● ● ﾆｯｺｳﾑｻｻﾋﾞ(文献4,5)
24 ﾔﾏﾈ ﾔﾏﾈ Glirulus japonicus ● ● ● ● ● ●
25 ﾈｽﾞﾐ ｽﾐｽﾈｽﾞﾐ Eothenomys smithi ● ●
26 ﾎﾝﾄﾞﾊﾀﾈｽﾞﾐ Microtus montebelli montebelli ● ● ﾎﾝｼｭｳﾊﾀﾈｽﾞﾐ(ﾎﾝﾄﾞﾊﾀﾈｽﾞﾐ)(文献4,5)
27 ｱｶﾈｽﾞﾐ Apodemus speciosus ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｱｶﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
28 ﾋﾒﾈｽﾞﾐ Apodemus argenteus ● ﾎﾝﾄﾞﾋﾒﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
29 ﾊﾂｶﾈｽﾞﾐ Mus musculus ●
30 ﾄﾞﾌﾞﾈｽﾞﾐ Rattus norvegicus ● ● ● ﾆﾎﾝﾄﾞﾌﾞﾈｽﾞﾐ(文献4,5)
31 ﾄｳﾎｸﾔﾁﾈｽﾞﾐ Eothenomys andersoni ● ﾔﾁﾈｽﾞﾐ(文献1)
32 ﾈｺ ｸﾏ ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ Selenarctos thibetanus ● ● ● ● ● ● ● ﾆﾎﾝﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ(文献2,5)、ｸﾏ(文献6)
33 ｲﾇ ﾀﾇｷ Nyctereutes procyonoides ● ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ(文献4,5)
34 ｷﾂﾈ Vulpes vulpes ● ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｷﾂﾈ(文献4,5)
35 ｲﾀﾁ ﾃﾝ Martes melampus ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞﾃﾝ(文献4,5)、ｷﾃﾝ(文献6)
36 ｲﾀﾁ Mustela itatsi ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｲﾀﾁ(文献4,5)
37 ｵｺｼﾞｮ Mustela erminea ● ● ● ● ● ﾎﾝﾄﾞｵｺｼﾞｮ(文献2,4,5)
38 ｱﾅｸﾞﾏ Meles meles ● ● ● ● ● ﾆﾎﾝｱﾅｸﾞﾏ(文献4,5)
39 ｼﾞｬｺｳﾈｺ ﾊｸﾋﾞｼﾝ Paguma larvata ● ● ● ●
40 ｳｼ ｼｶ ﾆﾎﾝｼﾞｶ Cervus nippon ● ● ｼｶ(文献6)
41 ｳｼ ｶﾓｼｶ Capricornis crispus ● ● ● ● ● ﾆﾎﾝｶﾓｼｶ(文献4,5)
－ 7目 15科 41種 － 32種 9種 4種 27種 26種 17種 5種 7種 －

注：種名、学名は「日本産野生生物目録 脊椎動物編」（環境庁 1993年）に準拠した。
　　種名を変更した種については、備考欄に文献内で使われていた種名を記載した。

既存文献
文献1：「只見町史資料集　第4集『会津只見の自然』気候・地質・動物編」（只見町史編さん委員会 2001年）
文献2：「福島県只見地域の森林植生並びに生物多様性に関する学術調査」（只見町教育委員会 2003年）
文献3：「福島県只見地域の森林植生並びに生物多様性に関する学術調査」（只見町教育委員会 2005年）
文献4：「南郷村史 第2巻」（南郷村 1985）
文献5：「舘岩村史 第2巻 資料編Ⅰ」（舘岩村 1995年）
文献6：「福島県獣類生息状況調査報告書」（福島県森林保全課 1991年）
文献7：「第2回 自然環境保全基礎調査 動物分布調査報告書（哺乳類）」（福島県　1978年）
文献8：「レッドデータブックふくしまⅡ－福島県の絶滅のおそれのある野生生物－」（福島県　2003年）

No. 備考目名 科名 種名 学名
既存文献
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 1 雪田草原

 2 オオシラビソ群集

 3 ササ－ダケカンバ群落

 4 シナノキンバイ－ミヤマキンポウゲ群団

 5 ササ群落（ＩＩ）

 6 チシマザサ－ブナ群団

 7 クロベ－キタゴヨウ群落

 8 ジュウモンジシダ－サワグルミ群集

 9 ケヤキ群落（ＩＶ）

10 ヤナギ高木群落（ＩＶ）

11 ヤナギ低木群落（ＩＶ）

12 ウラジロヨウラク－ミヤマナラ群団

13 なだれ地自然低木群落

14 自然草原

15 ブナ－ミズナラ群落

16 カスミザクラ－コナラ群落

17 アカマツ群落（Ｖ）

18 ササ群落（Ｖ）

19 ススキ群団（Ｖ）

20 伐採跡地群落（Ｖ）

21 ヨシクラス

22 スギ・ヒノキ・サワラ植林

23 カラマツ植林

24 その他植林（落葉広葉樹）

25 牧草地

26 果樹園

27 畑雑草群落

28 水田雑草群落

29 市街地

30 緑の多い住宅地

31 造成地

32 開放水域

33 自然裸地

凡  例

0 51 2 3 4 km

縮尺　１：２５０００

25000分の１現存植生図
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